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2

27
3～

27
9

第
13

北
海

道
科

学
大

学
G

40
2

（
96

名
）

６
　
地

盤
と
構

造
物

６
　
地

盤
と
構

造
物

６
　
地

盤
と
構

造
物

29
5～

30
1

６
　
地
盤
と
構
造
物

３
 地

盤
材
料

３
 地

盤
材
料

３
 地

盤
材
料

30
2～

30
8

30
9～

31
5

31
6～

32
2

32
3～

33
0

33
1～

33
8

改
良
土
・
軽
量
土
⑥

33
9～

34
6

改
良
土
・
軽
量
土
⑤

36
6～

37
2

３
 地

盤
材
料

３
 地

盤
材
料

３
 地

盤
材
料

改
良
土
・
軽
量
土
⑦

リ
サ
イ
ク
ル
材
料
①

リ
サ
イ
ク
ル
材
料
②

リ
サ
イ
ク
ル
材
料
③

第
12

北
海

道
科

学
大

学
G
棟

4F
G

40
1

（
96

名
）

３
 地

盤
材

料
３

 地
盤

材
料

３
 地

盤
材

料
３

 地
盤
材
料

改
良

土
・
軽

量
土
①

改
良

土
・
軽

量
土

②
改

良
土

・
軽

量
土

③
改
良
土
・
軽
量
土
④

不
飽
和
土
④

24
7～

25
4

25
5～

25
9

37
3～

37
8

37
9～

38
4

22
～

25
20

7～
21

4
21

5～
22

2
34

7～
35

3
35

4～
35

9

３
 地

盤
材
料

軟
岩

・
硬

岩
①

軟
岩

・
硬

岩
②

特
殊

土
①

特
殊
土
②

中
間
土
①

中
間
土
②

不
飽
和
土
①

不
飽
和
土
②

不
飽
和
土
③

３
 地

盤
材
料

３
 地

盤
材
料

３
 地

盤
材
料

３
 地

盤
材
料

36
0～

36
5

第
11

北
海

道
科

学
大

学
G

30
8

（
84

名
）

３
 地

盤
材

料
３

 地
盤

材
料

３
 地

盤
材

料
３

 地
盤
材
料

D
S

-1
　
地
盤
工
学
会
に
お
け
る

基
準
の
国
際
化
対
応

座
長
：
今
村
　
聡
（
大
成
建
設
）

副
座
長
：
浅
田
素
之
（
清
水
建
設
）

３
 地

盤
材
料

３
 地

盤
材
料

平
成

23
年

台
風

12
号

に
関

す
る
地
盤
災
害
報
告
①

平
成

23
年
台
風

12
号
に
関
す
る
地
盤
災
害
報
告
②

地
盤

の
安

定
①

地
盤
の
安
定
②

地
盤
の
安
定
③

砂
質
土
①

砂
質
土
③

７
　
地
盤
防
災

７
　
地
盤
防
災

11
05

～
11

11

D
S

-6
　
最
近
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
と
岩
盤
工
学

座
長
：
鈴
木
健
一
郎
（
大
林
組
）

副
座
長
：
小
早
川
博
亮
（
電
力
中
央
研
究
所
）

３
 地

盤
材
料

３
 地

盤
材
料

22
3～

23
0

23
1～

23
8

11
19

～
11

26
60

～
65

10
25

～
10

32

23
9～

24
6

第
10

北
海

道
科

学
大

学
G

30
7

（
84

名
）

７
　
地

盤
防

災
７
　
地

盤
防

災
７
　
地

盤
防

災

砂
質
土
②

11
27

～
11

33
11

34
～

11
40

豪
雨
　
斜
面
安
定
⑦

７
　
地
盤
防
災

７
　
地
盤
防
災

７
　
地
盤
防
災

11
12

～
11

18

10
33

～
10

40
10

41
～

10
47

10
48

～
10

54
10

75
～

10
82

豪
雨
　
斜
面
安
定
②

７
　
地
盤
防
災

７
　
地
盤
防
災

７
　
地
盤
防
災

10
62
～

10
67

豪
雨
　
斜
面
安
定
④

豪
雨
，
そ
の
他

豪
雨
　
斜
面
安
定
⑤

豪
雨
　
斜
面
安
定
⑥

10
55
～

10
61

７
　
地
盤
防
災

10
83

～
10

89
10

90
～

10
97

10
98

～
11

04
10

68
～

10
74

７
　
地
盤
防
災

地
す

べ
り
・
落

石
①

地
す

べ
り
・
落

石
②

地
す

べ
り
・
落

石
③

，
そ
の
他

豪
雨

　
斜

面
安

定
①

７
　
地
盤
防
災

７
　
地
盤
防
災

７
　
地
盤
防
災

豪
雨
　
斜
面
安
定
③

第
9

北
海

道
科

学
大

学
G

30
6

（
84

名
）

７
　
地

盤
防

災
７
　
地

盤
防

災
７
　
地

盤
防

災

地
震
　
液
状
化
⑫

地
震
　
液
状
化
⑬

地
震
　
そ
の
他

95
6～

96
2

96
3～

97
0

94
8～

95
5

97
1～

97
7

97
8～

98
4

10
17

～
10

24

第
8

北
海

道
科

学
大

学
G

30
4

（
18

7名
）

D
S

-3
　
歴

史
的

地
盤

構
造

物
の
修

復
と
保

全

座
長

：
岩

崎
好

規
（
地

域
地

盤
環

境
研

究
所

）
副
座

長
：
三

村
　
衛

（
京

都
大

学
）

D
S

-1
1　

東
日

本
大

震
災

に
よ
る
住

宅
地

被
害

か
ら
の
復

興

座
長

：
安

田
　
進

（
東

京
電
機
大
学
）

副
座

長
：
橋

本
隆

雄
（
千

代
田
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
　
汚
染
水
対
策
・
デ
ブ
リ

取
出
し
か
ら
廃
炉
ま
で
を
想
定
し
た
地
盤

工
学

的
新

技
術

開
発

と
人

材
育

成
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
必
要
性

座
長
：
東
畑
郁
生
（
関
東
学
院
大
学
）

副
座
長
：
小
峯
秀
雄
（
早
稲
田
大
学
）

D
S

-5
多
発
す
る
地
盤
災
害
に
挑
む
時

間
・
空
間
の
マ
ル
チ
ス
ケ
ー
ル
解
析
・
実

験
技
術

座
長
：
中
田
幸
男
（
山
口
大
学
）

副
座
長

：
森

口
周

二
（
東
北

大
学
）

11
～

21
85

5～
86

8
84

6～
85

4

特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
　
断
層
の
問
題
　
～
地
盤

工
学
は
何
が
で
き
る
の
か
～

座
長
：
國
生
剛
治
（
中
央
大
学
名
誉
教

授
）

副
座
長
：
大
塚
康
範
（
応
用
地
質
）

地
震
　
液
状
化
⑪

88
5～

89
2

89
3～

90
0

90
1～

90
8

90
9～

91
5

91
6～

92
3

92
4～

93
1

93
2～

93
9

94
0～

94
7

地
震

　
液

状
化
①

地
震

　
液

状
化

②
地

震
　
液

状
化

③
地
震
　
液
状
化
④

地
震
　
液
状
化
⑤

地
震
　
液
状
化
⑥

７
　
地
盤
防
災

７
　
地
盤
防
災

７
　
地
盤
防
災

７
　
地
盤
防
災

７
　
地
盤
防
災

地
震
　
液
状
化
⑦

地
震
　
液
状
化
⑧

地
震
　
液
状
化
⑨

地
震
　
液
状
化
⑩

47
8～

48
4

48
5～

49
2

第
7

北
海

道
科

学
大

学
G

30
3

（
16

0名
）

７
　
地

盤
防

災
７
　
地

盤
防

災
７
　
地

盤
防

災
７
　
地
盤
防
災

７
　
地
盤
防
災

７
　
地
盤
防
災

地
盤
浸
透
④
，
浸
食

86
9～

87
6

87
7～

88
4

98
5～

99
1

99
2～

99
9

10
00

～
10

07
10

08
～

10
16

45
9～

46
7

46
8～

47
2

47
3～

47
7

地
震

　
一

般
①

地
震

　
一

般
②

地
震

　
斜

面
安

定
①

地
震
　
斜
面
安
定
②

地
震
　
地
盤
震
動
①

地
震
　
地
盤
震
動
②

５
　
地
盤
中
の
物
質
移
動

５
　
地
盤
中
の
物
質
移
動

５
　
地
盤
中
の
物
質
移
動

５
　
地
盤
中
の
物
質
移
動

５
　
地
盤
中
の
物
質
移
動

地
下
水
移
動
，
移
流
拡
散

地
盤
浸
透
①

地
盤
浸
透
②

地
盤
浸
透
③

７
　
地
盤
防
災

26
～

34
35

～
41

16
8～

17
6

1～
10

特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン

地
盤

工
学

会
に
お

け
る
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ

の
実

現
座

長
：
和

田
里

絵
（
応

用
地

質
）

D
S

-8
　
低
透
水
性
土
質
系
材
料
の
活
用
と
性
能
評
価
技
術
に
関
す
る
検
討

座
長
：
西
垣
　
誠
（
岡
山
大
学
）

副
座

長
：
千

々
松

正
和

（
安

藤
ハ
ザ
マ
）

D
S

-2
　
地
盤
材
料
試
験
の
技
能
評
価
と
精
度
・
ば
ら
つ
き
の
実
態

座
長
：
日
置
和
昭
（
大
阪
工
業
大
学
）

副
座
長
：
澤
　
孝
平
（
関
西
地
盤
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
）

７
　
地

盤
防

災
７
　
地

盤
防

災

規
格

・
基

準
，
設

計
法

②
第

5
北

海
道

科
学

大
学

G
20

5
（

84
名

）

１
　
一

般
１
　
一

般

７
　
地
盤
防
災

第
6

北
海

道
科

学
大

学
G

30
1

（
96

名
）

７
　
地

盤
防

災
７
　
地
盤
防
災

42
～

52
66

～
73

53
～

59

12
08
～

12
14

12
03

～
12

07

特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン

学
会
賞
表
受
賞
者
講
演

座
長
：
表
彰
委
員
会
委
員
長

規
格

・
基

準
，
設

計
法

①

第
4

北
海

道
科

学
大

学
G

20
4

（
18

7名
）

D
S

-9
　
各

種
サ
ウ
ン
デ

ィ
ン
グ
技

術
の
液

状
化

調
査

手
法

と
し
て
の
適

用
性

座
長

：
規

矩
大

義
（
関

東
学

院
大

学
）

副
座

長
：
利

藤
房

男
（
応

用
地

質
）

D
S

-1
0　

斜
面

の
凍

上
対

策
工

の
調

査
・

設
計

に
関

す
る
研

究
座

長
：
小

野
　
丘

（
北

海
学

園
大

学
）

D
S

-4
　
地

盤
情

報
デ

ー
タ
ベ

ー
ス
の
整

備
と
そ
の
利

活
用

座
長
：
三
村
　
衛
（
京
都
大
学
）

副
座
長
：
北
田
奈
緒
子
（
地
域
地
盤
環
境
研
究
所
）

特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
　
道
路
保
全
地
盤
技
術

向
上
に
資
す
る
調
査
・
研
究

 成
果
報
告

会
座
長
：
総
務
部
長

地
盤
震
動

11
41

～
11

47
11

48
～

11
53

11
54

～
11

61
11

62
～

11
69

11
70

～
11

76
11

77
～

11
83

11
84

～
11

90
11

91
～

11
95

11
96

～
12

02

地
盤

環
境

調
査

①
地

盤
環

境
調

査
②

土
壌

・
地

下
水

汚
染

①
土
壌
・
地
下
水
汚
染
②

廃
棄
物
処
分
場
①

廃
棄
物
処
分
場
②

８
　
地
盤
環
境

８
　
地
盤
環
境

８
　
地
盤
環
境

８
　
地
盤
環
境

８
　
地
盤
環
境

廃
棄
物
処
分
場
③

自
然
環
境

リ
サ
イ
ク
ル
材

生
態
系
・
温
暖
化
，
他

42
9～

43
5

43
6～

44
2

第
3

北
海

道
科

学
大

学
G

20
3

（
16

0名
）

８
　
地

盤
環

境
８
　
地

盤
環

境
８
　
地

盤
環

境
８
　
地
盤
環
境

８
　
地
盤
環
境

８
　
地
盤
環
境

地
盤
改
良
⑤

16
1～

16
7

44
3～

44
9

45
0～

45
8

38
5～

39
1

39
2～

39
7

39
8～

40
4

40
5～

41
2

41
3～

42
0

42
1～

42
8

調
査

・
試

験
技
術

凍
結

・
凍

土
現

地
計

測
圧
密
，
沈
下
①

圧
密
，
沈
下
②

圧
密
，
沈
下
③

４
　
地
盤
挙
動

４
　
地
盤
挙
動

４
　
地
盤
挙
動

４
　
地
盤
挙
動

４
　
地
盤
挙
動

切
土
・
掘
削
，
地
盤
改
良
①

地
盤
改
良
②

地
盤
改
良
③

地
盤
改
良
④

11
3～

12
0

12
1～

12
8

第
2

北
海

道
科

学
大

学
G

20
2

（
96

名
）

２
 調

査
・
分

類
４
　
地

盤
挙

動
４
　
地

盤
挙

動
４
　
地
盤
挙
動

４
　
地
盤
挙
動

４
　
地
盤
挙
動

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
物

理
探

査
⑤

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
物

理
探

査
⑥

74
～

80
12

9～
13

6
13

7～
14

4
14

5～
15

2
15

3～
16

0
81

～
88

89
～

96
97
～

10
4

２
 調

査
・
分
類

２
 調

査
・
分
類

地
質

・
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
・

G
P

S
地

盤
情

報
デ

ー
タ
ベ

ー
ス
①

地
盤

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス
②

リ
ス
ク
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
他

地
下

水
調

査
サ
ウ
ン
デ

ィ
ン
グ
・
物

理
探

査
①

サ
ウ
ン
デ

ィ
ン
グ
・
物

理
探

査
②

サ
ウ
ン
デ

ィ
ン
グ
・
物

理
探

査
③

２
 調

査
・
分
類

２
 調

査
・
分
類

２
 調

査
・
分
類

２
 調

査
・
分
類

２
 調

査
・
分
類

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
物

理
探

査
④

10
5～

11
2

15
:0

0-
16

:3
0

ロ
イ
ト
ン
札

幌
14

:2
0～

17
:4

0
展

望
・
特

別
講

演
会

18
:0

0～
20

:0
0

交
流

会

第
1

北
海

道
科

学
大

学
G

20
1

（
96
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研究発表会会場 全体案内図 

 

各会場の詳細は「2.会場案内」（☞ pp.6）を，各会場へのアクセスは「16.交通案内」（☞ pp.63）を

ご覧下さい。 

総合受付は北海道科学大学体育館（受付：8 時 15 分～）に，発表受付は各会場前（受付：8 時 30 分

～）に設置しています。 

 
北海道科学大学 会場鳥瞰図 

 

北海道科学大学 会場平面図 

 

 タクシー（手稲駅北口まで 900 円程度） 北海道科学大学 正門前または西門前とお伝えください。 

安全タクシー（011-666-6000），札幌団地タクシー（011-661-5656），東邦交通（011-662-1040） 



 
 

1. 参加者へのお知らせ 

発表者申込みまたは事前参加申込み（5 月末日まで）がお済みでない方は，「総合受付」（北海道科学

大学体育館 ☞  pp.7）で，当日参加申込みの手続きをして下さい。その際，下表に示す参加料のお支払

いをお願いします。 

総合受付は，9 月 1 日から 3 日の間，8 時 15 分から業務を開始します（業務終了は各日とも北海道科

学大学での最終セッション終了時）。 
 

発表者以外の参加料（DVD 版講演集含む） 

 会員 非会員 

正会員・国際会員 学生会員 一般 学生 

大会期間中の参加申込み 13,000 円 7,000 円 18,000 円 10,000 円 

参考：事前申込み（5 月末日まで） 10,000 円 4,000 円 15,000 円 8,000 円 

※ プレミアム会員（タイプⅠ）特典，特別会員特典につきましては，総合受付にてお問合せ下さい。 

 

本研究発表会のお世話をします係員は「ＳＴＡＦＦ」と入ったネームプレートをつけていますので，

不明な点はお尋ね下さい。「参加者のしおり」は総合受付で配布します。 

 
各行事の参加受付に関するご案内 
 

 参加者全員 

会場内では必ず参加票（名札）をお付け下さい。但し，一般開放行事（☞ 本しおり表紙を参照）

は参加申込み不要で，無料で自由に入場できます。 

 

 座長・副座長 

担当するセッションの開始 10 分前までに，各会場の「発表受付」（G 棟 ☞ pp.8）に会場到着の

旨をお申し出下さい。 

 

 口頭発表者 

発表するセッション前に，各会場の「発表受付」（G 棟 ☞ pp. 8）に設置された受付用パソコン

に発表用ファイルをコピーし，各自で動作確認をして下さい（セッション開始 10 分前までに完了

して下さい）。詳細は「3. 研究発表要領」（☞ pp.12）をご覧下さい。 

 

 交流会参加者 

事前申込み（7 月 31 日まで）をされている方は，事前に交流会参加票と領収書をお送りしてお

ります。 

入場の際は交流会参加票をネームホルダーに入れて入口係員にご提示下さい。 

事前申込みをされていない方は，総合受付（体育館 ☞ pp.7，交流会当日は 12 時まで），または

交流会会場（ロイトン札幌 3F ロイトンホール）の会場受付（☞ pp.10，当日 14 時より受付開始）

で，参加のお申込みを受付けております。 
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交流会参加票を領収書とともにお渡ししますので，会費を現金にてお支払い願います。 

入場の際は交流会参加票をネームプレートに入れて入口係員にご提示下さい。ただし，定員に達

した場合は，当日のお申し込みをお断りすることがあります。 

 

交流会に関する詳細は「12. 交流会」（☞ pp.51）をご覧下さい。 

                交流会の会費 

 一 般 学 生 

大会期間中の参加申込み 7,000 円 2,000 円 

参考：事前申込み（7 月 31 日まで） 6,000 円 － 

 
 見学会参加者 

事前申込み（7 月 31 日まで）をされている方は，見学会当日の集合時刻・場所などの詳細案内

について「13. 見学会」（☞ pp.59）をご覧下さい。なお，受付けはすでに締め切っております。 

 

各行事のご案内 
 
 研究発表 

セッション一覧ならびに研究発表プログラムは「4. 研究発表一覧・プログラム」（☞ pp.14）に

ございます。各発表会場の場所は，「2. 会場案内」（☞ pp.6）をご参照下さい。研究発表要領につ

いては，「3. 研究発表要領」（☞ pp.12）をご覧下さい。 

 
 ディスカッションセッション (DS) 

全 10 テーマのディスカッションセッション (DS) を開催します。テーマ一覧・日時・場所等につ

いては，「5. ディスカッションセッション」（☞ pp.39 ）をご覧下さい。 

 
 展望（一般開放） 

9 月 2 日（水）14:20～16:10（13:30 受付開始），ロイトン札幌 3F ロイトンホール（☞ pp.10）

において，以下の二つの講演が行われます。詳細は「6. 展望」（☞ pp. 41 ）をご覧下さい。なお，

ロイトン札幌への無料直行バスを運行いたします（☞ pp. 64 ）。 

○ 「積雪寒冷地における地盤工学の歩みと展望」 

講師：土木研究所 理事 寒地土木研究所長 池田 憲二 氏 

○「地下の可視化推進と地質情報利活用に向けた産総研の研究戦略」 

講師：産業技術総合研究所 理事 佃 栄吉 氏 （地質分野研究統括地質調査総合センター代表） 

 
 特別セッション（一般開放） 

次の 5 セッションを開催します。 

○ 9 月 1 日（火）13:15～14:45，第 5 会場（G 棟 ☞ pp. 8） 

   「地盤工学会におけるダイバーシティの実現」 

 詳細は「7.特別セッション」（☞ pp. 44）をご覧下さい。  
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○  9 月 1 日（火）16:45~18:15，第 8 会場（G 棟 ☞ pp.8） 

  「汚染水対策・デブリ取出しから廃炉までを想定した地盤工学的新技術開発と人材育成プログ

ラムの必要性」 

詳細は「7.特別セッション」（☞ pp.45）をご覧下さい。 

○  9 月 2 日（水）10:45~12:15，第 8 会場（G 棟 ☞ pp.8） 

  「断層の問題 ～地盤工学は何ができるのか～」 

詳細は「7.特別セッション」（☞ pp.46）をご覧下さい。 

○ 9 月 2 日（水）9:00~10:30，第 4 会場（G 棟 ☞ pp.8） 

 「道路保全地盤技術向上に資する調査・研究 成果報告会」 

       詳細は「7.特別セッション」（☞ pp. 47）をご覧下さい。 

○  9 月 2 日（水）10:45~12:15，第 4 会場（G 棟 ☞ pp.8） 

    「学会賞受賞者講演」 

       詳細は「7.特別セッション」（☞ pp. 48）をご覧下さい。 

 

 特別講演会（一般開放） 

9 月 2 日（水）16:30～17:40，ロイトン札幌 3F ロイトンホール（☞ pp.10）において，特別講演

「北前船の軌跡がつなぐ 海の道の未来」（講師：明楽 みゆき 氏 チェンバロ奏者，現代版北前船

プロジェクト 代表）が行なわれます。事前申込みは不要，参加無料です。詳細は「8. 特別講演会」

（☞ pp. 49）をご覧下さい。 

 

 交流会 

9 月 2 日（水）18:00～20:00（14:00 受付開始）に，ロイトン札幌 3F ロイトンホール（☞ pp.10）

において，地盤技術者や研究者の懇親を目的とした交流会を開催します。お誘い合わせの上，ご参

加ください。事前申込みされていない方でも，大会期間中または交流会当日に参加お申し込み頂け

ます（ただし，定員に達した場合はお断りすることがあります）。詳細は「9. 交流会」（☞ pp.51）

をご覧下さい。 

 

 技術展示コーナー（一般開放） 

技術展示コーナー（体育館 ☞ pp.7）では，新しい施工法，材料，調査法，試験法，設計法，解

析法や防災，環境保全に関して，出展者 59(53 ブース)による技術展示を行っております。同会場

内には，特別会員 PR コーナー，スタンプラリー，無料ドリンクコーナー，休憩・商談スペース，

G-CPD 登録機が併設され，ちょっとした打ち合せや休息にもご利用いただけます。展示技術一覧

などの詳細については，「10. 技術展示コーナー」（☞ pp. 53）をご覧下さい。 

 

 特別会員 PR コーナー 

地盤工学会特別会員の紹介パンフレット・資料を展示する「特別会員 PR コーナー」を設置して

おります（体育館 ☞ pp. 7）。 本コーナーとともに，会場には技術展示コーナー，無料ドリンクコ

ーナー，休憩･商談スペース，G-CPD 登録機が併設されています。詳細は「11. 特別会員 PR コー

ナー」（☞ pp.55）をご覧下さい。 
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 サロン・土・カフェＷ 

9 月 1 日（火）15:00～16:30，北海道科学大学 G 棟 2 階 オープンスペース（G 棟 ☞ pp. 8）

において，地盤工学に関わる女性同士の懇親会を開催します。会員以外の方や男性の方もぜひご参

加ください。場所・参加費用などの詳細は「12. サロン・土・カフェＷ」（☞ pp. 58）をご覧下さ

い。 

 

 見学会 

9 月 2 日（水）および 4 日（金）に，2 コースの見学会を開催します。見学会は事前申し込み制

で，受付はすでに締め切っております。各コースの集合時刻・場所，見学会行程などの詳細案内は

「13. 見学会」（☞ pp. 59）をご覧下さい。 

半日コース 「LNG 基地見学ツアーと LNG 火力発電所の建設現場見学コース」 

    9 月 2 日（水） 集合時刻：12:45  集合場所：北海道科学大学体育館入口 

1 日コース 「小樽・余市 土木と歴史浪漫コース」 

    9 月 4 日（金） 集合時刻：8:15  集合場所：札幌駅北口 鐘の広場 

 

 市民参加行事（一般開放） 

多くの方に参加いただき，地盤工学や防災についての知識を深めていただく機会となるよう，以

下の市民参加行事を企画しています。事前申込みは不要，参加無料です。開催時間帯や行事の内容

についての詳細は「14. 市民参加行事」（☞ pp. 61）をご覧下さい。 

○ 「暮らしに役立つ防災への備え！ ～自然災害は突然に！普段から防災への心構え～」 

   9 月 1 日（火）～3 日（木），札幌市北 3 条広場（アカプラ）（☞ pp. 11） 

 

その他のご案内 
 

 書籍販売 

学会刊行物の書籍販売コーナーを「総合受付」付近（体育館 ☞ pp. 7）に設けております。 

 

 G-CPD 登録 

G-CPD ポイントは，研究発表会の各日，展望，こども地盤学会，特別講演会および見学会にそ

れぞれに対し，それぞれ以下のように設定しております。 

研究発表会 1 日目：7.5 ， 2 日目 3.0 ， 3 日目 6.0 

展望：2.0 ，特別講演会：1.5 

見学会 LNG 基地見学ツアーと LNG 火力発電所の建設現場見学コース：3.0 

小樽・余市 土木と歴史浪漫コース：4.0 

 

カードリーダーは，「総合受付」付近（体育館 ☞ pp.7），及び大会本部 G206（G 棟 ☞ pp. 8）に

設置しておりますのでご利用下さい。 

 

 

第50回地盤工学研究発表会　参加者のしおり

- 4 - 



 
 
 弁当 

本大会では，例年行っているお弁当の事前申し込みを行いません。会場内には学生食堂およびコ

ンビニ（☞ 巻頭の全体案内図）があります。なお，夏季休業期間中のため，14：00 までの営業

となります。また，会場付近にも食事場所がありますので，総合受付でお尋ねください。 

 

 ドリンクコーナー，休憩スペース 

技術展示コーナー（体育館 ☞ pp. 7）において無料ドリンクサービスを行っております。休憩ス

ペースも併設しており，打ち合せや休息・昼食の場としてもご利用いただけます。 

 

 手荷物のお預かり（クローク） 

遠方から参加され直接会場入りされる方，研究会終了後に会場から直接駅や空港へ向かわれる方

の手荷物をお預かりする場所を，体育館（☞ pp.7）に用意しております。預かり時間は，9/1（火）

8:15～18:30，9/2（水）8:15～13:00，9/3（木）8:15～17:00 となります。 

 

 インターネット接続 

北海道科学大学内では，インターネットの利用が可能です（☞ pp.62）。希望者には総合受付（体

育館 ☞ pp.7）にて利用のための ID とパスワードを配布いたします。なお，研究発表会場内での

接続は，机上のポートを介した有線接続になりますので，各自で LAN ケーブル（1m 程度）をご

準備ください。それ以外の場所では，無線 LAN の利用が可能です。 

 

 託児施設 

託児施設のご利用は，大会ホームページでの事前申込み制（8 月 14 日まで）となっております。

ご利用は事前に申し込みを承った分のみとさせて頂きますのでご了承ください。 

 

 会場内のご案内 

会場内でご不明な点がございましたら，最寄りの係員，または総合受付（体育館 ☞ pp. 7）にお

尋ね下さい。本研究発表会のお世話をします係員は「ＳＴＡＦＦ」と入ったネームプレートをつけ

ています。 

 

 会場内禁煙 

研究発表会会場（北海道科学大学）では，敷地内は喫煙室を除き禁煙となっております。 

喫煙室 北海道科学大学 5 号館 1F（☞ 巻頭の全体案内図） 

 

 大会期間中の連絡先 

大会期間中の万一の事故などの際の緊急時連絡は，最寄りの係員にお申し出いただくか，総合受

付（体育館 ☞ pp. 7）または大会本部 G206（G 棟 ☞ pp. 8）へご連絡下さい（9 月 1 日（火）～3

日（木））。  

電話による連絡は，地盤工学会北海道支部 TEL/FAX 011-251-7038 までお願い致します。 
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2. 会場案内 

 会場一覧を以下に示します。各会場への交通アクセスは，「16. 交通案内」（☞  pp.63 ）をご参照下

さい。また，会場間の位置関係は，巻頭の「研究発表会会場 全体案内図」をご覧ください。 

 

研究発表会 会場一覧 

セッション会場 その他会場 備考

G201 第1会場

G202 第2会場

G203 第3会場

G204 第4会場

G205 第5会場

G206 大会本部

G207 大会本部控室

G209 休憩室兼予備室 プロジェクター故障時の代替え室

G204横 サロン・土・カフェＷ オープンスペース

G301 第6会場

G303 第7会場

G304 第8会場

G306 第9会場

G307 第10会場

G308 第11会場

G309 休憩室

G401 第12会場

G402 第13会場

G403 第14会場

G404 第15会場

G406 第16会場

G407 第17会場

A203 会議室1 本部委員会等

A204 会議室2 本部委員会等

A205 会議室3 本部委員会等

メインアリーナ
総合受付

特別会員PRコーナー
技術展示コーナー

書籍販売コーナー
物産販売コーナー

無料ドリンクコーナー
休憩コーナー

サブアリーナ クローク

3F ロイトンホール
展望・特別講演

交流会

市民向け行事 防災体験等

会場利用

2F

3F

施設・会場

北
海
道
科
学
大
学

ロイトン札幌

札幌市北3条広場（アカプラ）

1F体育館

A棟

G棟

4F

2F

 

次ページからの各会場位置図を参照下さい。 
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各会場配置図 

 
[北海道科学大学]   〒006-8585 札幌市手稲区前田 7 条 15 丁目 4-1 

Tel (代)011-681-2161 

     

 

総合受付，企業展示，G-CPD 登録機，特別会員 PR コーナー，ドリンクコーナー，クローク 

 

 体育館（メインアリーナ，サブアリーナ）  

 

 

 

総 合 受 付

技術展示コーナー
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05

06

07

08

09

10

11

12

13

53

52

51

50

49

48

47

35

36

37

38

39

40

41

34

33

32

31

30

29

28

21

22

23

24

25

26

27

20

19

18

17

16

15

14

46

45

44

43

42

①
特別会員PRコーナー

入口 クローク

G-CPD登録機
連絡板・チラシ置

無料ドリンクコーナー
スタンプラリー

物産販売

記名台

商談スペース

員
会
別
特

R
P

②③④⑤⑥
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研究発表会場，大会本部，サロン・土・カフェ W 

 

 G 棟 2F～4F  

 

３Ｆ

階段

Ｇ４０５

４Ｆ

階段

階段 Ｇ４０１ Ｇ４０２ Ｇ４０３ ホ

ル

ＷＣ
男子ＷＣ

男子 階段

Ｇ４０４
ＷＣ
男子ＷＣ

男子 階段

Ｇ３０５

階段 Ｇ３０１
Ｇ３０３ Ｇ３０４

Ｇ２０５

２
号
館

２Ｆ

階段

渡り廊下

階段 Ｇ２０１ Ｇ２０２
Ｇ２０３ Ｇ２０４ ＷＣ

男子ＷＣ
男子 階段

Ｇ４０６Ｇ４０７
Ｇ４０８

Ｇ３０６Ｇ３０７
Ｇ３０８

Ｇ２０６

サロン･土･カフェ

Ｇ３０９

ＷＣ
女子

ＷＣ
女子

ＷＣ
女子

階段

階段

階段

第1会場
（96名）

第6会場
（96名）

第12会場
（96名）

第13会場
（96名）

第14会場
（84名）

第16会場
（84名）

第15会場
（84名）

第17会場
（84名）

第2会場
（96名）

第5会場
（84名）

第10会場
（84名）

第11会場
（84名）

第9会場
（84名）

大会本部本部控室
休憩室

休憩室

第3会場
（160名）

第7会場
（160名）

第4会場
（187名）

第8会場
（187名）
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会議室 

 

 A 棟 2F  

 

WC（女）
（HDCP）

WC（男）

階段階段

A201 A202 A203
会議室1 会議室2 会議室3

A204 A205 A206 A207

A208A210A211A212A214

ELV ELV

WC
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 [ロイトン札幌]  〒060-0001 札幌市中央区北 1 条西 11 丁目 

Tel 011-271-2711  Fax  011-207-3344 

 
 

 

 3F ロイトンホール  

 

 

展望，特別講演会，交流会 
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市民向け行事 

［札幌市北 3 条広場（アカプラ）］〒060-0003 札幌市中央区北 3 条西 3 丁目 

災
害
体
験
装
置

[降
雨
]

防
災
テ
ン
ト

展
示

ニミタルデ
災
害
体
験
装
置

[浸
水
]

ポ
ン
プ
車

散
水
車

照
明
車

パ
ネ
ル
展
示

ビ
デ
オ
放
映

模
型
展
示
土
に
さ
わ
れ
る

コ
ー
ナ
ー

タ
イ
ト
ル
看
板

タ
イ
ト
ル
看
板

災
害
体
験
受
付

災
害
車
両
展
示
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3. 研究発表要領 

発表用ファイルの作成 
・ 発表形式はパソコンを用いたプロジェクタ方式です。OHP やスライドは使用できませんのでご

注意下さい。発表にあたっては，会場に備え付けの発表用ノートパソコンを使用することを原則

とします。 

・ 発表用ファイル作成においては，Windows の標準フォント（MS ゴシックや MS 明朝等）をご

利用ください。それ以外のフォントをご使用の場合は，正しく表示されない場合があります。 

・ 発表用パソコンおよび受付用パソコンの基本仕様は以下のとおりです。 

OS：Microsoft Windows 7 

使用できるアプリケーション：Microsoft PowerPoint 2010， Adobe Reader X 

・ 発表用ファイル名は，論文番号と発表者名を用いて以下のように付けて下さい。 

  例） 論文番号 58，発表者名が地盤太郎の場合 → 「0058_地盤太郎.ppt」 

・ 発表者は，発表用ファイルを記憶メディア（主として USB メモリ）に保存し，自分が発表する

セッション会場の「発表受付」（2.会場案内 ☞ pp. 8）にご持参ください。 

・ SD カード，CD-R，DVD-R などの媒体の場合は別途ドライブをご準備ください．尚，動作保証

はいたしかねます． 

 

発表者受付，発表ファイルのコピー，動作確認 
・ 「発表受付」に受付用パソコンを設置しています。発表するセッションの前に，セッション会場

の受付用パソコンに発表用ファイルをコピーし，各自で動作確認をして下さい（セッション開始

10 分前までに完了して下さい）。 

・ 各日とも 8 時 30 分から発表者受付を開始しますが，11 時までは当日午前中のセッションでの発

表者受付を優先します。午後のセッションの発表者受付は 11 時以降にお願いします。 

・ 発表時のトラブルを回避するために，発表者は発表用ファイルをコピーする際に，受付用パソコ

ンで正常に表示・動作するかを確認して下さい（受付用パソコンは発表用パソコンと同じ仕様で

す）。 

・ 発表用パソコンでの動画再生は，リンク設定を含めて動作保証は致しかねます。動画ファイルを

使用される場合は，受付時に受付用パソコンで動作確認をしていただくか，発表者自身でパソコ

ンをご持参し，それを用いて発表して下さい。後者の場合，モニタケーブルの差し替えも含めて

発表時間内にお済ませください。 

・ USB メモリ等経由のウイルス感染がないよう，主催者側でもウイルス対策を行っておりますが，

発表者各位におかれましても十分注意をお願いします。 

・ 受付用パソコンにコピーした発表用ファイルを，セッション開始前に会場スタッフがまとめてセ

ッション会場の発表用パソコンにコピーします。 

・ 発表会終了後に，発表用ファイルは主催者側で削除します。 

第50回地盤工学研究発表会　参加者のしおり

- 12 - 



 
 
セッションの進行方法，発表時間 
・ 一般発表での発表時間は 1 編あたり 7 分を基本とします。報告数の多いセッション，少ないセッ

ションや，特別セッション，ディスカッションセッションについては，発表時間および討論の形

式は座長に一任しています。 

・ 発表者は会場の前方にご着席下さい。 

・ 発表はプログラム記載の順序で行い，割り当ての時間よりも早く終わったり，発表者が遅刻した

りしても，発表時間は変更しません。また，パソコン操作や接続切り替え等に要する時間も発表

時間に含まれます。 

・ 発表中のベル合図は，発表 6 分経過後（1 鈴）と 7 分経過後（2 鈴）に行います。2 鈴が鳴った

ら，直ちに発表を終了して下さい。 

・ 主催者側では，発表中のパソコン操作の補助者は用意しておりません。発表者各自でパソコン操

作を行って下さい。なお，発表者用にレーザーポインターを用意しております。 

 

優秀論文・講演賞 
・ 申込み時に 35 才以下の若手研究者奨励のため，優秀論文・講演賞を設けています。選出は各セ

ッション座長の推薦に基づき，表彰者には賞状を授与するとともに，地盤工学会誌に受賞者氏名

を掲載します。 

・ 実りのある議論を期待するため，優秀論文・講演賞に関する評価対象は， 

① 論文と発表内容，発表方法 

② 各質疑における初回の回答 

のみとし，その後の共同研究者からの補足や議論については，評価対象とはいたしません。これ

は，評価を気にされて，補足説明がないまま無難な討議に始終したり，質問者も受賞対象者に遠

慮されて，議論が未消化のまま終わってしまうことがある，といったご意見を受け変更したもの

です。連名者も含め，セッション参加者全員での自由闊達な討議をお願いいたします。 
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4. 研究発表セッション一覧・プログラム 

9 月 1 日（火） 

小峯秀雄 早大 村上　哲 茨城大 藤堂博明 基礎地盤Ｃ 原　隆史 岐阜大 日比義彦 名城大

山木正彦 寒地土研 小野　丘 北海学園大 上野勝利 徳島大 小島謙一 鉄道総研 片桐雅明 日建設計シビル

保高徹生 産総研 乾　徹 京大 稲垣由紀子 土研 肴倉宏文 国環研 遠藤和人 国環研

谷　和夫 防災科研 曽根照人 ニュージェック

稲垣秀輝 環境地質 大竹　雄 新潟大 秦　吉弥 大阪大 石丸　真 電中研 森　伸一郎 愛媛大

原　忠 高知大 内田明彦 竹中工務店 原田健二 不動テトラ 高橋章浩 東工大 永尾浩一 佐藤工業

小山倫史 関西大 内村太郎 東大 石澤友浩 防災科研 松木宏彰 復建調査設計 小泉圭吾 大阪大

三田村宗樹 大阪市大 深川良一 立命館大 橘　伸也 埼玉大 後藤　聡 山梨大 宮武裕昭 土研

清木隆文 宇都宮大 岡田哲実 電中研 林　宏親 寒地土研 鳥居　宣之 神戸高専

赤木寛一 早大 熊谷隆宏 五洋建設 並河　努 芝浦工大 鍋島康之 明石高専 笠間清伸 九大

石原雅規 土研 横田聖哉 ネクスコ総研 豊田浩史 長岡技科大 石川達也 北大 佐々木哲也 土研

砂金伸治 土研 津野　究 鉄道総研 吉川直孝 安衛研 土門　剛 首都大 小西真治 東京メトロ

桑野二郎 埼玉大 平川大貴 中央大 河村　隆 信州大 篠田昌弘 鉄道総研 小高猛司 名城大

関口　徹 千葉大 濱田純次 竹中工務店 冨澤幸一 寒地土研 三辻和弥 山形大 鈴木比呂子 千葉工大

渡邊　徹 大成建設 松本樹典 金沢大 水谷崇亮 港空研 眞野英之 清水建設 西岡英俊 鉄道総研

札幌市北3条広場
（アカプラ）

市民向け展示（防災体験等）

北海道科学大学
体育館

技術展示

697～703 704～711 712～718 612～619 629～636

杭基礎⑨ 杭基礎⑩ 杭基礎⑪ 基礎一般① 直接基礎
第17

北海道科学大学
G407
（84名）

６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物

645～652 653～660 661～668 669～675 676～682

杭基礎② 杭基礎③ 杭基礎④ 杭基礎⑤ 杭基礎⑥
第16

北海道科学大学
G406
（84名）

６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物

813～821 822～829 830～837 838～845 493～499

補強土① 補強土② 補強土③ 補強土④ ダム・堤防①
第15

北海道科学大学
G404
（84名）

６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物

765～771 772～779 780～787 788～795 796～803

トンネル）① トンネル② トンネル③ トンネル④ トンネル⑤，シールド
第14

北海道科学大学
G403
（84名）

６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物

545～551 552～558 559～565 566～573 574～579

道路・鉄道盛土① 道路・鉄道盛土② 道路・鉄道盛土③ 道路・鉄道盛土④ 道路・鉄道盛土⑤
第13

北海道科学大学
G402
（96名）

６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物

295～301 302～308 309～315 316～322 323～330

改良土・軽量土① 改良土・軽量土② 改良土・軽量土③ 改良土・軽量土④ 改良土・軽量土⑤

３ 地盤材料 ３ 地盤材料

第12

北海道科学大学

G棟4F
G401
（96名）

３ 地盤材料 ３ 地盤材料 ３ 地盤材料

247～254 255～259 373～378 379～384 22～25

軟岩・硬岩① 軟岩・硬岩② 特殊土① 特殊土②
第11

北海道科学大学

G308
（84名）

３ 地盤材料 ３ 地盤材料 ３ 地盤材料 ３ 地盤材料 DS-1　地盤工学会における

基準の国際化対応
座長：今村　聡（大成建設）

副座長：浅田素之（清水建設）

1127～1133 1134～1140 1105～1111 1112～1118 1119～1126

平成23年台風12号に関する地盤災害報告① 平成23年台風12号に関する地盤災害報告② 地盤の安定① 地盤の安定② 地盤の安定③
第10

北海道科学大学

G307
（84名）

７　地盤防災 ７　地盤防災 ７　地盤防災 ７　地盤防災 ７　地盤防災

1083～1089 1090～1097 1098～1104 1025～1032 1033～1040

地すべり・落石① 地すべり・落石② 地すべり・落石③，その他 豪雨　斜面安定① 豪雨　斜面安定②

７　地盤防災

第9
北海道科学大学

G306
（84名）

７　地盤防災 ７　地盤防災 ７　地盤防災 ７　地盤防災

11～21 855～868

第8
北海道科学大学

G304
（187名）

DS-3　歴史的地盤構造物の修復と保全

座長：岩崎好規（地域地盤環境研究所）
副座長：三村　衛（京都大学）

DS-11　東日本大震災による住宅地被害からの復興

座長：安田　進（東京電機大学）
副座長：橋本隆雄（千代田コンサルタント）

特別セッション　汚染水対策・デブリ
取出しから廃炉までを想定した地盤
工学的新技術開発と人材育成プログ

ラムの必要性
座長：東畑郁生（関東学院大学）
副座長：小峯秀雄（早稲田大学）

885～892 893～900 901～908 909～915 916～923

地震　液状化① 地震　液状化② 地震　液状化③ 地震　液状化④ 地震　液状化⑤
第7

北海道科学大学

G303
（160名）

７　地盤防災 ７　地盤防災 ７　地盤防災 ７　地盤防災 ７　地盤防災

869～876 877～884 985～991 992～999 1000～1007

地震　一般① 地震　一般② 地震　斜面安定① 地震　斜面安定② 地震　地盤震動①

７　地盤防災

第6
北海道科学大学

G301
（96名）

７　地盤防災 ７　地盤防災 ７　地盤防災 ７　地盤防災

規格・基準，設計法① 規格・基準，設計法②

26～34 35～41 168～176

42～52 66～73 53～59

第5
北海道科学大学

G205
（84名）

１　一般 １　一般
特別セッション

地盤工学会におけるダイバーシティ
の実現

座長：和田里絵（応用地質）

DS-8　低透水性土質系材料の活用と性能評価技術に関する検討

座長：西垣　誠（岡山大学）
副座長：千々松正和（安藤ハザマ）

第4
北海道科学大学

G204
（187名）

DS-9　各種サウンディング技術の液状化調査手法としての適用性

座長：規矩大義（関東学院大学）
副座長：利藤房男（応用地質）

DS-10　斜面の凍上対策工の調査・

設計に関する研究
座長：小野　丘（北海学園大学）

DS-4　地盤情報データベースの整備とその利活用

座長：三村　衛（京都大学）
副座長：北田奈緒子（地域地盤環境研究所）

1141～1147 1148～1153 1154～1161 1162～1169 1170～1176

地盤環境調査① 地盤環境調査② 土壌・地下水汚染① 土壌・地下水汚染② 廃棄物処分場①
第3

北海道科学大学

G203
（160名）

８　地盤環境 ８　地盤環境 ８　地盤環境 ８　地盤環境 ８　地盤環境

161～167 443～449 450～458 385～391 392～397

調査・試験技術 凍結・凍土 現地計測 圧密，沈下① 圧密，沈下②
第2

北海道科学大学

G202
（96名）

２ 調査・分類 ４　地盤挙動 ４　地盤挙動 ４　地盤挙動 ４　地盤挙動

74～80 129～136 137～144 145～152 153～160

地質・リモートセンシング・GPS 地盤情報データベース① 地盤情報データベース② リスクマネージメント他 地下水調査

２ 調査・分類 ２ 調査・分類

第1
北海道科学大学

G201
（96名）

２ 調査・分類 ２ 調査・分類 ２ 調査・分類

ロイトン札幌

9:00-10:30 10:45-12:15 13:15-14:45 15:00-16:30 16:45-18:15

　  　       日時

会場

9月1日（火）

午前Ⅰ 午前Ⅱ 午後Ⅰ 午後Ⅱ 午後Ⅲ
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9 月 2 日（水） 

利藤房男 応用地質 山中　稔 香川大

田代むつみ 名大 小竹　望 香川高専

隅倉光博 清水建設 渡邊保貴 電中研

野津　厚 港空研 椋木俊文 熊本大

西村　聡 北大 珠玖隆行 岡山大

荒木功平 山梨大 外狩麻子 鉄道総研

杉本知史 長崎大 西尾伸也 日大

大野進太郎 鹿島建設 原　弘行 山口大

廣岡明彦 九州工大 峯岸邦夫 日大

本多　剛 竹中工務店 藤田智弘 土研

谷本俊輔 土研 常田賢一 大阪大

下村修一 日大 竹村次朗 東工大

長尾俊昌 大成建設 桑野玲子 東大

札幌市北3条広場
（アカプラ）

市民向け展示（防災体験等）

北海道科学大学
体育館

技術展示

620～628

基礎一般②

６　地盤と構造物

埋設管

804～812

第17
北海道科学大学

G407
（84名）

６　地盤と構造物

683～689 690～696

杭基礎⑦

６　地盤と構造物

杭基礎⑧
第16

北海道科学大学
G406
（84名）

６　地盤と構造物

500～506 507～514

ダム・堤防②

６　地盤と構造物

ダム・堤防③
第15

北海道科学大学
G404
（84名）

６　地盤と構造物

637～644 727～735

ケーソン基礎，杭基礎①

６　地盤と構造物

擁壁
第14

北海道科学大学
G403
（84名）

６　地盤と構造物

580～587 588～595

道路・鉄道盛土⑥

６　地盤と構造物

道路・鉄道盛土⑦
第13

北海道科学大学
G402
（96名）

６　地盤と構造物

331～338 339～346

改良土・軽量土⑥ 改良土・軽量土⑦

３ 地盤材料 ３ 地盤材料

215～222

第12

北海道科学大学

G棟4F
G401
（96名）

207～214

中間土① 中間土②

３ 地盤材料

第11
北海道科学大学

G308
（84名）

３ 地盤材料

60～65

第10
北海道科学大学

G307
（84名）

DS-6　最近のエネルギー事情と岩盤工学

座長：鈴木健一郎（大林組）
副座長：小早川博亮（電力中央研究所）

1041～1047 1048～1054

豪雨　斜面安定③ 豪雨　斜面安定④

７　地盤防災 ７　地盤防災

第9
北海道科学大学

G306
（84名）

846～854

第8
北海道科学大学

G304
（187名）

DS-5　多発する地盤災害に挑む時

間・空間のマルチスケール解析・実
験技術

座長：中田幸男（山口大学）
副座長：森口周二（東北大学）

特別セッション　断層の問題　～地盤
工学は何ができるのか～

座長：國生剛治（中央大学名誉教
授）

副座長：大塚康範（応用地質）

924～931 932～939

地震　液状化⑥

７　地盤防災

地震　液状化⑦
第7

北海道科学大学

G303
（160名）

７　地盤防災

1008～1016 459～467

地震　地盤震動② 地下水移動，移流拡散

７　地盤防災 ５　地盤中の物質移動

第6
北海道科学大学

G301
（96名）

1～10

DS-2　地盤材料試験の技能評価と精度・ばらつきの実態

座長：日置和昭（大阪工業大学）
副座長：澤　孝平（関西地盤環境研究センター）第5

北海道科学大学

G205
（84名）

特別セッション　道路保全地盤技術
向上に資する調査・研究 成果報告

会
座長：総務部長

特別セッション
学会賞表受賞者講演

座長：表彰委員会委員長

1184～1190

第4
北海道科学大学

G204
（187名）

1177～1183

廃棄物処分場② 廃棄物処分場③
第3

北海道科学大学

G203
（160名）

８　地盤環境 ８　地盤環境

398～404 405～412

圧密，沈下③ 切土・掘削，地盤改良①

４　地盤挙動 ４　地盤挙動

第2
北海道科学大学

G202
（96名）

81～88 89～96

サウンディング・物理探査① サウンディング・物理探査②

２ 調査・分類 ２ 調査・分類

18:00～20:00　交流会

第1
北海道科学大学

G201
（96名）

ロイトン札幌
14:20～17:40

展望・特別講演会

13:15-14:45 15:00-16:30 16:45-18:159:00-10:30 10:45-12:15

午前Ⅰ 午前Ⅱ 午後Ⅰ 午後Ⅱ 午後Ⅲ

　  　       日時

会場

9月2日（水）
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9 月 3 日（木） 

神宮司元治 産総研 高原利幸 金沢大 澤田俊一 応用地質 田中　剛 東京都市大

佐藤　毅
アサノ大成基礎エ
ンジニアリング

森川嘉之 港空研 大石幹太 日建設計シビル 北誥 昌樹 東工大

佐藤研一 福岡大 末次大輔 佐賀大 畠　俊郎 富山県立大 伊藤和也 東京都市大

進士喜英 日本原燃 森　友宏 前橋工科大 前田健一 名工大 野々山栄人 防衛大

小濱英司 港空研 高野大樹 港空研 渦岡良介 徳島大 竹内秀克 不動テトラ

兵動太一 東京理科大 仙頭紀明 日大 中澤博志 防災科研

酒匂一成 鹿児島大 酒井直樹 防災科研 阪口和之 アジア航測 川村志麻 室蘭工大

片岡沙都紀 神戸大 河井克之 近大 海野寿康 宇都宮大

杉井俊夫 中部大 肥後陽介 京大 向後雄二 東京農工大 山田正太郎 名大

吉本憲正 山口大 松尾雄治 九州産業大 藤川拓朗 福岡大

木幡行宏 室蘭工大 吉田信之 神戸大 早野公敏 横浜国大 山本　彰 大林組

渡邉康司 大林組 石井武司 中央大 飛田哲男 京大 樋口俊一 大林組

岡村未対 愛媛大 野田利弘 名大 李　圭太 建設技研 森口周二 東北大

川口貴之 北見工大 荻野俊寛 秋田大 大向直樹 応用地質 金田一広 竹中工務店

宮田喜壽 防衛大 金子賢治 八戸工大

札幌市北3条広場
（アカプラ）

市民向け展示（防災体験等）

280～287 288～294

北海道科学大学
体育館

技術展示

３ 地盤材料 ３ 地盤材料

補強材・排水材① 補強材・排水材②

193～199 200～206

第17
北海道科学大学

G407
（84名）

粘性土④

177～184 185～192

３ 地盤材料 ３ 地盤材料 ３ 地盤材料 ３ 地盤材料

粘性土① 粘性土② 粘性土③

531～537 538～544

第16
北海道科学大学

G406
（84名）

ダム・堤防⑦

515～522 523～530

６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物

ダム・堤防④ ダム・堤防⑤ ダム・堤防⑥

753～758 759～764

第15
北海道科学大学

G404
（84名）

岸壁・護岸②

736～743 744～752

６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物

土留め・山留め① 土留め・山留め② 岸壁・護岸①

606～611 719～726

第14
北海道科学大学

G403
（84名）

グラウンドアンカー

596～600 601～605

６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物 ６　地盤と構造物

路盤，路床① 路盤，路床② 土構造物，他

267～272 273～279

第13
北海道科学大学

G402
（96名）

リサイクル材料② リサイクル材料③

260～266

３ 地盤材料 ３ 地盤材料３ 地盤材料

リサイクル材料①

347～353 354～359 360～365 366～372

第12

北海道科学大学

G棟4F
G401
（96名）

３ 地盤材料 ３ 地盤材料 ３ 地盤材料 ３ 地盤材料

不飽和土① 不飽和土② 不飽和土③ 不飽和土④
第11

北海道科学大学

G308
（84名）

231～238 239～246

砂質土① 砂質土② 砂質土③

223～230

３ 地盤材料 ３ 地盤材料 ３ 地盤材料

1062～1067 1068～1074

第10
北海道科学大学

G307
（84名）

豪雨　斜面安定⑥ 豪雨　斜面安定⑦

1075～1082

７　地盤防災 ７　地盤防災

豪雨，その他

７　地盤防災 ７　地盤防災

豪雨　斜面安定⑤

1055～1061

第9
北海道科学大学

G306
（84名）

971～977 978～984 1017～1024

７　地盤防災 ７　地盤防災 ７　地盤防災

地震　液状化⑫ 地震　液状化⑬ 地震　その他

956～962 963～970

第8
北海道科学大学

G304
（187名）

地震　液状化⑪

940～947 948～955

７　地盤防災 ７　地盤防災 ７　地盤防災 ７　地盤防災

地震　液状化⑧ 地震　液状化⑨ 地震　液状化⑩

478～484 485～492

第7
北海道科学大学

G303
（160名）

地盤浸透③ 地盤浸透④，浸食

468～472

５　地盤中の物質移動 ５　地盤中の物質移動

地盤浸透①

５　地盤中の物質移動 ５　地盤中の物質移動

地盤浸透②

473～477

第6
北海道科学大学

G301
（96名）

第5
北海道科学大学

G205
（84名）

1191～1195 1196～1202 1208～1214 1203～1207

第4
北海道科学大学

G204
（187名）

自然環境 リサイクル材 生態系・温暖化，他 地盤震動

８　地盤環境 ８　地盤環境 ８　地盤環境 ８　地盤環境

436～442

第3
北海道科学大学

G203
（160名）

地盤改良⑤

413～420 421～428

４　地盤挙動

地盤改良② 地盤改良③

４　地盤挙動 ４　地盤挙動 ４　地盤挙動

地盤改良④

429～435

105～112 113～120 121～128

第2
北海道科学大学

G202
（96名）

サウンディング・物理探査④ サウンディング・物理探査⑤ サウンディング・物理探査⑥

２ 調査・分類 ２ 調査・分類 ２ 調査・分類２ 調査・分類

サウンディング・物理探査③

97～104

第1
北海道科学大学

G201
（96名）

15:00-16:30

ロイトン札幌

9:00-10:30 10:45-12:15 13:15-14:45

午前Ⅱ 午後Ⅰ 午後Ⅱ午前Ⅰ

　  　       日時

会場

9月3日（木）
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近
藤

隆
義

	
13

3	
大

阪
地

域
の

洪
積

粘
土

M
a1

2
層

の
25

0m
メ

ッ
シ

ュ
モ

デ
ル

に
よ

る
土

質
特

性
の

分
布

新
井

　
瞬

（
大

阪
市

大
）・

堤
　

杏
紗

・
大

島
昭

彦
・

濱
田

晃
之

・
春

日
井

麻
里

・
近

藤
隆

義
	

13
4	

全
国

電
子

地
盤

図
の

地
盤

モ
デ

ル
作

成
手

順
再

考
　

−
 モ

デ
ル

の
品

質
統

一
化

を
め

ざ
し

て
藤

堂
博

明
（

基
礎

地
盤

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
）

	
13

5	
全

国
電

子
地

盤
図

を
用

い
た

出
雲

平
野

の
表

層
地

盤
特

性
河

原
荘

一
郎

（
松

江
高

専
）・

今
津

杏
菜

	
13

6	
千

葉
市

沿
岸

平
野

域
の

ボ
ー

リ
ン

グ
デ

ー
タ

に
基

づ
く

高
精

度
浅

部
地

盤
モ

デ
ル

木
村

克
己

（
防

災
科

学
技

術
研

究
所

）・
大

井
昌

弘
・

花
島

裕
樹

・
落

合
　

努

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
1
会
場

【
調
査
・
分
類
−
地
盤
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
②
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
藤
堂
　
博
明
（
基
礎
地
盤
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）

	
13

7	
常

時
微

動
観

測
と

地
盤

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
よ

る
基

盤
・

堆
積

構
造

の
推

定
手

法
の

構
築

に
関

す
る

研
究

三
村

　
衛

（
京

大
）・

桐
山

真
臣

	
13

8	
地

形
ご

と
の

地
盤

構
造

の
特

徴
を

考
慮

し
た

地
盤

モ
デ

ル
作

成
―

茨
城

県
那

珂
郡

東
海

村
を

例
と

し
て

―
新

妻
　

憂
（

茨
城

大
）・

村
上

　
哲

	
13

9	
地

盤
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

よ
る

大
阪

平
野

古
地

形
の

復
元

（
そ

の
3）

山
本

浩
司

（
地

域
地

盤
環

境
研

究
所

）・
濱

田
晃

之
・

近
藤

隆
義

・
河

田
恵

昭
	

14
0	

広
島

の
地

盤
モ

デ
ル

を
用

い
た

南
海

ト
ラ

フ
の

地
震

に
対

す
る

液
状

化
発

生
予

測
垂

水
秀

樹
（

東
京

電
機

大
）・

安
田

　
進

・
石

川
敬

祐
	

14
1	

栃
木

県
に

お
け

る
電

子
地

盤
図

の
補

間
と

活
用

の
試

み
清

木
隆

文
（

宇
都

宮
大

）・
富

樫
　

駿
・

吉
川

敏
之

	
14

2	
ボ

ー
リ

ン
グ

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

か
ら

み
た

近
江

盆
地

の
地

盤
特

性
北

田
奈

緒
子

（
地

域
地

盤
環

境
研

究
所

）・
伊

藤
浩

子
・

大
島

昭
彦

・
三

田
村

宗
樹

	
14

3	
新

潟
市

の
表

層
地

盤
に

お
け

る
微

地
形

区
分

と
地

盤
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

基
づ

く
工

学
的

特
性

の
関

係
保

坂
吉

則
（

新
潟

大
）・

金
光

　
渚

	
14

4	
地

盤
図

を
用

い
た

沖
積

層
の

層
厚

さ
推

定
と

広
域

地
盤

沈
下

分
布 高

橋
真

一
（

大
林

組
）・

森
尾

義
彦

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
1
会
場

【
調
査
・
分
類
−
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
　
そ
の
他
】

	
	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
原
　
隆
史
（
岐
阜
大
学
）

	
14

5	
画

像
認

識
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

道
路

舗
装

路
面

ひ
び

割
れ

検
出

の
試

み
石

井
詩

穂
（

広
島

大
）・

一
井

康
二
・
玉

木
　

徹
・
平

川
　

翼
・

園
山

昌
司

	
14

6	
走

行
車

両
か

ら
の

撮
影

画
像

に
よ

る
道

路
路

面
の

平
坦

性
評

価
の

研
究

伊
東

達
彦

（
広

島
大

）・
一

井
康

二
・

玉
木

　
徹

	
14

7	
道

路
映

像
化

に
よ

る
道

路
ス

ト
ッ

ク
維

持
管

理
支

援
シ

ス
テ

ム
の

開
発

佐
藤

由
子

（
基

礎
地

盤
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

）・
松

村
真

一
郎

	
14

8	
電

気
比

抵
抗

法
に

よ
る

盛
土

の
地

下
水

位
探

査
に

関
す

る
基

礎
的

室
内

実
験

B
ay

u 
G
at

ry
 D

ev
i R

ak
hm

ad
ya

h（
大

阪
大

）・
常

田
賢

一
・

山
本

正
人

・
村

岡
　

直
・

池
田

善
考

・
上

出
定

幸
	

14
9	

不
飽

和
地

盤
に

お
け

る
原

位
置

透
水

試
験

実
施

事
例

岡
野

裕
平

（
復

建
調

査
設

計
）・

菅
野

雄
一

・
西

田
宣

一
・

上
熊

秀
保

・
松

本
敏

明
	

15
0	

可
燃

性
ガ

ス
調

査
の

方
法

と
一

考
察

宮
内

　
拓

（
興

亜
開

発
）・

梅
津

幸
治

	
15

1	
地

下
水

圧
計

測
方

法
と

地
震

時
影

響
評

価
に

関
す

る
考

察
白

石
知

成
（

清
水

建
設

）
	

15
2	

鉛
直

不
均

質
場

に
お

け
る

現
場

透
水

試
験

が
受

け
る

影
響

と
、

ピ
エ

ゾ
メ

ー
タ

法
と

チ
ュ

ー
ブ

法
を

組
み

合
わ

せ
た

補
正

方
法

阪
田

義
隆

（
北

大
）・

今
井

紀
和

・
池

田
隆

司
・

西
垣

　
誠

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
III
）
の
部
	

第
1
会
場

【
調
査
・
分
類
−
地
下
水
調
査
】	

16
:4
5
〜
18
:1
5

座
　
長
：
日
比
　
義
彦
（
名
城
大
学
）

	
15

3	
接

地
抵

抗
を

応
用

し
た

地
下

水
位

簡
易

測
定

法
柳

浦
良

行
（

基
礎

地
盤

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
）・

千
葉

久
志

・
武

政
　

学
	

15
4	

接
地

抵
抗

を
応

用
し

た
地

下
水

位
簡

易
測

定
法

の
実

施
例

千
葉

久
志

（
基

礎
地

盤
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

）・
柳

浦
良

行
・

武
政

　
学

・
石

川
敬

祐
	

15
5	

目
的

に
合

わ
せ

た
地

下
水

調
査

の
た

め
の

観
測

孔
の

仕
上

げ
方

に
つ

い
て

岩
瀬

信
行

（
キ

タ
イ

設
計

）・
竹

内
篤

雄
・

秋
山

晋
二

	
15

6	
地

下
水

調
査

の
た

め
の

観
測

孔
仕

上
げ

に
関

す
る

ボ
ー

リ
ン

グ
掘

削
径

に
つ

い
て

五
十

嵐
慎

久
（

キ
タ

イ
設

計
）・

竹
内

篤
雄

・
武

田
伸

二
	

15
7	

地
下

水
調

査
の

た
め

の
観

測
孔

仕
上

げ
に

関
す

る
室

内
実

験
的

考
察

−
そ

の
1：

フ
ィ

ル
タ

ー
材

に
つ

い
て

酒
井

信
介

（
阪

神
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

）・
竹

内
篤

雄
・

門
川

泰
人

・
秋

山
晋

二
	

15
8	

地
下

水
調

査
の

た
め

の
観

測
孔

仕
上

げ
に

関
す

る
室

内
実

験
的

考
察

−
そ

の
2：

ス
ト

レ
ー

ナ
ー

加
工

に
つ

い
て

櫻
井

皆
生

（
同

志
社

大
）・

竹
内

篤
雄

・
門

川
泰

人
・

酒
井

信
介

	
15

9	
地

下
水

調
査

の
た

め
の

観
測

孔
仕

上
げ

に
関

す
る

室
内

実
験

的
考

察
−

そ
の

3：
間

詰
材

に
つ

い
て

都
築

孝
之

（
日

本
物

理
探

鑛
）・

竹
内

篤
雄

・
秋

山
晋

二
・

酒
井

信
介

	
16

0	
地

下
水

調
査

の
た

め
の

観
測

孔
仕

上
げ

に
関

す
る

孔
内

洗
浄

に
つ

い
て

宮
﨑

基
浩

（
芙

蓉
地

質
）・

竹
内

篤
雄

・
山

西
正

朗
・

足
立

直
樹

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
1
会
場

【
調
査
・
分
類
−
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
物
理
探
査
①
】

	
	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
利
藤
　
房
男
（
応
用
地
質
）

	
81

	
S
D
S

試
験

に
よ

る
有

明
海

北
岸

低
地

の
第

四
系

の
土

質
判

別
に

つ
い

て
辻

　
浩

平
（

ジ
ャ

パ
ン

ホ
ー

ム
シ

ー
ル

ド
）・

末
政

直
晃

・
田

中
　

剛
・

菅
野

安
男

・
大

和
眞

一
	

82
	

凝
灰

質
粘

土
と

沖
積

粘
土

に
お

け
る

土
質

試
験

結
果

の
比

較
、

お
よ

び
S
D
S

試
験

デ
ー

タ
の

比
較

吉
井

孝
文

（
ジ

ャ
パ

ン
ホ

ー
ム

シ
ー

ル
ド

）・
末

政
直

晃
・

田
中

　
剛

・
大

和
眞

一
・

菅
野

安
男

	
83

	
S
D
S

試
験

法
に

よ
る

土
の

力
学

パ
ラ

メ
ー

タ
の

推
定

に
関

し
て

（
2）

菅
野

安
男

（
ジ

ャ
パ

ン
ホ

ー
ム

シ
ー

ル
ド

）・
末

政
直

晃
・

田
中

　
剛

・
前

田
裕

介
・

酒
井

　
豪

・
大

和
眞

一
・

辻
　

浩
平

	
84

	
S
D
S

試
験

法
と

F
L

法
に

よ
る

地
盤

の
液

状
化

安
全

率
の

対
比 前

田
裕

介
（

ジ
ャ

パ
ン

ホ
ー

ム
シ

ー
ル

ド
）・

末
政

直
晃

・
田

中
　

剛
・

菅
野

安
男

・
酒

井
　

豪
・

大
和

眞
一

	
85

	
大

阪
市

住
之

江
区

泉
に

お
け

る
地

盤
調

査
（

そ
の

1：
サ

ウ
ン

デ
ィ

ン
グ

試
験

結
果

）
峯

翔
太

郎
（

大
阪

市
大

）・
大

島
昭

彦
・

小
坂

慎
一

・
久

保
田

耕
司

・
平

田
茂

良
・

深
井

　
公

・
下

平
祐

司
・

山
口

伸
治

	
86

	
大

阪
市

住
之

江
区

泉
に

お
け

る
地

盤
調

査
（

そ
の

2：
室

内
土

質
試

験
と

の
比

較
）

小
坂

慎
一

（
大

阪
市

大
）・

大
島

昭
彦

・
峯

翔
太

郎
・

張
　

林
松

・
京

矢
侑

樹
・

久
保

田
耕

司
・

新
井

　
瞬

	
87

	
浦

安
市

千
鳥

に
お

け
る

地
盤

調
査

（
そ

の
1：

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
試

験
結

果
）

張
　

林
松

（
大

阪
市

大
）・

大
島

昭
彦

・
峯

翔
太

郎
・

久
保

田
耕

司
・

平
田

茂
良

・
深

井
　

公
・

山
口

伸
治

	
88

	
浦

安
市

千
鳥

に
お

け
る

地
盤

調
査

（
そ

の
2：

室
内

土
質

試
験

と
の

比
較

）
京

矢
侑

樹
（

大
阪

市
大

）・
大

島
昭

彦
・

峯
翔

太
郎

・
張

　
林

松
・

小
坂

慎
一

・
久

保
田

耕
司

・
新

井
　

瞬

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
1
会
場

【
調
査
・
分
類
−
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
物
理
探
査
②
】

	
	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
山
中
　
稔
（
香
川
大
学
）

	
89

	
電

気
比

抵
抗

コ
ー

ン
貫

入
試

験
に

よ
る

土
層

区
分

松
浦

良
信

（
ソ

イ
ル

ア
ン

ド
ロ

ッ
ク

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

）・
三

村
　

衛
・

岩
崎

好
規

・
藤

原
照

幸
・

吉
村

　
貢

	
90

	
電

気
比

抵
抗

測
定

試
験

装
置

の
開

発
と

河
川

砂
を

用
い

た
基

礎
的

実
験

宇
野

匡
範

（
京

大
）・

三
村

　
衛

・
矢

野
隆

夫
・

吉
村

　
貢

	
91

	
浅

層
地

盤
の

S
波

速
度

構
造

把
握

に
対

す
る

表
面

波
探

査
の

適
用

性
川

尻
峻

三
（

北
見

工
大

）・
鈴

木
信

太
朗

・
台

丸
谷

俊
輝

・
川

口
貴

之
・

中
村

　
大

・
山

下
　

聡
	

92
	

表
面

波
探

査
を

用
い

た
降

雨
・

凍
結

に
伴

う
地

盤
性

状
変

化
の

把
握

鈴
木

信
太

朗
（

北
見

工
大

）・
台

丸
屋

俊
輝

・
川

尻
峻

三
・

川
口

貴
之

・
中

村
　

大
・

山
下

　
聡

	
93

	
補

強
盛

土
の

経
年

変
化

を
把

握
す

る
た

め
の

非
破

壊
調

査
の

試
み

（
そ

の
1）

岩
知

道
呉

夫
（

岐
阜

大
）・

沢
田

和
秀

・
田

中
貴

洋
・

村
田

芳
信

・
野

々
山

麻
衣

子
・

八
嶋

　
厚

・
大

谷
義

則
・

佐
藤

　
登

	
94

	
補

強
盛

土
の

経
年

変
化

を
把

握
す

る
た

め
の

非
破

壊
調

査
の

試
み

（
そ

の
2）

沢
田

和
秀

（
岐

阜
大

）・
岩

知
道

呉
夫

・
田

中
貴

洋
・

村
田

芳
信

・
野

々
山

麻
衣

子
・

八
嶋

　
厚

・
大

谷
義

則
・

佐
藤

　
登

	
95

	
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
式

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
試

験
に

よ
る

火
山

灰
地

第
50
回
地
盤
工
学
研
究
発
表
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
１

会
場

〜
第

17
会

場
：
	

北
海

道
科

学
大

学
	

・
一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

の
発

表
時

間
は

1
人

約
7
分

で
す

。
	

	
	

・
口

頭
発

表
者

は
最

初
に

記
載

し
ま

し
た

。
	

	
	

・
紙

面
の

都
合

上
，

共
著

者
の

所
属

は
省

略
し

ま
し

た
。

	
	

	
・

所
属

は
申

し
込

み
時

の
も

の
で

す
。

	
	

・
�本

デ
ー

タ
は

発
表

申
込

み
時

に
申

込
者

に
よ

っ
て

ご
入

力
い

た
だ

い
た

デ
ー

タ
を

基
に

構
成

し
て

お
り

ま
す

。

第50回地盤工学研究発表会　参加者のしおり
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2

盤
の

強
度

評
価

塩
田

好
輝

（
上

山
試

錐
工

業
）・

中
田

隆
文

・
阿

部
和

弘
・

神
谷

光
彦

	
96

	
音

響
ト

モ
グ

ラ
フ

ィ
探

査
に

よ
る

薬
液

注
入

改
良

効
果

の
検

証
坂

本
寛

章
（

JR
西

日
本

）・
古

藤
　

賢
・

近
藤

政
弘

・
仲

山
貴

司
・

澤
田

　
亮

・
小

山
幸

則
・

白
川

和
靖

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
1
会
場

【
調
査
・
分
類
−
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
物
理
探
査
③
】	9
:0
0
〜
10
:3
0

座
　
長
：
神
宮
司
　
元
治
（
産
業
技
術
総
合
研
究
所
）

	
97

	
動

的
コ

ー
ン

貫
入

試
験

に
よ

る
土

質
判

定
の

た
め

の
一

面
せ

ん
断

試
験

装
置

を
用

い
た

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

と
砂

の
摩

擦
音

計
測

実
験

水
野

建
人

（
大

阪
市

大
）・

山
田

　
卓

・
大

島
昭

彦
	

98
	

高
周

波
表

面
波

分
散

特
性

を
利

用
し

た
舗

装
の

物
性

構
造

調
査

稲
崎

富
士

（
土

研
）・

青
池

邦
夫

・
今

村
杉

夫
・

林
　

宏
一

	
99

	
大

型
動

的
コ

ー
ン

貫
入

試
験

に
お

け
る

調
査

方
法

（
時

間
）

の
影

響
に

つ
い

て
山

本
明

弘
（

大
和

ハ
ウ

ス
工

業
）・

平
田

茂
良
・
大

島
昭

彦
・

西
田

　
功

・
柴

田
芳

彦
	

10
0	

人
工

干
潟

を
形

成
す

る
超

軟
弱

な
浚

渫
土

層
に

お
い

て
M

A
S
W

で
得

ら
れ

た
せ

ん
断

波
速

度
の

検
証

渡
部

要
一
（

港
空

研
）・

金
子

　
崇
・
林

　
宏

一
・
橋

本
裕

司
・

上
野

一
彦

	
10

1	
潮

来
市

液
状

化
ト

レ
ン

チ
調

査
地

点
で

実
施

し
た

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

式
サ

ウ
ン

デ
ィ

ン
グ

試
験

蕗
　

紀
宇

（
東

京
理

科
大

）・
兵

動
太

一
・

塚
本

良
道

	
10

2	
常

時
微

動
測

定
に

よ
る

高
知

城
石

垣
部

の
地

震
時

不
安

定
箇

所
の

検
出

に
つ

い
て

山
中

　
稔

（
香

川
大

）・
西

脇
大

祐
・

長
谷

川
修

一
・

小
泉

勝
彦

	
10

3	
S
W

S
試

験
孔

を
利

用
し

た
簡

易
サ

ー
マ

ル
レ

ス
ポ

ン
ス

試
験

石
垣

拓
也

（
東

京
都

市
大

）・
末

政
直

晃
・

櫻
井

勇
治

	
10

4	
車

両
牽

引
式

チ
ャ

ー
プ

レ
ー

ダ
の

開
発

今
井

利
宗

（
川

崎
地

質
）・

山
田

茂
治

・
吉

田
　

潔

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
1
会
場

【
調
査
・
分
類
−
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
物
理
探
査
④
】

	
	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
高
原
　
利
幸
（
金
沢
大
学
）

	
10

5	
マ

イ
ク

ロ
ラ

ム
サ

ウ
ン

デ
ィ

ン
グ

（
μ

R
A
M

）
の

開
発

　
−

そ
の

1 
先

端
コ

ー
ン

ー
澤

田
俊

一
（

応
用

地
質

）
	

10
6	

ラ
ジ

オ
ア

イ
ソ

ト
ー

プ
コ

ー
ン

（
R
I-
C
P
T
）

に
よ

る
鋭

敏
粘

土
の

検
出

後
藤

政
昭

（
ソ

イ
ル

ア
ン

ド
ロ

ッ
ク

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

）・
大

島
昭

彦
・

吉
村

　
貢

・
小

山
博

司
・

石
井

正
紀

・
重

富
正

幸
・

松
浦

良
信

・
吉

留
花

江
・

長
澤

　
遼

	
10

7	
R
Iコ

ー
ン

貫
入

試
験

に
よ

る
堤

体
の

土
層

構
造

調
査

の
一

例
吉

留
花

江
（

ソ
イ

ル
ア

ン
ド

ロ
ッ

ク
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
）・

三
村

　
衛

・
岩

崎
好

規
・

藤
原

照
幸

・
吉

村
　

貢
	

10
8	

平
板

載
荷

試
験

機
を

用
い

た
支

持
力

評
価

の
迅

速
化

に
関

す
る

実
験

的
検

討
堀

　
智

仁
（

安
衛

研
）・

玉
手

　
聡

	
10

9	
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
式

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
試

験
に

お
け

る
ロ

ッ
ド

の
周

面
摩

擦
補

正
方

法
の

試
案

下
平

祐
司

（
日

本
建

築
総

合
試

験
所

）・
大

島
昭

彦
・

廣
瀬

竜
也

	
11

0	
3
次

元
地

中
レ

ー
ダ

探
査

と
M

M
S

の
融

合
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

河
川

堤
防

の
点

検
へ

の
活

用
事

例
若

狭
　

愛
（

パ
シ

フ
ィ

ッ
ク

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
）・

舘
川

逸
朗

・
片

山
辰

雄
・

加
藤

裕
将

・
畠

山
直

樹
	

11
1	

河
川

堤
防

の
土

質
断

面
モ

デ
ル

構
築

に
関

す
る

研
究

	
	

―
電

気
探

査
結

果
に

基
づ

く
地

盤
構

成
の

推
定

に
つ

い
て

―
藤

原
照

幸
（

地
域

地
盤

環
境

研
究

所
）・

岩
崎

好
規

・
三

村
　

衛
・

吉
村

　
貢

・
城

森
　

明
・

宮
下

隆
太

郎
	

11
2	

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

表
面

波
探

査
法

の
開

発
と

堤
防

道
路

盛
土

調
査

へ
の

適
用

北
　

高
穂

（
T
K

海
陸

調
査

事
務

所
）・

稲
崎

富
士

・
林

　
宏

一

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
1
会
場

【
調
査
・
分
類
−
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
物
理
探
査
⑤
】

	
	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
澤
田
　
俊
一
（
応
用
地
質
）

	
11

3	
こ

れ
か

ら
の

地
盤

調
査

 序
章

ll  
サ

ウ
ン

デ
ィ

ン
グ

酒
井

運
雄

（
基

礎
地

盤
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

）
	

11
4	

地
質

統
計

学
手

法
に

よ
る

た
め

池
堤

体
に

お
け

る
C
P
T

先
端

抵
抗

分
布

の
推

定
今

出
和

成
（

岡
山

大
）・

西
村

伸
一
・
珠

玖
隆

行
・
柴

田
俊

文
・

村
上

　
章

・
藤

澤
和

謙
	

11
5	

凍
結

工
法

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
技

術
の

た
め

の
凍

結
土

の
電

気
比

抵
抗

特
性

齋
藤

祐
磨

（
早

大
）・

小
峯

秀
雄

	
11

6	
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
式

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
試

験
機

を
用

い
た

掘
削

孔
に

よ
る

孔
内

水
平

載
荷

試
験

津
野

将
馬

（
旭

化
成

建
材

）・
塚

田
義

明
・

山
田

雅
人

・
佐

藤
　

誠
	

11
7	

液
状

化
地

点
の

砂
地

盤
か

ら
採

取
し

た
G
el
-p

us
h
サ

ン
プ

リ
ン

グ
試

料
の

品
質

評
価

梅
原

由
貴

（
東

大
）・

細
野

康
代

・
清

田
　

隆
・

G
ab

ri
el
e 

C
hi

ar
o・

柳
浦

良
行

・
千

葉
久

志
	

11
8	

盛
土

遺
構

の
構

造
と

劣
化

現
象

に
つ

い
て

松
川

尚
史
（

関
西

地
盤

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

）・
松

本
修

司
・

中
山

義
久

・
西

田
一

彦
・

笠
　

博
義

	
11

9	
地

盤
の

劣
化

度
判

定
指

数
と

そ
の

適
用

性
松

本
修

司
（

関
西

地
盤

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

）・
松

川
尚

史
・

中
山

義
久

・
西

田
一

彦
	

12
0	

地
下

水
の

蛍
光

強
度

と
濁

度
・

透
視

度
に

よ
る

腐
植

土
の

判
別

に
関

す
る

研
究

武
智

耕
太

郎
（

ジ
ャ

パ
ン

ホ
ー

ム
シ

ー
ル

ド
）・

藤
井

　
衛
・

李
　

小
橋

・
深

谷
敏

史

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
1
会
場

【
調
査
・
分
類
−
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
物
理
探
査
⑥
】

	
	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
田
中
　
剛
（
東
京
都
市
大
学
）

	
12

1	
動

的
貫

入
試

験
を

用
い

た
細

粒
分

含
有

率
推

定
に

関
す

る
土

槽
実

験
の

試
み

山
口

恵
美

（
関

東
学

院
大

）・
規

矩
大

義
・

利
藤

房
男

・
吉

澤
大

造
・

澤
田

俊
一

・
安

田
　

悟
・

富
岡

　
崇

	
12

2	
微

動
を

用
い

た
浅

部
構

造
探

査
の

高
度

化
（

自
動

読
み

取
り

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

の
開

発
と

適
用

）
先

名
重

樹
（

防
災

科
研

）・
長

　
郁

夫
・

藤
原

広
行

	
12

3	
簡

易
サ

ン
プ

リ
ン

グ
と

ブ
ロ

ッ
ク

サ
ン

プ
リ

ン
グ

に
よ

る
試

料
に

関
す

る
研

究
（

そ
の

1.
概

要
）

高
橋

正
志

（
ポ

ラ
ス

暮
し

科
学

研
究

所
）・

大
浦

和
香

子
・

菊
地

康
明

	
12

4	
簡

易
サ

ン
プ

リ
ン

グ
と

ブ
ロ

ッ
ク

サ
ン

プ
リ

ン
グ

に
よ

る
試

料
に

関
す

る
研

究
（

そ
の

2.
物

理
特

性
）

大
浦

和
香

子
（

ポ
ラ

ス
暮

し
科

学
研

究
所

）・
菊

地
康

明
・

高
橋

正
志

	
12

5	
簡

易
サ

ン
プ

リ
ン

グ
と

ブ
ロ

ッ
ク

サ
ン

プ
リ

ン
グ

に
よ

る
試

料
に

関
す

る
研

究
（

そ
の

3.
力

学
特

性
）

菊
地

康
明

（
ポ

ラ
ス

暮
し

科
学

研
究

所
）・

大
浦

和
香

子
・

高
橋

正
志

	
12

6	
コ

ア
ボ

ー
リ

ン
グ

技
術

の
見

え
る

化
に

よ
る

サ
ン

プ
リ

ン
グ

の
向

上
谷

川
正

志
（

応
用

地
質

）
	

12
7	

北
海

道
に

お
け

る
礫

質
土

の
サ

ン
プ

リ
ン

グ
事

例
伊

藤
恵

輔
（

基
礎

地
盤

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
）・

斎
藤

和
夫

・
知

本
康

男
・

廣
林

毅
之

	
12

8	
廃

棄
物

最
終

処
分

場
の

地
盤

調
査

に
お

け
る

G
S

サ
ン

プ
ラ

ー
の

適
用

大
繁

忠
治

（
復

建
調

査
設

計
）・

仲
野

浩
司

・
中

西
典

明
・

澁
谷

　
啓

・
片

岡
沙

都
紀

・
平

井
孝

治

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
2
会
場

【
調
査
・
分
類
−
調
査
・
試
験
技
術
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
山
木
　
正
彦
（
寒
地
土
木
研
究
所
）

	
16

1	
杭

の
急

速
載

荷
試

験
に

お
け

る
解

析
手

法
に

関
す

る
考

察
高

野
公

作
（

地
盤

試
験

所
）・

亀
井

秀
一

・
樋

口
　

靖
・

山
本

伊
作

・
中

山
　

敦
	

16
2	

リ
ア

ル
タ

イ
ム

の
薬

液
浸

透
範

囲
把

握
と

改
良

後
の

ボ
ア

ホ
ー

ル
ソ

ナ
ー

に
よ

る
検

層
（

そ
の

1）
本

橋
俊

之
（

大
阪

防
水

建
設

社
）・

稲
川

雄
宣

・
山

本
　

彰
	

16
3	

土
工

事
に

お
け

る
土

質
材

料
の

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

シ
ス

テ
ム

の
適

用
安

井
利

彰
（

前
田

建
設

工
業

）・
伊

藤
　

明
	

16
4	

産
業

用
ロ

ボ
ッ

ト
を

用
い

た
供

試
体

作
成

作
業

の
自

動
化

 
（

混
合

経
路

と
工

具
形

状
の

検
討

）
藤

井
祥

太
（

金
沢

大
）・

浅
川

直
紀
・
岡

田
将

人
・
野

尻
博

美
・

松
村

沙
弥

佳
	

16
5	

防
災

に
利

用
す

る
廉

価
な

小
型

電
動

マ
ル

チ
コ

プ
タ

の
性

能
評

価 齋
藤

　
修

（
茨

城
大

）
	

16
6	

リ
フ

ト
オ

フ
試

験
に

よ
る

グ
ラ

ウ
ン

ド
ア

ン
カ

ー
の

残
存

引
張

り
力

調
査

結
果

の
一

考
察

松
崎

孝
汰

（
ネ

ク
ス

コ
・

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

東
北

）・
澤

野
幸

輝
・

高
梨

俊
行

・
松

井
端

亘
・

伊
藤

　
潔

・
千

坂
俊

治
・

佐
藤

直
輝

・
永

井
　

宏
	

16
7	

斜
面

で
簡

単
に

設
置

で
き

る
小

型
間

隙
水

圧
計

の
開

発
	

	
−

そ
の

3、
従

来
型

水
位

計
と

の
観

測
結

果
の

比
較

事
例

森
川

倫
人

（
応

用
地

質
）・

谷
瀬

正
寿

・
矢

部
　

満
・

和
田

昌
樹

・
高

柳
　

剛
・

塗
師

芳
昭

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
2
会
場

【
地
盤
挙
動
−
凍
結
・
凍
土
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
小
野
　
丘
（
北
海
学
園
大
学
）

	
44

3	
小

規
模

凍
土

方
式

遮
水

壁
の

構
築

−
地

下
水

流
入

抑
制

の
た

め
の

凍
土

方
式

に
よ

る
遮

水
技

術
に

関
す

る
フ

ィ
ー

ジ
ビ

リ
テ

ィ
・

ス
タ

デ
ィ

事
業

−
（

そ
の

1）
佐

藤
一

成
（

鹿
島

建
設

）・
吉

田
　

輝
・

照
井

秀
幸

・
高

村
　

尚
・

山
本

正
嗣

・
中

嶋
陽

一
	

44
4	

地
下

水
流

速
が

凍
土

方
式

遮
水

壁
施

工
に

与
え

る
影

響
　

	
	

−
凍

土
方

式
に

よ
る

遮
水

技
術

に
関

す
る

フ
ィ

ー
ジ

ビ
リ

テ

ィ
・

ス
タ

デ
ィ

事
業

（
そ

の
2）

−
森

川
誠

司
（

鹿
島

建
設

）・
並

川
　

正
・

吉
田

　
輝

・
佐

藤
一

成
・

相
馬

　
啓

	
44

5	
リ

チ
ャ

ー
ジ

特
性

に
関

す
る

原
位

置
評

価
試

験
−

凍
土

方
式

に
よ

る
遮

水
技

術
に

関
す

る
フ

ィ
ー

ジ
ビ

リ
テ

ィ
・

ス
タ

デ
ィ

事
業

（
そ

の
3）

−
瀬

尾
昭

治
（

鹿
島

建
設

）・
岩

野
圭

太
・

川
端

淳
一

・
田

部
井

和
人

・
森

川
誠

司
・

上
原

昌
也

	
44

6	
凍

結
融

解
に

よ
る

岩
石

の
強

度
劣

化
の

評
価

法
に

つ
い

て
の

研
究

（
そ

の
2）

日
下

部
祐

基
（

土
研

）・
伊

東
佳

彦
・

倉
橋

稔
幸

	
44

7	
M

ec
ha

ni
ca

l 
B
eh

av
io

r 
of

 F
ro

ze
n 

C
la
y 

U
nd

er
 E

ffe
ct

s 
of

 T
em

pe
ra

tu
re

 a
nd

 S
tr

ai
n 

R
at

e
王

　
金

元
（

北
大

）・
西

村
　

聡
	

44
8	

過
圧

密
粘

土
の

凍
結

融
解

に
よ

る
透

水
係

数
変

化
に

関
す

る
実

験 伊
藤

　
譲
（

摂
南

大
）・

石
川

達
也
・
赤

川
　

敏
・
所

　
哲

也
・

大
西

有
三

・
上

田
保

司
・

広
瀬

　
剛

	
44

9	
地

下
水

流
量

お
よ

び
熱

移
動

量
が

凍
土

造
成

に
及

ぼ
す

影
響

解
析 久

門
義

史
（

精
研

）・
松

岡
啓

次
・

上
田

保
司

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
2
会
場

【
地
盤
挙
動
−
現
地
計
測
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
上
野
　
勝
利
（
徳
島
大
学
）

	
45

0	
交

換
可

能
な

間
隙

水
圧

計
の

開
発

と
そ

の
適

用
性

竹
森

　
基

（
応

用
地

質
）・

伊
藤

義
行

・
森

永
靖

志
	

45
1	

ノ
ン

プ
リ

ズ
ム

ト
ー

タ
ル

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
ト

ン
ネ

ル
内

道
路

路
面

監
視

へ
の

適
用

事
例

鶴
原

敬
久

（
応

用
地

質
）・

宮
沢

一
雄

・
菊

池
慎

司
・

安
田

賢
哉

・
土

屋
潤

一
	

45
2	

多
段

式
間

隙
水

圧
計

を
利

用
し

た
沈

下
測

定
の

検
証

実
験

伊
藤

義
行

（
応

用
地

質
）・

竹
森

　
基

	
45

3	
盛

土
に

お
け

る
土

壌
水

分
計

に
よ

る
含

水
比

計
測

の
適

用
性

塚
本

将
康

（
川

崎
地

質
）・

三
嶋

信
雄

	
45

4	
F
ie
ld

 in
ve

st
ig

at
io

n 
at

 O
hy

a 
sl
id

e 
si
te

 u
si
ng

 P
or

ta
bl

e 
co

ne
 p

en
et

ra
ti
on

 t
es

ts
 a

nd
 s
ei
sm

ic
 r
ef

ra
ct

io
n 

te
st
s

M
uh

am
m
ad

 A
li（

東
大

）・
Ik

uo
 T

ow
ha

ta
	

45
5	

M
E
M

S
セ

ン
サ

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

用
い

た
地

盤
挙

動
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

研
究

秦
野

佑
也

（
岡

山
大

）・
西

山
　

哲
・

龍
　

明
治

・
岩

崎
佳

介
	

45
6	

軟
弱

地
盤

に
お

け
る

重
機

荷
重

に
よ

る
近

接
地

下
躯

体
の

変
位

抑
制

効
果

熊
谷

博
人

（
竹

中
工

務
店

）・
河

野
貴

穂
・

青
木

雅
路

	
45

7	
変

状
が

生
じ

た
既

設
道

路
盛

土
の

現
状

評
価

の
た

め
の

原
位

置
・

室
内

試
験

原
　

崇
彰

（
神

戸
大

）・
岡

本
健

太
・

片
岡

沙
都

紀
・

戎
　

剛
史

・
野

並
　

賢
・

澁
谷

　
啓

	
45

8	
液

浸
法

に
よ

る
地

盤
内

可
視

化
実

験
の

基
礎

的
検

討
小

林
俊

一
（

金
沢

大
）・

石
川

千
裕

・
松

本
樹

典

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
2
会
場

【
地
盤
挙
動
−
圧
密
・
沈
下
①
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
小
島
　
謙
一
（
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
）

	
38

5	
真

空
圧

密
土

槽
実

験
に

お
け

る
浚

渫
粘

土
の

改
良

効
果

	
	（

そ
の

1）
−

沈
下

と
P
V
D

の
曲

が
り

形
状

−
新

舎
　

博
（

真
空

圧
密

ド
レ

ー
ン

工
法

研
究

会
）・

山
内

義
文

・
堤

　
彩

人
・

長
津

辰
男

	
38

6	
真

空
圧

密
土

槽
実

験
に

お
け

る
浚

渫
粘

土
の

改
良

効
果
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3

	
	（

そ
の

2）
−

圧
密

中
に

測
定

し
た

P
V
D

の
通

水
量

−
山

内
義

文
（

真
空

圧
密

ド
レ

ー
ン

工
法

研
究

会
）・

新
舎

　
博

・
宮

本
健

児
	

38
7	

真
空

圧
密

土
槽

実
験

に
お

け
る

浚
渫

粘
土

の
改

良
効

果
	

	（
そ

の
3）

−
周

辺
摩

擦
の

影
響

と
含

水
比

分
布

−
堤

　
彩

人
（

真
空

圧
密

ド
レ

ー
ン

工
法

研
究

会
）・

新
舎

　
博

・
熊

谷
隆

宏
	

38
8	

宅
地

盛
土

の
原

位
置

水
浸

沈
下

試
験

方
法

の
開

発
 

	
	

〜
そ

の
1：

原
位

置
お

よ
び

室
内

試
験

〜
片

岡
沙

都
紀

（
神

戸
大

）・
岡

本
健

太
・

澁
谷

　
啓

・
齋

藤
雅

彦
・

芥
川

真
一

・
橋

本
光

則
・

本
多

典
久

	
38

9	
宅

地
盛

土
の

原
位

置
水

浸
沈

下
試

験
方

法
の

開
発

 
	

	
〜

そ
の

2：
浸

透
流

解
析

〜
齋

藤
雅

彦
（

神
戸

大
）・

片
岡

沙
都

紀
・

岡
本

健
太

・
澁

谷
　

啓
	

39
0	

数
値

解
析

に
よ

る
海

底
地

盤
の

3
次

元
変

形
挙

動
評

価
手

法
の

開
発

矢
田

啓
晃

（
京

大
）・

三
村

　
衛

・
肥

後
陽

介
・

元
宗

美
郷

	
39

1	
三

次
元

弾
粘

塑
性

有
限

要
素

解
析

に
よ

る
多

次
元

集
排

水
挙

動
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

元
宗

美
郷

（
京

大
）・

三
村

　
衛

・
矢

田
啓

晃

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
III
）
の
部
	

第
2
会
場

【
地
盤
挙
動
−
圧
密
・
沈
下
②
】	

16
:4
5
〜
18
:1
5

座
　
長
：
片
桐
　
雅
明
（
日
建
設
計
シ
ビ
ル
）

	
39

2	
軟

弱
地

盤
上

の
高

速
道

路
用

盛
土

の
長

期
圧

密
沈

下
予

測
に

対
す

る
事

後
評

価
高

比
良

翔
（

N
E
X
C
O

中
日

本
）・

稲
垣

太
浩

・
田

代
む

つ
み

・
野

田
利

弘
・

中
堀

千
嘉

子
	

39
3	

11
m

沈
下

し
た

超
軟

弱
地

盤
上

に
構

築
し

た
2
基

の
カ

ル
バ

ー
ト

ボ
ッ

ク
ス

の
比

較
稲

垣
太

浩
（

N
E
X
C
O

中
日

本
）・

高
比

良
翔

・
中

堀
千

嘉
子

・
安

藤
貴

宏
・

阿
久

根
幸

孝
・

岡
野

　
靖

	
39

4	
佐

賀
平

野
に

お
け

る
更

新
統

の
沈

下
予

測
の

た
め

の
設

計
定

数
に

つ
い

て
喜

連
川

聰
容
（

佐
賀

県
建

設
技

術
支

援
機

構
）・

三
浦

哲
彦
・

岩
永

忠
則

	
39

5	
地

盤
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

利
用

し
た

泉
州

沖
洪

積
粘

土
の

透
水

特
性

の
空

間
推

定
横

田
健

一
（

大
阪

大
）

	
39

6	
泥

炭
地

盤
表

層
に

お
け

る
二

次
元

長
期

沈
下

挙
動

に
関

す
る

模
型

実
験

と
有

限
要

素
数

値
解

析
三

木
拓

也
（

北
大

）・
西

村
　

聡
・

山
添

誠
隆

	
39

7	
一

次
元

圧
密

逆
問

題
の

性
質

珠
玖

隆
行

（
岡

山
大

）・
西

村
伸

一
・

柴
田

俊
文

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
2
会
場

【
地
盤
挙
動
−
圧
密
・
沈
下
③
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
田
代
　
む
つ
み
（
名
古
屋
大
学
）

	
39

8	
地

盤
材

料
の

ひ
ず

み
速

度
依

存
性

太
田

雄
己

（
北

大
）・

田
中

洋
行

	
39

9	
宮

城
県

塩
竈

市
新

浜
地

区
に

堆
積

す
る

超
軟

弱
粘

土
の

圧
密

特
性

に
関

す
る

一
考

察
出

村
隆

能
（

石
川

高
専

）・
重

松
宏

明
・

今
西

　
肇

・
月

館
優

太
	

40
0	

神
戸

空
港

浚
渫

土
処

分
地

の
沖

積
粘

土
層

の
沈

下
予

測
岡

田
広

久
（

神
戸

市
）・

大
島

昭
彦

・
長

谷
川

憲
孝

・
久

保
田

耕
司

・
峯

啓
一

郎
	

40
1	

河
川

堤
防

の
築

堤
履

歴
に

着
目

し
た

盛
土

に
よ

る
地

盤
変

状

解
析

に
関

す
る

考
察

中
土

井
佑

輔
（

建
設

技
術

研
究

所
）・

李
　

圭
太

・
小

林
猛

嗣
・

小
西

康
之

・
柚

本
真

介
・

藤
田

庸
介

・
小

山
倫

史
・

大
西

有
三

	
40

2	
土

‐
水

連
成

N
M

M
-D

D
A

の
開

発
と

検
証

解
析

橋
本

涼
太

（
京

大
）・

小
山

倫
史

・
菊

本
　

統
・

三
村

　
衛

	
40

3	
3
次

元
F
E
M

に
よ

る
盛

土
の

圧
密

変
形

解
析

花
本

孝
一

郎
（

ワ
ー

ル
ド

測
量

設
計

）・
汪

　
発

武
・

國
清

智
之

・
吉

原
潤

平
	

40
4	

塩
釜

粘
土

を
対

象
と

し
た

不
攪

乱
・

攪
乱

試
料

の
圧

縮
曲

線
に

関
す

る
一

考
察

月
館

優
太

（
東

北
工

大
）・

今
西

　
肇

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
2
会
場

【
地
盤
挙
動
−
切
土
・
掘
削
，
地
盤
改
良
①
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
小
竹
　
望
（
香
川
高
等
専
門
学
校
）

	
40

5	
偏

土
圧

を
受

け
る

山
留

め
架

構
の

計
画

法
（

そ
の

1：
有

限
要

素
法

に
よ

る
山

留
め

変
形

の
評

価
）

中
沢

楓
太

（
東

急
建

設
）・

沼
上

　
清

・
三

浦
正

悟
・

田
中

　
肇

・
松

尾
三

郎
	

40
6	

偏
土

圧
を

受
け

る
山

留
め

架
構

の
計

画
法

（
そ

の
2：

非
対

称
梁

ば
ね

モ
デ

ル
に

よ
る

山
留

め
変

形
の

評
価

）
松

尾
三

郎
（

丸
藤

シ
ー

ト
パ

イ
ル

）・
沼

上
　

清
・

三
浦

正
悟

・
中

沢
楓

太
・

田
中

　
肇

	
40

7	
上

総
層

固
結

シ
ル

ト
を

対
象

と
し

た
大

深
度

地
盤

の
力

学
モ

デ
ル

と
有

限
要

素
法

へ
の

適
用

中
道

洋
平

（
大

林
組

）・
鈴

木
和

明
・

杉
江

茂
彦

	
40

8	
E
ffe

ct
 o

f 
di

ffe
re

nt
 a

lig
nm

en
t 

of
 f

au
lt
s 

to
 t

he
 s

lo
pe

 
st

ab
ili

ty
タ

ナ
チ

ョ
ー

ト
 テ

チ
ャ

ウ
ォ

ン
サ

コ
ン

（
東

工
大

）・
テ

ィ
ラ

ポ
ン

 ピ
パ

ッ
ト

ポ
ン

サ
ー

・
高

橋
章

浩
	

40
9	

表
面

粗
さ

に
着

目
し

た
地

盤
改

良
体

と
粘

土
の

摩
擦

発
現

特
性

石
藏

良
平

（
九

大
）・

安
福

規
之

・
有

間
　

航
・

江
　

振
波

	
41

0	
T
im

e-
de

pe
nd

en
t 
sk

in
 f
ri
ct

io
n 

m
od

el
 f
or

 fl
oa

ti
ng

 t
yp

e 
im

pr
ov

ed
 g

ro
un

d 
du

ri
ng

 c
on

so
lid

at
io

n
江

　
振

波
（

九
大

）・
安

福
規

之
・

石
藏

良
平

・
有

間
　

航
	

41
1	

壁
式

改
良

を
併

用
し

た
軟

弱
地

盤
対

策
工

の
偏

荷
重

下
に

お
け

る
対

策
効

果
に

つ
い

て
工

藤
敦

弘
（

鉄
道

総
研

）・
渡

辺
健

治
・

佐
藤

武
斗

・
島

田
貴

文
・

森
川

嘉
之

・
高

橋
英

紀
・

森
　

誠
二

	
41

2	
軟

弱
地

盤
上

の
腹

付
け

盛
土

施
工

に
お

け
る

対
策

工
の

試
計

算
島

田
貴

文
（

鉄
道

総
研

）・
渡

辺
健

治
・

工
藤

敦
弘

・
佐

藤
武

斗
・

森
川

嘉
之

・
高

橋
英

紀

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
2
会
場

【
地
盤
挙
動
−
地
盤
改
良
②
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
佐
藤
　
毅
（
ア
サ
ノ
大
成
基
礎
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）

	
41

3	
2
次

元
平

面
F
E
M

モ
デ

ル
に

よ
る

S
C
P

打
設

時
に

お
け

る
変

位
緩

衝
孔

の
効

果
検

討
方

法
舘

川
逸

朗
（

パ
シ

フ
ィ

ッ
ク

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
）・

宗
片

　
渉

・
平

野
由

行
	

41
4	

2
次

元
平

面
F
E
M

モ
デ

ル
に

よ
る

S
C
P

打
設

時
に

お
け

る
変

位
緩

衝
孔

と
鋼

矢
板

併
用

工
法

の
効

果
検

討
事

例
宗

片
　

渉
（

パ
シ

フ
ィ

ッ
ク

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
）・

舘
川

逸
朗

・
平

野
由

行

	
41

5	
山

形
盆

地
に

堆
積

す
る

泥
炭

性
軟

弱
地

盤
に

お
け

る
試

験
盛

土
施

工
佐

藤
春

夫
（

ダ
イ

ヤ
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

）・
高

坂
敏

明
・

大
泉

隆
是

・
須

藤
隆

之
・

根
本

靖
子

	
41

6	
山

形
盆

地
に

堆
積

す
る

泥
炭

性
軟

弱
地

盤
の

地
盤

挙
動

谷
口

雄
太

（
ダ

イ
ヤ

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
）・

高
坂

敏
明

・
須

藤
隆

之
・

笹
原

和
彦

	
41

7	
山

形
盆

地
に

堆
積

す
る

泥
炭

性
軟

弱
地

盤
の

長
期

沈
下

低
減

対
策 高

坂
敏

明
（

ダ
イ

ヤ
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

）・
佐

藤
春

夫
・

須
藤

隆
之

・
中

島
博

行
	

41
8	

小
型

ベ
ー

ス
マ

シ
ン

を
用

い
た

ス
ラ

リ
ー

揺
動

攪
拌

式
中

層
混

合
処

理
工

法
（

W
IL

L
工

法
）

島
野

　
嵐

（
三

信
建

設
工

業
）・

市
坪

天
士

・
中

馬
忠

司
	

41
9	

変
位

緩
衝

孔
打

設
域

の
締

固
め

砂
杭

改
良

に
よ

る
性

状
変

化
と

排
土

量
の

関
係

佐
藤

希
絵

（
不

動
テ

ト
ラ

）・
今

井
優

輝
	

42
0	

薬
液

注
入

材
料

の
礫

質
地

盤
へ

の
適

用
性

に
関

す
る

基
礎

実
験

深
田

　
久

（
不

動
テ

ト
ラ

）・
矢

部
浩

史
・

渡
辺

英
次

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
2
会
場

【
地
盤
挙
動
−
地
盤
改
良
③
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
森
川
　
嘉
之
（
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
）

	
42

1	
ラ

イ
ム

ス
ト

ー
ン

と
砂

の
混

合
地

盤
上

の
空

港
滑

走
路

拡
張

工
事

に
お

け
る

M
V
T
（

一
定

振
動

）
に

よ
る

表
層

締
固

め
野

津
光

夫
（

不
動

テ
ト

ラ
）・

榊
原

　
優

・
松

下
和

紀
	

42
2	

発
泡

ウ
レ

タ
ン

を
用

い
た

杭
状

地
盤

改
良

工
法

の
開

発
	

	
―

そ
の

4：
フ

ィ
ー

ル
ド

試
験

概
要

と
考

察
―

及
川

理
香

子
（

ア
ッ

プ
コ

ン
）・

石
田

清
人

・
松

藤
展

和
・

末
政

直
晃

・
田

中
　

剛
	

42
3	

P
V
D

の
部

分
的

な
透

水
係

数
低

下
に

お
け

る
圧

密
に

及
ぼ

す
影

響
の

実
験

的
研

究
小

﨑
香

菜
子

（
国

際
協

力
機

構
）・

竹
山

智
英

・
北

詰
昌

樹
	

42
4	

C
en

tr
if
ug

e 
m
od

el
 t

es
ts

 o
n 

ex
te

rn
al

 f
ai

lu
re

 o
f 

D
M

 
co

lu
m
ns

 r
ei
nf

or
ce

d 
by

 a
 s
ta

bi
liz

ed
 s
ha

llo
w
 la

ye
r

B
in

h 
N
gu

ye
n（

東
工

大
）・

T
om

oh
id

e 
T
ak

ey
am

a・
M

as
ak

i K
it
az

um
e

	
42

5	
柱

状
浸

透
注

入
の

実
験

的
研

究
角

田
百

合
花
（

強
化

土
エ

ン
ジ

ニ
ヤ

リ
ン

グ
）・

島
田

俊
介
・

木
嶋

　
正

	
42

6	
地

下
鉄

直
下

に
お

け
る

高
圧

噴
射

工
法

に
よ

る
水

平
方

向
地

盤
改

良
笹

原
崇

志
（

エ
ス

テ
ッ

ク
）・

伊
藤

博
幸

・
大

道
準

矢
・

細
田

史
朗

・
篭

橋
　

忍
・

岡
本

郁
也

	
42

7	
浅

海
域

に
お

け
る

海
上

S
C
P

工
法

の
効

率
的

な
施

工
方

法
尾

形
　

太
（

不
動

テ
ト

ラ
）・

知
念

正
吉

・
小

西
敦

也
・

久
野

敦
史

	
42

8	
裏

込
め

材
料

の
盛

土
変

位
挙

動
に

及
ぼ

す
影

響
に

関
す

る
遠

心
模

型
実

験
鷺

　
裕

樹
（

東
工

大
）

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
2
会
場

【
地
盤
挙
動
−
地
盤
改
良
④
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
大
石
　
幹
太
（
日
建
設
計
シ
ビ
ル
）

	
42

9	
拘

束
圧

を
受

け
る

セ
メ

ン
ト

改
良

地
盤

の
破

壊
挙

動
に

関
す

る
研

究
上

野
嵩

太
（

東
工

大
）・

竹
山

智
英

・
関

　
　

栄
・

北
詰

昌
樹

	
43

0	
砂

圧
入

式
静

的
締

固
め

工
法

の
施

工
域

周
辺

に
お

け
る

水
質

調
査

事
例

森
鼻

章
治

（
不

動
テ

ト
ラ

）・
片

山
　

岳
・

竹
内

秀
克

・
渡

辺
英

次
	

43
1	

格
子

状
地

盤
改

良
し

た
粘

性
土

地
盤

の
地

震
時

応
答

田
村

修
次

（
東

工
大

）・
M

oh
am

m
ad

 K
ho

sr
av

i・
R
os

s 
B
ou

la
ng

er
・

D
an

ie
l W

ils
on

・
G
un

ey
 O

lg
un

・
D
ee

pa
k 

R
ay

am
aj
hi

・
W

an
g 

Y
on

gz
hi

	
43

2	
P
re

ci
pi

ta
ti
on

 o
f 

P
ho

sp
ha

te
s 

an
d 

C
ar

bo
na

te
s 

to
 

Im
pr

ov
e 

T
he

 E
ng

in
ee

ri
ng

 P
ro

pe
rt

ie
s 
of

 S
oi

l
D
eb

en
dr

a 
N
eu

pa
ne

（
愛

媛
大

）・
安

原
英

明
・

木
下

尚
樹

	
43

3	
場

所
打

ち
杭

孔
壁

防
護

工
へ

の
高

圧
噴

射
攪

拌
工

法
（

ジ
ェ

ッ
ト

ク
リ

ー
ト

工
法

）
の

適
用

検
討

伊
藤

弘
之

（
鹿

島
建

設
）・

田
中

　
誠

・
倉

石
泰

男
・

藤
崎

勝
利

・
山

道
芳

徳
	

43
4	

ス
ラ

グ
系

薬
液

注
入

材
改

良
地

盤
に

お
け

る
注

入
材

含
有

量
測

定
方

法
の

検
討

塩
澤

拓
哉

（
千

葉
工

大
）・

小
宮

一
仁

・
大

西
高

明
・

林
田

　
晃

	
43

5	
等

方
応

力
状

態
に

お
け

る
圧

密
特

性
の

異
方

性
筒

井
康

平
（

北
大

）・
田

中
洋

行
・

山
添

誠
隆

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
2
会
場

【
地
盤
挙
動
−
地
盤
改
良
⑤
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
北
誥
　
昌
樹
（
東
京
工
業
大
学
）

	
43

6	
鉛

直
材

に
接

続
し

た
水

平
排

水
材

内
の

水
圧

測
定

片
桐

雅
明

（
日

建
設

計
シ

ビ
ル

）・
中

道
正

人
・
河

野
正

文
・

梅
山

　
崇

・
坂

本
光

信
・

上
田

達
也

・
山

本
修

司
・

川
原

　
修

・
大

石
幹

太
・

吉
福

　
司

	
43

7	
数

値
解

析
を

用
い

た
薬

液
改

良
体

の
長

期
耐

久
性

能
の

評
価

森
　

拓
之

（
早

大
）・

仲
田

泰
大

・
赤

木
寛

一
・

川
村

　
淳

・
渡

邊
陽

介
	

43
8	

エ
ジ

ェ
ク

タ
ー

吐
出

式
深

層
混

合
処

理
工

法
に

よ
る

供
用

中
ガ

ス
導

管
近

接
施

工
時

の
鉛

直
変

位
計

測
例

秋
間

　
健

（
不

動
テ

ト
ラ

）・
杉

本
知

弘
・

今
井

優
輝

・
熊

　
勝

則
	

43
9	

促
進

養
生

さ
れ

た
ソ

イ
ル

セ
メ

ン
ト

の
強

度
特

性
に

関
す

る
研

究 遠
藤

宗
仁

（
千

葉
工

大
）・

小
宮

一
仁

・
山

野
辺

純
一

・
塩

澤
拓

哉
	

44
0	

シ
ー

ト
式

真
空

圧
密

工
法

に
お

け
る

長
尺

ド
レ

ー
ン

の
打

設
及

び
ド

レ
ー

ン
内

負
圧

と
間

隙
水

圧
の

関
係

佐
々

木
徹

（
大

林
組

）・
加

藤
真

司
・

遠
藤

佳
紀

・
後

藤
雄

一
	

44
1	

分
散

剤
添

加
に

よ
る

深
層

混
合

処
理

工
法

の
品

質
改

善
平

野
　

聡
（

兼
松

日
産

農
林

）・
水

谷
羊

介
・

中
村

　
博

・
下

村
修

一
・

笹
田

　
寛

	
44

2	
ド

レ
ー

ン
の

集
排

水
機

能
を

具
備

し
た

マ
ク

ロ
エ

レ
メ

ン
ト

法
に

基
づ

く
板

状
ド

レ
ー

ン
の

モ
デ

ル
化

に
関

す
る

一
考

察
田

代
む

つ
み（

名
大

）・
H
on

g 
S
on

 N
gu

ye
n・

山
田

正
太

郎
・

野
田

利
弘

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
3
会
場

【
地
盤
環
境
−
地
盤
環
境
調
査
①
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
保
高
　
徹
生
（
産
業
技
術
総
合
研
究
所
）

	
11

41
	

土
壌

溶
出

試
験

に
お

け
る

振
と

う
時

間
及

び
六

価
ク

ロ
ム

の
溶

出
量

に
つ

い
て

山
口

　
暁

（
オ

オ
ス

ミ
）・

松
川

晋
也

・
高

羽
泰

久
	
11

42
	

上
向

流
カ

ラ
ム

通
水

試
験

の
飽

和
方

法
お

よ
び

再
現

性
に

関
す

る
一

考
察
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4

藤
川

拓
朗

（
福

岡
大

）・
佐

藤
研

一
・

古
賀

千
佳

嗣
・

肴
倉

宏
史

	
11

43
	

供
試

体
乾

燥
密

度
が

上
向

流
カ

ラ
ム

通
水

試
験

で
の

溶
出

挙
動

に
及

ぼ
す

影
響

の
検

討
竹

尾
美

幸
（

京
大

）・
肴

倉
宏

史
・

A
ng

el
ic
a 

N
ak

a・
乾

　
　

徹
・

勝
見

　
武

	
11

44
	

富
山

湾
周

辺
海

域
由

来
の

微
生

物
を

用
い

た
地

盤
改

良
技

術
に

関
す

る
研

究
伊

藤
留

寿
都

（
富

山
県

立
大

）・
高

松
友

見
・

畠
　

俊
郎

	
11

45
	

不
溶

化
処

理
土

に
お

け
る

ヒ
素

の
再

溶
出

に
あ

た
え

る
pH

の
影

響
隅

倉
光

博
（

清
水

建
設

）・
児

島
敏

一
・

田
﨑

雅
晴

	
11

46
	

上
向

流
カ

ラ
ム

通
水

試
験

デ
ー

タ
解

釈
方

法
の

試
案

肴
倉

宏
史

（
国

立
環

境
研

究
所

）・
細

野
賢

一
・

横
山

裕
之

	
11

47
	

セ
レ

ン
汚

染
土

の
不

溶
化

に
関

す
る

検
討

中
條

邦
英

（
応

用
地

質
）・

堀
　

雅
明

・
大

野
敦

史

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
3
会
場

【
地
盤
環
境
−
地
盤
環
境
調
査
②
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
乾
　
徹
（
京
都
大
学
）

	
11

48
	

粒
度

分
布

に
注

目
し

た
土

粒
子

吸
着

物
質

の
除

去
法

の
検

討
西

門
　

優
（

神
戸

大
）・

飯
塚

　
敦

・
河

井
克

之
	
11

49
	

地
下

水
流

動
の

連
続

性
に

関
す

る
調

査
と

考
察

西
田

憲
司

（
大

林
組

）・
日

笠
山

徹
⺒

	
11

50
	

繰
返

し
非

排
水

三
軸

試
験

を
適

用
し

た
強

度
低

下
特

性
の

一
考

察 久
保

裕
一

（
中

部
土

質
試

験
協

同
組

合
）・

萩
原

協
仁

・
坪

田
邦

治
・

池
田

謙
信

	
11

51
	

災
害

廃
棄

物
処

理
過

程
で

発
生

し
た

分
別

土
砂

か
ら

の
元

素
溶

出
挙

動
の

変
化

山
口

拓
也

（
岐

阜
大

）・
加

藤
雅

彦
・

佐
藤

　
健

	
11

52
	

2
種

類
の

土
壌

水
分

計
の

挿
入

特
性

と
キ

ャ
リ

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

齊
藤

準
平

（
日

大
）・

下
辺

　
悟

・
佐

藤
洋

介
・

白
石

駿
一

	
11

53
	

10
分

割
カ

ラ
ム

を
用

い
た

重
金

属
等

の
汚

染
土

壌
発

生
リ

ス
ク

の
評

価
方

法
保

高
徹

生
（

産
総

研
）・

黒
澤

暁
彦

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
3
会
場

【
地
盤
環
境
−
土
壌
・
地
下
水
汚
染
①
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
稲
垣
　
由
紀
子
（
土
木
研
究
所
）

	
11

54
	

使
用

済
み

ヒ
素

吸
着

材
に

関
す

る
安

定
性

評
価

　
	

	
−

鉄
−

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

水
酸

化
物

被
覆

活
性

炭
−

杉
田

　
創
（

産
総

研
）・

張
　

　
銘
・
小

熊
輝

美
・
原

　
淳

子
・

高
橋

伸
也

	
11

55
	

自
然

由
来

で
ヒ

素
・

ふ
っ

素
・

ほ
う

素
を

溶
出

す
る

掘
削

土
砂

の
不

溶
化

処
理

に
関

す
る

検
討

大
山

　
将

（
鴻

池
組

）
	
11

56
	

シ
ー

ル
ド

一
体

型
の

自
然

由
来

砒
素

汚
染

土
壌

の
浄

化
・

減
容

化 設
樂

和
彦

（
清

水
建

設
）・

毛
利

光
男

・
石

鍋
誠

一
・

江
口

　
崇

・
山

本
千

絵
・

田
中

仁
志

	
11

57
	

沖
縄

県
の

粘
性

土
を

用
い

た
油

汚
染

土
壌

の
バ

イ
オ

処
理

に
お

け
る

実
大

混
練

り
実

験
門

倉
伸

行
（

熊
谷

組
）・

佐
々

木
静

郎
・

村
上

順
也

・
高

柳
　

宏
・

村
田

　
均

・
川

口
博

史
・

久
保

　
幹

	
11

58
	

通
水

式
カ

ラ
ム

評
価

試
験

機
を

用
い

た
鉄

粉
に

よ
る

ア
ル

カ
リ

性
ヒ

素
溶

液
の

吸
着

お
よ

び
破

過
挙

動
吉

川
英

一
郎

（
神

戸
製

鋼
所

）・
古

田
智

之
・

飯
島

勝
之

	
11

59
	

各
種

土
壌

に
対

す
る

P
b，

C
d
の

分
配

係
数

利
用

時
に

お
け

る
配

慮
事

項
の

検
討

山
田

優
子

（
国

際
航

業
）・

小
林

　
剛

・
亀

屋
隆

志
	
11

60
	

P
b
不

溶
化

処
理

に
お

け
る

不
溶

態
形

成
量

と
粘

土
鉱

物
含

有
量

と
の

関
係

解
明

清
水

　
創

（
岐

阜
大

）・
加

藤
雅

彦
・

佐
藤

　
健

	
11

61
	

濃
尾

平
野

南
西

部
G
1
地

下
水

圏
に

お
け

る
フ

ミ
ン

物
質

に
よ

る
形

態
別

の
ヒ

素
溶

出
特

性
河

合
祐

輔
（

岐
阜

大
）・

加
藤

雅
彦

・
佐

藤
　

健

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
3
会
場

【
地
盤
環
境
−
土
壌
・
地
下
水
汚
染
②
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
肴
倉
　
宏
史
（
国
立
環
境
研
究
所
）

	
11

62
	

砒
素

吸
着

材
の

室
内

試
験

お
よ

び
解

析
に

よ
る

性
能

評
価

方
法

に
つ

い
て

井
出

一
貴
（

大
林

組
）・

三
浦

俊
彦
・
西

田
憲

司
・
鈴

木
和

明
・

保
高

徹
生

	
11

63
	

産
業

副
産

物
を

有
効

利
用

し
た

ソ
イ

ル
セ

メ
ン

ト
遮

水
壁

の
工

学
的

特
性

の
評

価
Y
ue

le
i L

i（
京

大
）・

三
浦

俊
彦

・
新

村
　

亮
・

宮
岡

修
二

・
乾

　
　

徹
・

勝
見

　
武

	
11

64
	

リ
ン

資
材

添
加

に
よ

る
鉛

汚
染

土
供

試
体

の
安

定
鉱

物
形

成
量

と
一

軸
圧

縮
強

度
小

川
翔

平
（

岐
阜

大
）・

加
藤

雅
彦

・
佐

藤
　

健
	
11

65
	

A
D
R
-M

T
法

を
用

い
た

土
中

へ
の

N
A
P
L

浸
潤

過
程

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
−

プ
ロ

フ
ァ

イ
リ

ン
グ

手
法

の
構

築
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

小
野

　
亮

（
日

大
）・

下
辺

　
悟

・
齊

藤
準

平
	
11

66
	

E
ff
ec

ts
 o

f 
P
re

ci
pi

ta
ti
on

 o
n 

D
ie

se
l 

M
ig

ra
ti
on

 i
n 

S
ub

su
rf

ac
e

G
ia
nc

ar
lo

 F
lo

re
s（

京
大

）・
勝

見
　

武
・

D
ae

yo
on

 K
im

	
11

67
	

天
然

材
料

を
用

い
た

ヒ
素

・
セ

レ
ン

対
策

に
関

す
る

原
位

置
カ

ラ
ム

試
験

田
本

修
一

（
寒

地
土

研
）・

倉
橋

稔
幸

・
五

十
嵐

敏
文

	
11

68
	

ゼ
オ

ラ
イ

ト
機

能
紙

を
用

い
た

簡
易

な
水

質
浄

化
シ

ス
テ

ム
	

	
−

通
水

に
よ

る
ア

ン
モ

ニ
ア

態
窒

素
の

吸
着

特
性

−
水

谷
俊

明
（

信
州

大
）・

河
村

　
隆
・
梅

崎
健

夫
・
早

川
　

典
・

石
井

大
悟

・
志

賀
信

彦
	
11

69
	

吸
着

層
に

用
い

る
C
a
／

M
g
系

固
化

材
改

良
土

の
砒

素
吸

着
特

性
に

及
ぼ

す
共

存
イ

オ
ン

の
影

響
瀬

尾
　

葵
（

京
大

）・
乾

　
　

徹
・

高
井

敦
史

・
勝

見
　

武
・

國
西

健
史

・
林

慎
太

郎

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
III
）
の
部
	

第
3
会
場

【
地
盤
環
境
−
廃
棄
物
処
分
場
①
】	

16
:4
5
〜
18
:1
5

座
　
長
：
遠
藤
　
和
人
（
国
立
環
境
研
究
所
）

	
11

70
	

泥
水

の
自

重
脱

水
処

理
に

お
け

る
脱

水
・

ろ
過

特
性

	
	（

そ
の

3）
新

井
大

揮
（

信
州

大
）・

梅
崎

健
夫

・
河

村
　

隆
・

宮
下

周
弥

	
11

71
	

泥
水

の
自

重
脱

水
処

理
に

お
け

る
脱

水
・

ろ
過

特
性

	
	（

そ
の

4）
宮

下
周

弥
（

信
州

大
）・

梅
崎

健
夫

・
河

村
　

隆
・

新
井

大
揮

	
11

72
	

締
固

め
密

度
の

違
い

に
よ

る
ゼ

オ
ラ

イ
ト

混
合

造
粒

物
の

セ
シ

ウ
ム

吸
着

特
性

磯
さ

ち
恵

（
大

成
建

設
）・

森
川

義
人

・
山

本
茂

樹
	
11

73
	

圧
縮

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

の
一

軸
圧

縮
強

さ
に

与
え

る
ハ

イ
ド

レ
ー

シ
ョ

ン
の

影
響

西
村

友
良

（
足

利
工

大
）

	
11

74
	

光
フ

ァ
イ

バ
ー

の
利

用
に

よ
る

放
射

線
検

知
セ

ン
サ

ー
の

小
型

化
に

つ
い

て
伊

藤
圭

二
郎

（
鹿

島
建

設
）・

瀬
尾

昭
治

・
川

端
淳

一
	
11

75
	

中
間

貯
蔵

施
設

を
想

定
し

た
ベ

ン
ト

ナ
イ

ト
遮

水
工

の
室

内
配

合
試

験
佐

藤
　

毅
（

鹿
島

建
設

）・
伊

藤
圭

二
郎

・
川

端
淳

一
	
11

76
	

中
間

貯
蔵

施
設

に
お

け
る

高
含

水
比

除
去

土
壌

の
草

木
等

選
別

前
処

理
方

法
の

検
討

田
中

真
弓

（
鹿

島
建

設
）・

大
橋

麻
衣

子
・

間
宮

　
尚

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
3
会
場

【
地
盤
環
境
−
廃
棄
物
処
分
場
②
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
隅
倉
　
光
博
（
清
水
建
設
）

	
11

77
	

事
故

を
起

こ
し

た
原

子
力

発
電

所
の

廃
止

措
置

に
向

け
た

地
盤

工
学

的
技

術
開

発
と

土
木

技
術

者
育

成
の

必
要

性
小

峯
秀

雄
（

早
大

）・
東

畑
郁

生
・

後
藤

　
茂

・
鈴

木
　

誠
・

高
尾

　
肇

・
渡

邊
保

貴
	
11

78
	

飛
灰

溶
出

液
を

用
い

た
ベ

ン
ト

ナ
イ

ト
の

セ
シ

ウ
ム

吸
着

試
験

三
浦

俊
彦

（
大

林
組

）・
柴

田
健

司
・

小
竹

茂
夫

・
辻

　
博

和
	
11

79
	

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

砕
石

（
N
B

工
法

）
の

自
然

含
水

比
に

お
け

る
施

工
性

評
価

成
島

誠
一

（
N
B

研
究

会
）・

藤
田

健
一

・
藤

原
照

幸
	
11

80
	

実
施

工
に

お
け

る
ナ

チ
ュ

ラ
ル

ブ
ラ

ン
ケ

ッ
ト

工
法

の
品

質
評

価
事

例
新

井
靖

典
（

N
B

研
究

会
）・

成
島

誠
一

・
水

野
正

之
・

稲
元

裕
二

	
11

81
	

薄
層

吸
着

材
ゼ

オ
ラ

イ
ト

シ
ー

ト
の

吸
着

性
能

の
評

価
皆

瀬
　

慎
（

N
B

研
究

会
）・

遠
藤

和
人

・
長

谷
川

覚
	
11

82
	

低
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

棄
物

処
分

に
お

け
る

埋
戻

し
材

に
関

す
る

材
料

特
性

評
価

試
験

に
つ

い
て

（
そ

の
3）

山
田

淳
夫

（
原

子
力

環
境

整
備

促
進

・
資

金
管

理
セ

ン
タ

ー
）・

秋
山

吉
弘

・
千

々
松

正
和

・
永

井
裕

之
	
11

83
	

最
終

処
分

場
覆

土
構

造
の

違
い

が
保

護
層

の
水

分
量

に
与

え
る

影
響

竹
崎

　
聡

（
国

立
環

境
研

究
所

）・
遠

藤
和

人
・
皆

瀬
　

慎
・

佐
藤

昌
宏

・
勝

見
　

武
・

高
井

敦
史

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
3
会
場

【
地
盤
環
境
−
廃
棄
物
処
分
場
③
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
渡
邊
　
保
貴
（
電
力
中
央
研
究
所
）

	
11

84
	

処
分

場
内

に
浸

透
し

た
雨

水
の

非
帯

水
層

を
流

下
す

る
過

程
で

の
pH

挙
動

調
査

太
田

勇
希

（
中

央
開

発
）・

遠
藤

和
人

・
角

田
康

輔
・

束
原

　
純

・
前

田
直

也
	
11

85
	

基
礎

杭
を

用
い

た
海

面
管

理
型

廃
棄

物
処

分
場

の
高

度
利

用
に

つ
い

て
平

尾
隆

行
（

中
電

技
術

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
）・

菊
池

喜
昭

・
森

脇
武

夫
・

服
部

　
晃

・
竹

本
　

誠
	
11

86
	

F
un

da
m
en

ta
l e

xp
er

im
en

t 
on

 S
w
el
lin

g 
ch

ar
ac

te
ri
st
ic
s 

of
 b

en
to

ni
te

 m
ix

tu
re

 s
oi

l(1
0

〜
20

%
 o

f 
be

nt
on

it
e 

m
ix

in
g 

ra
ti
o)

金
子

雄
司

（
早

大
）・

小
峯

秀
雄

・
山

田
淳

夫
・

秋
山

吉
弘

・
千

々
松

正
和

	
11

87
	

海
面

処
分

場
保

有
水

の
面

集
排

水
方

式
に

関
す

る
土

槽
試

験
遠

藤
和

人
（

国
立

環
境

研
究

所
）・

竹
崎

　
聡
・
束

原
　

純
・

前
田

直
也

・
荒

井
靖

仁
・

太
田

勇
希

・
角

田
康

輔
	
11

88
	

地
層

処
分

に
お

け
る

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

緩
衝

材
の

変
質

挙
動

評
価

神
藤

卓
哉

（
神

戸
大

）・
樋

野
隆

太
・

飯
塚

　
敦

・
河

井
克

之
	
11

89
	

地
盤

中
の

蒸
発

過
程

の
モ

デ
ル

化
劉

　
　

冰
（

関
西

大
）・

小
林

　
晃

・
塚

田
泰

博
・

千
々

松
正

和
	
11

90
	

種
々

の
ジ

オ
シ

ン
セ

テ
ィ

ッ
ク

ク
レ

イ
ラ

イ
ナ

ー
重

ね
合

わ
せ

部
の

境
界

面
摩

擦
特

性
と

遮
水

性
能

の
評

価
佐

藤
一

貴
（

京
大

）・
小

川
翔

太
郎
・
乾

　
　

徹
・
高

井
敦

史
・

勝
見

　
武

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
3
会
場

【
地
盤
環
境
−
自
然
環
境
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
佐
藤
　
研
一
（
福
岡
大
学
）

	
11

91
	

桜
島

火
山

灰
を

活
用

し
た

環
境

に
優

し
い

藻
場

基
盤

材
の

開
発

と
そ

の
長

期
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
山

本
健

太
郎

（
鹿

児
島

大
）・

根
上

武
仁

・
溝

口
直

敏
・

中
島

常
憲

・
島

佳
奈

子
	
11

92
	

廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
漂

着
ゴ

ミ
に

よ
る

海
浜

砂
へ

の
汚

染
リ

ス
ク

山
口

晴
幸

	
11

93
	

石
炭

灰
・

鉄
鋼

ス
ラ

グ
の

各
種

操
作

因
子

に
よ

る
二

酸
化

炭
素

固
定

化
量

へ
の

影
響

坂
巻

潤
平

（
早

大
）・

小
峯

秀
雄

	
11

94
	

T
he

 r
el
at

io
ns

hi
p 

be
tw

ee
n 

el
ec

tr
ic
al
 c

on
du

ct
iv
it
y 

of
 

so
il 

an
d 

sa
lin

it
y 

in
 N

or
th

ea
st
er

n 
T
ha

ila
nd

サ
ム

ポ
ワ

 ト
ウ

チ
（

東
工

大
）・

テ
ィ

ラ
ポ

ン
 ピ

パ
ッ

ト
ポ

ン
サ

ー
・

竹
村

次
朗

	
11

95
	

透
明

化
が

進
行

す
る

有
明

海
の

浮
遊

細
粒

土
の

沈
降

堆
積

特
性

塚
本

一
裕

（
佐

賀
大

）・
末

次
大

輔
・

S
um

an
 M

an
ad

ha
r

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
3
会
場

【
地
盤
環
境
−
リ
サ
イ
ク
ル
材
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
末
次
　
大
輔
（
佐
賀
大
学
）

	
11

96
	

バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
農

村
部

に
お

け
る

商
品

価
値

の
無

い
レ

ン
ガ

屑
を

用
い

た
未

舗
装

道
路

整
備

技
術

に
関

す
る

研
究

大
東

優
馬

（
京

大
）・

木
村

　
亮

	
11

97
	

土
木

資
材

利
用

を
考

慮
し

た
エ

ー
ジ

ン
グ

処
理

焼
却

主
灰

の
環

境
安

全
性

評
価

平
川

裕
也

（
福

岡
大

）・
佐

藤
研

一
・

藤
川

拓
朗

・
古

賀
千

佳
嗣

・
肴

倉
宏

史
・

宮
田

省
吾

	
11

98
	

石
炭

灰
改

良
土

を
用

い
た

防
潮

堤
盛

土
の

長
期

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

山
田

祐
樹

（
大

林
組

）・
佐

々
木

徹
・

井
出

一
貴

・
熊

谷
祐

一
	
11

99
	

資
源

再
生

製
造

業
を

目
指

し
、

建
設

汚
泥

を
原

料
に

し
た

再
生

土
の

品
質

管
理

手
法

の
事

例
浜

野
廣

美
（

大
幸

工
業

）・
藤

原
照

幸
・

遠
藤

和
人

・
乾

　
　

徹
・

勝
見

　
武

	
12

00
	

シ
ル

ト
、

粘
土

、
コ

ロ
イ

ド
を

主
た

る
原

料
と

し
た

細
粒

流
動

化
処

理
土

を
使

用
し

た
閉

鎖
し

た
水

道
管

の
充

填
事

例
東

　
真

季
（

大
幸

工
業

）・
水

野
克

己
・

藤
原

照
幸

・
遠

藤
和

人
・

乾
　

　
徹

・
勝

見
　

武
	
12

01
	

非
飛

散
性

ア
ス

ベ
ス

ト
含

有
建

材
の

無
害

化
処

理
過

程
で

排
出

さ
れ

る
高

含
水

比
残

渣
に

対
す

る
地

盤
改

良
技

術
の

適
用

性
篠

原
智

志
（

京
大

）・
乾

　
　

徹
・

高
井

敦
史

・
勝

見
　

武
	
12

02
	

災
害

廃
棄

物
統

合
管

理
シ

ス
テ

ム
で

得
ら

れ
た

実
績

デ
ー

タ
に

よ
る

災
害

廃
棄

物
処

理
と

分
別

物
の

特
性

の
評

価
三

方
浩

允
（

京
大

）・
勝

見
　

武
・

乾
　

　
徹

・
高

井
敦

史
・

大
塚

義
一

・
岡

崎
　

稔
・

濱
谷

洋
平

・
西

村
龍

彦
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5

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
3
会
場

【
地
盤
環
境
−
生
態
系
・
温
暖
化
　
そ
の
他
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
畠
　
俊
郎
（
富
山
県
立
大
学
）

	
12

08
	

東
名

遺
跡

の
保

存
環

境
に

関
す

る
考

察
井

上
由

美
（

応
用

地
質

）・
山

田
靖

司
・

林
　

満
年

・
三

浦
哲

彦
・

梅
本

健
児

	
12

09
	

地
下

水
熱

利
用

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

導
入

事
例

の
紹

介
西

村
修

一
（

中
央

開
発

）
	
12

10
	

B
io

el
ec

tr
ic
it
y 

G
en

er
at

io
n 

by
 P

la
nt

 M
ic
ro

bi
al
 F

ue
l 

C
el
l i

n 
O
rg

an
ic
 s
oi

l a
nd

 M
ar

in
e 

se
di

m
en

t
M

oq
su

d 
A
zi
zu

l（
山

口
大

）・
M

as
ay

uk
i H

yo
do

・
Y
uk

io
 N

ak
at

a・
K
iy

os
hi

 O
m
in

e
	
12

11
	

斜
め

方
向

に
設

置
し

た
小

口
径

揚
水

井
に

よ
る

揚
水

試
験

本
田

　
諭

（
JR

東
日

本
）・

吉
井

恭
一

郎
・

柳
　

博
文

・
栗

栖
基

彰
・

桑
原

　
清

	
12

12
	

福
岡

市
の

津
波

災
害

時
に

お
け

る
廃

棄
物

発
生

量
予

測
と

仮
置

場
の

選
定

高
口

拓
也

（
福

岡
大

）・
佐

藤
研

一
・

藤
川

拓
朗

・
古

賀
千

佳
嗣

	
12

13
	

微
生

物
機

能
を

利
用

し
た

砂
の

固
化

に
お

け
る

連
続

注
入

方
法

の
検

討
稲

垣
由

紀
子

（
土

研
）・

加
藤

俊
二

・
佐

々
木

哲
也

	
12

14
	

土
砂

流
出

防
止

対
策

と
し

て
の

土
壌

微
生

物
の

機
能

藤
澤

久
子

（
日

本
工

営
）・

下
村

幸
男

・
石

塚
忠

範

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
3
会
場

【
地
盤
環
境
−
地
盤
震
動
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
伊
藤
　
和
也
（
東
京
都
市
大
学
）

	
12

03
	

お
も

り
を

用
い

た
地

盤
環

境
振

動
低

減
工

法
の

現
場

実
験

成
田

修
英

（
戸

田
建

設
）・

保
井

美
敏

・
石

丸
達

朗
・

田
口

智
也

・
三

輪
明

広
・

廣
野

直
記

・
馬

場
朝

之
	
12

04
	

防
振

壁
の

長
さ

が
地

盤
振

動
低

減
効

果
に

及
ぼ

す
影

響
の

実
験

的
検

討
金

田
　

淳
（

JR
東

日
本

）・
池

本
宏

文
・

高
崎

秀
明

・
豊

田
浩

史
・

高
田

　
晋

	
12

05
	

鉄
道

高
架

橋
か

ら
伝

播
さ

れ
る

振
動

の
特

性
石

井
武

司
（

中
央

大
）・

林
　

東
毅
・
金

田
　

淳
・
池

本
宏

文
・

高
崎

秀
明

・
齋

藤
邦

夫
	
12

06
	

E
va

lu
at

io
n 

on
 m

it
ig

at
io

n 
of

 t
ra

in
-i
nd

uc
ed

 v
ib
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ti
on

 
as

 u
si
ng

 L
S
S
 f

or
 b

ac
kfi

ll 
gr

ou
nd

 o
f 

cu
t 

an
d 

co
ve

r 
tu

nn
el
 b

y 
F
E
M

フ
ン

 ズ
ゥ

オ
ン

　
ク

ア
ン

（
室

蘭
工

大
）・

木
幡

行
宏

・
ド

ゥ
ン

 グ
ェ

ン
　

ク
ワ

ン
	
12

07
	

軟
弱

地
盤

に
お

け
る

道
路

舗
装

状
況

が
車

両
走

行
時

の
近

傍
地

盤
応

答
に

及
ぼ

す
影

響
石

田
理

永
（

石
田

振
動

環
境

研
究

室
）・

石
田

栄
介

・
岩

田
克

司

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
I, 
II）
の
部
	

第
4
会
場

【
D
S
-9
　
各
種
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
技
術
の
液
状
化
調
査
手
法
と
し

て
の
適
用
性
】	

9:
00
〜
12
:1
5

主
催
委
員
会
：
関
東
支
部
　
各
種
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
技
術
の
液
状

化
調
査
手
法
と
し
て
の
適
用
性
に
関
す
る
研
究
委
員
会

座
　
長
：
規
矩
　
大
義
（
関
東
学
院
大
学
）

副
座
長
：
利
藤
　
房
男
（
応
用
地
質
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

開
会
挨
拶
	

　
　
　
規
矩
　
大
義
（
委
員
長
、
関
東
学
院
大
学
）

第
1
部
	
一
般
発
表
（
5
編
、
N
o.
42
～
46
）

　
　
　
座
長
：
規
矩
　
大
義
（
関
東
学
院
大
学
）

　
休
　
憩

第
2
部
	
指
定
発
表

　
　
　
座
長
：
末
政
　
直
晃
（
東
京
都
市
大
学
）

　
1.
 文
献
資
料
整
理
結
果
（
3
編
、
N
o.
47
～
49
）

　
2.
 香
取
現
場
実
験
結
果

　
　
(1
) 基
準
ボ
ー
リ
ン
グ
の
概
要

　
　
　
吉
澤
　
大
造
（
応
用
地
質
）

　
　
(2
) 発
表
（
3
編
、
N
o.
50
～
52
）

　
休
　
憩

第
3
部
　
委
員
会
成
果
の
報
告
と
総
合
討
論

　
　
　
座
長
：
菊
池
　
喜
昭
（
東
京
理
科
大
学
）

　
1.
 委
員
会
成
果
の
報
告

　
　
　
利
藤
　
房
男
（
応
用
地
質
）

　
2.
 総
合
討
論

閉
会
挨
拶

　
　
　
規
矩
　
大
義
（
委
員
長
、
関
東
学
院
大
学
）

	
42

	
C
P
T

に
よ

る
塑

性
指

数
を

考
慮

し
た

液
状

化
判

定（
そ

の
2）

北
條

　
豊

（
地

盤
試

験
所

）・
齋

藤
邦

夫
・

深
沢

　
健

・
黛

　
廣

志
・

西
原

　
聡

・
大

塚
　

潤
・

若
月

洋
朗

・
石

川
恵

司
・

後
藤

政
昭

	
43

	
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
式

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
試

験
の

砂
地

盤
の

液
状

化
抵

抗
の

推
定

へ
の

適
用

塚
本

良
道

（
東

京
理

科
大

）・
兵

動
太

一
・

蕗
　

紀
宇

	
44

	
大

型
動

的
コ

ー
ン

貫
入

試
験

に
よ

る
地

盤
強

度
と

土
質

判
定

の
調

査
例

平
田

茂
良

（
大

和
ハ

ウ
ス

工
業

）・
大

島
昭

彦
・
峯

翔
太

郎
・

小
坂

慎
一

・
柴

田
芳

彦
・

西
田

　
功

・
山

本
明

弘
・

山
田

　
卓

	
45

	
中

型
動

的
コ

ー
ン

貫
入

試
験

に
よ

る
地

盤
強

度
と

土
質

判
定

の
調

査
例

深
井

　
公

（
積

水
ハ

ウ
ス

）・
大

島
昭

彦
・

峯
翔

太
郎

・
京

矢
侑

樹
・

佐
藤

　
将

・
山

田
　

卓
・

松
谷

裕
治

	
46

	
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
式

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
試

験
に

よ
る

地
盤

強
度

と
土

質
判

定
の

調
査

例
大

島
昭

彦
（

大
阪

市
大

）・
峯

翔
太

郎
・

張
　

林
松

・
深

井
　

公
・

下
平

祐
司

・
山

田
　

卓
・

松
谷

裕
治

・
廣

瀬
竜

也
	

47
	

液
状

化
判

定
に

有
効

な
サ

ウ
ン

デ
ィ

ン
グ

技
術

資
料

の
収

集
・
整

理
と

適
用

性
の

検
討

 そ
の

1 
動

的
貫

入
試

験（
W

G
1）

吉
澤

大
造

（
応

用
地

質
）・

規
矩

大
義

・
石

川
敬

祐
・

伊
集

院
博

・
小

濱
英

司
・

澤
田

　
亮

・
中

澤
博

志
・

平
出

　
務

・
山

口
恵

美
	

48
	

液
状

化
判

定
に

有
効

な
サ

ウ
ン

デ
ィ

ン
グ

技
術

資
料

の
収

集
・

整
理

と
適

用
性

の
検

討
 そ

の
2 

回
転

貫
入

（
W

2）
田

中
　

剛
（

東
京

都
市

大
）・

末
政

直
晃

・
菅

野
安

男
・

尾
上

篤
生

・
金

　
哲

鎬
・

久
世

直
哉

・
西

岡
佑

介
・

水
谷

羊
介

	
49

	
液

状
化

判
定

に
有

効
な

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
技

術
資

料
の

収
集
・
整

理
と

適
用

性
の

検
討

 そ
の

3 
静

的
貫

入
試

験（
W

G
3）

西
村

真
二

（
シ

ー
ズ

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

）・
菊

池
喜

昭
・

國
生

剛
治

・
須

々
田

幸
治

・
高

田
　

徹
・

平
林

　
弘

・
室

山
拓

生
	

50
	

千
葉

県
香

取
市

に
お

け
る

現
地

一
斉

試
験

 そ
の

1 
動

的
貫

入
試

験
（

W
G
1）

中
澤

博
志

（
復

建
調

査
設

計
）・

規
矩

大
義

・
吉

澤
大

造
・

澤
田

　
亮

・
小

濱
英

司
・

平
出

　
務

・
石

川
敬

祐
・

伊
集

院
博

・
山

口
恵

美
	

51
	

千
葉

県
香

取
市

に
お

け
る

現
地

一
斉

実
験

 そ
の

2 
回

転
貫

入
（

W
2）

菅
野

安
男

（
ジ

ャ
パ

ン
ホ

ー
ム

シ
ー

ル
ド

）・
末

政
直

晃
・

尾
上

篤
生

・
久

世
直

哉
・

金
　

哲
鎬

・
西

岡
佑

介
・

水
谷

羊
介

・
田

中
　

剛
	

52
	

千
葉

県
香

取
市

に
お

け
る

現
地

一
斉

実
験

 そ
の

3 
静

的
貫

入
試

験
（

W
G
3）

岡
信

太
郎

（
地

盤
試

験
所

）・
利

藤
房

男
・

後
藤

政
昭

・
宮

坂
享

明
・

谷
本

俊
輔

・
神

宮
司

元
治

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
4
会
場

【
D
S
-1
0　
斜
面
の
凍
上
対
策
工
の
調
査
・
設
計
に
関
す
る
研
究
】

	
	

13
:1
5
〜
14
:4
5

主
催
委
員
会
：
北
海
道
支
部
　
凍
上
対
策
工
の
調
査
・
設
計
法
に

関
す
る
研
究
委
員
会

座
　
長
：
小
野
　
丘
（
北
海
学
園
大
学
）

副
座
長
：

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

　
1.
 論
文
発
表
（
4
編
、
N
o.
66
～
69
）

　
2.
 論
文
発
表
（
4
編
、
N
o.
70
～
73
）

　
3.
 総
合
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

	
66

	
植

生
基

盤
材

に
よ

る
の

り
面

の
断

熱
効

果
佐

藤
厚

子
（

寒
地

土
研

）・
山

梨
高

裕
・

鈴
木

輝
之

・
川

端
伸

一
郎

	
67

	
凍

結
融

解
と

繰
返

し
載

荷
履

歴
を

受
け

た
火

山
灰

質
盛

土
の

降
雨

時
力

学
挙

動
山

田
亮

一
（

室
蘭

工
大

）・
川

村
志

麻
	

68
	

断
熱

材
を

用
い

た
切

土
の

り
面

の
凍

上
対

策
林

　
啓

二
（

ド
ー

コ
ン

）・
原

　
　

靖
・

松
田

圭
大

	
69

	
寒

冷
地

に
お

け
る

斜
面

の
土

の
凍

上
性

評
価

方
法

に
関

す
る

考
察 岩

倉
　

徹
（

北
海

道
技

術
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

）・
神

原
孝

義
・

小
野

　
丘

・
佐

藤
厚

子
・

佐
々

木
裕

一
・

谷
藤

義
弘

	
70

	
凍

上
力

が
地

山
補

強
土

工
に

及
ぼ

す
影

響
安

達
隆

征
（

寒
地

土
研

）・
小

野
　

丘
・

山
梨

高
裕

・
佐

藤
厚

子
・

沖
崎

　
裕

	
71

	
凍

上
地

盤
に

お
け

る
ロ

ッ
ク

ボ
ル

ト
引

張
力

に
つ

い
て

室
住

治
伸

（
弘

和
産

業
）・

野
口

　
明

	
72

	
ア

ン
カ

ー
工

に
お

け
る

導
入

力
の

経
年

変
化

に
つ

い
て

平
田

　
文

（
日

特
建

設
）

	
73

	
模

型
実

験
に

よ
る

小
段

排
水

溝
の

凍
上

融
解

挙
動

の
検

証
中

村
　

大
（

北
見

工
大

）・
隅

屋
佑

次
・

安
達

隆
征

・
川

口
貴

之
・

川
尻

峻
三

・
山

下
　

聡

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
II,
 II
I）
の
部
	

第
4
会
場

【
D
S
-4
　
地
盤
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
と
そ
の
利
活
用
】

	
	

15
:0
0
〜
18
:1
5

主
催
委
員
会
：
A
TC
10
（
U
rb
an
 G
eo
-In
fo
rm
at
ic
s：
都
市
地
盤

情
報
）
国
内
委
員
会

座
　
長
：
三
村
　
衛
（
京
都
大
学
）

副
座
長
：
北
田
　
奈
緒
子
（
地
域
地
盤
環
境
研
究
所
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

　
1.
 は
じ
め
に

　
　
　
三
村
　
衛
（
委
員
長
、
京
都
大
学
）

　
2.
 �J
G
S
の
資
格
制
度
「
地
盤
品
質
判
定
士
」
に
つ
い
て
（
2
編
、

N
o.
53
～
54
）

　
3.
 �地
盤
情
報
の
法
制
度
化
に
つ
い
て
の
現
状
と
取
組
み
（
1
編
、

N
o.
55
）

　
4.
 利
活
用
・
利
用
促
進
事
例
　（
4
編
、
N
o.
56
～
59
）

　
5.
 デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

	
53

	
地

盤
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

利
活

用
す

る
地

盤
品

質
判

定
士

に
期

待
す

る
こ

と
谷

　
和

夫
（

防
災

科
研

）・
中

村
裕

昭
・

山
田

岳
峰

・

濱
田

泰
治

・
小

川
和

也
	

54
	

地
盤

品
質

判
定

士
は

住
宅

地
盤

の
評

価
が

可
能

か
?

諏
訪

靖
二

（
諏

訪
技

術
士

事
務

所
）

	
55

	
地

質
地

盤
情

報
の

共
有

化
と

法
整

備
の

必
要

性
佃

　
栄

吉
（

産
総

研
）

	
56

	
電

子
地

盤
図

に
お

け
る

利
活

用
の

現
状

と
課

題
村

上
　

哲
（

茨
城

大
）・

清
木

隆
文

・
石

原
与

四
郎

・
近

藤
隆

義
・

山
本

浩
司

	
57

	
統

合
化

地
下

構
造

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
現

状
と

課
題

大
井

昌
弘

（
防

災
科

研
）・

木
村

克
己

	
58

	
ボ

ー
リ

ン
グ

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
よ

る
地

盤
研

究
と

地
域

特
性

北
田

奈
緒

子
（

地
域

地
盤

環
境

研
究

所
）・

伊
藤

浩
子

・
濱

田
晃

之
・

藤
原

照
幸

	
59

	
地

盤
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

活
用

し
た

浅
層

地
盤

モ
デ

ル
と

そ
の

適
用

例
−

地
震

発
生

後
の

氾
濫

リ
ス

ク
に

備
え

た
防

潮
堤

の
沈

下
対

策
−

江
原

竜
二

（
大

阪
府

）

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
4
会
場

【
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
　
道
路
保
全
地
盤
技
術
向
上
に
資
す
る
調
査
・

研
究
成
果
報
告
会
】	

9:
00
〜
10
:3
0

主
催
委
員
会
：
平
成
26
年
度
道
路
保
全
地
盤
技
術
向
上
の
調
査
・

研
究
助
成
審
査
委
員
会

司
会
：
岡
村
　
未
対
（
委
員
長
，
愛
媛
大
学
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

　
1.
 開
会
あ
い
さ
つ

　
2.
 報
告

　
・
�高
速
走
行
中
に
撮
影
し
た
画
像
を
用
い
た
路
面
の
健
全
性
・

平
坦
性
評
価
シ
ス
テ
ム
の
開
発

　
　
　
�○
一
井
　
康
二
（
広
島
大
学
大
学
院
）、
玉
木
　
徹
、
伊
東

　
達
彦
、
石
井
　
詩
穂

　
・
�気
候
変
動
へ
の
対
応
を
視
野
に
入
れ
た
盛
土
内
水
位
予
測
モ

デ
ル
の
開
発

　
　
　
�○
西
村
　
聡
（
北
海
道
大
学
大
学
院
）、
泉
　
典
洋
、
山
田

　
朋
人

　
・
�下
水
道
管
渠
の
老
朽
化
に
起
因
す
る
道
路
陥
没
の
対
策
工
法

の
提
案
に
関
す
る
研
究

　
　
　
�○
椋
木
　
俊
文
（
熊
本
大
学
大
学
院
）、
大
谷
　
順

　
・
�真
空
圧
密
を
併
用
し
た
盛
土
の
施
工
に
お
け
る
泥
炭
の
強
度

増
加
と
そ
の
推
定
に
関
す
る
研
究

　
　
　
○
荻
野
　
俊
寛
（
秋
田
大
学
大
学
院
）

3.
 質
疑
応
答

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
4
会
場

【
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
　
学
会
賞
受
賞
講
演
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

主
催
委
員
会
：
平
成
26
年
度
表
彰
委
員
会

司
会
：
三
村
　
衛
（
委
員
長
，
京
都
大
学
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

　
1.
 平
成
26
年
度
地
盤
工
学
会
賞
に
関
す
る
報
告

　
　
　
三
村
　
衛
（
京
都
大
学
）

　
2.
 発
表
及
び
質
疑
（
○
印
：
口
頭
発
表
者
）

【
環
境
賞
／
技
術
賞
部
門
】

　
・
�地
盤
環
境
賞
　
道
路
維
持
管
理
に
お
け
る
放
射
性
物
質
で
汚

染
さ
れ
た
発
生
土
砂
の
土
壌
洗
浄
技
術
に
よ
る
処
理
・
減
容

化
に
関
す
る
取
組
み

　
　
　
�磯
松
　
教
彦
、
安
藤
　
淳
也
、
高
畑
　
修
、
○
熊
田
　
正

次
郎
（
福
島
県
土
木
部
）、
宮
口
　
新
治
、
門
間
　
聖
子
、

石
山
　
宏
二
、
保
高
　
徹
生
、
小
峯
　
秀
雄

　
・
�地
盤
環
境
賞
　
災
害
廃
棄
物
・
津
波
堆
積
物
の
復
興
資
材
と

し
て
の
再
利
用
に
向
け
た
取
組
　
－
石
巻
ブ
ロ
ッ
ク
災
害
廃
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6

棄
物
処
理
業
務
に
つ
い
て
－

　
　
　
�宮
城
県
、
○
鹿
島
・
清
水
・
西
松
・
佐
藤
・
飛
島
・
竹
中
土
木
・

若
築
・
橋
本
・
遠
藤
　
特
定
共
同
企
業
体

　
・
�技
術
業
績
賞
　
三
陸
鉄
道
に
お
け
る
地
盤
構
造
物
に
よ
る
災

害
復
旧
工
事
（
耐
震
・
津
波
抵
抗
性
の
向
上
）

　
　
　
�三
陸
鉄
道
(株
)、
○
(独
)鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備

支
援
機
構

　
・
�技
術
開
発
賞
　
土
砂
災
害
の
警
戒
避
難
支
援
の
た
め
の
斜
面

崩
壊
の
予
兆
検
知
シ
ス
テ
ム

　
　
　
�王
　
林
、
○
内
村
　
太
郎
（
東
京
大
学
）、
西
江
　
俊

作
、
山
口
　
弘
志
、
瀬
古
　
一
郎
、
東
畑
　
郁
生
、
Q
ia
o 

Ji
an
pi
ng
、
R
ol
an
do
 P
. O
re
ns
e

　
・
技
術
開
発
賞
　
小
径
倍
圧
型
水
圧
ピ
ス
ト
ン
サ
ン
プ
ラ
ー

　
　
　
○
正
垣
　
孝
晴
(防
衛
大
学
校
)、
中
野
　
義
仁

【
研
究
・
論
文
賞
部
門
】

　
・
研
究
業
績
賞
　
生
態
地
盤
学
の
創
成
と
展
開
に
関
す
る
研
究

　
　
　
○
佐
々
　
真
志
（
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
）

　
・
�論
文
賞
（
和
文
部
門
）　
震
災
履
歴
を
有
す
る
河
川
堤
防

20
km
に
お
け
る
地
盤
調
査
地
点
を
考
慮
し
た
液
状
化
危
険

度
解
析
と
そ
の
有
効
性
検
証

　
　
　
�○
大
竹
　
雄
（
新
潟
大
学
）、
本
城
　
勇
介
、
平
松
　
佑
一
、

吉
田
　
郁
政
、
佐
古
　
俊
介
、
中
山
　
修
、
長
野
　
拓
朗

　
・
�論
文
賞
（
和
文
部
門
）　
溶
存
イ
オ
ン
デ
ー
タ
の
多
変
量
解
析

に
基
づ
い
た
広
域
地
下
水
流
動
系
の
評
価

　
　
　
○
神
谷
　
浩
二
（
岐
阜
大
学
）、
眞
鍋
　
洋
、
山
崎
　
勲

　
・
�論
文
賞
（
和
文
部
門
）　
固
体
系
廃
棄
物
の
地
盤
工
学
的
有
効

利
用
に
お
け
る
遮
水
性
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
可
能
性

　
　
　
�○
稲
積
　
真
哉
（
国
立
明
石
工
業
高
等
専
門
学
校
）、
川
端

　
秀
雄
、
重
松
　
祐
司
、
宍
戸
　
賢
一

　
・
�論
文
賞
（
英
文
部
門
）　
S
ta
bi
lit
y 
of
 c
ai
ss
on
-ty
pe
 

br
ea
kw
at
er
 fo
un
da
tio
n 
un
de
r t
su
na
m
i-i
nd
uc
ed
 

se
ep
ag
e

　
　
　
�高
橋
　
英
紀
、○
佐
々
　
真
志
（
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
）、

森
川
　
嘉
之
、
高
野
　
大
樹
、
丸
山
　
憲
治

　
・
�論
文
賞
（
英
文
部
門
）　
C
en
tri
fu
ge
 m
od
el
 te
st
s 
on
 

pi
le
d 
ra
ft 
fo
un
da
tio
n 
in
 s
an
d 
su
bj
ec
te
d 
to
 la
te
ra
l 

an
d 
m
om
en
t l
oa
ds

　
　
　
○
澤
田
　
幸
平
（
大
成
建
設
）、
竹
村
　
次
朗

　
・
�研
究
奨
励
賞
　
地
盤
と
構
造
物
の
耐
震
性
評
価
の
信
頼
性
向

上
を
目
的
と
し
た
既
往
の
大
規
模
地
震
に
お
い
て
被
災
地
点

に
作
用
し
た
地
震
動
の
評
価

　
　
　
○
秦
　
吉
弥
（
大
阪
大
学
）

　
・
�研
究
奨
励
賞
　
20
11
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
お
け
る

地
震
動
特
性

　
　
　
○
後
藤
　
浩
之
（
京
都
大
学
防
災
研
究
所
）

　
3.
 質
疑
応
答

　
4.
 閉
会
挨
拶

　
　
　
三
村
　
衛
（
京
都
大
学
）

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
5
会
場

【
一
般
−
規
格
・
基
準
，
設
計
法
①
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
谷
　
和
夫
（
防
災
科
学
技
術
研
究
所
）

	
26

	
樋

門
の

耐
震

対
策

詳
細

設
計

に
お

け
る

C
IM

の
試

行
水

長
　

徹
（

川
崎

地
質

）・
高

尾
　

浩
・

飯
田

　
誠

	
27

	
斜

面
防

災
に

関
わ

る
社

会
イ

ン
フ

ラ
維

持
管

理
教

育
廣

田
清

治
（

愛
媛

大
）・

竹
田

正
彦

・
矢

田
部

龍
一

	
28

	
水

系
フ

ル
ボ

酸
の

機
能

を
解

り
や

す
く

可
視

化
す

る
試

み
（

生
化

学
的

な
鉄

イ
オ

ン
と

フ
ル

ボ
酸

の
キ

レ
ー

ト
作

用
）

奈
良

崎
浩

美
（

帝
人

エ
コ

サ
イ

エ
ン

ス
）・

吉
見

　
昭

・
肴

倉
宏

史
・

乾
　

　
徹

・
勝

見
　

武

	
29

	
名

神
高

速
道

路
多

賀
地

区
盛

土
の

り
面

災
害

復
旧

に
関

す
る

報
告 後

藤
健

二
（

N
E
X
C
O

中
日

本
）

	
30

	
硬

質
地

盤
対

応
型

ラ
デ

ィ
ッ

シ
ュ

ア
ン

カ
ー

工
法

の
開

発
蓮

香
朋

宏
（

小
野

田
ケ

ミ
コ

）・
高

橋
　

徳
・

館
山

　
勝

・
田

村
幸

彦
	

31
	

P
ar

ti
cl
e 

br
ea

ka
ge

 i
n 

gr
an

ul
ar

 m
at

er
ia
ls
 o

bs
er

ve
d 

by
 

la
bo

ra
to

ry
 t
es

t
黄

　
千

紋
（

首
都

大
学

東
京

）・
吉

嶺
充

俊
	

32
	

覆
土

工
に

お
け

る
排

水
能

力
の

評
価

岡
田

真
理

子
（

神
戸

大
）・

生
田

勇
輝

・
飯

塚
　

敦
・

河
井

克
之

・
坂

尾
亮

太
・

小
原

義
之

	
33

	
堤

内
基

盤
排

水
工

を
離

散
配

置
と

し
た

盤
膨

れ
対

策
の

効
果

検
討

の
た

め
の

模
型

実
験

平
林

　
学

（
土

研
）・

吉
田

直
人

・
石

原
雅

規
・

佐
々

木
哲

也
	

34
	

地
下

鉄
ト

ン
ネ

ル
の

検
査

デ
ー

タ
に

基
づ

く
河

川
下

区
間

で
の

健
全

度
評

価
に

関
す

る
研

究
三

浦
丈

典
（

早
大

）・
赤

木
寛

一
・

小
西

真
治

・
西

村
高

明
・

村
上

哲
哉

・
鈴

木
彰

吾

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
5
会
場

【
一
般
−
規
格
・
基
準
，
設
計
法
②
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
曽
根
　
照
人
（
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ッ
ク
）

	
35

	
非

線
形

動
的

解
析

の
た

め
の

地
盤

の
変

形
特

性
試

験
に

関
す

る
一

考
察

 そ
の

1
井

澤
　

淳
（

鉄
道

総
研

）・
室

野
剛

隆
	

36
	

非
線

形
動

的
解

析
の

た
め

の
地

盤
の

変
形

特
性

試
験

に
関

す
る

一
考

察
 そ

の
2

山
田

眞
一

（
基

礎
地

盤
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

）・
井

澤
　

淳
・

室
野

剛
隆

	
37

	
孔

内
局

部
載

荷
試

験
に

よ
る

岩
石

の
物

性
測

定
に

関
す

る
研

究
丸

山
祐

司
（

川
崎

地
質

）・
皿

井
剛

典
・

澤
口

啓
希

・
岩

月
栄

治
	

38
	

地
盤

全
体

系
の

非
線

形
特

性
を

表
現

す
る

指
標

と
し

て
の

規
準

変
位

の
有

効
性

日
野

篤
志

（
ジ

ェ
イ

ア
ー

ル
総

研
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
）・

坂
井

公
俊

	
39

	
地

盤
の

非
線

形
性

を
考

慮
し

た
簡

易
な

表
層

地
盤

の
挙

動
評

価
手

法
に

関
す

る
検

討
宇

佐
美

敦
浩

（
鉄

道
総

研
）・

井
澤

　
淳

・
坂

井
公

俊
・

小
島

謙
一

・
室

野
剛

隆
	

40
	

液
状

化
判

定
に

用
い

る
液

状
化

抵
抗

比
（

τ
l
／

σ
v‘

）
に

関
す

る
一

考
察

−
せ

ん
断

歪
振

幅
と

繰
返

し
回

数
−

花
岡

俊
久

（
応

用
地

質
）・

木
場

綾
乃

・
横

田
幸

治
・

澤
田

俊
一

	
41

	
環

境
振

動
対

策
へ

の
W

IB
工

法
に

よ
る

性
能

設
計

事
例

竹
宮

宏
和

（
E
&
D

テ
ク

ノ
デ

ザ
イ

ン
）・

黒
栁

真
司

・
小

松
明

弘

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
5
会
場

【
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
　
地
盤
工
学
会
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の

実
現
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

主
催
委
員
会
：
男
女
共
同
参
画
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
関
す
る
委

員
会
座
　
長
：
和
田
　
里
絵
（
応
用
地
質
））

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

　
1.
 概
要
紹
介

　
　
　
田
中
　
真
弓
（
鹿
島
建
設
）

　
2.
 話
題
提
供

　
　
(1
) 山
田
　
菊
子
（
土
木
学
会
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
委
員
会
幹
事
長
）

　
　
(2
) 田
本
　
修
一
（
寒
地
土
木
研
究
所
）

　
　
(3
) 隅
倉
　
光
博
（
清
水
建
設
）

　
　
(4
) 渋
木
　
雅
良
（
中
部
支
部
シ
ニ
ア
会
員
継
続
W
G
長
）

　
3.
 フ
ロ
ア
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
4.
 総
括

　
　
　
工
藤
　
里
絵
（
応
用
地
質
）

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
II,
 II
I）
の
部
	

第
5
会
場

【
D
S
-8
　
低
透
水
性
土
質
系
材
料
の
活
用
と
性
能
評
価
技
術
に
関

す
る
検
討
】	

15
:0
0
〜
18
:1
5

主
催
委
員
会
：
低
透
水
性
土
質
系
材
料
の
活
用
と
性
能
評
価
技
術

に
関
す
る
研
究
委
員
会

座
　
長
：
西
垣
　
誠
（
岡
山
大
学
）

副
座
長
：
千
々
松
　
正
和
（
安
藤
ハ
ザ
マ
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

開
会
挨
拶

　
　
　
西
垣
　
誠
（
委
員
長
、
岡
山
大
学
）

委
員
会
活
動
の
概
要

　
　
　
千
々
松
　
正
和
（
幹
事
長
、
安
藤
ハ
ザ
マ
）

第
1
部

　
　
　
座
長
：
前
川
　
太
（
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ッ
ク
）

　
　
　
　
　
　
飯
島
　
健
（
前
田
建
設
工
業
）

　
1.
 委
員
会
報
告
　

　
(1
) W
G
1
活
動
報
告
：

　
　
低
透
水
性
材
料
と
し
て
の
活
用
の
現
状
（
前
川
　
太
）

　
(2
) W
G
2
活
動
報
告
：

　
　
透
水
性
を
支
配
す
る
要
因
の
整
理
（
飯
島
　
健
）

　
2.
 論
文
発
表
（
4
編
、
N
o.
16
8
～
17
1）

　
3.
 全
体
討
議

第
2
部

　
　
　
座
長
：
神
谷
　
浩
二
（
岐
阜
大
学
）

　
　
　
　
　
　
千
々
松
　
正
和
（
安
藤
ハ
ザ
マ
）

　
1.
 委
員
会
報
告
　

　
(1
) W
G
3
活
動
報
告
：

　
　
�低
透
水
性
材
料
を
対
象
に
し
た
透
水
試
験
方
法
の
現
状
（
渡

邊
保
貴
）

　
(2
) W
G
3
活
動
報
告
：

　
　
�低
透
水
性
材
料
を
対
象
に
し
た
透
水
試
験
方
法
の
課
題
（
神

谷
浩
二
）

　
(3
) W
G
3
活
動
報
告
：

　
　
一
斉
試
験
結
果
（
小
林
　
一
三
）

　
2.
 論
文
発
表
（
5
編
、
N
o.
17
2
～
17
6）

　
3.
 全
体
討
議

閉
会
挨
拶
（
総
括
及
び
今
後
の
活
動
内
容
）

　
　
　
西
垣
　
誠
（
委
員
長
、
岡
山
大
学
） 

	
16

8	
実

規
模

で
施

工
し

た
緩

衝
材

（
ベ

ン
ト

ナ
イ

ト
）

の
透

水
係

数
の

評
価

山
田

淳
夫

（
原

子
力

環
境

整
備

促
進

・
資

金
管

理
セ

ン
タ

ー
）・

秋
山

吉
弘

・
千

々
松

正
和

	
16

9	
低

透
水

性
材

料
で

あ
る

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

混
合

土
の

施
工

品
質

を
評

価
す

る
代

替
指

標
の

提
案

工
藤

　
淳

（
日

本
原

燃
）・

浪
岡

翔
吾

・
千

々
松

正
和

・
木

村
　

誠
・

矢
込

吉
則

	
17

0	
低

透
水

性
材

料
の

透
水

試
験

方
法

に
関

す
る

一
考

察
千

々
松

正
和

（
安

藤
ハ

ザ
マ

）
	

17
1	

剛
壁

お
よ

び
柔

壁
透

水
試

験
に

よ
り

得
ら

れ
た

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

系
材

料
の

透
水

係
数

の
比

較
渡

邊
保

貴
（

電
力

中
央

研
究

所
）・

田
中

幸
久

	
17

2	
小

型
変

水
位

透
水

試
験

に
お

け
る

水
位

差
の

測
定

方
法

が

砂
・

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

混
合

材
料

の
透

水
係

数
に

及
ぼ

す
影

響
伊

藤
紗

由
未

（
茨

城
大

）・
小

峯
秀

雄
・

松
木

　
駿

・
関

口
高

志
	

17
3	

小
型

変
水

位
透

水
試

験
に

お
け

る
砂

・
ベ

ン
ト

ナ
イ

ト
混

合
材

料
の

飽
和

状
態

に
関

す
る

考
察

関
口

高
志

（
戸

田
建

設
）・

松
木

　
駿

・
小

峯
秀

雄
・

伊
藤

紗
由

未
	

17
4	

サ
ン

プ
ラ

一
体

型
簡

易
現

場
透

水
試

験
装

置
の

低
透

水
土

質
材

料
へ

の
適

用
性

平
神

拓
真

（
長

岡
技

科
大

）・
沼

田
淳

紀
・

村
田

拓
海

	
17

5	
低

透
水

性
材

料
へ

の
圧

力
型

透
水

試
験

法
の

適
用

梅
田

美
彦

（
中

部
土

質
試

験
協

同
組

合
）

	
17

6	
1E

-1
3m

／
s
の

透
水

係
数

を
短

時
間

で
測

定
す

る
高

速
透

水
試

験
の

適
用

範
囲

の
検

討
中

島
　

均
（

清
水

建
設

）・
齋

藤
　

亮
・

石
井

　
卓

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
I, 
II）
の
部
	

第
5
会
場

【
D
S
-2
　
地
盤
材
料
試
験
の
技
能
評
価
と
精
度
・
ば
ら
つ
き
の
実

態
】	

9:
00
〜
12
:1
5

主
催
委
員
会
：
技
能
試
験
実
施
委
員
会

座
　
長
：
日
置
　
和
昭
（
大
阪
工
業
大
学
）

副
座
長
：
澤
　
孝
平
（
関
西
地
盤
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

　
1.
 委
員
会
活
動
報
告

　
　
　
日
置
　
和
昭
（
委
員
長
、
大
阪
工
業
大
学
）

　
2.
 論
文
発
表
（
4
編
、
N
o.
1
～
4）

　
休
　
憩

　
3.
 論
文
発
表
（
6
編
、
N
o.
5
～
10
）

	
1	

技
能

試
験

に
み

ら
れ

る
地

盤
材

料
試

験
の

変
動

係
数

日
置

和
昭

（
大

阪
工

大
）・

澤
　

孝
平

・
中

澤
博

志
・

渡
辺

健
治

・
中

川
　

直
	

2	
地

盤
材

料
試

験
の

技
能

試
験

に
お

け
る

配
付

試
料

の
均

質
性

評
価 山

内
　

昇
（

北
海

道
土

質
試

験
協

同
組

合
）・

澤
　

孝
平

・
中

山
義

久
・

城
野

克
広

・
藤

原
照

幸
	

3	
地

盤
材

料
試

験
の

精
度

・
ば

ら
つ

き
の

実
態

−
地

盤
材

料
試

験
の

正
規

性
評

価
−

中
山

義
久
（

関
西

地
盤

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

）・
城

野
克

広
・

澤
　

孝
平

・
藤

原
照

幸
・

山
内

　
昇

	
4	

技
能

試
験

結
果

の
不

確
か

さ
評

価
に

よ
る

配
付

試
料

の
均

質
性

に
関

す
る

検
討

（
そ

の
2）

澤
　

孝
平
（

関
西

地
盤

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

）・
中

山
義

久
・

城
野

克
広

	
5	

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

み
ら

れ
る

地
盤

材
料

試
験

の
現

状
と

課
題

　
―

技
能

試
験

全
般

―
藤

原
照

幸
（

地
域

地
盤

環
境

研
究

所
）・

稲
積

真
哉

・
浜

田
英

治
・

沼
倉

桂
一

・
日

置
和

昭
・

中
川

　
直

	
6	

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

み
ら

れ
る

地
盤

材
料

試
験

の
現

状
と

課
題

　
−

含
水

比
・

土
粒

子
の

密
度

試
験

−
中

澤
博

志
（

復
建

調
査

設
計

）・
稲

積
真

哉
・

浜
田

英
治

・
沼

倉
桂

一
・

日
置

和
昭

・
保

坂
守

男
	

7	
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

に
み

ら
れ

る
地

盤
材

料
試

験
の

現
状

と
課

題
　

−
土

の
粒

度
試

験
−

沼
倉

桂
一

（
川

崎
地

質
）・

稲
積

真
哉

・
浜

田
英

治
・

日
置

和
昭

・
保

坂
守

男
	

8	
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

に
み

ら
れ

る
地

盤
材

料
試

験
の

現
状

と
課

題
‒
土

の
液

性
限

界
・

塑
性

限
界

試
験

‒
浜

田
英

治
（

基
礎

地
盤

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
）・

稲
積

真
哉

・
沼

倉
桂

一
・

日
置

和
昭

・
保

坂
守

男
	

9	
土

の
粒

度
試

験
結

果
が

ば
ら

つ
く

要
因

の
分

析
例
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7

服
部

健
太

（
大

阪
工

大
）・

日
置

和
昭

	
10

	
地

盤
材

料
の

空
間

的
不

均
質

性
が

系
の

力
学

挙
動

の
不

確
実

性
へ

与
え

る
影

響
（

河
川

堤
体

を
例

と
し

て
）

佐
竹

亮
一

郎
（

群
馬

大
）・

若
井

明
彦

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
6
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
震
　
一
般
①
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
稲
垣
　
秀
輝
（
環
境
地
質
）

	
86

9	
20

14
年

長
野

県
北

部
地

震
に

よ
る

白
馬

村
神

城
地

区
の

被
害

調
査

（
そ

の
1）

新
井

　
洋

（
国

総
研

）・
柏

　
尚

稔
	

87
0	

20
14

年
長

野
県

北
部

地
震

に
よ

る
白

馬
村

神
城

地
区

の
被

害
調

査
（

そ
の

2）
柏

　
尚

稔
（

建
研

）・
新

井
　

洋
	

87
1	

20
14

年
長

野
県

北
部

の
地

震
に

よ
る

宅
地

被
害

状
況

と
地

盤
調

査
結

果
（

三
日

市
場

地
区

）
岡

　
賢

一
（

東
京

電
機

大
）・

安
田

　
進

・
石

川
敬

祐
・

脇
中

康
太

・
千

葉
久

志
・

浦
野

倫
宏

・
武

田
　

陽
	

87
2	

20
14

年
長

野
県

北
部

の
地

震
に

よ
る

宅
地

被
害

状
況

と
地

盤
調

査
結

果
（

堀
之

内
地

区
）

石
川

敬
祐

（
東

京
電

機
大

）・
安

田
　

進
・

脇
中

康
太

・
千

葉
久

志
・

浦
野

倫
宏

・
武

田
　

陽
・

岡
　

賢
一

	
87

3	
二

重
双

曲
線

モ
デ

ル
の

精
度

評
価

吉
田

　
望

（
東

北
学

院
大

）
	

87
4	

新
潟

県
中

越
地

震
に

よ
る

鉄
道

盛
土

の
被

害
要

因
の

検
証

中
村

貴
志

（
JR

東
日

本
）・

藤
原

寅
士

良
・

谷
口

善
則

・
池

本
宏

文
	

87
5	

20
14

年
長

野
県

北
部

の
地

震
に

よ
る

白
馬

村
の

建
物

被
害

田
地

陽
一

（
清

水
建

設
）・

宮
腰

淳
一

・
濁

川
直

寛
・

西
　

琢
郎

	
87

6	
長

野
県

神
城

断
層

地
震

に
よ

る
宅

地
被

害
に

つ
い

て
橋

本
隆

雄
（

千
代

田
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

）

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
6
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
震
　
一
般
②
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
大
竹
　
雄
（
新
潟
大
学
）

	
87

7	
バ

ラ
ス

ト
軌

道
用

座
屈

対
策

工
の

地
震

時
道

床
横

抵
抗

力
に

関
す

る
大

型
振

動
台

試
験

中
村

貴
久

（
鉄

道
総

研
）・

桃
谷

尚
嗣

・
薮

中
嘉

彦
・

野
村

清
順

	
87

8	
計

測
震

度
と

土
地

条
件

を
考

慮
し

た
中

越
・

中
越

沖
地

震
の

家
屋

被
害

予
測

高
橋

健
太

（
長

岡
技

科
大

）・
大

塚
　

悟
・

宮
木

康
幸

・
中

川
新

地
	

87
9	

土
構

造
物

の
崩

壊
挙

動
に

対
す

る
土

質
定

数
の

適
正

検
証

山
内

真
也

（
JR

東
日

本
）・

三
平

伸
吾

・
伊

藤
企

陽
司

・
中

村
　

宏
	

88
0	

地
盤

−
煙

突
構

造
物

相
互

作
用

系
の

耐
震

性
評

価
中

井
健

太
郎

（
名

大
）・

野
田

利
弘

・
伊

藤
彰

浩
・

伊
勢

典
央

	
88

1	
水

位
の

異
な

る
河

川
堤

防
の

変
形

に
関

す
る

地
震

時
浸

透
流

解
析 檜

尾
正

也
（

名
工

大
）・

前
田

健
一

・
齊

藤
　

啓
・

李
　

兆
卿

	
88

2	
塩

竈
水

産
加

工
場

に
お

け
る

G
P
S
・

地
震

計
に

よ
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

井
上

直
人

（
地

盤
研

究
財

団
）・

北
田

奈
緒

子
・
金

澤
　

泉
・

今
西

　
肇

	
88

3	
地

震
観

測
記

録
に

よ
る

液
状

化
地

盤
の

地
震

時
挙

動
に

関
す

る
検

討

保
井

美
敏

（
戸

田
建

設
）・

山
本

健
史

・
小

豆
畑

達
哉

・
飯

場
正

紀
・

井
上

波
彦

・
田

沼
毅

彦
・

渡
辺

一
弘

	
88

4	
海

岸
付

近
の

建
物

の
地

震
被

害
と

地
盤

の
関

係
那

須
　

誠
（

元
前

橋
工

科
大

）

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
6
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
震
　
斜
面
安
定
①
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
秦
　
吉
弥
（
大
阪
大
学
）

	
98

5	
送

電
設

備
斜

面
の

地
震

時
斜

面
崩

壊
に

関
す

る
遠

心
模

型
実

験
 ―

そ
の

1：
基

礎
の

影
響

と
基

礎
構

造
物

保
全

に
対

す
る

抑
止

杭
の

効
果

―
新

屋
陽

理
（

東
工

大
）・

高
橋

章
浩
・
関

　
　

栄
・
河

原
忠

弘
・

足
立

倫
海

・
西

　
俊

彰
・

高
橋

秀
明

・
菊

池
美

香
	

98
6	

送
電

設
備

斜
面

の
地

震
時

斜
面

崩
壊

に
関

す
る

遠
心

模
型

実
験

―
そ

の
2：

修
正

震
度

法
に

よ
る

地
震

安
定

性
評

価
法

の
適

用
検

討
―

高
橋

秀
明

（
東

電
設

計
）・

新
屋

陽
理

・
高

橋
章

浩
・

関
　

　
栄

・
河

原
忠

弘
・

足
立

倫
海

・
西

　
俊

彰
・

菊
池

美
香

	
98

7	
人

工
泥

岩
斜

面
の

動
的

遠
心

力
模

型
実

験
と

そ
の

数
値

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

−
そ

の
1：

実
験

結
果

と
す

べ
り

安
全

率
−

吉
田

泰
基

（
電

力
中

研
）・

石
丸

　
真

・
岡

田
哲

実
・

中
村

大
史

	
98

8	
人

工
泥

岩
斜

面
の

動
的

遠
心

力
模

型
実

験
と

そ
の

数
値

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

−
そ

の
2：

時
刻

歴
非

線
形

解
析

−
石

丸
　

真
（

電
力

中
研

）・
岡

田
哲

実
・

吉
田

泰
基

・
中

村
大

史
	

98
9	

仙
台

市
造

成
宅

地
被

害
の

特
徴

を
岩

盤
の

ス
レ

ー
キ

ン
グ

特
性

と
地

下
水

か
ら

考
察

す
る

市
川

　
健

（
復

建
技

術
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

）
	

99
0	

非
円

弧
す

べ
り

を
仮

定
し

た
斜

面
の

地
震

時
残

留
変

位
量

の
算

定
法

篠
田

昌
弘

（
鉄

道
総

研
）

	
99

1	
緩

慢
に

変
位

す
る

斜
面

を
構

成
す

る
地

盤
材

料
の

ク
リ

ー
プ

試
験 小

早
川

博
亮

（
電

力
中

研
）・

納
谷

朋
広

・
久

野
春

彦

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
6
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
震
　
斜
面
安
定
②
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
石
丸
　
真
（
電
力
中
央
研
究
所
）

	
99

2	
仙

台
市

の
被

災
造

成
宅

地
に

お
け

る
動

的
有

効
応

力
解

析
手

法
を

用
い

た
被

害
の

再
現

解
析

本
橋

あ
ず

さ
（

パ
シ

フ
ィ

ッ
ク

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
）・

門
田

浩
一

	
99

3	
東

日
本

大
震

災
に

お
け

る
盛

土
被

災
要

因
の

推
察

　
−

常
磐

自
動

車
道

那
珂

地
区

−
藤

岡
一

頼
（

N
E
X
C
O

総
研

）・
安

部
哲

生
・

安
田

　
進

	
99

4	
1G

場
で

の
振

動
実

験
に

よ
る

斜
面

模
型

の
崩

壊
挙

動
の

分
析

中
村

　
晋

（
日

大
）・

伴
　

一
彦

・
五

月
女

敦
・

中
村

　
智

	
99

5	
和

歌
山

県
熊

野
（

い
や

）
地

区
に

お
け

る
大

規
模

斜
面

崩
壊

（
深

層
崩

壊
）

と
水

ミ
チ

と
の

関
係

金
村

和
生

（
中

央
復

建
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

）・
桜

井
　

亘
・

北
垣

啓
文

・
酒

井
　

良
・

平
野

　
剛

・
小

杉
賢

一
郎

・
岡

島
信

也
・

國
眼

　
定

	
99

6	
局

所
破

壊
の

進
展

を
考

慮
し

た
斜

面
の

地
震

時
安

定
性

評
価

手
法 島

端
嗣

浩
（

東
電

設
計

）・
信

岡
　

卓
	

99
7	

道
路

盛
土

の
耐

震
性

能
に

関
す

る
評

価
方

法
の

提
案

林
　

訓
裕

（
阪

神
高

速
道

路
）・

常
田

賢
一

・
秦

　
吉

弥
・

魚
谷

真
基

	
99

8	
谷

埋
め

盛
土

地
盤

に
お

け
る

被
害

発
生

位
置

予
測

の
た

め
の

模
型

地
盤

振
動

実
験

お
よ

び
釣

合
い

計
算

石
井

　
亘

（
東

北
大

）・
森

　
友

宏
・

風
間

基
樹

・
河

井
　

正
	

99
9	

質
点

解
析

に
よ

る
落

石
の

到
達

位
置

に
関

す
る

再
現

性
吉

田
郁

政
（

東
京

都
市

大
）

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
III
）
の
部
	

第
6
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
震
　
地
盤
震
動
①
】	

16
:4
5
〜
18
:1
5

座
　
長
：
森
　
伸
一
郎
（
愛
媛
大
学
）

	
10

00
	

鉛
直

ア
レ

ー
記

録
に

基
づ

く
軟

弱
粘

性
土

地
盤

の
強

非
線

形
挙

動
の

分
析

谷
本

俊
輔

（
土

研
）・

川
口

　
剛

・
佐

々
木

哲
也

	
10

01
	

地
表

加
速

度
記

録
に

基
づ

く
地

中
せ

ん
断

応
力

分
布

の
簡

易
評

価
法

の
検

証
川

口
　

剛
（

土
研

）・
谷

本
俊

輔
・

佐
々

木
哲

也
	
10

02
	

大
阪

府
域

を
対

象
と

し
た

パ
ル

ス
性

地
震

動
に

対
す

る
表

層
地

盤
の

増
幅

特
性

評
価

（
そ

の
1）

小
林

素
直

（
京

大
）・

安
本

　
宏

・
林

　
康

裕
・

新
井

　
洋

	
10

03
	

大
阪

府
域

を
対

象
と

し
た

パ
ル

ス
性

地
震

動
に

対
す

る
表

層
地

盤
の

増
幅

特
性

評
価

（
そ

の
2）

安
本

　
宏

（
京

大
）・

小
林

素
直

・
林

　
康

裕
・

新
井

　
洋

	
10

04
	

東
京

ベ
イ

エ
リ

ア
の

広
域

地
盤

震
動

解
析

（
そ

の
1：

解
析

条
件

と
F
E
M

モ
デ

ル
の

検
証

）
濁

川
直

寛
（

清
水

建
設

）・
福

武
毅

芳
・

田
地

陽
一

	
10

05
	

東
京

ベ
イ

エ
リ

ア
の

広
域

地
盤

震
動

解
析

（
そ

の
2：

解
析

結
果

と
考

察
）

福
武

毅
芳

（
清

水
建

設
）・

濁
川

直
寛

・
田

地
陽

一
	
10

06
	

地
盤

の
逆

断
層

型
破

壊
に

伴
う

地
震

動
的

不
規

則
波

生
成

の
有

限
変

形
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
山

岡
大

祐
（

名
大

）・
山

田
正

太
郎

・
野

田
利

弘
・

浅
岡

　
顕

	
10

07
	

横
ず

れ
断

層
に

伴
う

地
表

面
の

リ
ー

デ
ル

せ
ん

断
帯

の
発

生
に

及
ぼ

す
材

料
的

初
期

不
整

の
影

響
豊

田
智

大
（

名
大

）・
野

田
利

弘
・

山
田

正
太

郎
・

浅
岡

　
顕

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
6
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
震
　
地
盤
震
動
②
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
野
津
　
厚
（
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
）

	
10

08
	

宮
城

県
北

部
を

震
源

と
す

る
歴

史
地

震
に

よ
る

鳴
瀬

川
流

域
で

の
強

震
動

の
評

価
酒

井
久

和
（

法
政

大
）・

秦
　

吉
弥

・
一

井
康

二
	
10

09
	

高
密

度
中

小
地

震
観

測
に

基
づ

く
和

歌
山

県
広

川
町

で
の

サ
イ

ト
増

幅
特

性
の

評
価

秦
　

吉
弥

（
大

阪
大

）・
常

田
賢

一
・

湊
　

文
博

	
10

10
	

高
密

度
常

時
微

動
計

測
に

基
づ

く
和

歌
山

県
串

本
町

の
津

波
来

襲
予

想
地

域
に

お
け

る
強

震
動

予
測

湊
　

文
博
（

大
阪

大
）・

秦
　

吉
弥
・
山

田
雅

行
・
常

田
賢

一
・

鍬
田

泰
子

・
小

山
真

紀
	
10

11
	

強
震

動
予

測
と

歩
行

実
験

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
評

価
に

基
づ

く
津

波
避

難
余

裕
時

間
の

試
算

山
田

雅
行
（

大
阪

大
）・

湊
　

文
博
・
秦

　
吉

弥
・
常

田
賢

一
・

鍬
田

泰
子

・
小

山
真

紀
	
10

12
	

動
的

変
形

特
性

試
験

を
実

施
す

る
土

層
の

定
量

的
な

評
価

手

法
の

提
案

坂
井

公
俊

（
鉄

道
総

研
）・

上
田

恭
平

	
10

13
	

八
戸

地
域

特
有

の
火

山
灰

質
粘

性
土

の
繰

返
し

せ
ん

断
特

性
を

考
慮

し
た

一
次

元
地

震
応

答
解

析
橋

詰
　

豊
（

八
戸

工
大

）・
小

山
直

輝
・

金
子

賢
治

	
10

14
	

浦
安

市
に

お
け

る
常

時
微

動
観

測
結

果
と

表
層

地
盤

構
造

と
の

関
係

平
井

俊
之

（
ニ

ュ
ー

ジ
ェ

ッ
ク

）・
大

島
昭

彦
・
新

井
　

瞬
・

堤
　

杏
紗

	
10

15
	

常
時

微
動

観
測

に
基

づ
く

地
盤

の
堆

積
構

造
の

推
定

石
川

　
諒

（
高

知
大

）・
原

　
　

忠
・

山
田

雅
行

・
竹

澤
請

一
郎

・
伊

藤
佳

洋
	
10

16
	

長
野

県
神

城
断

層
地

震
に

お
け

る
宅

地
被

害
と

表
層

地
盤

の
振

動
特

性
三

辻
和

弥
（

山
形

大
）・

大
野

　
晋

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
6
会
場

【
地
盤
中
の
物
質
移
動
−
地
下
水
移
動
，
移
流
拡
散
】

	
	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
椋
木
　
俊
文
（
熊
本
大
学
）

	
45

9	
地

下
構

造
物

の
幅

を
考

慮
し

た
地

下
水

流
動

阻
害

影
響

の
評

価
高

坂
信

章
（

清
水

建
設

）
	

46
0	

濃
尾

平
野

の
長

良
川

扇
状

地
に

お
け

る
地

下
水

流
動

・
水

温
形

成
の

地
域

性
近

藤
貴

之
（

岐
阜

大
）・

神
谷

浩
二

・
堀

口
　

翔
	

46
1	

水
圧

破
砕

に
お

け
る

進
行

す
る

亀
裂

先
端

の
圧

力
時

間
変

化
に

関
す

る
簡

易
水

理
モ

デ
ル

細
田

　
尚

（
京

大
）・

岸
田

　
潔

・
安

原
英

明
・

D
er

ek
 E

ls
w
or

th
	

46
2	

不
整

合
メ

ッ
シ

ュ
に

よ
る

地
下

水
浸

透
流

解
析

シ
ス

テ
ム

の
開

発 鈴
木

隼
人

（
JP

ビ
ジ

ネ
ス

サ
ー

ビ
ス

）・
井

田
文

雄
・

尾
留

川
剛

・
西

本
吉

伸
	

46
3	

河
川

堤
防

に
お

け
る

高
水

敷
に

着
目

し
た

浸
透

挙
動

に
関

す
る

考
察

富
澤

彰
仁

（
建

設
技

術
研

究
所

）・
李

　
圭

太
・
小

林
猛

嗣
・

小
西

康
之

・
柚

本
真

介
・

藤
田

庸
介

・
小

山
倫

史
・

大
西

有
三

	
46

4	
特

殊
バ

キ
ュ

ー
ム

ウ
ェ

ル
工

法
の

数
値

解
析

法
の

提
案

と
施

工
管

理
へ

の
適

用
（

第
一

報
）

本
多

顕
治

郎
（

エ
ー

バ
イ

シ
ー

）・
植

松
祐

亮
	

46
5	

多
孔

質
媒

体
内

の
微

細
気

泡
挙

動
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

濱
本

昌
一

郎
（

東
大

）・
二

瓶
直

登
・

上
田

義
勝

・
西

村
　

拓
	

46
6	

密
度

変
化

を
有

す
る

間
隙

溶
液

の
移

動
性

評
価

手
法

と
適

用
性

の
検

討
野

村
　

瞬
（

日
大

）・
前

野
賀

彦
	

46
7	

粒
径

お
よ

び
熱

物
性

が
飽

和
多

孔
質

媒
体

内
の

熱
分

散
現

象
に

与
え

る
影

響
万

代
俊

之
（

東
大

）・
濱

本
昌

一
郎

・
井

本
博

美
・

西
村

　
拓

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
6
会
場

【
地
盤
中
の
物
質
移
動
−
地
盤
浸
透
①
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
進
士
　
喜
英
（
日
本
原
燃
）

	
46

8	
中

間
貯

蔵
施

設
の

遮
水

工
設

計
を

想
定

し
た

砂
と

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

か
ら

構
成

さ
れ

る
二

層
構

造
の

吸
水

特
性

浦
田

智
仁

（
早

大
）・

小
峯

秀
雄

	
46

9	
岩

盤
割

れ
目

へ
の

樹
脂

の
浸

透
解

析
田

中
靖

治
（

電
力

中
研

）
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8

	
47

0	
火

山
灰

質
地

盤
に

お
け

る
透

水
性

能
の

構
造

異
方

性
の

評
価

木
村

充
宏

（
エ

ス
・

ビ
ー

・
シ

ー
）・

中
田

隆
文

・
宮

浦
征

宏
	

47
1	

礫
地

盤
の

透
水

異
方

性
に

関
す

る
考

察
清

水
孝

昭
（

竹
中

工
務

店
）・

中
島

朋
宏

	
47

2	
砂

質
地

盤
へ

の
透

水
性

向
上

を
目

的
と

し
た

ハ
イ

ド
ロ

フ
ラ

ク
チ

ャ
リ

ン
グ

（
そ

の
3：

長
期

性
能

）
中

島
朋

宏
（

竹
中

工
務

店
）・

清
水

孝
昭

・
樋

原
達

夫

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
6
会
場

【
地
盤
中
の
物
質
移
動
−
地
盤
浸
透
②
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
森
　
友
宏
（
前
橋
工
科
大
学
）

	
47

3	
サ

ク
シ

ョ
ン

ポ
ン

プ
の

排
水

効
率

へ
の

影
松

本
直

也
（

テ
イ

コ
ク

）・
杉

井
俊

夫
・

余
川

弘
至

・
梅

基
哲

矢
	

47
4	

都
市

型
水

害
軽

減
の

た
め

の
雨

水
浸

透
桝

の
設

置
効

果
の

評
価

白
　

濟
民
（

神
戸

大
）・

橋
本

真
基
・
齋

藤
雅

彦
・
澁

谷
　

啓
・

許
　

晋
碩

・
小

畑
博

之
・

齋
藤

　
学

	
47

5	
土

中
水

分
量

計
測

デ
ー

タ
を

用
い

た
河

川
堤

防
内

の
降

雨
浸

透
挙

動
に

関
す

る
考

察
竹

下
祐

二
（

岡
山

大
）・

宅
野

完
了

・
金

　
秉

洙
	

47
6	

河
川

堤
防

の
間

隙
空

気
噴

発
を

抑
制

す
る

透
気

・
防

水
性

シ
ー

ト
工

の
基

礎
的

検
討

大
場

敬
士

（
岐

阜
大

）・
神

谷
浩

二
・

山
田

周
作

・
石

田
正

利
	

47
7	

原
位

置
試

験
を

考
慮

し
た

不
飽

和
透

水
特

性
の

評
価

法
の

開
発

大
谷

彩
圭

（
ダ

イ
ヤ

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
）・

杉
井

俊
夫

・
余

川
弘

至
・

日
向

　
萌

・
山

田
公

夫

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
6
会
場

【
地
盤
中
の
物
質
移
動
−
地
盤
浸
透
③
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
前
田
　
健
一
（
名
古
屋
工
業
大
学
）

	
47

8	
不

完
全

貫
入

井
戸

の
揚

水
流

量
算

定
式

に
関

す
る

考
察

樋
原

達
夫

（
竹

中
工

務
店

）・
清

水
孝

昭
・

中
島

朋
宏

	
47

9	
三

次
元

浸
透

破
壊

実
験

地
盤

の
詳

細
解

析
と

透
水

係
数

逆
解

析
舘

村
　

立
（

神
戸

大
）・

田
中

　
勉

・
永

井
　

茂
・

井
上

一
哉

	
48

0	
D
ar

cy
-B

ri
nk

m
an

式
に

よ
る

多
孔

質
体

周
囲

の
非

定
常

流
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
佐

藤
真

理
（

京
大

）・
藤

澤
和

謙
・

村
上

　
章

	
48

1	
大

気
−

表
流

水
−

地
下

水
混

相
流

連
成

数
値

解
析

日
比

義
彦

（
名

城
大

）・
冨

樫
　

聡
・

柏
原

あ
ゆ

み
	

48
2	

堤
体

基
礎

の
浸

透
破

壊
現

象
へ

の
限

界
流

速
の

適
用

杉
井

俊
夫
（

中
部

大
）・

余
川

弘
至
・
山

田
公

夫
・
浅

野
憲

雄
・

高
田

拓
哉

・
小

嶋
拓

也
	

48
3	

H
yd

ru
s
に

よ
る

現
地

計
測

結
果

に
基

づ
く

雨
水

浸
透

の
逆

解
析 臼

木
陽

平
（

大
阪

大
）・

小
田

和
広
・
小

泉
圭

吾
・
徳

田
早

映
・

伊
藤

真
一

・
竹

本
　

将
・

藤
原

　
優

・
森

下
　

泰
	

48
4	

粘
性

流
体

解
析

に
よ

る
局

所
動

水
勾

配
に

関
す

る
検

討
野

原
慎

太
郎

（
電

力
中

研
）

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
6
会
場

【
地
盤
中
の
物
質
移
動
−
地
盤
浸
透
④
，
浸
食
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
野
々
山
　
栄
人
（
防
衛
大
学
校
）

	
48

5	
二

次
元

D
E
M

-L
B
M

連
成

計
算

に
よ

る
H
ol

e 
E
ro

si
on

 
T
es

tの
数

値
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
藤

名
瑞

耀
（

京
大

）・
福

元
　

豊
・

村
上

　
章

	
48

6	
土

粒
子

と
間

隙
流

を
効

率
よ

く
直

接
解

く
た

め
の

P
S
-

M
R
T
 L

at
ti
ce

 B
ol

tz
m
an

n
モ

デ
ル

福
元

　
豊

（
京

大
）・

村
上

　
章

	
48

7	
浸

透
流

に
よ

る
盛

土
内

細
粒

分
の

下
方

向
の

移
動

に
及

ぼ
す

要
因

の
実

験
的

検
討

堀
越

一
輝

（
東

工
大

）・
高

橋
章

浩
	

48
8	

管
渠

周
り

の
地

盤
の

陥
没

危
険

度
に

及
ぼ

す
空

洞
耐

力
の

影
響

佐
藤

弘
瑛

（
名

工
大

）・
前

田
健

一
・

近
藤

明
彦

・
新

井
拓

弥
	

48
9	

粒
度

分
布

形
状

に
着

目
し

た
粒

状
体

の
内

部
浸

食
の

マ
イ

ク
ロ

メ
カ

ニ
ク

ス
近

藤
明

彦
（

名
工

大
）・

前
田

健
一

・
佐

藤
弘

瑛
・

新
井

拓
弥

	
49

0	
多

相
連

成
有

限
要

素
法

に
よ

る
地

盤
の

内
部

侵
食

の
数

値
解

析
冨

田
和

秀
（

京
大

）・
赤

木
俊

文
・

木
元

小
百

合
	

49
1	

透
水

性
鋼

矢
板

周
り

の
浸

透
流

に
よ

る
砂

質
土

の
内

部
侵

食
に

関
す

る
実

験
的

研
究

丸
山

貴
広

（
東

工
大

）・
小

柿
　

響
・

堀
越

一
輝

・
高

橋
章

浩
	

49
2	

透
水

性
鋼

矢
板

ま
わ

り
の

内
部

浸
食

進
展

に
関

す
る

解
析

的
研

究 小
柿

　
響

（
西

日
本

電
信

電
話

）・
丸

山
貴

広
・
堀

越
一

輝
・

高
橋

章
浩

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
7
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
震
　
液
状
化
①
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
原
　
忠
（
高
知
大
学
）

	
88

5	
地

下
水

位
低

下
回

復
に

よ
る

液
状

化
抑

止
工

法
の

検
討

	
	

そ
の

1 
遠

心
模

型
実

験
石

川
　

明
（

清
水

建
設

）・
関

口
　

徹
・

中
井

正
一

・
眞

野
英

之
	

88
6	

地
下

水
位

低
下

回
復

に
よ

る
液

状
化

抑
止

工
法

の
検

討
	

	
そ

の
2 

評
価

指
標

中
井

正
一

（
千

葉
大

）・
関

口
　

徹
・

石
川

　
明

・
眞

野
英

之
	

88
7	

小
規

模
建

築
物

に
対

す
る

液
状

化
対

策
工

法
の

比
較

例
	

	（
そ

の
4：

課
題

の
整

理
）

二
川

和
貴

（
積

水
化

学
工

業
）・

権
田

将
也

・
益

子
貴

幸
・

金
　

哲
鎬

・
佐

藤
　

隆
・

下
村

和
也

・
平

出
　

務
・

若
井

明
彦

	
88

8	
小

規
模

建
築

物
に

対
す

る
液

状
化

対
策

工
法

の
比

較
例

	
	（

そ
の

5：
解

析
結

果
）

渡
邉

泰
介

（
地

震
工

学
研

究
所

）・
若

井
明

彦
・
高

田
　

徹
・

松
下

克
也

・
小

川
正

宏
・

金
子

雅
文

・
川

﨑
淳

志
・

平
出

　
務

	
88

9	
山

留
め

壁
で

囲
ま

れ
た

地
盤

の
液

状
化

挙
動

　
−

そ
の

1.
壁

と
の

位
置

関
係

に
よ

る
影

響
−

西
山

高
士

（
大

林
組

）・
渡

辺
和

博
	

89
0	

山
留

め
壁

で
囲

ま
れ

た
地

盤
の

液
状

化
挙

動
　

−
そ

の
2.

杭
の

存
在

に
よ

る
影

響
−

渡
辺

和
博

（
大

林
組

）・
西

山
高

士
	

89
1	

既
設

防
潮

堤
基

礎
地

盤
の

耐
震

性
評

価
に

関
す

る
事

例
研

究
（

そ
の

1）
−

液
状

化
強

度
特

性
−

佐
野

祥
男

（
神

戸
大

）・
片

岡
沙

都
紀

・
若

本
達

也
・

タ
ラ

ニ
デ

ィ
 ロ

ハ
ニ

・
澁

谷
　

啓
	

89
2	

既
設

防
潮

堤
基

礎
地

盤
の

耐
震

性
評

価
に

関
す

る
事

例
研

究
（

そ
の

2）
−

非
排

水
繰

返
し

強
度

特
性

に
及

ぼ
す

サ
ン

プ
リ

ン
グ

方
法

の
影

響
−

若
本

達
也

（
神

戸
大

）・
片

岡
沙

都
紀

・
佐

野
祥

男
・

タ
ラ

ニ
デ

ィ
 ロ

ハ
ニ

・
澁

谷
　

啓

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
7
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
震
　
液
状
化
②
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
内
田
　
明
彦
（
竹
中
工
務
店
）

	
89

3	
既

設
戸

建
住

宅
に

適
用

可
能

な
高

圧
噴

射
攪

拌
工

法
の

開
発

−
そ

の
1：

楕
円

状
コ

ラ
ム

の
開

発
に

関
わ

る
基

礎
実

験
−

太
田

光
貴

（
前

田
建

設
工

業
）・

山
内

崇
寛

・
川

西
敦

士
・

宮
　

　
朗

・
手

塚
広

明
	

89
4	

既
設

戸
建

住
宅

に
適

用
可

能
な

高
圧

噴
射

攪
拌

工
法

の
開

発
−

そ
の

2：
確

実
な

品
質

を
確

保
す

る
た

め
の

品
質

管
理

方
法

の
確

立
−

川
西

敦
士

（
前

田
建

設
工

業
）・

山
内

崇
寛

・
太

田
光

貴
・

宮
　

　
朗

・
手

塚
広

明
	

89
5	

既
設

戸
建

住
宅

に
適

用
可

能
な

高
圧

噴
射

攪
拌

工
法

の
開

発
−

そ
の

3：
性

能
確

認
試

験
−

山
内

崇
寛

（
前

田
建

設
工

業
）・

川
西

敦
士

・
太

田
光

貴
・

宮
　

　
朗

・
手

塚
広

明
	

89
6	

脈
状

注
入

工
法

に
よ

る
液

状
化

対
策

の
提

案
大

西
高

明
（

ラ
イ

ト
工

業
）・

林
田

　
晃

・
入

山
　

修
・

井
澤

　
淳

・
上

田
恭

平
・

舘
山

　
勝

・
藤

原
寅

士
良

	
89

7	
脈

状
注

入
に

よ
る

液
状

化
対

策
効

果
の

評
価

手
法

に
関

す
る

検
討 小

島
謙

一
（

鉄
道

総
研

）・
井

澤
　

淳
・

上
田

恭
平

・
舘

山
　

勝
・

大
西

高
明

・
林

田
　

晃
・

入
山

　
修

・
藤

原
寅

士
良

	
89

8	
脈

状
注

入
改

良
地

盤
の

品
質

確
認

手
法

に
関

す
る

検
討

水
野

弘
二

（
JR

東
日

本
）・

藤
原

寅
士

良
・

舘
山

　
勝

・
井

澤
　

淳
・

小
島

謙
一

・
上

田
恭

平
・

大
西

高
明

・
林

田
　

晃
・

入
山

　
修

	
89

9	
連

続
し

た
地

震
動

を
対

象
と

し
た

振
動

台
実

験
と

余
震

に
よ

る
液

状
化

評
価

小
林

孝
彰

（
港

空
研

）・
佐

々
真

志
・

渡
辺

啓
太

・
山

崎
浩

之
	

90
0	

互
層

地
盤

の
液

状
化

評
価

と
対

策
効

果
の

比
較

渡
辺

啓
太

（
港

空
研

）・
佐

々
真

志
・

小
林

孝
彰

・
山

崎
浩

之

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
7
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
震
　
液
状
化
③
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
原
田
　
健
二
（
不
動
テ
ト
ラ
）

	
90

1	
静

的
圧

入
締

固
め

工
法

の
施

工
本

数
の

違
い

に
よ

る
隆

起
抑

制
効

果
に

つ
い

て
竹

之
内

寛
至

（
三

信
建

設
工

業
）・

山
崎

浩
之
・
佐

々
真

志
・

小
西

　
武

・
山

田
和

弘
・

岡
見

　
強

・
善

　
功

企
	

90
2	

静
的

圧
入

締
固

め
工

法
の

表
面

拘
束

効
果

に
関

す
る

模
型

実
験

足
立

雅
樹

（
み

ら
い

建
設

工
業

）・
山

崎
浩

之
・
佐

々
真

志
・

新
坂

孝
志

・
高

田
圭

太
・

岡
田

　
宙

・
高

橋
　

但
・

善
　

功
企

	
90

3	
ジ

オ
シ

ン
セ

テ
ィ

ッ
ク

ス
液

状
化

変
形

抑
制

工
法

の
動

的
遠

心
模

型
試

験
倉

知
禎

直
（

エ
タ

ー
ナ

ル
プ

レ
ザ

ー
ブ

）・
高

橋
章

浩
・

関
　

　
栄

・
A
va

nt
io

 P
ra

m
ad

iy
a・

A
un

g 
H
la
・

久
保

幹
男

	
90

4	
ジ

オ
シ

ン
セ

テ
ィ

ッ
ク

ス
液

状
化

変
形

抑
制

工
法

の
動

的
遠

心
模

型
試

験
に

対
す

る
解

析
的

検
討

A
un

g 
H
la
（

エ
タ

ー
ナ

ル
プ

レ
ザ

ー
ブ

）・
高

橋
章

浩
・

倉
知

禎
直

・
久

保
幹

男
	

90
5	

排
水

性
材

料
に

よ
る

地
上

構
造

物
の

液
状

化
対

策
森

河
由

紀
弘

（
名

工
大

）・
田

中
雄

也
・

前
田

健
一

・
張

　
　

鋒
・

佐
藤

智
範

	
90

6	
排

水
性

材
料

に
よ

る
埋

設
構

造
物

の
液

状
化

対
策

田
中

雄
也

（
名

工
大

）・
森

河
由

紀
弘

・
前

田
健

一
・

張
　

　
鋒

・
佐

藤
智

範
	

90
7	

既
設

戸
建

住
宅

の
基

礎
に

丸
太

を
連

結
す

る
液

状
化

対
策

に
関

す
る

模
型

振
動

実
験

吉
田

雅
穂

（
福

井
高

専
）・

坂
下

和
也

・
三

輪
　

滋
	

90
8	

排
水

機
能

付
き

丸
太

を
用

い
た

液
状

化
対

策
に

関
す

る
基

礎
的

検
討

五
十

島
康

平
（

福
井

高
専

）・
吉

田
雅

穂

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
7
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
震
　
液
状
化
④
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
高
橋
　
章
浩
（
東
京
工
業
大
学
）

	
90

9	
丸

太
打

設
液

状
化

対
策

の
実

施
工

事
例

の
概

要
と

設
計

沼
田

淳
紀

（
飛

島
建

設
）・

村
田

拓
海

・
三

輪
　

滋
・

原
　

　
忠

・
坂

部
晃

子
・

三
村

佳
織

	
91

0	
丸

太
打

設
液

状
化

対
策

の
実

施
工

地
点

に
お

け
る

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
試

験
村

田
拓

海
（

飛
島

建
設

）・
沼

田
淳

紀
・

三
輪

　
滋

・
原

　
　

忠
・

坂
部

晃
子

・
三

村
佳

織
	

91
1	

丸
太

打
設

液
状

化
対

策
の

実
施

工
地

点
に

お
け

る
表

面
波

探
査

と
微

動
観

測
三

輪
　

滋
（

飛
島

建
設

）・
原

　
　

忠
・

沼
田

淳
紀

・
村

田
拓

海
・

三
村

佳
織

・
坂

部
晃

子
	

91
2	

丸
太

打
設

液
状

化
対

策
の

実
施

施
工

地
点

に
お

け
る

液
状

化
試

験 坂
部

晃
子
（

高
知

大
）・

原
　

　
忠
・
三

村
佳

織
・
沼

田
淳

紀
・

村
田

拓
海

・
三

輪
　

滋
	

91
3	

鋼
管

打
設

に
よ

る
地

盤
の

改
良

効
果

に
関

す
る

研
究

	
	

そ
の

1：
室

内
試

験
石

濱
吉

郎
（

新
日

鐵
住

金
）・

松
宮

弘
信

・
杉

村
裕

二
・

伊
勢

典
央

	
91

4	
鋼

管
打

設
に

よ
る

地
盤

の
改

良
効

果
に

関
す

る
研

究
 

	
	

そ
の

2：
現

場
試

験
杉

村
裕

二
（

新
日

鐵
住

金
）・

松
宮

弘
信

・
伊

勢
典

央
・

石
濱

吉
郎

	
91

5	
鋼

管
打

設
に

よ
る

地
盤

の
改

良
効

果
に

関
す

る
研

究
	

	
そ

の
3：

周
辺

地
盤

の
応

力
変

化
松

宮
弘

信
（

新
日

鐵
住

金
）・

杉
村

裕
二

・
石

濱
吉

郎
・

伊
勢

典
央

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
III
）
の
部
	

第
7
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
震
　
液
状
化
⑤
】	

16
:4
5
〜
18
:1
5

座
　
長
：
永
尾
　
浩
一
（
佐
藤
工
業
）

	
91

6	
土

粒
子

移
動

に
着

目
し

た
年

代
効

果
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
田

中
宏

治
（

東
大

）・
東

畑
郁

生
・

後
藤

　
茂

・
ブ

ラ
ウ

ン
 フ

ィ
リ

ッ
プ

	
91

7	
静

的
圧

入
締

固
め

工
法

の
打

継
ぎ

施
工

新
坂

孝
志

（
三

信
建

設
工

業
）・

入
澤

一
明

・
岡

野
英

和
・

渡
邉

英
雄

・
水

村
陽

輔
	

91
8	

三
つ

の
地

震
に

よ
る

江
合

川
堤

防
の

被
害

の
比

較
脇

中
康

太
（

川
崎

地
質

）・
安

田
　

進
・

石
川

敬
祐

・
北

村
友

依
・

岡
　

賢
一

・
丸

山
涼

友
	

91
9	

格
子

状
地

盤
改

良
工

法
に

お
け

る
格

子
間

隔
の

簡
易

設
定

法
内

田
明

彦
（

竹
中

工
務

店
）・

津
國

正
一

・
小

西
一

生
	

92
0	

三
軸

B
E

試
験

に
よ

る
砂

の
液

状
化

強
度

と
S

波
速

度
に

及
ぼ

す
細

粒
分

の
影

響
笹

岡
里

衣
（

中
央

大
）・

國
生

剛
治

・
林

　
夏

希
・

小
枝

千
尋

	
92

1	
不

規
則

波
を

用
い

た
非

排
水

繰
り

返
し

せ
ん

断
試

験
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
的

分
析

と
液

状
化

判
定

へ
の

適
用

性
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9

國
生

剛
治

（
中

央
大

）・
金

子
陽

輔
・

岡
田

侑
子

	
92

2	
砂

圧
入

式
静

的
締

固
め

工
法

に
お

け
る

珪
石

粉
混

合
材

料
に

よ
る

圧
入

効
果

久
保

陽
太

郎
（

S
A
V
E
-S

P
工

法
研

究
会

）・
鵜

野
雅

明
・

竹
内

秀
克

	
92

3	
不

飽
和

を
考

慮
し

た
有

限
変

形
理

論
に

基
づ

く
河

川
堤

防
の

液
状

化
解

析
由

井
洋

和
（

京
大

）・
木

元
小

百
合

・
岡

二
三

生

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
7
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
震
　
液
状
化
⑥
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
西
村
　
聡
（
北
海
道
大
学
）

	
92

4	
本

震
お

よ
び

余
震

を
考

慮
し

た
浦

安
市

域
の

地
盤

の
液

状
化

解
析 松

岡
浩

志
（

京
大

）・
木

元
小

百
合

・
由

井
洋

和
	

92
5	

過
圧

密
・

微
量

の
セ

メ
ン

ト
添

加
・

不
飽

和
化

の
浦

安
砂

の
液

状
化

抵
抗

に
及

ぼ
す

影
響

萩
原

翔
太

郎
（

東
京

理
科

大
）・

塚
本

良
道

・
兵

動
太

一
・

高
橋

耀
介

	
92

6	
砂

質
土

の
液

状
化

抵
抗

に
及

ぼ
す

液
状

化
履

歴
の

影
響

下
垣

　
啓

（
東

京
理

科
大

）・
塚

本
良

道
・

兵
動

太
一

・
高

橋
耀

介
	

92
7	

グ
ラ

ベ
ル

パ
イ

ル
を

用
い

た
宅

地
地

盤
の

液
状

化
対

策
に

お
け

る
地

盤
改

良
効

果
の

検
討

白
井

佑
季

（
長

岡
技

科
大

）・
大

塚
　

悟
・

折
戸

清
治

	
92

8	
常

時
液

状
化

に
あ

る
模

型
地

盤
の

試
作

秋
元

宏
仁

（
東

京
都

市
大

）・
末

政
直

晃
	

92
9	

細
粒

分
を

含
む

砂
質

土
を

用
い

た
繰

返
し

三
軸

試
験

と
繰

返
し

ね
じ

り
せ

ん
断

試
験

の
液

状
化

強
度

の
比

較
上

田
準

也
（

京
大

）・
岩

井
裕

正
・

木
元

小
百

合
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0	

A
 C

en
tr

if
ug

e 
M

od
el
 S

tu
dy

 o
f 
P
ile

d-
R
af

t 
F
ou

nd
at

io
n 

w
it
h 

D
ri

ve
n 

an
d 

no
n-

D
ri

ve
n 

pi
le

s 
in

 L
iq

ue
fi
ab

le
 

S
an

d
S
ey

ed
 M

oh
am

m
ad

 S
ad

eg
h 

S
ah

ra
ei
an

（
東

工
大

）・
竹

村
次

朗
・

関
　

　
栄

	
93

1	
砂

の
粒

子
構

造
が

及
ぼ

す
コ

ー
ン

貫
入

抵
抗

値
と

液
状

化
強

度
の

関
係

に
つ

い
て

の
三

軸
試

験
俊

成
優

太
（

東
工

大
）・

國
生

剛
治

・
井

上
広

基

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
7
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
震
　
液
状
化
⑦
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
珠
玖
　
隆
行
（
岡
山
大
学
）

	
93

2	
液

状
化

地
盤

に
お

け
る

既
設

杭
基

礎
シ

ー
ト

パ
イ

ル
補

強
工

法
に

関
す

る
模

型
振

動
実

験
松

浦
光

佑
（

鉄
道

総
研

）・
喜

多
直

之
・

田
中

隆
太

・
西

岡
英

俊
・

佐
名

川
太

亮
・

樋
口

俊
一

・
戸

田
和

秀
	

93
3	

格
子

状
地

盤
改

良
工

法
に

お
け

る
非

液
状

化
層

厚
さ

と
沈

下
量

の
関

係
津

國
正

一
（

竹
中

土
木

）・
野

口
達

也
・

内
田

明
彦

・
今

井
政

之
・

小
西

一
生

	
93

4	
ア

ー
チ

効
果

を
受

け
る

埋
立

地
盤

の
相

対
密

度
と

土
圧

の
変

化
山

田
か

り
ん

（
広

島
大

）・
高

町
茉

莉
・

一
井

康
二

・
洪

　
汶

宜
	

93
5	

締
固

め
砂

杭
工

法
の

貫
入

／
造

成
過

程
に

お
け

る
密

度
増

加
に

関
す

る
考

察
原

田
健

二
（

不
動

テ
ト

ラ
）・

大
林

　
淳

・
矢

部
浩

史
	

93
6	

連
結

基
礎

に
よ

る
戸

建
住

宅
の

液
状

化
対

策
に

関
す

る
検

討
日

野
和

也
（

東
工

大
）・

田
村

修
次

・
時

松
孝

次
	

93
7	

液
状

化
強

度
曲

線
に

与
え

る
サ

ン
プ

リ
ン

グ
方

法
の

影
響

三
上

武
子

（
応

用
地

質
）・

吉
田

　
望

・
原

田
健

二

	
93

8	
液

状
化

地
盤

の
変

形
挙

動
に

関
す

る
拡

張
型

相
似

則
の

適
用

性
に

関
す

る
一

斉
試

験
白

　
　

可
（

京
大

）・
飛

田
哲

男
・

岡
村

未
対

・
竹

村
次

朗
・

井
合

　
進

	
93

9	
間

隙
水

圧
計

測
を

伴
う

動
的

コ
ー

ン
貫

入
試

験
に

よ
る

不
飽

和
化

地
盤

調
査

方
法

の
室

内
実

験
永

尾
浩

一
（

佐
藤

工
業

）・
中

澤
博

志
・

末
政

直
晃

・
神

宮
司

元
治

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
7
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
震
　
液
状
化
⑧
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
小
濱
　
英
司
（
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
）

	
94

0	
供

用
中

の
空

港
に

お
け

る
砂

圧
入

式
静

的
締

固
め

工
法

の
適

用
事

例
高

山
英

作
（

不
動

テ
ト

ラ
）・

梅
木

洋
人

・
高

橋
伸

一
・

内
生

蔵
一

樹
	

94
1	

既
設

河
川

構
造

物
の

耐
震

化
に

お
け

る
揺

動
式

高
圧

噴
射

攪
拌

工
法

の
適

用
事

例
伊

藤
竹

史
（

不
動

テ
ト

ラ
）・

高
山

英
作

・
岡

戸
雅

則
・

大
竹

　
洋

・
江

川
康

夫
	

94
2	

微
生

物
代

謝
を

利
用

し
た

固
化

試
料

の
液

状
化

強
度

古
山

田
耕

司
（

鹿
島

建
設

）・
鈴

木
康

嗣
・

安
達

直
人

・
秀

川
貴

彦
・

上
野

嘉
之

	
94

3	
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
に

お
い

て
泥

流
状

崩
壊

し
た

二
戸

し
ら

す
の

飽
和

・
不

飽
和

液
状

化
強

度
試

験
清

原
雄

康
（

八
戸

高
専

）
	

94
4	

小
径

コ
ラ

ム
に

よ
る

液
状

化
に

対
す

る
改

良
効

果
と

締
固

め
設

計
法

へ
の

適
用

性
に

つ
い

て
山

田
雅

人
（

旭
化

成
建

材
）・

前
嶋

　
匡

・
槙

枝
丈

史
・

牧
田

晃
介

	
94

5	
液

状
化

試
験

と
各

指
針

に
よ

る
液

状
化

強
度

と
の

比
較

に
つ

い
て 永

井
久

徳
（

鴻
池

組
）・

大
島

昭
彦
・
岡

二
三

生
・
日

置
和

昭
・

甲
斐

誠
士

・
佐

川
厚

志
・

平
井

孝
治

・
深

井
晴

夫
・

河
崎

和
文

	
94

6	
東

京
国

際
空

港
C
10

誘
導

路
に

お
け

る
砂

圧
入

式
静

的
締

固
め

工
法

の
適

用
に

つ
い

て
杉

本
知

弘
（

不
動

テ
ト

ラ
）・

小
松

　
陽

・
清

水
　

勇
・

飯
島

　
遼

・
太

田
和

行
	

94
7	

時
間

経
過

後
の

締
固

め
砂

杭
改

良
地

盤
特

性
林

田
敏

彦
（

不
動

テ
ト

ラ
）・

小
松

　
陽

・
田

邊
重

雄
・

今
井

優
輝

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
7
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
震
　
液
状
化
⑨
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
高
野
　
大
樹
（
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
）

	
94

8	
砂

地
盤

の
締

固
め

を
目

的
と

し
た

海
上

S
C
P

工
法

の
改

良
効

果 高
田

英
典

（
不

動
テ

ト
ラ

）・
尾

形
　

太
・

鈴
木

亮
彦

・
竹

内
秀

克
	

94
9	

盛
土

の
液

状
化

対
策

に
お

け
る

診
断

お
よ

び
対

策
に

関
す

る
一

考
察

中
村

　
宏

（
JR

東
日

本
）・

三
平

伸
吾

・
柏

木
　

司
・

桐
生

郷
史

・
山

内
真

也
	

95
0	

上
部

地
盤

の
弾

塑
性

応
答

解
析

に
基

づ
い

た
（

地
中

）
観

測
地

震
波

か
ら

の
入

力
地

震
動

の
推

定
　

−
3.
11

品
川

、
浦

安
の

事
例

か
ら

−
金

田
一

広
（

竹
中

工
務

店
）・

浅
岡

　
顕

・
野

田
利

弘
・

中
井

健
太

郎
・

澤
田

義
博

	
95

1	
炭

酸
カ

ル
シ

ウ
ム

生
成

微
生

物
量

の
変

化
と

微
生

物
固

化
試

料
の

強
度

と
の

関
係

打
木

弘
一

（
基

礎
地

盤
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

）・
野

田
典

広
・

細
堀

建
司

・
星

山
　

尚
・

五
十

嵐
央

・
伊

藤
恵

輔
・

佐
野

厚
生

・
林

　
三

男
	

95
2	

過
剰

間
隙

水
圧

消
散

工
法

を
用

い
た

護
岸

構
造

物
を

有
す

る
人

工
埋

立
地

盤
の

液
状

化
対

策
効

果
の

数
値

解
析

的
検

討
野

中
俊

宏
（

名
大

）・
山

田
正

太
郎

・
野

田
利

弘
・

浅
岡

　
顕

	
95

3	
格

子
状

地
盤

改
良

に
お

け
る

非
液

状
化

層
の

効
果

に
関

す
る

研
究 今

井
政

之
（

竹
中

土
木

）・
本

多
　

剛
・

金
田

一
広

・
小

西
一

生
・

東
中

邦
夫

	
95

4	
常

時
微

動
観

測
に

よ
る

丸
太

打
設

液
状

化
対

策
工

法
の

改
良

効
果

の
検

討
三

村
佳

織
（

高
知

大
）・

原
　

　
忠
・
坂

部
晃

子
・
石

川
　

諒
・

沼
田

淳
紀

	
95

5	
細

粒
分

が
液

状
化

後
の

せ
ん

断
変

形
に

及
ぼ

す
影

響
金

　
鍾

官
（

東
北

大
）・

河
井

　
正

・
風

間
基

樹
・

森
　

友
宏

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
7
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
震
　
液
状
化
⑩
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
渦
岡
　
良
介
（
徳
島
大
学
）

	
95

6	
千

葉
県

浦
安

市
を

対
象

と
し

た
液

状
化

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

高
度

化
に

向
け

た
取

り
組

み
梶

原
和

博
（

横
浜

国
大

）・
 R

am
a 

M
oh

an
 P

ok
hr

el
・

清
田

　
隆

・
小

長
井

一
男

・
丸

山
正

則
	

95
7	

千
葉

県
香

取
市

噴
砂

試
料

に
よ

る
液

状
化

強
度

特
性

と
そ

の
一

考
察

佐
々

木
聡

樹
（

木
更

津
高

専
）・

鬼
塚

信
弘

	
95

8	
地

下
水

流
動

解
析

に
よ

る
地

下
水

位
低

下
工

法
の

適
用

性
の

検
討 蘇

　
育

廷
（

茨
城

大
）・

村
上

　
哲

	
95

9	
液

状
化

に
よ

る
噴

砂
発

生
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
関

す
る

模
型

実
験

堀
内

佑
樹

（
東

大
）・

A
nh

 N
go

 N
go

c・
桑

野
玲

子
・

桑
野

二
郎

	
96

0	
地

震
応

答
解

析
に

よ
る

液
状

化
地

盤
の

地
下

水
位

と
水

道
管

被
害

の
関

係
五

十
嵐

翔
太

（
東

京
電

機
大

）・
安

田
　

進
・

石
川

敬
祐

・
浦

野
倫

宏
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1	

U
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ed
 c

yc
lic

 b
eh

av
io

r 
of

 n
on

-p
la
st

ic
 s

ilt
y 

sa
nd

 
us

in
g 

ho
llo

w
 c
yl

in
dr

ic
al
 t
or

si
on

al
 s
he

ar
 d

ev
ic
e

N
av

ee
d 

A
hm

ad
（

東
大

）・
Ik

uo
 T

ow
ha

ta
	

96
2	
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D
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F
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C
ha
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es

 N
el
so

n（
愛

媛
大

）・
岡

村
未

対

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
7
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
震
　
液
状
化
⑪
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
竹
内
　
秀
克
（
不
動
テ
ト
ラ
）

	
96

3	
薄

鋼
矢

板
を

用
い

た
液

状
化

被
害

軽
減

工
法

に
関

す
る

実
験

的
研

究
 −

1
／

4
ス

ケ
ー

ル
振

動
台

実
験

 地
震

の
繰

返
し

に
よ

る
影

響
−

金
子

雅
文

（
住

友
林

業
）・

安
田

　
進

・
平

出
　

務
・

三
上

和
久

・
尾

澤
知

憲
・

佐
々

木
修

平
	

96
4	

小
型

機
械

撹
拌

式
深

層
混

合
処

理
機

に
お

け
る

鉛
直

精
度

管
理

シ
ス

テ
ム

の
開

発
立

山
勲

矢
（

竹
中

土
木

）・
小

西
一

生
・

中
馬

忠
司

・
奈

須
徹

夫
	

96
5	

軟
弱

な
砂

地
盤

上
の

本
体

盛
土

に
お

け
る

押
え

盛
土

の
地

震

時
残

留
変

形
抑

制
効

果
に

関
す

る
実

験
的

研
究

鬼
塚

充
明
（

九
工

大
）・

永
瀬

英
生
・
廣

岡
明

彦
・
山

本
芳

裕
・

藤
白

隆
司

	
96

6	
1g

場
振

動
台

模
型

実
験

装
置

を
用

い
た

繰
返

し
再

液
状

化
実

験
に

よ
る

地
盤

特
性

の
変

化
野

口
武

彦
（

茨
城

大
）・

村
上

　
哲

	
96

7	
立

体
網

状
ス

パ
イ

ラ
ル

構
造

排
水

材
の

液
状

化
対

策
効

果
に

関
す

る
解

析
的

研
究

津
田

裕
也
（

中
部

大
）・

余
川

弘
至
・
八

嶋
　

厚
・
吉

原
孝

保
・

須
田

楓
可

・
山

田
公

夫
	

96
8	

宅
地

地
盤

の
液

状
化

対
策

に
お

け
る

パ
イ

プ
工

法
の

適
用

性
の

検
討

北
田

宗
一

郎
（

長
岡

技
科

大
）・

大
塚

　
悟

・
土

田
雄

大
・

T
ru

ng
 N

gu
ye

n 
B
ao

	
96

9	
異

方
性

を
考

慮
し

た
砂

質
土

の
繰

返
し

弾
塑

性
構

成
式

木
元

小
百

合
（

京
大

）・
上

田
準

也
・

岩
井

裕
正

・
岡

二
三

生
	

97
0	

液
状

化
時

の
地

盤
支

持
力

に
関

す
る

実
験

的
研

究
余

川
弘

至
（

中
部

大
）・

浅
野

憲
雄
・
杉

井
俊

夫
・
山

田
公

夫
・

張
　

　
岩

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
I, 
II）
の
部
	

第
8
会
場

【
D
S
-3
　
歴
史
的
地
盤
構
造
物
の
修
復
と
保
全
】	

9:
00
〜
12
:1
5

主
催
委
員
会
：
A
TC
19
国
内
委
員
会

座
　
長
：
岩
崎
　
好
規
（
地
域
地
盤
環
境
研
究
所
）

副
座
長
：
三
村
　
衛
（
京
都
大
学
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

1.
 論
文
発
表
（
11
編
、
N
o.
11
～
21
）

	
11

	
墳

丘
盛

土
の

修
復

・
保

存
の

た
め

の
キ

ャ
ピ

ラ
リ

ー
バ

リ
ア

の
室

内
模

型
実

験
澤

田
茉

伊
（

京
大

）・
三

村
　

衛
・

吉
村

　
貢

	
12

	
古

墳
墳

丘
の

締
固

め
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
関

す
る

一
考

察
吉

村
　

貢
（

ソ
イ

ル
ア

ン
ド

ロ
ッ

ク
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
）・

三
村

　
衛

・
澤

田
茉

伊
・

松
浦

良
信

	
13

	
国

史
跡

名
越

切
通

「
大

切
岸

」
の

保
存

対
策

小
林

　
恵

（
応

用
地

質
）・

橋
本

直
樹

・
澤

田
正

昭
・

橋
口

　
稔

・
高

松
　

誠
	

14
	

カ
ッ

パ
ド

キ
ア

岩
窟

教
会

の
風

化
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
関

す
る

調
査

研
究

　
−

初
回

調
査

報
告

−
小

泉
圭

吾
（

大
阪

大
）・

朴
　

春
澤

・
渡

辺
晋

生
・

伊
庭

千
恵

美
・

谷
口

陽
子

・
佐

野
勝

彦
	

15
	

タ
イ

王
国

ア
ユ

タ
ヤ

遺
跡

の
仏

塔
の

傾
斜

と
地

盤
と

の
関

係
に

つ
い

て
の

一
考

察
藤

井
幸

泰
（

深
田

地
質

研
究

所
）・

渡
邉

邦
夫

・
U
ru

ya
 W

ee
sa

ku
l・

N
ak

ho
rn

 P
oo

va
ro

do
m
・

B
ha

ka
po

ng
 B

ha
dr

ak
om

	
16

	
富

岡
製

糸
場

西
置

繭
所

の
基

礎
と

建
物

の
変

形
正

垣
孝

晴
（

防
衛

大
）・

中
川

原
雄

太
・

藤
井

幸
泰

	
17

	
国

指
定

史
跡

名
越

切
通

に
お

け
る

崖
面

の
保

存
対

策
工

事
の

効
果

検
証

橋
口

　
稔

（
応

用
地

質
）・

小
林

　
恵

・
橋

本
直

樹
・

澤
田

正
昭

	
18

	
ア

ン
コ

ー
ル

遺
跡

基
壇

盛
土

材
料

の
選

定
と

締
固

め
特

性
福

田
光

治
（

大
成

ジ
オ

テ
ッ

ク
）・

岩
崎

好
規
・
本

郷
隆

夫
・

中
川

　
武

・
新

谷
眞

人
・

山
田

俊
亮

・
石

塚
充

雅
・

下
田

一
太

	
19

	
ア

ン
コ

ー
ル

遺
跡

バ
イ

ヨ
ン

中
央

塔
に

お
け

る
精

密
写

真
測

量
を

用
い

た
塔

体
・

基
壇

の
石

積
み

変
状

の
計

測
中

西
由

起
（

関
西

大
）・

小
山

倫
史

・
橋

本
涼

太
・

岩
崎

好
規
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10

	
20

	
ア

ン
コ

ー
ル

・
バ

イ
ヨ

ン
寺

院
中

央
塔

重
量

積
石

構
造

物
の

直
接

基
礎

と
し

て
の

砂
質

盛
土

地
盤

特
性

岩
崎

好
規

（
地

域
地

盤
環

境
研

究
所

）・
福

田
光

治
・

原
口

　
強

・
下

田
一

太
・

北
村

篤
実

・
井

出
善

明
・

徳
永

朋
祥

・
茂

木
勝

郎
・

中
川

　
武

	
21

	「
三

国
志

」
魏

志
東

夷
伝

に
見

る
古

代
東

ア
ジ

ア
の

地
盤

構
造

物 鬼
塚

克
忠

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
I, 
II）
の
部
	

第
8
会
場

【
D
S
-1
1　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
住
宅
地
被
害
か
ら
の
復
興
】

	
	

13
:1
5
〜
16
:3
0

座
　
長
：
安
田
　
進
（
東
京
電
機
大
学
）

副
座
長
：
橋
本
　
隆
雄
（
千
代
田
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

　
1.
 趣
旨
説
明

　
　
　
安
田
　
進
（
東
京
電
機
大
学
）

　
2.
 液
状
化
被
害
か
ら
の
復
興

　
　
　
座
長
：
大
林
　
淳
（
不
動
テ
ト
ラ
）

　
　
(1
)論
文
発
表
（
7
編
、
N
o.
85
5
～
86
1）
、
質
疑

　
　
(2
)討
論

　
3.
 丘
陵
の
造
成
地
の
被
害
お
よ
び
津
波
被
害
か
ら
の
復
興

　
　
　
座
長
：
橋
本
　
隆
雄
（
千
代
田
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

　
　
(1
)論
文
発
表
（
7
編
、
N
o.
86
2
～
86
8）
、
質
疑

　
(2
)討
論

　
　
4.
 総
合
討
論

　
　
　
座
長
：
安
田
　
進
（
東
京
電
機
大
学
）

	
85

5	
20

11
東

日
本

大
震

災
に

お
け

る
傾

斜
家

屋
の

修
復

事
例

諏
訪

靖
二

（
諏

訪
技

術
士

事
務

所
）・

有
馬

重
治

・
執

行
　

晃
・

神
宮

司
悠

介
	

85
6	

格
子

状
地

中
壁

工
法

と
個

々
の

既
設

住
宅

直
下

地
盤

の
液

状
化

対
策

に
つ

い
て

尾
上

篤
生

（
興

亜
開

発
）・

蔡
　

　
飛

・
北

村
謙

吉
・

広
井

恵
二

	
85

7	
千

葉
市

美
浜

区
に

お
け

る
液

状
化

被
害

概
要

と
対

策
に

向
け

た
取

り
組

み
関

口
　

徹
（

千
葉

大
）・

中
井

正
一

	
85

8	
埼

玉
県

久
喜

市
南

栗
橋

地
区

の
液

状
化

対
策

工
法

澤
田

俊
一

（
応

用
地

質
）・

古
関

潤
一

・
若

松
加

寿
江

・
松

下
克

也
	

85
9	

茨
城

県
に

お
け

る
住

宅
地

の
液

状
化

対
策

：
現

状
と

課
題

安
原

一
哉

（
茨

城
大

）・
安

田
　

進
・

村
上

　
哲

・
橋

本
隆

雄
	

86
0	

液
状

化
対

策
と

し
て

の
広

域
な

地
下

水
位

低
下

方
法

と
排

水
量

橋
本

隆
雄

（
東

京
電

機
大

）・
安

田
　

進
	

86
1	

水
位

低
下

に
よ

る
液

状
化

対
策

に
お

け
る

地
盤

の
沈

下
量

と
水

圧
低

下
安

田
　

進
（

東
京

電
機

大
）・

橋
本

隆
雄

	
86

2	
関

東
地

方
の

ミ
ニ

開
発

造
成

地
に

お
け

る
宅

地
の

液
状

化
被

害
の

実
態

と
課

題
若

松
加

寿
江

（
関

東
学

院
大

）・
古

関
潤

一
	

86
3	

切
盛

境
界

の
被

害
分

析
に

つ
い

て
山

口
秀

平
（

復
建

技
術

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
）・

佐
藤

真
吾

・
南

　
陽

介
	

86
4	

丘
陵

地
造

成
宅

地
の

地
震

被
害

リ
ス

ク
と

課
題

佐
藤

真
吾

（
復

建
技

術
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

）・
風

間
基

樹
・

河
井

　
正

・
森

　
友

宏
	

86
5	

仙
台

市
の

被
災

造
成

宅
地

の
復

旧
・

耐
震

補
強

設
計

に
お

け
る

課
題

門
田

浩
一

（
パ

シ
フ

ィ
ッ

ク
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

）・
本

橋
あ

ず
さ

・
金

子
俊

一
郎

	
86

6	
仙

台
市

の
造

成
宅

地
被

害
と

そ
の

復
旧

事
業

か
ら

学
ぶ

べ
き

こ
と 飛

田
善

雄
（

東
北

学
院

大
）

	
86

7	
地

震
時

被
災

宅
地

の
復

旧
か

ら
事

前
対

策
に

向
け

て
沖

村
　

孝
（

建
設

工
学

研
究

所
）

	
86

8	
U
R

都
市

機
構

に
お

け
る

震
災

復
興

市
街

地
整

備
事

業
の

概
要

西
村

真
二

（
都

市
再

生
機

構
）

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
III
）
の
部
	

第
8
会
場

【
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
　
汚
染
水
対
策
・
デ
ブ
リ
取
出
し
か
ら
廃
炉
ま

で
を
想
定
し
た
地
盤
工
学
的
新
技
術
開
発
と
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
必
要
性
】	

16
:4
5
〜
18
:1
5

主
催
委
員
会
：
会
長
特
別
懇
談
会

座
　
長
：
東
畑
　
郁
生
（
関
東
学
院
大
学
）

副
座
長
：
小
峯
　
秀
雄
（
早
稲
田
大
学
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

　
1.
 概
要
紹
介

　
　
　
東
畑
　
郁
生
（
関
東
学
院
大
学
）

　
2.
 廃
炉
に
向
け
た
各
社
の
人
材
育
成
の
考
え
方

　
　
(1
) 樋
口
　
義
弘
（
清
水
建
設
）

　
　
(2
) 深
谷
　
正
明
（
大
林
組
）

　
3.
 フ
ロ
ア
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
4.
 総
括

　
　
　
小
峯
　
秀
雄
（
早
稲
田
大
学
）

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
8
会
場

【
D
S
-5
　
多
発
す
る
地
盤
災
害
に
挑
む
時
間
・
空
間
の
マ
ル
チ
ス

ケ
ー
ル
解
析
・
実
験
技
術
】	

9:
00
〜
10
:3
0

主
催
委
員
会
：
TC
10
5
国
内
委
員
会

座
　
長
：
中
田
　
幸
男
（
山
口
大
学
）

副
座
長
：
森
口
　
周
二
（
東
北
大
学
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

　
1.
 趣
旨
説
明

　
　
　
森
口
　
周
二
（
幹
事
、
東
北
大
学
）

　
2.
 論
文
発
表
（
9
編
、
N
o.
84
6
～
85
4）

　
3.
 デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
4.
 総
括

　
　
　
中
田
　
幸
男
（
委
員
長
、
山
口
大
学
）

	
84

6	
山

口
県

防
府

市
石

原
地

区
の

土
石

流
扇

状
地

の
地

盤
構

成
と

土
石

流
お

よ
び

洪
水

発
生

頻
度

に
関

す
る

一
考

察
阪

口
和

之
（

ア
ジ

ア
航

測
）・

松
木

宏
彰

・
楮

原
京

子
・

松
原

輝
明

・
鈴

木
素

之
	

84
7	

広
島

市
安

佐
南

地
区

・
可

部
東

地
区

の
土

石
流

扇
状

地
の

地
層

構
成

と
発

生
頻

度
松

木
宏

彰
（

復
建

調
査

設
計

）・
阪

口
和

之
・

鈴
木

素
之

・
楮

原
京

子
	

84
8	

土
石

流
危

険
渓

流
で

の
地

下
水

圧
の

現
場

計
測

中
田

幸
男

（
山

口
大

）・
村

上
豊

和
・

下
野

宗
彦

・
中

本
昌

希
	

84
9	

粒
子

法
を

用
い

た
広

域
長

期
間

地
形

変
動

解
析

松
島

亘
志

（
筑

波
大

）
	

85
0	

自
然

災
害

予
測

の
た

め
の

粒
子

配
向

に
及

ぼ
す

力
学

的
堆

積
環

境
の

影
響

前
田

健
一

（
名

工
大

）・
内

藤
直

人
・

齊
藤

　
啓

・
奥

村
勇

太
	

85
1	

M
at

er
ia
l 
P
oi

nt
 M

et
ho

d 
の

浅
い

基
礎

の
支

持
力

問
題

へ
の

適
用

桐
山

貴
俊

（
清

水
建

設
）

	
85

2	
粒

状
体

の
屈

折
率

マ
ッ

チ
ン

グ
可

視
化

技
術

を
用

い
た

薬
液

注
入

過
程

の
再

現
実

験
高

野
大

樹
（

港
空

研
）・

小
林

孝
彰

・
宮

田
喜

壽
・

森
川

嘉
之

	
85

3	
不

飽
和

砂
の

排
水

お
よ

び
湿

潤
過

程
に

お
け

る
間

隙
水

の
連

続
性

の
評

価
木

戸
隆

之
祐

（
京

大
）・

肥
後

陽
介

	
85

4	
発

破
後

の
ト

ン
ネ

ル
切

羽
の

応
力

状
態

に
関

す
る

検
討

吉
川

直
孝

（
安

衛
研

）・
伊

藤
和

也
・

堀
　

智
仁

・
三

田
地

利
之

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
8
会
場

【
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
　
断
層
の
問
題
　
～
地
盤
工
学
は
何
が
で
き
る

の
か
～
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

主
催
委
員
会
：
断
層
問
題
に
関
す
る
理
工
学
合
同
委
員
会

座
　
長
：
國
生
　
剛
治
（
中
央
大
学
）

副
座
長
：
大
塚
　
康
範
（
応
用
地
質
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

　
1.
 趣
旨
説
明

　
2.
 話
題
提
供
（
予
定
）

　
　
　
東
畑
　
郁
生
（
�関
東
学
院
大
学
･
教
授
，
地
盤
工
学
会
･

会
長
）

　
　
　
大
津
　
直
（
�北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
地
質
研
究
所
･
研

究
主
管
）

　
　
　
添
田
　
孝
史
（
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー
）

　
　
　
奈
良
林
　
直
（
北
海
道
大
学
･
教
授
）

　
　
　
谷
　
和
夫
（
防
災
科
学
技
術
研
究
所
･
契
約
研
究
員
）

　
3.
 フ
ロ
ア
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
4.
 総
括

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
8
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
震
　
液
状
化
⑫
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
兵
動
　
太
一
（
東
京
理
科
大
学
）

	
97

1	
非

常
に

大
き

な
地

震
動

に
対

し
て

S
C
P

改
良

地
盤

に
期

待
で

き
る

耐
震

効
果

に
つ

い
て

小
宮

　
龍

（
東

北
大

）・
河

井
　

正
・

野
田

利
弘

	
97

2	
1g

場
振

動
台

模
型

実
験

装
置

を
用

い
た

杭
基

礎
に

よ
る

液
状

化
時

め
り

込
み

沈
下

抑
制

効
果

の
検

討
吉

丸
将

司
（

茨
城

大
）・

村
上

　
哲

・
野

口
武

彦
	

97
3	

液
状

化
地

盤
の

粘
性

係
数

同
定

の
た

め
の

モ
デ

ル
実

験
と

数
値

解
析

大
竹

啓
介

（
筑

波
大

）・
松

島
亘

志
	

97
4	

排
水

繰
り

返
し

載
荷

が
緩

い
豊

浦
砂

の
圧

縮
強

度
変

形
特

性
と

液
状

化
強

度
に

及
ぼ

す
影

響
呉

　
杰

祐
（

東
大

）・
清

田
　

隆
・

ガ
ブ

リ
エ

ル
 キ

ア
ロ

・
片

桐
俊

彦
	

97
5	

飽
和

砂
地

盤
の

液
状

化
強

度
並

び
に

盛
土

の
地

震
時

挙
動

に
及

ぼ
す

地
震

履
歴

の
影

響
櫻

井
里

沙
（

東
工

大
）・

竹
村

次
朗

・
関

　
　

栄
	

97
6	

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

・
カ

ン
タ

ベ
リ

ー
地

震
に

よ
る

液
状

化
噴

砂
試

料
を

用
い

た
大

ひ
ず

み
非

排
水

繰
り

返
し

せ
ん

断
挙

動
に

関
す

る
研

究
宮

本
裕

俊
（

東
大

）・
ガ

ブ
リ

エ
ル

 キ
ア

ロ
・

清
田

　
隆

・
並

河
　

努
	

97
7	

N
um

er
ic
al
 a

na
ly

si
s 

to
 e

va
lu

at
e 

th
e 

ch
an

ge
 i
n 

de
gr

ee
 

of
 s

at
ur

at
io

n 
at

 d
if
fe

re
nt

 s
ee

pa
ge

 p
re

ss
ur

e 
on

 
pa

rt
ia
lly

 s
at

ur
at

ed
 s
oi

l.
N
ar

ay
an

 M
ar

as
in

i（
E
hi

m
e 

U
ni

ve
rs

it
y)
・

M
it
su

 O
ka

m
ur

a・
R
yo

ta
 K

as
at

an
i

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
8
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
震
　
液
状
化
⑬
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
仙
頭
　
紀
明
（
日
本
大
学
）

	
97

8	
残

留
変

形
解

析
に

よ
る

側
方

境
界

が
直

接
基

礎
構

造
物

の
沈

下
や

傾
斜

に
与

え
る

影
響

小
泉

卓
也

（
東

京
電

機
大

）・
安

田
　

進
・

石
川

敬
祐

・
河

野
佑

輔
・

田
中

勝
利

	
97

9	
最

小
間

隙
比

付
近

ま
で

締
固

め
た

砂
の

液
状

化
強

度
に

つ
い

て
富

田
真

之
（

東
北

大
）・

河
井

　
正

・
風

間
基

樹
・

金
　

鍾
官

	
98

0	
P
L

値
を

用
い

た
液

状
化

危
険

度
評

価
に

お
け

る
影

響
因

子
の

検
討

古
田

真
人

（
金

沢
大

）・
高

原
利

幸
	

98
1	

累
積

塑
性

ひ
ず

み
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
用

い
た

液
状

化
に

よ
る

沈
下

量
の

検
討

宮
澤

　
翔

（
日

大
）・

山
田

雅
一

・
安

達
俊

夫
	

98
2	

有
効

応
力

解
析

を
用

い
た

徳
島

平
野

に
お

け
る

液
状

化
予

測
吉

田
直

央
（

徳
島

大
）・

渦
岡

良
介

・
石

川
裕

規
・

川
崎

直
人

	
98

3	
ス

パ
イ

ラ
ル

杭
が

振
動

時
の

小
規

模
構

造
物

の
動

的
挙

動
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
久

保
圭

史
（

九
工

大
）・

村
上

俊
之
・
廣

岡
明

彦
・
永

瀬
英

生
・

原
田

剛
男

	
98

4	
緩

詰
め

砂
に

お
け

る
初

期
せ

ん
断

応
力

が
液

状
化

強
度

や
液

状
化

後
の

特
性

に
与

え
る

影
響

北
村

友
依

（
東

京
電

機
大

）・
脇

中
康

太
・

安
田

　
進

・
石

川
敬

祐
・

岡
　

賢
一

・
丸

山
涼

友

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
8
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
震
　
そ
の
他
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
中
澤
　
博
志
（
防
災
科
学
技
術
研
究
所
）

	
10

17
	

縦
ず

れ
断

層
変

位
に

対
す

る
地

表
面

変
形

低
減

手
法

に
関

す
る

基
礎

的
検

討
田

中
隼

矢
（

不
動

テ
ト

ラ
）・

東
畑

郁
生

・
A
bb

as
 G

ha
la
nd

ar
za

de
h

	
10

18
	

地
震

動
の

よ
う

な
繰

返
し

載
荷

を
受

け
た

火
山

灰
質

盛
土

の
耐

波
性

能
に

関
す

る
模

型
実

験
古

舘
聖

斗
（

室
蘭

工
大

）・
川

村
志

麻
	
10

19
	

既
存

施
設

内
で

の
P
S

検
層

の
課

題
と

そ
の

解
決

山
田

　
透

（
荒

谷
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

）・
森

伸
一

郎
・

松
村

裕
樹

	
10

20
	

3
本

の
活

断
層

を
横

切
る

断
面

で
の

常
時

微
動

測
定

松
村

裕
樹

（
荒

谷
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

）・
森

伸
一

郎
・

山
田

　
透

	
10

21
	

活
断

層
通

過
の

恐
れ

が
あ

る
敷

地
内

の
地

盤
構

造
の

把
握

森
伸

一
郎

（
愛

媛
大

）・
山

田
　

透
・

松
村

裕
樹

	
10

22
	

茨
城

県
西

部
地

域
地

盤
沈

下
に

お
け

る
平

成
23

年
（

20
11

年
）

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

の
影

響
川

部
優

太
（

茨
城

大
）・

村
上

　
哲

・
安

原
一

哉
	
10

23
	

東
日

本
大

震
災

に
お

け
る

仙
台

市
の

造
成

宅
地

被
害

要
因

の
統

計
的

分
析

川
田

美
邦

（
東

北
大

）・
風

間
基

樹
・

森
　

友
宏

	
10

24
	

E
st

im
at

io
n 

of
 g

eo
lo

gi
ca

l 
st

ru
ct

ur
e 

at
 a

 s
it
e 

on
 a

 
po

ss
ib

ly
 e

xt
en

di
ng

 a
ct

iv
e 

fa
ul

t 
us

in
g 

su
rf

ac
e 

w
av

e 
ex

pl
or

at
io

n
プ

ラ
サ

ド
　

ト
ヤ

ナ
 ラ

ト
ナ

（
愛

媛
大

）・
森

伸
一

郎
・

山
田

　
透

・
松

村
裕

樹
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11

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
9
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
す
べ
り
・
落
石
①
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
小
山
　
倫
史
（
関
西
大
学
）

	
10

83
	

岩
塊

転
動

の
リ

ス
ク

評
価

に
向

け
た

検
討

（
1）

	
	

〜
大

型
転

動
実

験
に

よ
る

岩
塊

の
挙

動
と

衝
突

荷
重

の
分

析
〜

獅
子

目
修

一
（

鉄
道

総
研

）・
阿

部
慶

太
・

中
村

　
晋

・
吉

田
郁

政
・

中
瀬

　
仁

	
10

84
	

岩
塊

転
動

の
リ

ス
ク

評
価

に
向

け
た

検
討

（
2）

〜
小

型
転

動
実

験
に

よ
る

岩
塊

の
到

達
距

離
の

分
析

〜
阿

部
慶

太
（

鉄
道

総
研

）・
獅

子
目

修
一

・
中

村
　

晋
・

吉
田

郁
政

・
河

井
　

正
・

中
瀬

　
仁

	
10

85
	

異
な

る
セ

ン
サ

ー
の

計
測

変
化

と
崩

壊
予

兆
に

関
す

る
実

大
斜

面
実

験
玉

手
　

聡
（

安
衛

研
）・

堀
　

智
仁

・
渡

田
洋

介
・

末
政

直
晃

	
10

86
	

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

吸
収

型
土

砂
防

止
柵

の
開

発
正

木
　

聡
（

神
鋼

建
材

工
業

）・
川

添
英

生
・

掃
部

孝
博

・
阿

部
真

也
	
10

87
	

押
え

盛
土

に
よ

る
地

す
べ

り
の

変
形

の
抑

制
効

果
 〜

上
信

越
自

動
車

道
 香

坂
地

区
〜

長
尾

和
之

（
ネ

ク
ス

コ
東

日
本

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

）・
西

村
光

司
・

天
野

淨
行

・
安

積
淳

一
	
10

88
	

風
を

誘
因

と
す

る
落

石
発

生
源

に
関

す
る

研
究

市
川

夏
輝
（

中
日

本
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

）・
杉

井
俊

夫
・

浅
野

憲
雄

・
余

川
弘

至
・

渡
會

匠
也

	
10

89
	

敷
砂

緩
衝

材
の

載
荷

速
度

依
存

性
に

着
目

し
た

衝
撃

力
発

生
メ

カ
ニ

ズ
ム

内
藤

直
人
（

名
工

大
）・

前
田

健
一
・
山

口
　

悟
・
牛

渡
裕

二
・

鈴
木

健
太

郎
・

川
瀬

良
司

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
9
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
す
べ
り
・
落
石
②
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
内
村
　
太
郎
（
東
京
大
学
）

	
10

90
	

砂
と

礫
の

混
合

割
合

及
び

表
層

の
礫

層
厚

の
違

い
に

よ
る

緩
衝

性
能

奥
村

勇
太
（

名
工

大
）・

前
田

健
一
・
内

藤
直

人
・
山

口
　

悟
・

牛
渡

裕
二

	
10

91
	

雪
上

滑
走

型
岩

石
な

だ
れ

の
長

距
離

運
動

条
件

−
実

現
象

の
観

察
と

実
験

結
果

か
ら

の
洞

察
山

崎
新

太
郎

（
北

見
工

大
）・

川
口

貴
之

・
中

村
　

大
・

山
下

　
聡

	
10

92
	

落
石

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
用

い
る

反
発

係
数

の
特

性
に

関
す

る
検

討
中

村
公

一
（

鳥
取

大
）・

島
内

哲
哉

・
小

野
和

行
	
10

93
	

リ
ン

グ
せ

ん
断

試
験

を
用

い
た

粘
性

土
に

お
け

る
通

電
時

強
度

特
性

に
関

す
る

研
究

片
山

直
道

（
愛

媛
大

）・
ネ

ト
ラ

 バ
ン

ダ
リ

	
10

94
	

粘
性

土
の

残
留

状
態

に
お

け
る

せ
ん

断
ク

リ
ー

プ
破

壊
モ

デ
ル

ネ
ト

ラ
 バ

ン
ダ

リ
（

愛
媛

大
）・

酒
井

啓
太

・
小

阪
　

岳
	
10

95
	

連
続

ス
テ

ッ
プ

式
孔

内
試

験
の

地
す

べ
り

地
へ

の
適

用
例

太
田

史
朗

（
川

崎
地

質
）・

宍
戸

拓
磨

・
榊

原
信

夫
	
10

96
	

陽
イ

オ
ン

濃
度

調
節

水
溶

液
を

用
い

た
地

す
べ

り
粘

土
の

強
度

・
鉱

物
特

性
藤

田
直

丈
（

愛
媛

大
）・

ネ
ト

ラ
 バ

ン
ダ

リ
・

中
島

淳
子

	
10

97
	

ク
リ

ー
プ

型
地

す
べ

り
粘

土
を

想
定

し
た

粘
土

の
残

留
せ

ん
断

強
さ

に
及

ぼ
す

せ
ん

断
速

度
の

影
響

浅
倉

優
介

（
日

大
）・

梅
村

　
順

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
9
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
す
べ
り
・
落
石
③
　
そ
の
他
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
石
澤
　
友
浩
（
防
災
科
学
技
術
研
究
所
）

	
10

98
	

建
設

工
事

中
の

斜
面

崩
壊

に
よ

る
労

働
災

害
の

調
査

・
分

析
伊

藤
和

也
（

安
衛

研
）・

吉
川

直
孝

・
豊

澤
康

男
	
10

99
	

マ
レ

ー
半

島
斜

面
災

害
履

歴
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

用
い

た
風

化
と

斜
面

崩
壊

の
相

関
性

の
分

析
西

ヶ
谷

友
美

（
茨

城
大

）・
村

上
　

哲
	
11

00
	

法
面

か
ら

の
墜

落
災

害
防

止
の

た
め

の
ア

ン
カ

ー
に

よ
る

親
綱

固
定

方
法

に
関

す
る

衝
撃

載
荷

実
験

岡
庭

翔
一

（
東

京
都

市
大

）・
末

政
直

晃
・

伊
藤

和
也

	
11

01
	

ド
ラ

ム
遠

心
載

荷
装

置
に

お
け

る
大

規
模

津
波

実
験

の
開

発
と

防
波

堤
基

礎
の

安
定

性
へ

の
適

用
角

田
紘

子
（

東
洋

建
設

）・
三

宅
達

夫
・

宮
本

順
司

・
鶴

ヶ
崎

和
博

・
澤

田
　

豊
・

前
田

健
一

・
松

田
達

也
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02
	

津
波

越
流

が
持

続
す

る
時

の
防

波
堤

基
礎

地
盤

の
安

定
性

に
関

す
る

遠
心

模
型

実
験

宮
本

順
司

（
東

洋
建

設
）・

三
宅

達
夫

・
鶴

ヶ
崎

和
博

・
角

田
紘

子
・

前
田

健
一

・
松

田
達
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メ
コ

ン
デ

ル
タ

に
お

け
る

地
盤

沈
下

進
行

状
況

の
変

化
杉

本
裕

樹
（

茨
城

大
）・

村
上

　
哲

・
安

原
一

哉
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信
頼

性
地

盤
沈

下
マ

ッ
ピ

ン
グ

に
よ

る
メ

コ
ン

デ
ル

タ
の

地
盤

沈
下

図
の

作
成

村
上

　
哲

（
茨

城
大

）・
杉

本
裕

樹

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
9
会
場

【
地
盤
防
災
−
豪
雨
　
斜
面
安
定
①
】	
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0
〜
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座
　
長
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松
木
　
宏
彰
（
復
建
調
査
設
計
）
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覆
土

し
た

盛
土

の
安

定
に

関
す

る
実

大
試

験
（

そ
の

1）
	

	
−

実
験

計
画

と
観

測
状

況
−

菅
野

浩
樹

（
新

日
鐵

住
金

）・
澤

石
正

道
・

和
田

昌
敏

・
高

橋
章

浩
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覆
土

し
た

盛
土

の
安

定
に

関
す

る
実

大
試

験
（

そ
の

2）
	

	
−

補
強
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の

引
抜

き
抵

抗
力

−
澤

石
正

道
（

新
日

鉄
住

金
エ

ン
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ン

グ
）・

和
田

昌
敏
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菅

野
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樹
・
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橋

章
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覆
土

し
た

盛
土

の
安

定
に

関
す

る
実

大
実

験
（

そ
の

3）
	

	
−

追
加

試
験

計
画

の
た

め
の

解
析
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村
健

太
（
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大
）・

澤
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正
道
・
和
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昌
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・
菅
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浩

樹
・
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橋

章
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平
成

26
年

8
月

豪
雨

時
の

広
島

ま
さ

土
斜

面
の

降
雨

浸
透
・

流
出

特
性

に
つ

い
て

岩
田

直
樹

（
中
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技

術
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ン
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タ

ン
ト

）・
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崎
　

剛
・

渡
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聡

・
片

山
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憲
・

笹
原

克
夫
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平
成
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年

8
月

豪
雨

時
の

広
島

ま
さ

土
斜

面
の

降
雨

に
伴

う
せ

ん
断

変
形

に
つ

い
て

中
井

真
司

（
復

建
調

査
設

計
）・

岩
田

直
樹

・
笹

原
克

夫
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火
山

砕
屑

物
か

ら
な

る
斜

面
崩

壊
箇

所
分

布
の

地
形

解
析

手
法

の
研

究
浅

野
憲

雄
（

中
部

大
）・

山
下

航
平
・
武

藤
大

和
・
余

川
弘

至
・

野
々

山
栄

人
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火
山

砕
屑

物
の

物
理

特
性

に
関

す
る

研
究

武
藤

大
和

（
中

部
大

）・
余

川
弘

至
・

浅
野

憲
雄

・
野

々
山

栄
人
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粒
子

法
に

よ
る

火
山

砕
屑

物
堆

積
斜

面
の

崩
壊

予
測

の
試

み
野

々
山

栄
人
（

名
大

）・
中

野
正

樹
・
野

田
利

弘
・
余

川
弘

至
・

浅
野

憲
雄

・
武

藤
大

和

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
III
）
の
部
	

第
9
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【
地
盤
防
災
−
豪
雨
　
斜
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定
②
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5
〜
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座
　
長
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圭
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（
大
阪
大
学
）
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城

山
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川
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頭

部
に
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け

る
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崩

壊
の

検
討

	
	（

そ
の

1：
現

地
調
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）
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川
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史

（
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大
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・
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井
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城

山
沼
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川

源
頭

部
に
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け

る
表

層
崩
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の

検
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	（

そ
の
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模
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）
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小
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・

若
井
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成

25
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台
風

26
号

に
よ

る
伊

豆
大

島
表

層
崩

壊
箇

所
の

透
水

特
性

と
原

位
置

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果

に
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す
る

検
討

寺
田

悠
祐

（
応

用
地

質
）・

野
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賢

・
上

野
将

司
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平
成

25
年

台
風

26
号

に
よ

る
伊

豆
大

島
土
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災
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箇

所
の

強
度

特
性
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崩

壊
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構
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野
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20
13

年
伊

豆
大

島
台

風
災

害
で

崩
壊

し
た

源
頭

部
斜

面
の

降
雨

浸
透

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

若
井

明
彦
（

群
馬

大
）・
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貴
之
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・
横

内
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・

後
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工
事

斜
面

に
お

け
る

浅
い

部
分

の
せ

ん
断

ひ
ず

み
の

現
場

計
測

渡
田

洋
介

（
東

京
都

市
大

）・
末

政
直

晃
・

玉
手

　
聡

・
堀

　
智

仁

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
9
会
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【
地
盤
防
災
−
豪
雨
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面
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定
③
】	
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〜
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座
　
長
：
荒
木
　
功
平
（
山
梨
大
学
）
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山
麓

に
位

置
す

る
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設
内

斜
面

の
変

状
事

例
木

内
雄

太
（

創
造

社
）・

斎
藤

孝
夫

・
藤

田
信

幸
・

佐
々

木
一

栄
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広
域

斜
面

の
降

雨
時

安
定

性
解

析
モ

デ
ル

を
用

い
た

再
現

解
析

浅
野

嘉
文

（
JR

東
海

）・
布

川
　

修
・

大
木
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裕

・
舟

橋
秀

麿
・

今
井

賢
一

・
杉

山
友
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／

水
連

成
を
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し
た
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の
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（
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竹
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・
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ン
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る
簡
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削
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ム
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適
用

範
囲

に
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る

検
討

藤
原

直
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（
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山
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ー
リ

ン
グ

）・
米

澤
尚

武
・
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原
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一
・

小
松
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一
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融
雪

期
に

お
け

る
盛

土
内

水
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の
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動

宮
下

優
也

（
鉄

道
総

研
）・
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柳
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太
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直
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藤

亮
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・
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藤
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章
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裂

の
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受
圧

板
付

き
補

強
材

に
よ
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斜
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安

定
性
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向
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栞
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務

省
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関
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井
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浩
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に
位

置
す

る
鉄

道
盛

土
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降
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に
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壊
原
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と
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水

谷
美
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（

JR
西

日
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西
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山
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也

・

後
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田
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・

杉
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安
定

解
析

に
基

づ
く

斜
面

崩
壊

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

検
討

−
平

成
25

年
台

風
18

号
に

よ
る

福
井

県
嶺

南
地

域
の

斜
面

崩
壊

を
事
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降
雨

時
の

傾
斜

地
盤

内
に

お
け

る
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気
圧

の
挙

動
に

つ
い

て
川

勝
拓

哉
（
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戸

大
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大
川

紀
郁

・
河

井
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之
・

飯
塚

　
敦
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火
山

灰
斜

面
に

お
け

る
表

層
崩

壊
予

測
の

現
地

調
査

と
斜

面
崩

壊
リ

ス
ク

の
低

減
永

川
勝
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（
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礎
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盤

コ
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サ
ル

タ
ン

ツ
）・
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太
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・
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藤
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面
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の
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ん
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ひ

ず
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と
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和

不
飽

和
浸
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流

解
析

お
よ
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性
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を

組
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合
わ

せ
た

斜
面

安
定
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析

安
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悠

（
早

大
）・

須
田
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太

郎
・

小
西
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治
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一

●
9
月
3
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午
前
（
I）
の
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）

	
10

75
	

鉄
道

橋
梁

橋
脚

の
健

全
度

評
価

指
標

に
関
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研
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・
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湊
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時

微
動

の
パ
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ー

ス
ペ

ク
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ル
面

積
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を
用

い
た
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時
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健
全

度
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標
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す
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地

を
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と

し
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流
出

・
氾

濫
解
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（
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友
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・
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（
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阪

大
）・
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勝
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史
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計

的
手

法
に

よ
る

降
雨

シ
ナ

リ
オ

作
成

法
の

提
案

後
藤

貴
哉

（
茨

城
大

）・
村

上
　

哲
	
10

80
	

斜
面

勾
配

が
表

面
流

出
に
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量
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利
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地
盤
防
災
−
豪
雨
　
斜
面
安
定
⑤
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
酒
井
　
直
樹
（
防
災
科
学
技
術
研
究
所
）

	
10

55
	

斜
面

変
状

の
多

点
監

視
：

機
器

の
開

発
と

そ
の

有
効

性
の

検
討

衛
藤

一
平

（
東

大
）・

内
村

太
郎

・
王

　
　

林
・

陳
　

雨
龍
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10

56
	

現
地

観
測

デ
ー

タ
を

用
い

た
二

次
元

モ
デ

ル
作

成
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

徳
田

早
映
（

大
阪

大
）・

小
泉

圭
吾
・
小

田
和

広
・
臼

木
陽

平
・

伊
藤

真
一

・
竹

本
　

将
・

藤
原

　
優

・
森

下
　

泰
	
10

57
	

道
路

に
近

接
し

た
自

然
斜

面
に

お
け

る
表

層
崩

壊
土

層
の

土
質

特
性

に
つ

い
て

藤
井

正
雄
（

神
戸

大
）・

鏡
原

聖
史
・
文

岩
秀

貴
・
澁

谷
　

啓
・

鳥
居

宣
之

・
小

泉
圭

吾
・

原
口

勝
則

・
森

　
俊

彦
・

福
島

克
章

・
小

田
和

広
	
10

58
	

降
雨

斜
面

模
型

実
験

と
解

析
C
hu

ea
sa

m
at

 A
nu

sr
on

（
東

京
農

工
大

）・
向

後
雄

二
・

堀
　

俊
和

・
斉

藤
広

隆
	
10

59
	

近
年

の
集

中
豪

雨
に

伴
う

盛
土

構
造

物
へ

の
影

響
野

口
祥

悟
（

福
島

高
専

）・
金

澤
伸

一
・

林
　

久
資

	
10

60
	

小
型

模
型

斜
面

に
お

け
る

散
水

時
の

変
動

挙
動

の
把

握
大

西
貴

之
（

大
阪

大
）・

小
泉

圭
吾
・
小

田
和

広
・
竹

本
　

将
・

藤
原

　
優

・
Y
os

hi
o 

F
uk

ud
a・

M
ar

ia
 F

en
g

	
10

61
	

室
内

斜
面

模
型

実
験

に
よ

る
地

盤
内

浸
透

流
の

挙
動

解
明

お
よ

び
数

値
解

析
に

よ
る

再
現

性
の

検
証

石
田

純
平
（

長
崎

大
）・

蒋
　

宇
静
・
大

嶺
　

聖
・
杉

本
知

史
・

李
　

　
博

・
池

田
　

翔

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
9
会
場

【
地
盤
防
災
−
豪
雨
　
斜
面
安
定
⑥
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
阪
口
　
和
之
（
ア
ジ
ア
航
測
）

	
10

62
	

神
戸

市
に

お
け

る
20

14
年

台
風

11
号

に
よ

る
斜

面
崩

壊
の

特
徴

植
田

允
教

（
ダ

イ
ヤ

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
）・

沖
村

　
孝

・
奥

野
　

潔
・

岡
本

裕
也

・
荒

木
繁

幸
・

鏡
原

聖
史

	
10

63
	

20
14

年
8
月

広
島

豪
雨

に
よ

る
土

石
流

の
現

地
調

査
の

知
見

と
考

察
常

田
賢

一
（

大
阪

大
）

	
10

64
	

20
14

年
8
月

 広
島

豪
雨

災
害

に
お

け
る

土
石

流
と

リ
ニ

ア
メ

ン
ト

の
関

係
濱

沖
俊

史
（

西
日

本
高

速
道

路
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
中

国
）・

下
野

宗
彦

・
中

田
幸

男
・

村
上

豊
和

	
10

65
	

供
用

中
の

高
速

道
路

に
お

け
る

土
石

流
災

害
の

分
析

永
田

政
司

（
N
E
X
C
O

総
研

）・
田

山
　

聡
・

篠
田

雅
男

・
安

藤
　

伸
	
10

66
	

数
値

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
基

づ
く

道
路

に
近

接
し

た
渓

流
か

ら
の

集
中

豪
雨

時
の

土
砂

流
出

に
関

す
る

考
察

小
田

和
広
（

大
阪

大
）・

梅
村

恭
平
・
原

口
勝

則
・
鏡

原
聖

史
・

鳥
居

宣
之

・
小

泉
圭

吾
・

伊
藤

真
一

・
森

　
俊

彦
・

福
島

克
章

	
10

67
	

降
雨

形
態

に
着

目
し

た
赤

土
の

流
出

特
性

に
関

す
る

実
験

的
研

究 岩
見

康
平

（
九

大
）・

荒
木

功
平

・
安

福
規

之

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
9
会
場

【
地
盤
防
災
−
豪
雨
　
斜
面
安
定
⑦
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
川
村
　
志
麻
（
室
蘭
工
業
大
学
）

	
10

68
	

M
E
M

S
加

速
度

計
を

用
い

た
傾

斜
セ

ン
サ

に
よ

る
斜

面
の

観
測

事
例

菅
野

瑞
穂

（
中

央
開

発
）・

山
口

弘
志

	
10

69
	

キ
ャ

ピ
ラ

リ
ー

バ
リ

ア
の

の
り

面
へ

の
適

用
性

に
関

す
る

基
礎

的
研

究
小

橋
俊

也
（

大
阪

大
）・

小
泉

圭
吾
・
小

田
和

広
・
大

西
貴

之
・

竹
本

　
将

・
藤

原
　

優
・

森
下

　
泰

	
10

70
	

補
強

材
打

設
角

度
と

頭
部

連
結

が
斜

面
安

定
化

に
与

え
る

影
響

に
関

す
る

遠
心

模
型

実
験

副
田

尚
輝

（
日

鐵
住

金
建

材
）・

岩
佐

直
人

・
笠

原
　

啓
・

伊
藤

和
也

	
10

71
	

山
腹

斜
面

崩
壊

地
に

お
け

る
長

尺
ネ

イ
ル

サ
ン

プ
リ

ン
グ

の
適

用
事

例
鏡

原
聖

史
（

ダ
イ

ヤ
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

）・
松

村
法

行
・

松
本

修
司

・
文

岩
秀

貴
・

藤
井

正
雄

・
澁

谷
　

啓
・

西
田

一
彦

	
10

72
	

高
解

像
度

D
E
M

デ
ー

タ
を

用
い

た
豪

雨
時

斜
面

崩
壊

の
地

形
要

因
分

析
加

藤
大

佑
（

長
岡

技
科

大
）・

大
塚

　
悟

	
10

73
	

河
川

堤
防

の
浸

透
流

解
析

に
よ

る
地

盤
安

定
性

検
討

花
田

光
司

（
千

葉
工

大
）・

鈴
木

　
誠

・
吉

波
康

行
	
10

74
	

伊
豆

大
島

の
火

山
性

堆
積

斜
面

に
お

け
る

雨
水

浸
透

過
程

萩
野

　
知

（
東

大
）・

内
村

太
郎

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
10
会
場

【
地
盤
防
災
−
平
成
23
年
台
風
12
号
に
関
す
る
地
盤
災
害
報
告
①
】

	
	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
三
田
村
　
宗
樹
（
大
阪
市
立
大
学
）

	
11

27
	

平
成

23
年

台
風

第
12

号
に

よ
る

降
雨

と
大

規
模

斜
面

変
動

の
関

係
平

井
孝

治
（

ア
テ

ッ
ク

吉
村

）・
大

石
　

哲
・

江
種

伸
之

・
高

尾
秀

之
・

伊
藤

修
二

・
三

田
村

宗
樹

	
11

28
	

平
成

23
年

台
風

12
号

に
よ

り
発

生
し

た
和

歌
山

県
日

高
・

西
牟

婁
地

域
に

お
け

る
大

規
模

斜
面

崩
壊

の
特

徴
矢

野
晴

彦
（

中
央

開
発

）・
鍋

島
康

之
・

野
並

　
賢

・
谷

垣
勝

久
・

石
田

優
子

・
後

　
誠

介
	
11

29
	

降
雨

に
よ

る
斜

面
崩

壊
に

及
ぼ

す
湧

水
の

影
響

に
関

す
る

実
験

的
考

察
鍋

島
康

之
（

明
石

高
専

）
	
11

30
	

平
成

23
年

台
風

12
号

に
よ

り
発

生
し

た
三

重
県

紀
北

町
鍛

冶
屋

又
谷

の
大

規
模

崩
壊

箇
所

の
素

因
検

討
石

川
昌

幹
（

東
邦

地
水

）・
酒

井
俊

典
・

岡
島

賢
治

・
阪

口
和

之
・

長
谷

川
謙

二
・

林
　

健
二

・
片

岡
　

泰
・

古
根

川
竜

夫
・

由
井

恒
彦

・
中

谷
　

仁
	
11

31
	

平
成

23
年

台
風

12
号

に
よ

り
発

生
し

た
三

重
県

紀
北

町
鍛

冶
屋

又
谷

の
大

規
模

崩
壊

の
解

析
的

検
討

林
　

健
二

（
フ

ォ
レ

ス
ト

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

）・
酒

井
俊

典
・

岡
島

賢
治

・
石

川
昌

幹
・

阪
口

和
之

・
長

谷
川

謙
二

・
片

岡
　

泰
・

古
根

川
竜

夫
・

由
井

恒
彦

・
中

谷
　

仁
	
11

32
	

平
成

23
年

台
風

12
号

に
よ

る
新

宮
市

高
田

口
の

土
石

流
災

害
谷

垣
勝

久
（

タ
ニ

ガ
キ

建
工

）・
後

　
誠

介
・
古

根
川

竜
夫
・

木
村

好
延

・
森

山
将

斗
・

江
種

伸
之

	
11

33
	

想
定

外
の

水
圧

を
受

け
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

特
殊

堤
防

基
礎

周
囲

の
矢

板
が

浸
透

破
壊

に
与

え
る

影
響

岡
島

賢
治
（

三
重

大
）・

酒
井

俊
典
・
林

　
健

二
・
石

川
昌

幹
・

長
谷

川
謙

二
・

古
根

川
竜

夫
・

阪
口

和
之

・
由

井
恒

彦
・

片
岡

　
泰

・
中

谷
　

仁

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
10
会
場

【
地
盤
防
災
−
平
成
23
年
台
風
12
号
に
関
す
る
地
盤
災
害
報
告
②
】

	
	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
深
川
　
良
一
（
立
命
館
大
学
）

	
11

34
	

東
紀

州
地

域
に

お
け

る
平

成
23

年
台

風
12

号
で

の
表

層
崩

壊
と

降
水

量
と

の
関

係
酒

井
俊

典
（

三
重

大
）・

片
岡

　
泰

・
石

川
昌

幹
・

古
根

川
竜

夫
・

由
井

恒
彦

・
阪

口
和

之
・

岡
島

賢
治

・
長

谷
川

謙
二

・
林

　
健

二
・

中
谷

　
仁

	
11

35
	

平
成

23
年

12
号

台
風

に
よ

り
発

生
し

た
三

重
県

東
紀

州
の

斜
面

崩
壊

に
関

す
る

現
地

調
査

結
果

由
井

恒
彦

（
松

阪
鑿

泉
）・

酒
井

俊
典

・
岡

島
賢

治
・

石
川

昌
幹

・
古

根
川

竜
夫

・
阪

口
和

之
・

中
谷

　
仁

・
長

谷
川

謙
二

・
林

　
健

二
・

片
岡

　
泰

	
11

36
	

平
成

23
年

12
号

台
風

に
よ

り
発

生
し

た
三

重
県

熊
野

市
五

郷
町

寺
谷

地
区

の
崩

壊
状

況
片

岡
　

泰
（

キ
ン

キ
地

質
セ

ン
タ

ー
）・

酒
井

俊
典

・
岡

島
賢

治
・

石
川

昌
幹

・
古

根
川

竜
夫

・
阪

口
和

之
・

中
谷

　
仁

・
長

谷
川

謙
二

・
林

　
健

二
・

由
井

恒
彦

	
11

37
	

三
重

県
熊

野
古

道
「

横
垣

峠
」

に
お

け
る

斜
面

崩
壊

の
素

因
と

誘
因

に
関

す
る

考
察

石
田

優
子

（
立

命
館

大
）・

佐
田

浩
介

・
木

林
　

幹
・

古
根

川
竜

夫
・

酒
井

俊
典

・
岡

島
賢

治
・

藤
本

将
光

・
深

川
良

一
	
11

38
	

熊
野

古
道

「
横

垣
峠

」
に

お
け

る
崩

壊
時

の
地

下
水

位
推

定
木

林
　

幹
（

立
命

館
大

）・
石

田
優

子
・

古
根

川
竜

夫
・

酒
井

俊
典

・
岡

島
賢

治
・

藤
本

将
光

・
深

川
良

一
	
11

39
	

平
成

23
年

台
風

12
号

に
よ

り
発

生
し

た
和

歌
山

県
東

牟
婁

地
域

の
斜

面
崩

壊
の

特
徴

藤
井

翔
太

郎
（

和
歌

山
大

）・
江

種
伸

之
・

石
田

優
子

・
後

　
誠

介
	
11

40
	

20
11

年
台

風
12

号
豪

雨
に

よ
り

の
奈

良
県

野
迫

川
村

地
区

で
発

生
し

た
斜

面
表

層
崩

壊
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

考
察

文
岩

秀
貴
（

神
戸

大
）・

鳥
居

宣
之
・
加

藤
正

司
・
小

泉
圭

吾
・

鏡
原

聖
史

・
松

本
修

司
・

三
田

村
宗

樹
・

澁
谷

　
啓

・
川

畑
将

大

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
10
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
盤
の
安
定
①
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
橘
　
伸
也
（
埼
玉
大
学
）

	
11

05
	

津
波

に
よ

る
防

波
堤

挙
動

に
関

す
る

遠
心

模
型

実
験

鶴
ヶ

崎
和

博
（

東
洋

建
設

）・
宮

本
順

司
・

角
田

紘
子

・
中

瀬
　

仁
・

岩
本

哲
也

	
11

06
	

S
P
H
-D

E
M

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

解
析

を
用

い
た

津
波

に
よ

る
防

波
堤

捨
石

マ
ウ

ン
ド

の
浸

透
流

を
考

慮
し

た
変

形
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
岩

本
哲

也
（

東
電

設
計

）・
中

瀬
　

仁
・

鶴
ヶ

崎
和

博
・

宮
本

順
司

	
11

07
	

地
震

動
が

路
面

下
空

洞
の

拡
大

化
に

与
え

る
影

響
の

検
討

 
模

型
実

験
報

告
（

そ
の

1）
瀬

良
良

子
（

ジ
オ

・
サ

ー
チ

）・
太

田
雅

彦
・

桑
野

玲
子

・
堀

内
佑

樹
・

菊
池

徹
朗

	
11

08
	

地
震

動
が

路
面

下
空

洞
の

拡
大

化
に

与
え

る
影

響
の

検
討

 
模

型
実

験
報

告
（

そ
の

2）
太

田
雅

彦
（

ジ
オ

・
サ

ー
チ

）・
瀬

良
良

子
・

桑
野

玲
子

・
堀

内
佑

樹
・

中
村

治
人

	
11

09
	

路
面

下
空

洞
の

発
生

状
況

に
関

す
る

考
察

（
そ

の
7）

開
削

調
査

に
よ

る
実

態
報

告
奥

田
み

の
り

（
ジ

オ
・

サ
ー

チ
）・

中
村

治
人

・
阿

部
匡

彦
	
11

10
	

路
面

下
空

洞
の

発
生

状
況

に
関

す
る

考
察

（
そ

の
8）

発
生

規
模

と
空

洞
周

辺
の

ゆ
る

み
状

況
に

つ
い

て
3

中
村

治
人

（
ジ

オ
・

サ
ー

チ
）・

奥
田

み
の

り
・

北
島

輝
也

・
高

橋
佑

輔
	
11

11
	

路
面

下
空

洞
発

生
状

況
に

関
す

る
考

察
（

そ
の

9）
 大

型
地

下
構

造
物

の
周

辺
に

発
生

す
る

路
面

下
空

洞
小

池
　

豊
（

ジ
オ

・
サ

ー
チ

）・
中

村
治

人
・

瀬
良

良
子

・
崔

　
然

宇

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
10
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
盤
の
安
定
②
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
後
藤
　
聡
（
山
梨
大
学
）

	
11

12
	

道
央

自
動

車
道

 本
茅

部
地

区
高

盛
土

の
り

面
災

害
復

旧
の

報
告 小

山
良

生
（

N
E
X
C
O

東
日

本
）

	
11

13
	

L
ab

or
at

or
y 

m
od

el
 t
es

ts
 t
o 

ex
am

in
e 
th

e 
eff

ec
t 
of

 p
ip

e 
flo

w
 o

n 
st
ab

ili
ty

 o
f 
sl
op

es
ア

タ
パ

ッ
ツ

 エ
ー

.エ
ム

.ア
ー

ル
.ジ

ー
.（

広
島

大
）・

丸
野

雄
太

朗
・

土
田

　
孝

・
矢

葺
健

太
郎

	
11

14
	

ジ
ェ

ッ
ト

流
の

作
用

に
よ

る
地

盤
内

の
過

剰
間

隙
水

圧
発

生
メ

カ
ニ

ズ
ム

と
洗

掘
に

関
す

る
考

察
松

田
達

也
（

豊
橋

技
科

大
）・

山
口

敦
志

・
前

田
健

一
・

三
宅

達
夫

・
宮

本
順

司
・

角
田

紘
子

・
鶴

ヶ
崎

和
博

	
11

15
	

土
中

水
計

測
に

基
づ

く
融

雪
水

浸
透

に
関

す
る

一
考

察
外

狩
麻

子
（

JR
東

日
本

）・
山

口
英

俊
	
11

16
	

新
第

三
系

泥
岩

の
流

れ
盤

か
ら

な
る

切
土

の
り

面
の

崩
壊

と
地

質
構

造
の

関
係

佐
藤

直
行

（
奥

山
ボ

ー
リ

ン
グ

）・
糸

井
菜

月
・
藤

原
直

哉
・

小
松

順
一

	
11

17
	

円
柱

構
造

物
周

辺
に

お
け

る
波

浪
に

よ
る

海
底

地
盤

の
不

安
定

化
に

関
す

る
解

析
的

研
究

齋
藤

裕
也

（
豊

橋
技

科
大

）・
三

浦
均

也
・

松
田

達
也

	
11

18
	

吹
付

法
面

に
お

け
る

補
修

方
法

の
適

用
性

に
関

す
る

原
位

置
試

験 窪
塚

大
輔

（
日

特
建

設
）・

宇
次

原
雅

之
・

若
井

明
彦

・
三

田
　

淳
・

江
口

喜
彦

・
関

　
晴

夫

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
III
）
の
部
	

第
10
会
場

【
地
盤
防
災
−
地
盤
の
安
定
③
】	

16
:4
5
〜
18
:1
5

座
　
長
：
宮
武
　
裕
昭
（
土
木
研
究
所
）

	
11

19
	

流
出

氾
濫

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
適

用
す

る
鉄

道
沿

線
に

お
け

る
排

水
設

備
の

モ
デ

ル
化

に
関

す
る

基
礎

検
討

湯
浅

友
輝

（
鉄

道
総

研
）・

渡
邉

　
諭

・
阪

東
聖

人
・

太
田

直
之

・
杉

山
友

康
	
11

20
	

切
土

の
り

面
の

長
期

安
定

性
に

関
す

る
検

討
篠

田
雅

男
（

N
E
X
C
O

総
研

）・
藤

岡
一

頼
	
11

21
	

有
限

地
盤

層
厚

を
考

慮
し

た
波

浪
場

に
お

け
る

地
盤

内
水

圧
変

動
と

海
底

面
流

速
の

相
互

作
用

に
よ

る
土

砂
流

動
の

考
察

佐
藤

隼
可

（
豊

橋
技

科
大

）・
加

藤
悠

貴
・

松
田

達
也

・
三

浦
均

也
・

齋
藤

裕
也

	
11

22
	

火
山

砕
屑

岩
か

ら
な

る
切

土
法

面
の

削
剥

主
要

因
村

井
政

徳
（

川
崎

地
質

）・
廣

田
清

治
・

横
山

俊
治

	
11

23
	

異
な

る
地

盤
条

件
の

ジ
ェ

ッ
ト

流
に

よ
る

防
波

堤
背

後
地

盤
の

洗
掘

メ
カ

ニ
ズ

ム
山

口
敦

志
（

名
工

大
）・

前
田

健
一
・
松

田
達

也
・
齊

藤
　

啓
・

Z
ha

oq
in

g 
L
i

	
11

24
	

ネ
パ

ー
ル

・
ポ

カ
ラ

で
頻

発
す

る
自

然
堆

積
地

盤
の

陥
没

調
査

新
井

逸
郎

（
東

大
）・

清
田

　
隆

・
桑

野
玲

子
・

R
.M

. P
ok

hr
el
・

G
. C

hi
ar

o・
片

桐
俊

彦
	
11

25
	

水
位

変
動

の
繰

り
返

し
を

考
慮

し
た

サ
イ

ゴ
ン

川
河

岸
斜

面
の

浸
透

・
安

定
連

成
解

析
大

矢
綾

香
（

立
命

館
大

）・
平

岡
伸

隆
・

飯
田

　
悟

・
藤

本
将

光
・

深
川

良
一

	
11

26
	

降
雨

時
の

斜
面

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

と
崩

壊
発

生
予

測
の

基
礎

的
検

討 石
澤

友
浩

（
防

災
科

研
）・

檀
上

　
徹
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13

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
I, 
II）
の
部
	

第
10
会
場

【
D
S
-6
　
最
近
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
と
岩
盤
工
学
】	
9:
00
〜
12
:1
5

主
催
委
員
会
：
岩
盤
工
学
企
画
委
員
会

座
　
長
：
鈴
木
　
健
一
郎
（
大
林
組
）

副
座
長
：
小
早
川
　
博
亮
（
電
力
中
央
研
究
所
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

第
1
部

　
1.
 発
表

　
　
(1
) 今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
と
技
術
開
発

　
　
　
内
山
　
洋
司
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
(2
) 苫
小
牧
地
点
に
お
け
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
大
規
模
実
証
試
験
の
概
要

　
　
　
川
島
　
文
治
（
日
本
Ｃ
Ｃ
Ｓ
調
査
）

　
　
(3
) 一
般
発
表
（
3
編
、
N
o.
60
～
62
）

　
2.
 デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
休
　
憩

第
2
部

　
1.
 発
表

　
　
(1
) 最
近
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
備
蓄

　
　
　
大
竹
　
健
司
（
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
）

　
　
(2
) �メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
開
発
を
目
的
と
し
た
未
固
結
地
層

に
お
け
る
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
挙
動
の
実
験
的
研
究

　
　
　
伊
藤
　
高
敏
（
東
北
大
学
）

　
　
(3
) 再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
圧
縮
空
気
貯
蔵

　
　
　
中
川
　
加
明
一
郎
（
ダ
イ
ヤ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

　
　
(4
) 一
般
発
表
（
3
編
、
N
o.
63
～
65
）

　
2.
 デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

	
60

	
堆

積
軟

岩
の

原
位

置
加

熱
実

験
−

比
抵

抗
ト

モ
グ

ラ
フ

ィ
に

よ
る

加
熱

・
不

飽
和

帯
進

展
状

況
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

−
窪

田
健

二
（

電
力

中
研

）・
鈴

木
浩

一
・

池
野

谷
尚

史
・

高
倉

　
望

・
谷

　
和

夫
	

61
	

C
F
D
-D

E
M

に
よ

る
グ

ラ
ウ

ト
動

的
注

入
工

法
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

保
木

勇
介

（
関

西
大

）・
小

山
倫

史
・

清
水

浩
之

	
62

	
地

中
熱

利
用

に
お

け
る

採
熱

量
期

待
値

表
示

シ
ス

テ
ム

船
引

彩
子

（
日

大
）・

小
熊

正
人

	
63

	
女

川
層

タ
イ

ト
オ

イ
ル

開
発

と
水

圧
破

砕
デ

ザ
イ

ン
玉

川
哲

也
（

石
油

資
源

開
発

）
	

64
	

地
熱

開
発

の
現

状
と

地
熱

増
産

シ
ス

テ
ム

（
E
G
S
）

技
術

開
発

海
江

田
秀

志
（

電
力

中
研

）
	

65
	

圧
縮

空
気

を
用

い
た

エ
ネ

ル
ギ

ー
貯

蔵
技

術
に

つ
い

て
末

永
　

弘
（

電
力

中
研

）・
田

中
姿

郎
・

伊
藤

由
紀

・
窪

田
健

二
・

野
原

慎
太

郎
・

木
村

治
夫

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
10
会
場

【
地
盤
材
料
−
砂
質
土
①
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
片
岡
　
沙
都
紀
（
神
戸
大
学
）

	
22

3	
飽

和
砂

質
土

の
有

効
応

力
低

下
に

よ
る

塑
性

降
伏

応
力

状
態

と
変

相
線

の
関

係
に

つ
い

て
鈴

木
彩

斗
美

（
茨

城
大

）・
村

上
　

哲
	

22
4	

A
lb

an
y
硅

砂
の

弾
塑

性
構

成
パ

ラ
メ

ー
タ

の
同

定
吉

富
　

力
（

神
戸

大
）・

河
井

克
之

・
飯

塚
　

敦
・

タ
ラ

ニ
デ

ィ
 ロ

ハ
ニ

	
22

5	
非

関
連

性
を

考
慮

し
た

非
線

形
移

動
硬

化
則

に
基

づ
く

繰
返

し
弾

塑
性

構
成

式
岡

二
三

生
（

京
大

）・
木

元
小

百
合

	
22

6	
地

盤
の

微
視

的
構

造
の

復
元

と
力

学
特

性
評

価
　

−
リ

バ
ー

ス
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
の

地
盤

工
学

へ
の

応
用

−
松

村
　

聡
（

港
空

研
）・

水
谷

崇
亮

	
22

7	
中

空
ね

じ
り

せ
ん

断
試

験
に

よ
る

砂
の

体
積

ひ
ず

み
と

塑
性

ひ
ず

み
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
関

係
 そ

の
2

堂
野

前
大

貴
（

日
大

）・
山

田
雅

一
・
山

田
峻

作
・
道

明
裕

毅
・

安
達

俊
夫

	
22

8	
低

・
中

拘
束

圧
で

単
調

・
繰

返
し

載
荷

を
受

け
る

豊
浦

砂
の

力
学

特
性

に
関

す
る

実
験

的
研

究
細

谷
旭

弘
（

名
工

大
）・

顧
　

琳
琳

・
張

　
　

鋒
	

22
9	

三
軸

液
状

化
試

験
に

お
け

る
砂

供
試

体
の

局
所

変
形

特
性

の
直

接
・

間
接

評
価

星
野

龍
一

郎
（

東
大

）・
古

関
潤

一
・

宮
下

千
花

・
佐

藤
剛

司
	

23
0	

継
続

時
間

の
異

な
っ

た
不

規
則

荷
重

を
受

け
る

細
粒

分
含

有
砂

の
液

状
化

特
性

春
野

友
希

（
九

工
大

）・
永

瀬
英

生
・

廣
岡

明
彦

・
小

野
虎

太
郎

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
10
会
場

【
地
盤
材
料
−
砂
質
土
②
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
河
井
　
克
之
（
近
畿
大
学
）

	
23

1	
異

な
る

締
固

め
状

態
の

砂
質

土
の

せ
ん

断
特

性
に

及
ぼ

す
排

水
条

件
の

影
響

糟
谷

優
太

（
東

京
理

科
大

）・
大

谷
勇

樹
・

増
田

貴
樹

・
菊

池
喜

昭
・

龍
岡

文
夫

・
兵

動
太

一
	

23
2	

D
E
M

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
用

い
た

平
均

粒
径

の
変

化
と

ス
レ

ス
ホ

ル
ド

ラ
イ

ン
に

関
す

る
研

究
金

　
秉

洙
（

岡
山

大
）・

工
藤

　
匠

・
加

藤
正

司
・

竹
下

祐
二

	
23

3	
藤

沼
ダ

ム
上

部
砂

層
の

密
度

と
定

常
状

態
強

度
倪

　
　

帥
（

首
都

大
学

東
京

）・
吉

嶺
充

俊
	

23
4	

模
型

斜
面

す
べ

り
面

上
の

応
力

再
配

分
機

構
と

安
定

解
析

熊
原

拓
希

（
日

大
）・

重
村

　
智

・
徳

江
俊

秀
・

堂
原

智
樹

	
23

5	
脱

窒
反

応
に

よ
り

生
成

す
る

バ
イ

オ
ガ

ス
を

利
用

し
た

飽
和

砂
質

土
の

不
飽

和
化

に
関

す
る

基
礎

的
研

究
中

野
晶

子
（

九
大

）・
L
eo

n 
V
an

 P
aa

ss
en

・
紅

林
良

亮
	

23
6	

Im
ag

e-
ba

se
d 

qu
an

ti
fi
ca

ti
on

 o
f 

si
ze

 a
nd

 s
ha

pe
 o

f 
co

lo
re

d 
si
lic

eo
us

 s
an

d
M

ao
 O

uy
an

g（
東

工
大

）・
高

橋
章

浩
	

23
7	

細
粒

分
を

多
く

含
む

砂
の

最
大

・
最

小
密

度
試

験
方

法
の

検
討

武
田

　
陽

（
東

京
電

機
大

）・
安

田
　

進
・

石
川

敬
祐

・
後

神
拓

也
	

23
8	

東
部

南
海

ト
ラ

フ
堆

積
物

と
そ

の
模

擬
試

料
の

孔
隙

径
分

布
お

よ
び

透
水

係
数

野
田

翔
兵
（

産
総

研
）・

伊
藤

拓
馬
・
木

村
　

匠
・
金

子
広

明
・

皆
川

秀
紀

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
10
会
場

【
地
盤
材
料
−
砂
質
土
③
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
海
野
　
寿
康
（
宇
都
宮
大
学
）

	
23

9	
非

塑
性

シ
ル

ト
を

含
む

細
砂

の
液

状
化

特
性

と
液

状
化

後
の

非
排

水
せ

ん
断

挙
動

榎
本

忠
夫

（
国

総
研

）
	

24
0	

繰
返

し
三

軸
試

験
と

繰
返

し
ね

じ
り

試
験

に
お

け
る

液
状

化
強

度
の

比
較

深
井

晴
夫

（
基

礎
地

盤
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

）・
大

島
昭

彦
・

岡
二

三
生

・
日

置
和

昭
・

甲
斐

誠
士

・
河

崎
和

文
・

佐
川

厚
志

・
平

井
孝

治
・

永
井

久
徳

	
24

1	
せ

ん
断

試
験

方
法

の
相

違
が

液
状

化
強

度
に

与
え

る
影

響
所

　
義

登
（

日
大

）・
山

田
雅

一
・

安
達

俊
夫

	
24

2	
複

数
回

液
状

化
時

の
特

性
変

化
に

関
す

る
多

層
リ

ン
グ

繰
返

し
単

純
せ

ん
断

試
験

（
そ

の
3）

青
柳

悠
大

（
東

大
）・

古
関

潤
一

・
佐

藤
剛

司
・

宮
下

千
花

	
24

3	
過

剰
間

隙
水

圧
の

残
留

・
転

移
が

余
震

時
の

液
状

化
に

与
え

る
影

響
佐

藤
　

大
（

東
工

大
）・

時
松

孝
次

	
24

4	
砂

質
土

の
液

状
化

強
度

に
及

ぼ
す

圧
密

時
間

に
よ

る
影

響
白

井
翔

也
（

長
岡

技
科

大
）・

豊
田

浩
史

・
高

田
　

晋
	

24
5	

透
水

が
地

盤
の

液
状

化
挙

動
に

与
え

る
影

響
	

	
―

2
質

点
オ

ン
ラ

イ
ン

地
震

応
答

実
験

を
用

い
た

検
討

―
山

田
峻

作
（

日
大

）・
山

田
雅

一
・

道
明

裕
毅

・
安

達
俊

夫
	

24
6	

ベ
ン

ダ
ー

エ
レ

メ
ン

ト
試

験
に

よ
る

防
振

材
の

材
質

と
そ

の
厚

さ
が

振
動

低
減

効
果

に
及

ぼ
す

影
響

高
田

　
晋

（
長

岡
技

科
大

）・
豊

田
浩

史
・

高
崎

秀
明

・
金

田
　

淳
・

池
本

宏
文

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
11
会
場

【
地
盤
材
料
−
軟
岩
・
硬
岩
①
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
清
木
　
隆
文
（
宇
都
宮
大
学
）

	
24

7	
原

位
置

岩
盤

引
張

り
試

験
装

置
の

開
発

と
モ

ル
タ

ル
を

用
い

た
試

験
法

の
検

証
納

谷
朋

広
（

ダ
イ

ヤ
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

）・
岡

田
哲

実
	

24
8	

頁
岩

を
対

象
と

し
た

原
位

置
岩

盤
引

張
り

試
験

法
の

検
証

岡
田

哲
実

（
電

力
中

研
）・

岡
崎

幸
司

・
谷

口
友

規
・

中
村

大
史

	
24

9	
堆

積
軟

岩
の

温
度

・
ク

リ
ー

プ
特

性
の

モ
デ

ル
化

と
多

層
系

有
限

要
素

解
析

蔭
山

　
星
（

名
工

大
）・

山
田

貴
大
・
井

谷
優

介
・
神

部
智

也
・

邱
　

暁
燁

・
張

　
　

鋒
	

25
0	

き
裂

面
を

有
す

る
凝

灰
岩

の
S
H
S

型
三

軸
せ

ん
断

試
験

に
よ

る
強

度
回

復
現

象
の

評
価

酒
井

慎
治

（
京

大
）・

矢
野

隆
夫

・
大

野
正

登
・

岸
田

　
潔

	
25

1	
ス

レ
ー

キ
ン

グ
を

受
け

た
富

津
泥

岩
試

料
の

繰
返

し
一

面
せ

ん
断

挙
動

沈
　

智
偉

（
東

京
理

科
大

）・
塚

本
良

道
・

兵
動

太
一

・
青

木
佳

祐
	

25
2	

K
0
条

件
下

で
数

H
z
の

動
的

載
荷

を
受

け
る

藤
森

粘
土

の
微

視
的

・
巨

視
的

挙
動

栗
本

悠
平
（

名
工

大
）・

小
枝

幸
真
・
王

　
　

乾
・
山

本
由

弦
・

阪
口

　
秀

・
氏

家
恒

太
郎

・
張

　
　

鋒
	

25
3	

デ
コ

ル
マ

形
成

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

数
値

実
験

に
よ

る
検

証
小

枝
幸

真
（

名
工

大
）・

栗
本

悠
平
・
王

　
　

乾
・
山

本
由

弦
・

阪
口

　
秀

・
張

　
　

鋒
	

25
4	

風
化

砂
岩

を
対

象
と

し
た

岩
盤

不
連

続
面

の
一

面
せ

ん
断

試
験

関
口

　
陽

（
電

力
中

研
）・

岡
田

哲
実

・
中

村
大

史

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
11
会
場

【
地
盤
材
料
−
軟
岩
・
硬
岩
②
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
岡
田
　
哲
実
（
電
力
中
央
研
究
所
）

	
25

5	
三

軸
圧

縮
試

験
に

よ
る

堆
積

軟
岩

の
骨

格
曲

線
の

推
定

宮
下

千
花

（
東

大
）・

古
関

潤
一

・
並

川
賢

治
・

松
本

正
士

	
25

6	
撥

水
材

に
よ

る
軟

岩
の

ス
レ

ー
キ

ン
グ

抵
抗

性
の

改
善

照
井

秀
幸

（
鹿

島
建

設
）・

北
本

幸
義

・
岡

本
道

孝
・

上
本

勝
弘

・
三

上
大

道
	

25
7	

地
化

学
作

用
を

考
慮

し
た

花
崗

岩
不

連
続

面
の

透
水

特
性

評
価

前
田

健
太

（
愛

媛
大

）・
安

原
英

明
・

木
下

尚
樹

	
25

8	
μ

フ
ォ

ー
カ

ス
X

線
C
T

に
よ

る
き

裂
を

有
す

る
花

崗
岩

の
二

相
分

離
化

石
川

智
優

（
京

大
）・

安
原

英
明

・
澤

田
　

淳
・

岸
田

　
潔

	
25

9	
地

震
荷

重
を

受
け

る
軟

岩
斜

面
の

不
安

定
化

機
構

に
関

す
る

実
験

的
研

究
郡

司
圭

悟
（

東
大

）・
東

畑
郁

生

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
11
会
場

【
地
盤
材
料
−
特
殊
土
①
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
林
　
宏
親
（
寒
地
土
木
研
究
所
）

	
37

3	
盛

土
併

用
真

空
圧

密
を

模
擬

し
た

三
軸

試
験

に
よ

る
泥

炭
の

強
度

お
よ

び
変

形
特

性
 そ

の
1

	
	

−
せ

ん
断

弾
性

係
数

の
変

化
−

鈴
木

　
京
（

秋
田

大
）・

荻
野

俊
寛
・
柳

田
陽

平
・
高

橋
貴

之
・

及
川

　
洋

	
37

4	
盛

土
併

用
真

空
圧

密
を

模
擬

し
た

三
軸

試
験

に
よ

る
泥

炭
の

強
度

お
よ

び
変

形
特

性
 そ

の
2

	
	

−
非

排
水

せ
ん

断
強

度
の

変
化

−
柳

田
陽

平
（

秋
田

大
）・

荻
野

俊
寛
・
鈴

木
　

京
・
高

橋
貴

之
・

及
川

　
洋

	
37

5	
有

機
質

火
山

灰
土

の
化

学
的

安
定

処
理

に
関

す
る

研
究

北
園

芳
人

（
熊

本
大

）
	

37
6	

み
が

き
砂

の
工

学
的

特
性

〜
そ

の
1：

物
理

的
セ

メ
ン

テ
―

シ
ョ

ン
の

影
響

〜
西

岡
孝

尚
（

協
和

設
計

）・
北

野
智

哉
・

片
岡

沙
都

紀
・

澁
谷

　
啓

	
37

7	
み

が
き

砂
の

工
学

的
特

性
〜

そ
の

2：
化

学
的

セ
メ

ン
テ

―
シ

ョ
ン

の
影

響
北

野
智

哉
（

神
戸

大
）・

西
岡

孝
尚

・
片

岡
沙

都
紀

・
澁

谷
　

啓
	

37
8	

繰
返

し
せ

ん
断

応
力

載
荷

履
歴

を
受

け
た

月
面

模
擬

土
の

体
積

変
化

鈴
木

翔
太

（
秋

田
大

）・
荻

野
俊

寛
・

高
橋

貴
之

・
及

川
　

洋

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
11
会
場

【
地
盤
材
料
−
特
殊
土
②
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
鳥
居
　
宣
之
（
神
戸
市
立
工
業
高
等
専
門
学
校
）

	
37

9	
地

層
内

バ
イ

オ
メ

タ
ン

生
産

技
術

に
お

け
る

過
酸

化
水

素
を

利
用

し
た

褐
炭

の
有

機
物

分
解

に
及

ぼ
す

固
液

比
の

影
響

荒
牧

憲
隆

（
北

海
道

科
学

技
術

総
合

振
興

セ
ン

タ
ー

）・
玉

村
修

司
・

A
.K

.M
. B

ad
ru

l A
la
m
・

金
子

勝
比

古
	

38
0	

25
2C

fか
ら

放
出

す
る

中
性

子
線

の
吸

収
ま

た
は

捕
獲

鈴
木

聡
彦

（
ソ

イ
ル

ア
ン

ド
ロ

ッ
ク

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

）・
小

峯
秀

雄
・

成
島

誠
一

・
水

野
正

之
・

吉
村

　
貢

・
稲

元
裕

二
・

氏
家

伸
介

・
齊

藤
祐

磨
・

新
井

靖
典

	
38

1	
ベ

ン
ト

ナ
イ

ト
ブ

ロ
ッ

ク
接

合
に

お
け

る
電

磁
波

浸
透

の
効

果
メ

カ
ニ

ズ
ム

谷
野

由
宗

（
早

大
）・

小
峯

秀
雄

	
38

2	
サ

ン
ゴ

礫
混

じ
り

土
の

間
隙

比
及

び
安

息
角

に
対

す
る

礫
含

有
率

の
影

響
中

村
　

礼
（

山
口

大
）・

中
田

幸
男

・
兵

動
正

幸
・

内
野

隆
太

郎
	

38
3	

繰
返

し
載

荷
を

受
け

た
泥

炭
の

せ
ん

断
剛

性
に

及
ぼ

す
過

剰
間

隙
水

圧
の

影
響

山
木

正
彦

（
寒

地
土

研
）・

山
梨

高
裕

・
林

　
宏

親
	

38
4	

前
橋

泥
流

堆
積

物
の

分
布

お
よ

び
液

状
化

強
度

特
性

北
村

和
輝

（
群

馬
大

）・
篠

崎
智

至
・

樋
口

邦
弘

・
若

井
明

彦
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14

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
III
）
の
部
	

第
11
会
場

【
D
S
-1
　
地
盤
工
学
会
に
お
け
る
基
準
の
国
際
化
対
応
 】

	
	

16
:4
5
〜
18
:1
5

主
催
委
員
会
：
 IS
O
国
内
委
員
会

座
　
長
：
今
村
　
聡
（
大
成
建
設
）

副
座
長
：
浅
田
　
素
之
（
清
水
建
設
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

　
1.
 委
員
長
挨
拶

　
　
　
今
村
　
聡
（
委
員
長
、
大
成
建
設
）

　
2.
 報
告
（
4
編
、
N
o.
22
～
25
）

　（
5）
地
盤
工
学
会
基
準
の
英
訳
化
状
況
報
告

　
　
　
�地
盤
工
学
会
　
前
　
基
準
部
長
　
佐
藤
　
毅
（
ア
サ
ノ
大

成
基
礎
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）

　
3.
 特
別
講
演

　（
1）
�（
仮
題
）
建
設
関
係
IS
O
に
関
す
る
国
土
交
通
省
の
取
り
組

み
　
　
　
�高
村
　
裕
平
（
国
土
交
通
省
 大
臣
官
房
技
術
調
査
課
 建

設
シ
ス
テ
ム
管
理
企
画
室
長
）（
予
定
）

　（
2）
�第
2
世
代
ユ
ー
ロ
コ
ー
ド
と
地
盤
設
計
規
格
 －
C
E
N
/

TC
25
と
S
C
7
の
活
動

　
　
　
松
井
　
謙
二
（
土
木
技
術
研
究
所
） 

　
4.
 総
括

　
　
　
地
盤
工
学
会
　
基
準
部
長
（
予
定
）

	
22

	
地

盤
関

連
 I

S
O
 の

審
議

状
況

と
地

盤
工

学
会

に
お

け
る

IS
O
 活

動
−

平
成

26
年

度
−

浅
田

素
之

（
清

水
建

設
）・

今
村

　
聡

	
23

	
室

内
土

質
試

験
方

法
の

国
際

規
格

審
議

状
況

	
	

−
20

14
年

度
−

豊
田

浩
史

（
長

岡
技

科
大

）
	

24
	

IS
O

／
T
C
19

0（
地

盤
環

境
）

の
審

議
状

況
	

	
−

20
14

年
度

−
川

端
淳

一
（

鹿
島

建
設

）・
古

川
靖

英
・

浅
田

素
之

	
25

	
IS

O
／

T
C
22

1
国

内
専

門
委

員
会

活
動

報
告

−
ジ

オ
シ

ン
セ

テ
ィ

ッ
ク

ス
関

連
規

格
に

関
す

る
現

状
と

今
後

の
展

開
−

椋
木

俊
文

（
熊

本
大

）・
宮

田
喜

壽

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
11
会
場

【
地
盤
材
料
−
中
間
土
①
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
杉
本
　
知
史
（
長
崎
大
学
）

	
20

7	
砂

と
粘

土
の

混
合

土
の

特
性

田
中

洋
行

（
北

大
）・

高
橋

諒
伍

・
渡

辺
葉

子
	

20
8	

砂
・

細
粒

土
混

合
土

の
繰

返
し

せ
ん

断
特

性
渡

邉
真

悟
（

復
建

調
査

設
計

）・
兵

動
正

幸
・

東
　

佑
介

	
20

9	
た

め
池

堤
体

土
に

お
け

る
不

撹
乱

お
よ

び
撹

乱
試

料
の

強
度

特
性

比
較

神
山

　
惇

（
山

口
大

）・
鈴

木
素

之
・

河
内

義
文

・
松

下
英

次
	

21
0	

一
面

せ
ん

断
試

験
か

ら
得

ら
れ

る
強

度
定

数
に

及
ぼ

す
凍

結
融

解
の

影
響

佐
々

木
貴

（
北

見
工

大
）・

川
口

貴
之

・
中

村
　

大
・

川
尻

峻
三

・
山

下
　

聡
	

21
1	

海
底

地
盤

の
地

層
変

形
現

象
を

模
擬

し
た

室
内

模
型

実
験

荻
迫

栄
治

（
清

水
建

設
）・

西
尾

伸
也

・
傳

田
　

篤
	

21
2	

μ
フ

ォ
ー

カ
ス

X
線

C
T

を
用

い
た

高
圧

三
軸

圧
縮

下
の

ハ
イ

ド
レ

ー
ト

固
結

砂
の

可
視

化
米

田
　

純
（

産
総

研
）・

片
桐

　
淳

・
天

満
則

夫
	

21
3	

減
圧

法
に

よ
る

メ
タ

ン
ガ

ス
生

産
時

に
お

け
る

メ
タ

ン
ハ

イ
ド

レ
ー

ト
含

有
海

底
地

盤
の

動
的

解
析

赤
木

俊
文

（
京

大
）・

木
元

小
百

合
	

21
4	

超
音

波
に

よ
る

細
粒

土
の

減
容

化
特

性
に

関
す

る
研

究

上
　

俊
二

（
徳

山
高

専
）・

大
内

光
徳

・
福

田
　

靖
・

桑
嶋

啓
治

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
11
会
場

【
地
盤
材
料
−
中
間
土
②
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
西
尾
　
伸
也
（
日
本
大
学
）

	
21

5	
太

平
洋

十
勝

沖
で

の
表

層
ガ

ス
ハ

イ
ド

レ
ー

ト
調

査
と

海
底

堆
積

土
の

土
質

特
性

三
輪

昌
輝

（
北

見
工

大
）・

山
下

　
聡

・
小

川
恵

介
・

山
崎

新
太

郎
・

片
岡

沙
都

紀
・

南
　

尚
嗣

・
坂

上
寛

敏
・

八
久

保
晶

弘
・

舘
山

一
孝

	
21

6	
深

海
底

表
層

地
盤

に
お

け
る

コ
ー

ン
貫

入
試

験
の

評
価

大
島

弘
己

（
北

見
工

大
）・

山
下

　
聡

・
山

崎
新

太
郎

・
片

岡
沙

都
紀

・
南

　
尚

嗣
・

八
久

保
晶

弘
・

坂
上

寛
敏

・
舘

山
一

孝
	

21
7	

北
海

道
十

勝
沖

海
底

地
盤

よ
り

採
取

し
た

堆
積

土
の

強
度

特
性

城
山

翔
平

（
神

戸
大

）・
片

岡
沙

都
紀

・
山

下
　

聡
・

山
崎

新
太

郎
・

三
輪

昌
輝

・
大

島
弘

己
・

澁
谷

　
啓

	
21

8	
メ

タ
ン

ハ
イ

ド
レ

ー
ト

を
含

む
種

々
の

粒
子

特
性

か
ら

な
る

砂
の

力
学

お
よ

び
分

解
特

性
梶

山
慎

太
郎

（
山

口
大

）・
兵

動
正

幸
・

中
田

幸
男

・
吉

本
憲

正
・

加
藤

　
晃

・
田

平
一

平
	

21
9	

メ
タ

ン
ハ

イ
ド

レ
ー

ト
を

含
む

砂
の

せ
ん

断
強

度
に

及
ぼ

す
粒

度
分

布
の

影
響

日
下

部
真

佑
（

山
口

大
）・

兵
動

正
幸

・
中

田
幸

男
・

吉
本

憲
正

・
加

藤
　

晃
・

中
島

晃
司

	
22

0	
メ

タ
ン

ハ
イ

ド
レ

ー
ト

に
よ

り
固

結
し

た
細

粒
分

を
含

む
砂

の
せ

ん
断

挙
動

の
評

価
兵

動
正

幸
（

山
口

大
）・

西
村

　
顕

・
梶

山
慎

太
郎

・
中

田
幸

男
・

吉
本

憲
正

	
22

1	
加

熱
法

に
よ

る
メ

タ
ン

ハ
イ

ド
レ

ー
ト

胚
胎

砂
の

分
解

時
の

熱
・

水
・

ガ
ス

挙
動

吉
本

憲
正

（
山

口
大

）・
朝

倉
さ

や
香

・
兵

動
正

幸
・

中
田

幸
男

	
22

2	
C
O
2
ハ

イ
ド

レ
ー

ト
含

有
地

盤
材

料
へ

の
弾

粘
塑

性
構

成
式

の
適

用
岩

井
裕

正
（

京
大

）・
小

西
陽

太
・

木
元

小
百

合

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
11
会
場

【
地
盤
材
料
−
不
飽
和
土
①
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
杉
井
　
俊
夫
（
中
部
大
学
）

	
34

7	
応

力
履

歴
が

B
値

発
現

に
及

ぼ
す

影
響

（
実

験
）

玉
井

三
友

紀
（

神
戸

大
）・

杉
山

友
理

・
田

中
博

之
・

河
井

克
之

・
飯

塚
　

敦
	

34
8	

応
力

履
歴

が
B

値
発

現
に

及
ぼ

す
影

響
（

解
析

）
田

中
博

之
（

神
戸

大
）・

杉
山

友
理
・
河

井
克

之
・
飯

塚
　

敦
・

玉
井

三
友

紀
	

34
9	

連
続

加
圧

方
式

に
よ

る
新

し
い

保
水

性
試

験
方

法
に

つ
い

て
（

そ
の

5）
京

野
　

修
（

応
用

地
質

）・
畠

山
正

則
・

阿
部

廣
史

	
35

0	
乾

燥
過

程
に

お
け

る
ス

ラ
リ

ー
粘

性
土

の
体

積
収

縮
へ

の
画

像
解

析
の

適
用

（
そ

の
2）

瀬
谷

　
曜

（
信

州
大

）・
河

村
　

隆
・

梅
崎

健
夫

	
35

1	
土

の
水

分
特

性
と

吸
排

水
時

の
水

位
変

動
大

井
翔

平
（

東
北

大
）・

森
　

友
宏

・
風

間
基

樹
	

35
2	

マ
イ

ク
ロ

X
線

C
T

を
用

い
た

排
水

・
吸

水
履

歴
に

よ
る

砂
の

不
飽

和
化

実
験

高
津

裕
斗
（

京
大

）・
肥

後
陽

介
・
澤

田
茉

伊
・
木

戸
隆

之
祐
・

南
野

佑
貴

・
田

中
麻

穂
	

35
3	

マ
イ

ク
ロ

X
線

C
T

を
用

い
た

排
水

・
吸

水
履

歴
に

よ
る

砂

の
間

隙
空

気
封

入
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
関

す
る

研
究

肥
後

陽
介
（

京
大

）・
木

戸
隆

之
祐
・
高

津
裕

斗
・
林

　
幹

朗
・

山
内

崇
寛

・
田

中
麻

穂

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
11
会
場

【
地
盤
材
料
−
不
飽
和
土
②
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
肥
後
　
陽
介
（
京
都
大
学
）

	
35

4	
E
ff
ec

t 
of

 W
at

er
 C

on
te

nt
 o

n 
M

ec
ha

ni
ca

l 
B
eh

av
io

r 
of

 U
ns

at
ur

at
ed

 S
oi

l 
un

de
r 

C
yc

li
c 

an
d 

M
on

ot
on

ic
 

S
tr

es
s 
S
ta

te
s

N
ar

en
dr

a 
D
on

go
l（

埼
玉

大
）・

桑
野

二
郎

・
橘

　
伸

也
	

35
5	

砂
層

の
乾

燥
密

度
が

傾
斜

キ
ャ

ピ
ラ

リ
ー

バ
リ

ア
の

性
能

に
及

ぼ
す

影
響

評
価

小
林

　
薫

（
神

戸
高

専
）・

松
元

和
伸

・
森

井
俊

広
・

中
房

　
悟

	
35

6	
海

底
地

盤
か

ら
の

サ
ン

プ
リ

ン
グ

に
伴

う
応

力
変

化
が

強
度

特
性

に
及

ぼ
す

影
響

中
谷

奈
央

（
神

戸
大

）・
杉

山
友

理
・

飯
塚

　
敦

・
河

井
克

之
	

35
7	

モ
ー

メ
ン

ト
法

に
よ

る
土

の
引

張
強

度
測

定
法

の
検

討
村

上
雄

亮
（

広
島

大
）・

一
井

康
二

	
35

8	
A
 n

ew
 i
nd

ex
 t

o 
ev

al
ua

te
 l
iq

ue
fa

ct
io

n 
re

si
st

an
ce

 o
f 

pa
rt

ia
lly

 s
at

ur
at

ed
 s
an

dy
 s
oi

ls
王

　
海

龍
（

東
大

）・
古

関
潤

一
・

宮
下

千
花

	
35

9	
船

積
み

鉄
鉱

粉
の

液
状

化
に

関
す

る
不

飽
和

浸
透

−
変

形
連

成
解

析
松

丸
貴

樹
（

東
大

）・
古

関
潤

一
・

王
　

海
龍

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
11
会
場

【
地
盤
材
料
−
不
飽
和
土
③
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
向
後
　
雄
二
（
東
京
農
工
大
学
）

	
36

0	
水

分
特

性
モ

デ
ル

の
間

隙
比

依
存

性
を

考
慮

し
た

不
飽

和
土

の
非

排
気

−
非

排
水

条
件

で
の

三
軸

圧
縮

試
験

の
要

素
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
石

川
　

椋
（

京
大

）・
赤

木
俊

文
・

木
元

小
百

合
	

36
1	

河
川

堤
防

内
の

細
粒

分
含

有
率

に
よ

る
不

飽
和

土
地

盤
特

性
に

関
す

る
研

究
上

田
健

人
（

岡
山

大
）・

金
　

秉
洙
・
加

藤
正

司
・
竹

下
祐

二
・

桐
岡

大
典

	
36

2	
砂

質
土

の
締

固
め

に
伴

う
力

学
特

性
と

サ
ク

シ
ョ

ン
の

変
化

三
鍋

佑
季

（
北

見
工

大
）・

川
尻

峻
三

・
川

口
貴

之
・

中
村

　
大

・
山

下
　

聡
	

36
3	

低
サ

ク
シ

ョ
ン

制
御

を
受

け
た

不
飽

和
土

の
繰

返
し

三
軸

試
験

結
果

松
本

政
文

（
総

合
地

盤
研

究
所

）・
西

村
友

良
	

36
4	

飽
和

度
お

よ
び

粒
度

分
布

が
盛

土
材

料
の

工
学

的
特

性
に

及
ぼ

す
影

響
に

関
す

る
実

験
的

検
討

 （
そ

の
1：

室
内

試
験

結
果

）
李

　
俊

憲
（

神
戸

大
）・

土
井

達
也

・
片

岡
沙

都
紀

・
タ

ラ
ニ

デ
ィ

 ロ
ハ

ニ
・

澁
谷

　
啓

	
36

5	
飽

和
度

お
よ

び
粒

度
分

布
が

盛
土

材
料

の
せ

ん
断

強
度

に
及

ぼ
す

影
響

に
関

す
る

実
験

的
検

討
（

そ
の

2：
実

験
結

果
の

考
察

）
土

井
達

也
（

JR
西

日
本

）・
山

田
孝

弘
・

岸
村

　
信

・
片

岡
沙

都
紀

・
李

　
俊

憲
・

澁
谷

　
啓

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
11
会
場

【
地
盤
材
料
−
不
飽
和
土
④
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
山
田
　
正
太
郎
（
名
古
屋
大
学
）

	
36

6	
繰

返
し

せ
ん

断
時

の
不

飽
和

砂
の

体
積

ひ
ず

み
に

お
け

る
含

水
比

の
影

響

佐
藤

恭
兵

（
東

電
設

計
）・

北
爪

貴
史

・
後

藤
　

聡
・

荒
木

功
平

	
36

7	
繰

返
し

せ
ん

断
時

の
不

飽
和

砂
の

体
積

ひ
ず

み
に

お
け

る
周

波
数

の
影

響
北

爪
貴

史
（

東
電

設
計

）・
佐

藤
恭

兵
・

後
藤

　
聡

・
荒

木
功

平
	

36
8	

ベ
ン

ダ
ー

エ
レ

メ
ン

ト
を

用
い

た
不

飽
和

供
試

体
の

せ
ん

断
挙

動
の

検
討

妹
川

賢
司

（
神

戸
大

）・
河

井
克

之
・

飯
塚

　
敦

・
タ

ラ
ニ

デ
ィ

 ロ
ハ

ニ
	

36
9	

振
動

台
を

用
い

た
不

飽
和

砂
質

地
盤

の
地

震
時

破
壊

形
態

に
関

す
る

実
験

的
考

察
藤

森
弘

晃
（

山
梨

大
）・

荒
木

功
平

・
後

藤
　

聡
・

北
爪

貴
史

	
37

0	
飽

和
・

不
飽

和
土

の
液

状
化

特
性

と
液

状
化

前
後

の
弾

性
波

速
度

変
化

金
山

未
来

（
北

見
工

大
）・

山
下

　
聡

・
川

尻
峻

三
・

川
口

貴
之

	
37

1	
不

飽
和

土
の

繰
り

返
し

載
荷

に
よ

る
変

形
特

性
と

そ
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

佐
藤

友
孝

（
東

京
農

工
大

）・
 T

un
 T

un
 W

in・
斉

藤
広

隆
・

向
後

雄
二

	
37

2	
静

的
・

動
的

締
固

め
に

よ
る

締
固

め
特

性
の

違
い

に
つ

い
て

宮
崎

雄
佑

（
埼

玉
大

）・
熊

谷
昇

悟
・

橘
　

伸
也

・
桑

野
二

郎

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
12
会
場

【
地
盤
材
料
−
改
良
土
・
軽
量
土
①
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
赤
木
　
寛
一
（
早
稲
田
大
学
）

	
29

5	
可

塑
性

グ
ラ

ウ
ト

の
レ

オ
ロ

ジ
ー

特
性

に
関

す
る

基
礎

的
研

究
田

中
麻

穂
（

前
田

建
設

工
業

）・
安

井
利

彰
・

清
水

英
樹

・
寺

西
浩

司
	

29
6	

可
溶

性
珪

酸
塩

を
主

材
と

す
る

新
し

い
溶

液
型

高
強

度
グ

ラ
ウ

ト
の

浸
透

特
性

と
力

学
的

性
質

岡
田

和
成

（
日

本
基

礎
技

術
）・

R
ic
ca

rd
o 

P
er

lo
・

永
山

殖
朗

・
山

口
　

晶
・

小
野

寺
健

太
・

氏
家

　
悠

	
29

7	
超

微
粒

子
球

状
シ

リ
カ

系
改

良
材

を
浸

透
注

入
し

た
地

盤
の

一
軸

圧
縮

強
さ

の
推

定
高

坂
祐

介
（

東
北

学
院

大
）・

山
口

　
晶

・
岡

田
和

成
・

飛
田

善
雄

	
29

8	
薬

液
注

入
材

の
体

積
変

化
に

伴
う

拘
束

効
果

に
関

す
る

検
討

佐
々

木
隆

光
（

強
化

土
エ

ン
ジ

ニ
ヤ

リ
ン

グ
）・

末
政

直
晃
・

小
山

忠
雄

・
島

田
俊

介
	

29
9	

加
熱

養
生

に
よ

る
ゲ

ル
の

長
期

強
度

変
化

測
定

の
検

証
滝

浦
駿

介
（

東
京

都
市

大
）・

末
政

直
晃

・
佐

々
木

隆
光

	
30

0	
A
 N

ew
 D

ef
in

it
io

n 
of

 O
ns

et
 o

f 
L
iq

ue
fa

ct
io

n 
in

 
Im

pr
ov

ed
 S

oi
ls

R
ou

zb
eh

 R
as

ou
li（

五
洋

建
設

）・
林

健
太

郎
・
仙

頭
紀

明
・

有
本

拓
麻

	
30

1	
強

震
時

に
お

け
る

溶
液

型
薬

液
改

良
砂

の
非

排
水

繰
返

し
せ

ん
断

特
性

仙
頭

紀
明

（
日

大
）・

有
本

拓
麻

・
林

健
太

郎

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
12
会
場

【
地
盤
材
料
−
改
良
土
・
軽
量
土
②
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
熊
谷
　
隆
宏
（
五
洋
建
設
）

	
30

2	
無

機
系

廃
棄

物
を

原
料

と
し

た
固

化
材

の
地

盤
改

良
へ

の
適

用
性 中

瀬
悠

也
（

明
石

高
専

）・
稲

積
真

哉
・

山
崎

淳
一

・
新

坂
孝

志
・

橋
本

　
亮

・
湯

田
周

二
・

中
岸

良
裕

・
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15

吉
本

敦
哉

・
水

田
智

幸
・

西
村

豪
志

	
30

3	
炭

酸
カ

ル
シ

ウ
ム

析
出

時
の

飽
和

度
の

違
い

が
液

状
化

強
度

特
性

に
及

ぼ
す

影
響

小
阪

佳
平

（
愛

媛
大

）・
岡

村
未

対
	

30
4	

薬
液

注
入

固
化

砂
の

繰
返

し
せ

ん
断

特
性

の
一

考
察

水
野

健
太

（
若

築
建

設
）

	
30

5	
極

超
微

粒
子

材
を

用
い

た
液

状
化

対
策

工
に

関
す

る
現

地
注

入
実

験
（

そ
の

1：
事

前
検

討
お

よ
び

実
験

概
要

）
王

寺
秀

介
（

中
央

開
発

）・
西

原
　

聡
・

西
江

俊
作

・
橋

本
和

佳
・

塚
本

良
道

・
兵

動
太

一
・

玉
田

智
宏

・
金

沢
智

彦
	

30
6	

極
超

微
粒

子
材

を
用

い
た

液
状

化
対

策
工

に
関

す
る

現
地

注
入

実
験

（
そ

の
2：

現
地

実
験

に
よ

る
対

策
効

果
の

考
察

）
橋

本
和

佳
（

中
央

開
発

）・
西

原
　

聡
・

西
江

俊
作

・
王

寺
秀

介
・

塚
本

良
道

・
兵

動
太

一
・

玉
田

智
宏

・
金

沢
智

彦
	

30
7	

液
状

化
抑

止
の

た
め

の
超

微
粒

子
シ

リ
カ

注
入

工
法

　
−

バ
ブ

ル
ホ

ワ
イ

ト
の

開
発

−
三

森
章

太
（

東
京

都
市

大
）・

末
政

直
晃

・
上

村
健

太
郎

・
佐

々
木

隆
光

・
永

尾
浩

一
	

30
8	

シ
リ

カ
微

粒
子

の
土

粒
子

間
注

入
に

関
す

る
研

究
上

村
健

太
郎

（
東

京
都

市
大

）・
末

政
直

晃
・

佐
々

木
隆

光
・

永
尾

浩
一

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
12
会
場

【
地
盤
材
料
−
改
良
土
・
軽
量
土
③
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
並
河
　
努
（
芝
浦
工
業
大
学
）

	
30

9	
模

型
機

械
式

攪
拌

機
の

検
討

松
野

遼
太

郎
（

東
京

都
市

大
）・

末
政

直
晃

・
平

間
慎

一
郎

	
31

0	
変

形
特

性
評

価
が

可
能

な
遠

心
引

張
り

試
験

装
置

の
開

発
と

そ
の

適
用

西
田

裕
昭

（
横

浜
国

大
）・

早
野

公
敏

	
31

1	
セ

メ
ン

ト
ス

ラ
リ

ー
添

加
を

考
慮

し
た

地
盤

掘
削

用
気

泡
安

定
液

の
性

状
に

つ
い

て
堅

尾
祐

太
（

早
大

）・
赤

木
寛

一
・

安
井

利
彰

	
31

2	
低

水
比

の
セ

メ
ン

ト
ミ

ル
ク

を
用

い
た

地
盤

改
良

体
の

強
度

特
性 河

野
貴

穂
（

竹
中

工
務

店
）・

青
木

雅
路

・
米

澤
敏

男
・

玉
木

信
二

	
31

3	
H
G
S

気
泡

混
合

土
の

補
修

方
法

に
関

す
る

実
験

（
そ

の
2）

車
田

佳
範

（
五

洋
建

設
）・

加
藤

俊
二

・
土

橋
聖

賢
	

31
4	

極
超

微
粒

子
セ

メ
ン

ト
注

入
材

の
硅

砂
へ

の
室

内
浸

透
固

化
試

験 玉
田

智
宏

（
東

京
理

科
大

）・
塚

本
良

道
・

兵
動

太
一

・
橋

本
和

佳
・

王
寺

秀
介

・
西

原
　

聡
・

金
沢

智
彦

	
31

5	
石

灰
安

定
処

理
土

の
正

規
・

過
圧

密
領

域
に

お
け

る
力

学
特

性
山

栗
祐

樹
（

金
沢

大
）・

重
松

宏
明

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
12
会
場

【
地
盤
材
料
−
改
良
土
・
軽
量
土
④
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
鍋
島
　
康
之
（
明
石
工
業
高
等
専
門
学
校
）

	
31

6	
固

化
阻

害
因

子
と

固
化

材
特

性
が

安
定

処
理

土
の

一
軸

圧
縮

強
さ

に
及

ぼ
す

影
響

天
本

優
作

（
太

平
洋

セ
メ

ン
ト

）・
松

山
祐

介
・
杉

山
彰

徳
・

酒
巻

克
之

	
31

7	
火

山
灰

質
粘

性
土

を
対

象
と

し
た

ほ
ぐ

し
造

粒
の

適
用

性
に

関
し

て
富

吉
俊

介
（

横
浜

国
大

）・
早

野
公

敏
・

山
内

裕
元

・
和

栗
成

樹

	
31

8	
生

石
灰

ま
た

は
高

炉
ス

ラ
グ

で
改

良
し

た
北

関
東

の
火

山
灰

質
土

の
強

度
特

性
大

野
進

太
郎

（
鹿

島
建

設
）・

村
上

武
志

・
岡

本
道

孝
・

宇
髙

　
泰

・
徳

田
啓

輔
・

横
須

賀
昭

男
・

加
藤

康
生

	
31

9	
関

東
ロ

ー
ム

の
水

溶
性

成
分

に
よ

る
固

化
処

理
土

の
強

度
へ

の
影

響
佐

藤
貴

宣
（

住
友

大
阪

セ
メ

ン
ト

）・
茶

円
朋

彦
・

吉
田

雅
彦

・
清

水
和

也
	

32
0	

高
炉

ス
ラ

グ
高

含
有

セ
メ

ン
ト

を
用

い
た

地
盤

改
良

体
の

特
性

（
そ

の
9）

熊
給

哲
哉

（
竹

中
工

務
店

）・
河

野
貴

穂
・

青
木

雅
路

・
米

澤
敏

男
・

植
木

康
知

	
32

1	
鉄

鋼
ス

ラ
グ

混
合

土
の

透
水

性
お

よ
び

一
軸

圧
縮

強
度

特
性

に
つ

い
て

植
松

尚
大

（
神

戸
大

）・
片

岡
沙

都
紀

・
田

口
未

由
希

・
タ

ラ
ニ

デ
ィ

 ロ
ハ

ニ
・

澁
谷

　
啓

	
32

2	
B
as

ic
 S

tu
dy

 o
n 

S
tr

en
gt

h 
C
ha

ra
ct

er
is

ti
cs

 o
f 

In
du

st
ri

al
 W

as
te

 S
lu

dg
e 

M
ix

ed
 w

it
h 

S
la

g 
or

 
S
ta

bi
liz

er
有

國
允

人
（

九
工

大
）・

永
瀬

英
生

・
廣

岡
明

彦

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
III
）
の
部
	

第
12
会
場

【
地
盤
材
料
−
改
良
土
・
軽
量
土
⑤
】	

16
:4
5
〜
18
:1
5

座
　
長
：
笠
間
　
清
伸
（
九
州
大
学
）

	
32

3	
セ

メ
ン

ト
系

地
盤

改
良

に
お

け
る

尿
素

お
よ

び
微

生
物

の
併

用
効

果
に

関
す

る
検

討
畠

　
俊

郎
（

富
山

県
立

大
）・

谷
川

友
浩

・
甲

村
雄

一
・

金
田

一
広

	
32

4	
尿

素
を

用
い

た
セ

メ
ン

ト
系

地
盤

改
良

の
施

工
実

験
谷

川
友

浩
（

竹
中

工
務

店
）・

甲
村

雄
一

・
金

田
一

広
・

畠
　

俊
郎

	
32

5	
セ

メ
ン

ト
改

良
土

の
微

生
物

併
用

に
よ

る
劣

化
抑

制
に

関
す

る
室

内
実

験
三

原
一

輝
（

富
山

県
立

大
）・

畠
　

俊
郎

	
32

6	
カ

ル
シ

ア
改

質
土

の
深

掘
り

窪
地

埋
戻

し
材

へ
の

適
用

赤
司

有
三

（
新

日
鉄

住
金

）・
太

田
哲

郎
・

小
杉

知
佳

・
三

木
　

理
	

32
7	

浚
渫

土
に

含
ま

れ
る

砂
分

の
含

有
率

や
粒

径
が

製
鋼

ス
ラ

グ
混

合
土

の
強

度
特

性
に

及
ぼ

す
影

響
金

子
　

崇
（

港
空

研
）・

渡
部

要
一
・
水

谷
崇

亮
・
鞘

師
弘

一
・

島
村

章
吾

	
32

8	
カ

ル
シ

ア
改

質
材

の
粒

径
が

カ
ル

シ
ア

改
質

土
の

強
度

特
性

、
透

水
特

性
に

及
ぼ

す
粒

径
の

影
響

田
中

洋
輔

（
東

亜
建

設
工

業
）・

御
手

洗
義

夫
	

32
9	

海
水

環
境

下
に

お
い

て
固

化
処

理
土

に
生

じ
る

変
質

の
C
a

溶
出

抑
制

効
果

と
そ

の
生

成
条

件
原

　
弘

行
（

山
口

大
）・

末
次

大
輔

・
松

田
　

博
・

丸
山

雄
一

郎
	

33
0	

マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

系
固

化
材

に
よ

る
改

良
土

の
力

学
特

性
に

及
ぼ

す
温

度
の

影
響

福
田

　
靖

（
徳

山
高

専
）・

上
　

俊
二

・
桑

嶋
啓

治
・

阿
野

憲
一

・
中

堀
陽

平

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
12
会
場

【
地
盤
材
料
−
改
良
土
・
軽
量
土
⑥
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
大
野
　
進
太
郎
（
鹿
島
建
設
）

	
33

1	
セ

メ
ン

ト
改

良
土

の
一

軸
引

張
試

験
安

藤
嘉

哉
（

芝
浦

工
大

）・
並

河
　

努
	

33
2	

セ
メ

ン
ト

改
良

土
の

繰
返

し
一

軸
圧

縮
試

験
と

結
果

の
評

価
方

法

並
河

　
努

（
芝

浦
工

大
）・

塚
原

巧
矢

・
鈴

木
吉

夫
・

鬼
丸

貞
友

	
33

3	
中

空
ね

じ
り

せ
ん

断
に

よ
る

セ
メ

ン
ト

改
良

粘
土

の
力

学
特

性
−

粘
土

の
種

類
に

よ
る

影
響

−
中

浜
悠

史
（

日
大

）・
山

田
雅

一
・

安
達

俊
夫

	
33

4	
中

空
ね

じ
り

せ
ん

断
に

よ
る

セ
メ

ン
ト

改
良

粘
土

の
変

形
特

性
−

ダ
イ

レ
イ

タ
ン

シ
ー

特
性

−
寺

木
　

亨
（

日
大

）・
山

田
雅

一
・

安
達

俊
夫

	
33

5	
ベ

ン
ダ

ー
エ

レ
メ

ン
ト

を
用

い
た

せ
ん

断
弾

性
係

数
測

定
に

よ
る

セ
メ

ン
ト

固
化

処
理

土
の

強
度

予
測

脇
岡

宏
行

（
広

島
大

）・
G
ye

on
g 

O
 K

an
g・

土
田

　
孝

	
33

6	
セ

メ
ン

ト
改

良
し

た
高

含
水

比
粘

性
土

の
力

学
挙

動
に

関
す

る
実

験
的

研
究

福
和

彩
果
（

名
大

）・
中

野
正

樹
・
山

田
正

太
郎
・
酒

井
崇

之
・

岡
野

雄
馬

	
33

7	
セ

メ
ン

ト
改

良
土

の
力

学
挙

動
の

再
現

に
向

け
た

S
Y
S
 

C
am

-c
la
y 

m
od

el
の

拡
張

山
田

正
太

郎
（

名
大

）・
中

野
正

樹
・

野
田

利
弘

・
酒

井
崇

之
	

33
8	

拡
張

し
た

S
Y
S
 C

am
-c

la
y 

m
od

el
に

よ
る

セ
メ

ン
ト

改
良

土
の

力
学

挙
動

の
再

現
岡

野
雄

馬
（

名
大

）・
中

野
正

樹
・
野

田
利

弘
・
山

田
正

太
郎
・

酒
井

崇
之

・
福

和
彩

果

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
12
会
場

【
地
盤
材
料
−
改
良
土
・
軽
量
土
⑦
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
原
　
弘
行
（
山
口
大
学
）

	
33

9	
海

成
粘

土
を

対
象

と
し

た
石

灰
に

よ
る

改
良

土
の

強
度

発
現

性
堀

口
亜

季
子

（
川

崎
地

質
）・

三
嶋

信
雄

・
小

林
　

一
・

渡
辺

忠
明

	
34

0	
海

水
中

養
生

し
た

セ
メ

ン
ト

固
化

処
理

土
の

強
度

発
現

と
劣

化
特

性
藤

澤
拓

馬
（

九
大

）・
石

藏
良

平
・

安
福

規
之

・
河

野
貴

穂
	

34
1	

粒
状

固
化

処
理

し
た

泥
土

の
締

固
め

特
性

に
つ

い
て

松
尾

雄
治

（
九

州
産

業
大

）・
林

　
泰

弘
・

松
丸

沙
織

・
藤

　
龍

一
・

山
岡

礼
三

	
34

2	
セ

メ
ン

ト
安

定
処

理
土

と
土

質
の

関
係

に
つ

い
て

の
統

計
的

考
察

 3
野

尻
博

美
（

金
沢

大
）

	
34

3	
セ

メ
ン

ト
混

合
シ

ル
ト

質
現

地
発

生
土

の
盛

土
材

料
と

し
て

の
適

性
の

評
価

小
山

智
也

（
神

戸
大

）・
片

岡
沙

都
紀

・
タ

ラ
ニ

デ
ィ

 ロ
ハ

ニ
・

澁
谷

　
啓

・
西

岡
孝

尚
	

34
4	

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
系

改
良

材
に

よ
る

液
状

化
対

策
効

果
と

掘
削

性
に

関
す

る
実

験
的

検
討

小
池

陽
平

（
元

横
浜

国
立

大
）・

清
田

　
隆

・
片

桐
俊

彦
・

藤
田

哲
之

・
小

長
井

一
男

	
34

5	
石

灰
系

固
化

材
を

用
い

た
浚

渫
土

の
繰

返
し

変
形

特
性

島
津

英
介

（
木

更
津

高
専

）・
鬼

塚
信

弘
	

34
6	

養
生

中
に

撹
乱

を
受

け
た

改
良

土
の

強
度

予
測

に
関

す
る

研
究

牧
野

真
大

（
東

工
大

）・
竹

山
智

英
・

北
詰

昌
樹

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
12
会
場

【
地
盤
材
料
−
リ
サ
イ
ク
ル
材
料
①
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
吉
本
　
憲
正
（
山
口
大
学
）

	
26

0	
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
再

生
骨

材
と

笠
岡

粘
土

の
混

合
材

料
に

関
す

る
力

学
特

性
福

島
宏

文
（

土
研

）・
横

濱
勝

司
・

山
梨

高
裕

・
佐

藤
厚

子

	
26

1	
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
再

生
材

と
豊

浦
砂

の
混

合
物

の
排

水
せ

ん
断

強
度 横

浜
勝

司
（

北
大

）・
福

島
宏

文
	

26
2	

清
掃

工
場

か
ら

発
生

す
る

溶
融

ス
ラ

グ
と

粘
性

土
を

混
合

し
た

混
合

土
の

せ
ん

断
特

性
矢

島
寿

一
（

明
星

大
）・

二
宮

健
太

	
26

3	
災

害
廃

棄
物

の
木

片
腐

朽
過

程
を

考
慮

し
た

力
学

特
性

の
把

握
に

関
す

る
試

み
浜

島
圭

佑
（

名
大

）・
中

野
正

樹
・
野

々
山

栄
人
・
新

木
　

毅
・

神
野

琢
真

	
26

4	
粒

状
固

化
処

理
し

た
軟

弱
土

の
非

排
水

せ
ん

断
特

性
松

丸
沙

織
（

九
州

産
業

大
）・

林
　

泰
弘

・
松

尾
雄

治
	

26
5	

製
鋼

ス
ラ

グ
の

エ
ー

ジ
ン

グ
処

理
が

硬
化

特
性

に
及

ぼ
す

影
響

大
林

沙
紀

（
東

京
理

科
大

）・
菊

池
喜

昭
・

兵
動

太
一

・
武

藤
昌

己
・

齋
藤

駿
介

	
26

6	
製

鋼
ス

ラ
グ

微
粉

末
を

添
加

し
た

地
盤

材
料

の
締

固
め

時
の

強
度

特
性

菊
池

喜
昭

（
東

京
理

科
大

）・
大

林
沙

紀
・

兵
動

太
一

・
齋

藤
駿

介
・

武
藤

昌
己

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
12
会
場

【
地
盤
材
料
−
リ
サ
イ
ク
ル
材
料
②
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
松
尾
　
雄
治
（
九
州
産
業
大
学
）

	
26

7	
タ

イ
ヤ

チ
ッ

プ
混

合
固

化
処

理
土

の
動

的
変

形
特

性
荒

孝
太

郎
（

茨
城

大
）・

村
上

　
哲

	
26

8	
津

波
堆

積
物

分
別

土
の

一
面

せ
ん

断
試

験
に

よ
る

せ
ん

断
強

度
の

評
価

多
田

有
汰

（
香

川
高

専
）・

小
竹

　
望

・
山

中
　

稔
・

山
内

聡
士

	
26

9	
海

砂
を

混
合

し
た

高
炉

水
砕

ス
ラ

グ
の

強
度

特
性

中
村

奨
哉

（
山

口
大

）・
松

田
　

博
・

原
　

弘
行

・
石

井
祐

充
	

27
0	

再
生

石
膏

と
ベ

ッ
ド

ア
ッ

シ
ュ

を
用

い
た

低
ア

ル
カ

リ
固

化
材

の
地

盤
改

良
材

と
し

て
の

力
学

的
・

化
学

的
特

性
の

評
価

杉
本

知
史

（
長

崎
大

）・
丹

田
実

花
・

蒋
　

宇
静

・
大

嶺
　

聖
	

27
1	

乾
湿

繰
返

し
試

験
を

用
い

た
石

炭
灰

混
合

材
料

の
耐

久
性

評
価

手
法

の
検

討
（

そ
の

1：
乾

燥
温

度
の

影
響

）
梅

田
真

志
（

福
岡

大
）・

佐
藤

研
一

・
藤

川
拓

朗
・

古
賀

千
佳

嗣
	

27
2	

リ
サ

イ
ク

ル
材

を
有

効
利

用
し

た
空

洞
充

填
材

の
適

用
性

和
田

幸
二

郎
（

飛
島

建
設

）・
杉

浦
乾

郎
・

坂
本

昭
夫

・
加

藤
一

郎

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
12
会
場

【
地
盤
材
料
−
リ
サ
イ
ク
ル
材
料
③
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
藤
川
　
拓
朗
（
福
岡
大
学
）

	
27

3	
低

混
入

率
短

繊
維

混
合

補
強

土
の

締
固

め
度

と
強

度
特

性
平

野
孝

行
（

西
松

建
設

）・
吉

田
直

人
・

土
橋

聖
賢

	
27

4	
P
V
A

繊
維

お
よ

び
P
P

繊
維

を
混

入
し

た
流

動
化

処
理

土
の

圧
縮

強
度

特
性

奥
墨

直
人

（
ジ

ャ
パ

ン
ホ

ー
ム

シ
ー

ル
ド

）・
藤

井
　

衛
・

深
谷

敏
史

・
武

智
耕

太
郎

	
27

5	
製

紙
ス

ラ
ッ

ジ
焼

却
灰

利
用

に
よ

る
砂

地
盤

の
改

良
効

果
足

立
望

美
（

愛
媛

大
）・

中
田

直
樹

・
木

下
尚

樹
・

安
原

英
明

	
27

6	
P
S

灰
改

良
材

の
課

題
と

適
用

性
の

検
討

望
月

美
登

志
（

フ
ジ

タ
）

	
27

7	
津

波
外

力
に

耐
え

た
タ

イ
ヤ

被
覆

擁
壁

の
強

度
特

性
鈴

木
　

衛
（

九
大

）・
H
em

an
ta

 H
az

ar
ik

a・
原

　
　

忠
・
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16

竹
澤

請
一

郎
・

黒
田

修
一

・
栗

林
健

太
郎

・
古

市
秀

雄
・

大
角

恒
雄

	
27

8	
破

砕
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

工
学

的
性

質
に

関
す

る
一

考
察

平
川

大
貴

（
防

衛
大

）・
宮

田
喜

壽
	

27
9	

脱
水

固
化

処
理

し
て

作
製

し
た

浚
渫

土
砂

ブ
ロ

ッ
ク

の
材

料
特

性 堂
本

佳
世

（
九

大
）・

笠
間

清
伸

・
平

澤
充

成
・

善
　

功
企

・
古

川
全

太
郎

・
八

尋
裕

一
・

中
道

正
人

・
坂

本
光

信
・

上
田

達
也

・
片

桐
雅

明

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
13
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
道
路
・
鉄
道
盛
土
①
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
石
原
　
雅
規
（
土
木
研
究
所
）

	
54

5	
空

気
注

入
不

飽
和

化
工

法
の

高
速

道
路

盛
土

へ
の

適
用

性
検

討
（

そ
の

5）
空

気
注

入
実

験
の

比
較

山
根

信
幸

（
東

亜
建

設
工

業
）・

藤
原

斉
郁

・
矢

部
浩

史
・

大
内

正
敏

・
中

園
康

平
・

紙
田

直
充

・
岡

村
未

対
	

54
6	

空
気

注
入

不
飽

和
化

工
法

の
高

速
道

路
盛

土
へ

の
適

用
性

検
討

（
そ

の
6）

事
後

解
析

大
石

雅
彦

（
オ

リ
エ

ン
タ

ル
白

石
）・

藤
原

斉
郁

・
居

場
博

之
・

矢
部

浩
史

・
曽

根
照

人
・

内
田

純
二

・
岡

村
未

対
	

54
7	

空
気

注
入

不
飽

和
化

工
法

の
高

速
道

路
盛

土
へ

の
適

用
性

検
討

（
そ

の
7）

事
後

調
査

と
適

用
性

検
討

の
ま

と
め

内
田

純
二

（
N
E
X
C
O

西
日

本
）・

藤
井

　
直
・
藤

原
斉

郁
・

居
場

博
之

・
矢

部
浩

史
・

橋
本

欣
也

・
岡

村
未

対
	

54
8	

排
水

機
能

を
有

す
る

ス
パ

イ
ラ

ル
羽

根
付

き
鋼

管
に

よ
る

地
盤

補
強

工
法

の
開

発
と

適
用

に
関

す
る

検
討

（
そ

の
1）

浜
崎

智
洋

（
N
E
X
C
O

西
日

本
）・

笠
間

清
伸

・
殿

垣
内

正
人

・
松

方
健

治
・

水
田

富
久

・
和

田
昌

敏
	

54
9	

排
水

機
能

を
有

す
る

ス
パ

イ
ラ

ル
羽

根
付

き
鋼

管
に

よ
る

地
盤

補
強

工
法

の
開

発
と

適
用

に
関

す
る

検
討

（
そ

の
2）

松
川

耕
治

（
ド

ー
ユ

ー
大

地
）・

浜
崎

智
洋

・
松

方
健

治
・

板
清

　
弘

・
田

口
浩

史
・

秋
吉

亮
平

	
55

0	
砕

石
竪

排
水

工
の

対
策

効
果

に
つ

い
て

−
そ

の
1：

盛
土

模
型

実
験

−
濱

田
泰

治
（

川
崎

地
質

）・
藤

岡
一

頼
・

安
部

哲
生

・
新

井
寿

和
・

三
嶋

信
雄

・
塚

本
将

康
	

55
1	

砕
石

竪
排

水
工

の
対

策
効

果
に

つ
い

て
−

そ
の

2：
遠

心
力

模
型

実
験

−
安

部
哲

生
（

N
E
X
C
O

総
研

）・
藤

岡
一

頼
・

新
井

寿
和

・
三

嶋
信

雄
・

濱
田

泰
治

・
塚

本
将

康

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
13
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
道
路
・
鉄
道
盛
土
②
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
横
田
　
聖
哉
（
高
速
道
路
総
合
技
術
研
究
所
）

	
55

2	
既

設
道

路
盛

土
の

地
山

・
盛

土
補

強
土

工
法

に
よ

る
耐

震
補

強
（

背
景

と
調

査
）

澁
谷

　
啓

（
神

戸
大

）・
中

西
典

明
・

片
岡

沙
都

紀
・

龍
岡

文
夫

・
小

阪
拓

哉
・

歳
藤

修
一

・
田

尻
英

之
・

上
辻

和
樹

	
55

3	
既

設
道

路
盛

土
の

地
山

・
盛

土
補

強
土

工
法

に
よ

る
耐

震
補

強
（

設
計

）
鈴

木
　

聡
（

複
合

技
術

研
究

所
）・

澁
谷

　
啓
・
田

尻
英

之
・

上
辻

和
樹

・
小

阪
拓

哉
・

龍
岡

文
夫

	
55

4	
既

設
道

路
盛

土
の

地
山

・
盛

土
補

強
土

工
法

に
よ

る
耐

震
補

強
（

繰
り

返
し

注
入

型
地

山
補

強
土

）
川

添
英

生
（

ラ
イ

ト
工

業
）・

歳
藤

修
一

・
澁

谷
　

啓
・

片
岡

沙
都

紀
・

中
西

典
明

・
田

尻
英

之
・

上
辻

和
樹

	
55

5	
既

設
道

路
盛

土
の

地
山

・
盛

土
補

強
土

工
法

に
よ

る
耐

震
補

強
（

法
先

補
強

土
擁

壁
）

中
西

典
明

（
復

建
調

査
設

計
）・

澁
谷

　
啓
・
片

岡
沙

都
紀
・

龍
岡

文
夫

・
小

阪
拓

哉
・

田
尻

英
之

・
上

辻
和

樹
	

55
6	

ス
レ

ー
キ

ン
グ

率
の

高
い

軟
岩

材
料

を
盛

土
材

と
し

て
活

用
す

る
た

め
の

試
験

・
調

査
事

例
（

そ
の

1）
川

口
小

由
美

（
応

用
地

質
）・

畠
山

正
則

・
持

田
文

弘
・

林
　

満
年

・
大

内
博

夫
	

55
7	

ス
レ

ー
キ

ン
グ

率
の

高
い

軟
岩

材
料

を
盛

土
材

と
し

て
活

用
す

る
た

め
の

試
験

・
調

査
事

例
（

そ
の

2）
畠

山
正

則
（

応
用

地
質

）・
持

田
文

弘
・

林
　

満
年

・
川

口
小

由
美

・
大

内
博

夫
	

55
8	

ス
レ

ー
キ

ン
グ

率
の

高
い

軟
岩

材
料

を
盛

土
材

と
し

て
活

用
す

る
た

め
の

試
験

・
調

査
事

例
（

そ
の

3）
持

田
文

弘
（

応
用

地
質

）・
畠

山
正

則
・

林
　

満
年

・
川

口
小

由
美

・
大

内
博

夫

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
13
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
道
路
・
鉄
道
盛
土
③
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
豊
田
　
浩
史
（
長
岡
技
術
科
学
大
学
）

	
55

9	
本

四
道

路
に

お
け

る
盛

土
の

調
査

及
び

補
強

対
策

検
討

中
村

哲
也

（
本

州
四

国
連

絡
高

速
道

路
）・

磯
江

　
浩

・
村

上
博

基
	

56
0	

本
四

道
路

に
お

け
る

盛
土

補
強

対
策

の
効

果
検

証
村

上
博

基
（

本
州

四
国

連
絡

高
速

道
路

）・
磯

江
　

浩
・

中
村

哲
也

	
56

1	
ス

レ
ー

キ
ン

グ
特

性
の

異
な

る
泥

岩
の

せ
ん

断
特

性
に

及
ぼ

す
乾

湿
経

験
回

数
の

影
響

工
藤

佳
祐

（
名

大
）・

中
野

正
樹

・
酒

井
崇

之
・

倭
　

大
史

・
福

田
雄

斗
	

56
2	

ス
レ

ー
キ

ン
グ

特
性

の
異

な
る

3
種

類
の

泥
岩

砕
石

集
合

体
の

力
学

挙
動

に
関

す
る

骨
格

構
造

概
念

に
よ

る
解

釈
中

野
正

樹
（

名
大

）・
酒

井
崇

之
・

倭
　

大
史

・
福

田
雄

斗
・

工
藤

佳
祐

	
56

3	
道

路
盛

土
の

す
べ

り
変

形
評

価
に

お
け

る
改

良
O

型
N
ew

m
ar

k
法

の
適

用
性

の
検

証
魚

谷
真

基
（

大
阪

大
）・

常
田

賢
一

・
吉

川
登

代
子

・
上

出
定

幸
・

三
好

忠
和

	
56

4	
軟

弱
地

盤
上

の
盛

土
に

対
す

る
改

良
O

型
N
ew

m
ar

k
法

の
適

用
性

に
関

す
る

検
討

吉
川

登
代

子
（

大
阪

大
）・

常
田

賢
一

・
魚

谷
真

基
・

秦
　

吉
弥

・
上

出
定

幸
・

三
好

忠
和

	
56

5	
E

−
デ

ィ
フ

ェ
ン

ス
を

利
用

し
た

盛
土

を
対

象
と

し
た

好
適

な
振

動
実

験
谷

　
和

夫
（

防
災

科
研

）

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
13
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
道
路
・
鉄
道
盛
土
④
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
石
川
　
達
也
（
北
海
道
大
学
）

	
56

6	
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
津

波
に

よ
り

被
災

し
た

二
重

の
盛

土
の

侵
食

特
性

に
関

す
る

現
地

調
査

嶋
川

純
平

（
大

阪
大

）・
常

田
賢

一
・

植
田

裕
也

	
56

7	
堤

内
ふ

と
ん

か
ご

の
地

下
水

位
低

減
効

果
に

関
す

る
解

析
的

検
討 北

口
峻

輝
（

大
阪

大
）・

常
田

賢
一

	
56

8	
液

状
化

地
盤

上
の

盛
土

の
地

震
時

〜
地

震
後

に
お

け
る

沈
下

量
の

簡
易

推
定

法
の

提
案

上
田

恭
平

（
鉄

道
総

研
）・

井
澤

　
淳

・
小

島
謙

一
	

56
9	

液
状

化
強

度
の

空
間

的
変

化
を

有
す

る
地

盤
の

模
型

振
動

台
実

験 長
尾

洋
太

（
鉄

道
総

研
）・

佐
藤

武
斗

・
松

丸
貴

樹
・

木
口

峰
夫

	
57

0	
盛

土
中

に
建

設
さ

れ
た

橋
脚

の
耐

震
性

能
評

価
に

関
す

る
動

的
解

析
手

法
の

提
案

酒
井

大
央

（
鉄

道
総

研
）・

井
澤

　
淳

・
室

野
剛

隆
・

西
村

隆
義

	
57

1	
積

雪
寒

冷
気

候
下

に
あ

る
道

路
盛

土
の

動
態

観
測

と
そ

の
評

価
福

津
向

基
（

室
蘭

工
大

）・
川

村
志

麻
	

57
2	

E
P
S

置
換

に
よ

る
道

路
盛

土
の

沈
下

補
修

に
関

す
る

解
析

的
検

討
林

　
宏

親
（

寒
地

土
研

）・
山

梨
高

裕
・

橋
本

　
聖

・
山

木
正

彦
	

57
3	

高
岡

市
お

よ
び

射
水

市
の

地
盤

と
車

体
上

加
速

度
デ

ー
タ

の
関

係 村
越

祐
介

（
日

大
）・

峯
岸

邦
夫

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
III
）
の
部
	

第
13
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
道
路
・
鉄
道
盛
土
⑤
】	

16
:4
5
〜
18
:1
5

座
　
長
：
佐
々
木
　
哲
也
（
土
木
研
究
所
）

	
57

4	
ア

ー
チ

カ
ル

バ
ー

ト
縦

断
方

向
地

震
時

挙
動

に
及

ぼ
す

盛
土

形
状

の
影

響
に

関
す

る
遠

心
模

型
実

験
宮

﨑
祐

輔
（

京
大

）・
澤

村
康

生
・

岸
田

　
潔

・
木

村
　

亮
	

57
5	

強
地

震
時

に
お

け
る

3
ヒ

ン
ジ

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

ア
ー

チ
カ

ル
バ

ー
ト

の
損

傷
形

態
に

関
す

る
実

験
的

検
討

澤
村

康
生

（
京

大
）・

石
原

央
之

・
岸

田
　

潔
・

木
村

　
亮

	
57

6	
数

値
解

析
に

よ
る

ジ
オ

テ
キ

ス
タ

イ
ル

を
用

い
た

補
強

盛
土

工
法

の
耐

震
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
把

握
酒

井
崇

之
（

名
大

）・
中

野
正

樹
	

57
7	

緩
い

砂
質

土
で

構
成

さ
れ

る
盛

土
体

の
液

状
化

に
関

す
る

模
型

振
動

台
実

験
佐

藤
武

斗
（

鉄
道

総
研

）・
長

尾
洋

太
・

松
丸

貴
樹

・
木

口
峰

夫
	

57
8	

地
震

時
お

よ
び

地
震

後
の

液
状

化
地

盤
上

道
路

変
状

防
止

対
策

の
有

効
応

力
解

析
伊

藤
浩

二
（

大
林

組
）・

江
尻

譲
嗣

	
57

9	
表

層
凍

結
お

よ
び

浸
透

水
の

影
響

を
受

け
る

模
型

盛
土

の
加

振
時

挙
動

に
関

す
る

一
考

察
岸

田
久

德
（

北
見

工
大

）・
川

尻
峻

三
・

川
口

貴
之

・
中

村
　

大
・

山
下

　
聡

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
13
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
道
路
・
鉄
道
盛
土
⑥
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
廣
岡
　
明
彦
（
九
州
工
業
大
学
）

	
58

0	
沖

積
粘

土
地

盤
に

お
け

る
高

炉
水

砕
ス

ラ
グ

を
使

用
し

た
盛

土
斜

路
の

設
計

、
施

工
お

よ
び

動
態

観
測

吉
武

英
樹

（
JF

E
ス

チ
ー

ル
）・

着
　

浩
二

・
中

田
年

春
・

銭
谷

説
予

・
近

藤
浩

二
郎

	
58

1	
水

路
近

接
箇

所
に

お
け

る
道

路
盛

土
の

軟
弱

地
盤

対
策

田
中

　
淳

（
基

礎
地

盤
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

）・
白

井
康

夫
・

田
上

　
裕

・
金

丸
功

希
・

井
手

　
昇

・
中

西
正

幸
	

58
2	

谷
部

を
地

盤
改

良
で

横
断

す
る

高
速

道
路

盛
土

で
生

じ
た

変
状

原
因

の
推

測
澤

野
幸

輝
（

ネ
ク

ス
コ

・
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
東

北
）・

菊
池

慎
司

・
高

坂
敏

明
・

外
崎

靖
也

・
木

下
　

肇
	

58
3	

道
央

自
動

車
道

 江
部

乙
地

区
に

お
け

る
盛

土
の

変
状

発
生

に
つ

い
て

山
本

陽
一

（
N
E
X
C
O

東
日

本
）

	
58

4	
鉄

道
沿

線
に

お
け

る
地

下
流

水
音

探
査

事
例

と
適

用
性

に
つ

い
て 荒

平
義

生
（

レ
ー

ル
テ

ッ
ク

）・
髙

馬
太

一
・

佐
々

木
良

・
金

山
幸

司
・

木
上

和
也

	
58

5	
排

水
性

補
強

材
を

敷
設

し
た

盛
土

に
関

す
る

飽
和

不
飽

和
浸

透
流

解
析

中
村

大
樹

（
九

大
）・

笠
間

清
伸

・
浜

崎
智

洋
・

古
川

全
太

郎
	

58
6	

供
用

中
の

道
路

盛
土

に
お

け
る

強
度

増
加

率
m

の
検

討
太

田
雅

之
（

ダ
イ

ヤ
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

）・
山

田
智

史
・

新
井

新
一

	
58

7	
空

気
間

隙
率

が
盛

土
の

力
学

特
性

に
及

ぼ
す

影
響

梶
取

真
一

（
土

研
）・

加
藤

俊
二

・
佐

々
木

哲
也

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
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会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
道
路
・
鉄
道
盛
土
⑦
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
峯
岸
　
邦
夫
（
日
本
大
学
）

	
58

8	
補

強
土

壁
盛

土
の

形
状

が
耐

津
波

安
定

性
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
井

上
貴

大
（

九
工

大
）・

廣
岡

明
彦
・
永

瀬
英

生
・
佐

原
邦

朋
・

高
尾

浩
司

郎
	

58
9	

橋
台

背
面

盛
土

の
被

災
状

況
に

擬
似

津
波

の
流

況
が

及
ぼ

す
影

響
に

関
す

る
遠

心
模

型
実

験
吉

崎
文

朗
（

九
工

大
）・

藤
岡

大
千

・
廣

岡
明

彦
・

永
瀬

英
生

	
59

0	
O
n 

T
su

na
m
i 
w
av

e 
pr

es
su

re
 a

ct
in

g 
on

 e
m
ba

nk
m
en

t 
w
it
h 

th
e 

re
in

fo
rc

ed
 e

ar
th

 m
et

ho
d 

ca
lc

ul
at

ed
 b

y 
us

in
g 

C
A
D
M

A
S
-S

U
R
F

黄
　

　
旭
（

九
工

大
）・

廣
岡

明
彦
・
永

瀬
英

生
・
佐

原
邦

朋
・

高
尾

浩
司

郎
・

小
宮

　
聡

・
上

野
　

淳
	

59
1	

橋
台

の
耐

震
補

強
工

法
に

関
す

る
実

験
的

検
討

池
本

宏
文

（
JR

東
日

本
）・

高
崎

秀
明

	
59

2	
地

下
構

造
物

の
交

通
地

盤
振

動
の

振
動

遮
断

効
果

に
関

す
る

遠
心

模
型

実
験

中
村

潤
也

（
東

工
大

）・
関

　
　

栄
・

竹
村

次
朗

	
59

3	
常

時
微

動
観

測
に

よ
る

ス
パ

ン
長

の
異

な
る

G
R
S

一
体

橋
り

ょ
う

の
振

動
特

性
の

把
握

田
中

浩
平

（
鉄

道
総

研
）・

宇
佐

美
敦

浩
・

坂
井

公
俊

・
小

島
謙

一
・

小
田

文
夫

・
野

田
軍

治
	

59
4	

氾
濫

流
に

よ
る

鉄
道

バ
ラ

ス
ト

道
床

法
面

の
崩

壊
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
小

野
田

元
（

横
浜

国
大

）・
早

野
公

敏
	

59
5	

A
rc

h 
ac

ti
on

 i
n 

em
ba

nk
m
en

ts
 s
ub

je
ct

ed
 t
o 

su
bs

id
en

ce
 

of
 f
ou

nd
at

io
n

テ
ィ

ラ
ポ

ン
 ピ

パ
ッ

ト
ポ

ン
サ

ー
（

京
大

）・
宮

田
凱

斗
・

タ
ナ

チ
ョ

ー
ト

 テ
チ

ャ
ウ

ォ
ン

サ
コ

ン
・

竹
村

次
朗

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
13
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
路
盤
，
路
床
①
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
木
幡
　
行
宏
（
室
蘭
工
業
大
学
）

	
59

6	
段

差
抑

制
効

果
に

及
ぼ

す
ジ

オ
グ

リ
ッ

ド
補

強
路

床
構

造
の

影
響 M
an

h 
H
un

g 
H
o（

埼
玉

大
）・

山
口

純
平

・
岡

崎
真

崇
・

武
井

靖
幸

・
橘

　
伸

也
・

桑
野

二
郎

	
59

7	
鉄

道
路

盤
に

用
い

る
水

砕
ス

ラ
グ

モ
ル

タ
ル

の
材

料
特

性
川

中
島

寛
幸

（
JR

東
日

本
）・

藤
原

寅
士

良
・

棚
村

史
郎

・
藤

木
信

男
	

59
8	

地
震

時
お

よ
び

常
時

の
バ

ラ
ス

ト
軌

道
水

平
安

定
性

の
発

現
機

構 山
本

紗
穏

里
（

JF
E

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

）・
中

村
貴

久
・

早
野

公
敏

・
桃

谷
尚

嗣
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59

9	
急

速
施

工
可

能
な

鉄
道

路
盤

に
関

す
る

研
究

加
藤

精
亮

（
JR

東
日

本
）・

鈴
木

啓
晋

	
60

0	
S
he

ar
 s
tr

ai
n 

di
st

ri
bu

ti
on

 o
f 
ba

lla
st

ed
 r
ai
lw

ay
 t
ra

ck
s 

su
bj

ec
te

d 
to

 c
yc

lic
 lo

ad
in

g
Ja

na
ka

 K
um

ar
a（

T
ok

yo
 U

ni
ve

rs
it
y 

of
 S

ci
en

ce
）・

早
野

公
敏

・
菊

池
喜

昭

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
13
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
路
盤
，
路
床
②
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
吉
田
　
信
之
（
神
戸
大
学
）

	
60

1	
衝

撃
加

速
度

を
用

い
た

品
質

管
理

方
法

の
路

盤
・

路
床

へ
の

適
用

性
の

検
討

に
つ

い
て

山
田

　
充

（
寒

地
土

研
）・

山
梨

高
裕

・
佐

藤
厚

子
	

60
2	

混
合

地
盤

材
料

の
路

床
弾

性
係

数
に

及
ぼ

す
C
B
R

と
応

力
の

影
響

山
中

光
一

（
日

大
）・

峯
岸

邦
夫

・
野

田
遼

斗
	

60
3	

低
温

時
の

路
盤

に
お

け
る

小
型

F
W

D
試

験
に

よ
る

K
値

の
検

討 木
幡

行
宏

（
室

蘭
工

大
）・

山
本

健
一

・
齊

藤
昌

之
	

60
4	

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

切
断

水
の

物
理

化
学

特
性

と
そ

の
有

効
利

用
に

関
す

る
検

討
松

本
亜

里
紗

（
横

浜
国

大
）・

山
口

裕
央

・
星

野
繁

文
・

高
橋

俊
樹

・
松

戸
大

輔
・

早
野

公
敏

	
60

5	
不

飽
和

路
床

材
の

繰
返

し
塑

性
変

形
に

及
ぼ

す
主

応
力

軸
回

転
の

影
響

瀬
戸

　
哲

（
北

大
）・

石
川

達
也

・
D
ar

ee
ju

 B
iy

an
vi
la
ge

・
G
al
la
ge

 C
ha

m
in

da

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
13
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
土
構
造
物
　
そ
の
他
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
早
野
　
公
敏
（
横
浜
国
立
大
学
）

	
60

6	
鋼

矢
板

と
蛇

籠
を

用
い

た
防

波
堤

基
礎

の
耐

津
波

補
強

に
関

す
る

津
波

越
流

模
型

実
験

西
村

謙
吾

（
九

大
）・

ヘ
マ

ン
タ

 ハ
ザ

リ
カ

・
バ

ブ
ル

ー
 チ

ョ
ー

ド
ゥ

リ
ー

・
門

司
直

也
・

安
福

規
之

・
石

藏
良

平
	

60
7	

道
央

自
動

車
道

茶
志

内
地

区
の

地
す

べ
り

規
模

と
の

り
面

変
状

対
策

飯
田

　
茂

（
N
E
X
C
O

東
日

本
）・

佐
藤

　
貢
・
日

下
田

亮
・

北
川

純
一

	
60

8	
土

舗
装

材
を

主
体

と
し

た
屋

外
歩

行
施

設
の

試
験

施
工

早
川

真
未

（
木

更
津

高
専

）・
鬼

塚
信

弘
・

小
山

実
納

・
多

田
悟

士
・

中
野

　
誠

・
青

嶋
義

行
	

60
9	

長
期

間
の

粒
子

摩
耗

現
象

解
明

の
た

め
の

回
転

ド
ラ

ム
実

験
と

D
E
M

解
析

伊
藤

伸
晃

（
筑

波
大

）・
松

島
亘

志
・

河
野

昭
子

	
61

0	
A
na

ly
si

s 
of

 B
re

ak
w
at

er
 S

ta
bi

li
ty

 C
on

si
de

ri
ng

 
C
om

bi
ne

d 
E
ffe

ct
 o

f 
E
ar

th
qu

ak
e 

an
d 

T
su

na
m
i

バ
ブ

ル
ー

 チ
ョ

ー
ド

ゥ
リ

ー
（

九
大

）・
ヘ

マ
ン

タ
 ハ

ザ
リ

カ
・

門
司

直
也

・
西

村
謙

吾
・

安
福

規
之

・
石

藏
良

平
・

原
　

　
忠

・
山

崎
直

哉
	

61
1	

土
構

造
物

−
地

盤
系

の
刺

激
係

数
を

用
い

た
固

有
振

動
モ

ー
ド

の
揺

れ
や

す
さ

の
評

価
後

藤
敬

彦
（

名
大

）・
山

田
正

太
郎

・
野

田
利

弘
・

浅
岡

　
顕

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
13
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
グ
ラ
ウ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
山
本
　
彰
（
大
林
組
）

	
71

9	
杭

基
礎

建
物

に
採

用
し

た
圧

縮
型

グ
ラ

ウ
ン

ド
ア

ン
カ

ー
緊

張
力

の
経

時
変

化
特

性
森

　
利

弘
（

熊
谷

組
）

	
72

0	
グ

ラ
ウ

ン
ド

ア
ン

カ
ー

の
海

洋
環

境
下

に
お

け
る

長
期

耐
久

性
に

関
す

る
研

究
／

S
up

er
M

C
ア

ン
カ

ー
佐

藤
　

守
（

S
up

er
M

C
ア

ン
カ

ー
研

究
会

）・
清

宮
　

理
・

加
藤

絵
万

・
武

山
光

成
・

茂
木

康
弘

・
飯

沢
　

誠
	

72
1	

R
P
D

に
よ

る
連

続
打

撃
動

的
貫

入
試

験
を

利
用

し
た

ア
ン

カ
ー

地
盤

の
評

価
に

つ
い

て
近

藤
史

祥
（

興
和

）・
小

林
雄

三
・

堀
松

　
崇

・
中

野
義

仁
	

72
2	

グ
ラ

ウ
ン

ド
ア

ン
カ

ー
の

相
互

作
用

に
関

す
る

実
大

実
験

田
久

　
勉

（
N
E
X
C
O

総
研

）・
田

山
　

聡
・

窪
塚

大
輔

	
72

3	
グ

ラ
ウ

ン
ド

ア
ン

カ
ー

の
残

存
引

張
り

力
を

測
定

す
る

簡
易

な
装

置
の

適
用

事
例

中
野

　
亮

（
日

特
建

設
）・

宇
次

原
雅

之
・

芥
川

真
一

	
72

4	
グ

ラ
ウ

ン
ド

ア
ン

カ
ー

の
損

傷
事

例
分

析
に

つ
い

て
近

藤
益

央
（

土
研

）・
宮

武
裕

昭
・

藤
田

智
弘

	
72

5	
盛

土
地

震
対

策
用

の
拡

径
型

ア
ン

カ
ー

に
お

け
る

高
耐

力
化

へ
の

取
り

組
み

岡
崎

賢
治

（
日

特
建

設
）・

佐
川

浩
紀

・
菅

　
浩

一
・

山
本

　
忠

・
伊

藤
企

陽
司

・
中

村
　

宏
・

山
内

真
也

・
山

本
　

淳
	

72
6	

グ
ラ

ウ
ン

ド
ア

ン
カ

ー
工

の
健

全
性

評
価

に
お

け
る

簡
易

評
価

手
法

に
つ

い
て

常
川

善
弘

（
相

愛
）・

酒
井

俊
典

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
14
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
ト
ン
ネ
ル
①
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
砂
金
　
伸
治
（
土
木
研
究
所
）

	
76

5	
大

桑
層

で
の

N
A
T
M

ト
ン

ネ
ル

施
工

に
お

け
る

坑
内

変
位

計
測

と
F
E
M

解
析

（
そ

の
1：

工
事

概
要

お
よ

び
大

桑
砂

の
力

学
的

特
性

）
松

本
樹

典
（

金
沢

大
）・

田
中

大
二

朗
・

大
谷

達
彦

・
佐

藤
喬

一
・

川
本

勝
彦

・
小

林
俊

一
	

76
6	

大
桑

層
で

の
N
A
T
M

ト
ン

ネ
ル

施
工

に
お

け
る

坑
内

変
位

計
測

と
F
E
M

解
析

（
そ

の
2：

二
次

元
変

形
解

析
の

試
み

）
田

中
大

二
朗

（
金

沢
大

）・
大

谷
達

彦
・

佐
藤

喬
一

・
川

本
勝

彦
・

松
本

樹
典

・
小

林
俊

一
	

76
7	

高
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

棄
物

地
層

処
分

の
人

工
バ

リ
ア

に
用

い
る

緩
衝

材
の

地
震

応
答

評
価

に
お

け
る

パ
ラ

メ
ー

タ
設

定
方

法
佐

藤
　

伸
（

大
林

組
）・

伊
藤

浩
二

・
山

本
陽

一
・

鈴
木

　
覚

	
76

8	
高

レ
ベ

ル
放

射
性

廃
棄

物
地

層
処

分
の

人
工

バ
リ

ア
の

地
震

時
挙

動
に

つ
い

て
山

本
陽

一
（

原
子

力
発

電
環

境
整

備
機

構
）・

鈴
木

　
覚

・
佐

藤
　

伸
・

伊
藤

浩
二

	
76

9	
連

壁
本

体
利

用
構

造
物

に
お

け
る

簡
易

一
体

解
析

手
法

の
適

用
性 小

林
克

哉
（

鉄
道

総
研

）・
小

島
謙

一
・

藤
井

公
博

・
松

丸
貴

樹
・

大
野

進
太

郎
	

77
0	

連
壁

本
体

利
用

構
造

物
に

お
け

る
擬

似
一

体
解

析
と

分
離

計
算

法
の

比
較

検
討

關
　

泰
史

（
ジ

ェ
イ

ア
ー

ル
東

海
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

）・
佐

藤
僚

生
・

松
丸

貴
樹

・
小

島
謙

一
	

77
1	

本
体

利
用

し
た

仮
土

留
め

が
開

削
ト

ン
ネ

ル
の

地
震

時
挙

動
に

及
ぼ

す
影

響
桐

生
郷

史
（

ジ
ェ

イ
ア

ー
ル

東
日

本
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

）・
井

澤
　

淳
・

小
島

謙
一

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
14
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
ト
ン
ネ
ル
②
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
津
野
　
究
（
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
）

	
77

2	
中

央
環

状
品

川
線

の
概

要
と

地
質

条
件

寺
島

善
宏

（
首

都
高

速
道

路
）

	
77

3	
切

開
き

工
法

に
お

け
る

根
入

れ
の

無
い

山
留

め
壁

の
設

計
と

施
工

時
挙

動
森

田
大

介
（

鹿
島

建
設

）・
渡

邉
洋

介
・

寺
島

善
宏

・
立

石
　

明
	

77
4	

仮
設

支
保

工
を

省
略

す
る

非
開

削
工

法
（

パ
イ

プ
ル

ー
フ

工
法

）
の

開
発

橋
本

　
勇

（
鹿

島
建

設
）

	
77

5	
パ

イ
プ

ル
ー

フ
工

法
の

施
工

計
画

と
実

績
三

室
恵

史
（

鹿
島

建
設

）
	

77
6	

ト
ン

ネ
ル

間
導

坑
掘

削
に

よ
る

上
下

同
時

掘
削

掘
削

と
実

績
畝

田
篤

志
（

鹿
島

建
設

）
	

77
7	

地
盤

改
良

ア
ー

チ
工

法
の

計
画

と
施

工
実

績
小

田
切

芳
春

（
鹿

島
建

設
）・

西
嶋

宏
介

	
77

8	
狭

隘
な

空
間

に
施

工
可

能
な

小
型

グ
ラ

ウ
ン

ド
ア

ン
カ

ー
台

座
の

開
発

と
適

用
山

下
善

幸
（

鹿
島

建
設

）
	

77
9	

本
線

ト
ン

ネ
ル

U
タ

ー
ン

路
の

施
工

計
画

と
実

績
梶

川
初

太
郎

（
鹿

島
建

設
）

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
14
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
ト
ン
ネ
ル
③
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
吉
川
直
孝
（
労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所
）

	
78

0	
ト

ン
ネ

ル
吹

付
け

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
支

保
効

果
に

関
す

る
数

値
解

析
検

討
谷

　
卓

也
（

大
成

建
設

）・
青

木
智

幸
	

78
1	

ト
ン

ネ
ル

天
端

の
傾

斜
角

度
の

変
化

を
利

用
し

た
切

羽
前

方
地

山
評

価
坂

井
一

雄
（

大
成

建
設

）・
谷

　
卓

也
・

青
木

智
幸

	
78

2	
函

体
推

進
工

法
に

お
け

る
箱

形
ル

ー
フ

の
曲

げ
試

験
お

よ
び

数
値

解
析

富
樫

陽
太

（
鉄

道
総

研
）・

中
村

智
哉

・
岡

野
法

之
・

津
野

　
究

・
小

島
芳

之
	

78
3	

低
土

被
り

部
の

ト
ン

ネ
ル

掘
削

影
響

評
価

に
関

す
る

一
考

察
角

田
晋

相
（

錢
高

組
）

	
78

4	
鋼

管
内

に
お

け
る

無
線

セ
ン

サ
を

用
い

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
手

法
津

野
　

究
（

鉄
道

総
研

）・
中

村
智

哉
・

富
樫

陽
太

・
岡

野
法

之
	

78
5	

剛
性

の
異

な
る

多
層

軟
弱

地
盤

に
建

設
さ

れ
る

浅
い

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト
の

耐
震

性
能

に
関

す
る

研
究

西
　

遥
輝

（
名

工
大

）・
岡

　
良

亮
・

H
am

ay
oo

n 
K
he

ra
di

・
顧

　
琳

琳
・

張
　

　
鋒

	
78

6	
北

海
道

横
断

自
動

車
道

余
市

〜
小

樽
間

第
二

天
神

ト
ン

ネ
ル

発
破

掘
削

に
伴

う
地

す
べ

り
土

塊
へ

の
影

響
検

討
及

び
施

工
に

つ
い

て
小

澤
隆

二
（

N
E
X
C
O

東
日

本
）・

川
口

真
史

・
松

田
拓

也
	

78
7	

北
海

道
横

断
自

動
車

道
余

市
〜

小
樽

間
に

お
け

る
含

軽
石

火
山

礫
凝

灰
岩

地
山

の
ト

ン
ネ

ル
掘

削
に

伴
う

変
位

特
性

に
つ

い
て 菅

田
謙

一
（

N
E
X
C
O

東
日

本
）・

林
　

　
稔
・
村

上
和

行
・

海
老

子
川

啓
・

佐
藤

　
正

・
日

野
道

雄

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
14
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
ト
ン
ネ
ル
④
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
土
門
　
剛
（
首
都
大
学
東
京
）

	
78

8	
道

東
自

動
車

道
 大

夕
張

ト
ン

ネ
ル

避
難

抗
に

お
け

る
変

状
対

策
の

中
間

報
告

加
藤

文
啓

（
N
E
X
C
O

東
日

本
）・

斉
藤

正
起
・
池

川
真

也
・

大
越

　
保

	
78

9	
地

盤
／

地
形

が
地

震
被

害
に

及
ぼ

す
影

響
鈴

木
直

人
（

東
京

都
市

大
）・

末
政

直
晃

	
79

0	
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
ア

ー
チ

カ
ル

バ
ー

ト
に

お
け

る
層

間
変

位
と

損
傷

過
程

の
関

係
の

評
価

久
保

田
伸

一
（

土
研

）・
篠

原
聖

二
・

石
田

雅
博

	
79

1	
S
ei

sm
ic

 P
er

fo
rm

an
ce

 o
f 

U
ne

ve
n 

M
ul

ti
-s

ec
ti
on

 
T
un

ne
ls
 f
or

 S
ub

w
ay

小
西

真
治

（
東

京
地

下
鉄

）・
辻

　
貴

大
・

尾
上

豊
弘

・
川

上
幸

一
・

西
垣

祐
弥

・
前

川
宏

一
	

79
2	

換
気

所
建

物
を

支
持

す
る

開
削

ト
ン

ネ
ル

の
耐

震
性

の
検

討
谷

口
祥

基
（

阪
神

高
速

道
路

）・
高

田
佳

彦
・

藤
野

秀
隆

・
米

元
佑

介
・

沼
田

紫
央

里
	

79
3	

開
削

ト
ン

ネ
ル

に
作

用
す

る
列

車
荷

重
に

よ
る

土
圧

に
関

す
る

検
討

柳
川

一
心

（
鉄

道
総

研
）・

牛
田

貴
士

・
仲

山
貴

司
・

焼
田

真
司

	
79

4	
高

速
道

路
ト

ン
ネ

ル
に

生
じ

た
変

状
と

ト
ン

ネ
ル

地
質

特
性

安
田

賢
哉

（
ネ

ク
ス

コ
・

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

東
北

）・
菊

池
慎

司
・

宮
沢

一
雄

・
鶴

原
敬

久
・

増
渕

善
明

・
長

瀬
　

修
・

永
井

　
宏

	
79

5	
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

が
近

接
す

る
河

川
堤

防
の

地
震

時
挙

動
に

関
す

る
考

察
上

野
舞

子
（

建
設

技
術

研
究

所
）・

李
　

圭
太
・
岡

嶋
義

行
・

小
西

康
之

・
柚

本
真

介
・

藤
田

庸
介

・
小

山
倫

史
・

大
西

有
三

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
III
）
の
部
	

第
14
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
ト
ン
ネ
ル
⑤
，
シ
ー
ル
ド
】	

16
:4
5
〜
18
:1
5

座
　
長
：
小
西
　
真
治
（
東
京
地
下
鉄
）

	
79

6	
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
ア

ー
チ

カ
ル

バ
ー

ト
の

せ
ん

断
剛

性
の

評
価

篠
原

聖
二

（
土

研
）・

久
保

田
伸

一
・

石
田

雅
博

	
79

7	
耐

震
補

強
を

考
慮

し
た

地
中

構
造

物
の

地
震

時
損

傷
確

率
評

価
に

関
す

る
検

討
浦

野
和

彦
（

安
藤

ハ
ザ

マ
）・

西
村

　
毅

・
前

田
博

司
	

79
8	

上
載

荷
重

が
作

用
し

た
シ

ー
ル

ド
ト

ン
ネ

ル
に

作
用

す
る

土
圧

の
基

礎
的

検
討

鈴
木

　
誠

（
千

葉
工

大
）・

田
口

大
輔

・
中

井
照

夫
・

シ
ャ

ヒ
ン

 ホ
サ

イ
ン

	
79

9	
上

載
荷

重
が

作
用

し
た

大
深

度
シ

ー
ル

ド
ト

ン
ネ

ル
の

挙
動

検
討 田

口
大

輔
（

千
葉

工
大

）・
鈴

木
　

誠
・

中
井

照
夫

・
シ

ャ
ヒ

ン
 ホ

サ
イ

ン
	

80
0	

都
心

部
で

の
非

開
削

切
拡

げ
工

法
に

お
け

る
曲

線
パ

イ
プ

ル
ー

フ
の

挙
動

再
現

に
関

す
る

検
討

松
本

拓
未

（
長

岡
高

専
）・

岩
波

　
基

・
齊

藤
悠

耶
	

80
1	

シ
ー

ル
ド

セ
グ

メ
ン

ト
の

限
界

状
態

設
計

法
の

終
局

限
界

状
態

に
お

け
る

荷
重

係
数

の
選

定
に

つ
い

て
藤

田
貴

行
（

長
岡

高
専

）・
関

す
み

れ
・

岩
波

　
基

	
80

2	
併

設
シ

ー
ル

ド
掘

進
に

伴
う

周
辺

地
盤

挙
動

の
弾

塑
性

有
限

要
素

解
析

稲
垣

祐
輔

（
地

域
地

盤
環

境
研

究
所

）・
譽

田
孝

宏
・

S
ha

hi
n 

H
os

sa
in

・
中

井
照

夫
	

80
3	

節
付

き
地

中
連

続
壁

を
用

い
た

立
坑

の
盤

ぶ
く

れ
抵

抗
に

関
す

る
研

究
光

森
　

章
（

大
林

組
）・

渡
邉

康
司
・
喜

多
直

之
・
西

岡
英

俊
・

神
田

政
幸
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18

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
14
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
ケ
ー
ソ
ン
基
礎
，
杭
基
礎
①
】	
9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
本
多
　
剛
（
竹
中
工
務
店
）

	
63

7	
部

分
排

水
条

件
下

に
お

け
る

防
波

堤
マ

ウ
ン

ド
材

の
繰

返
し

せ
ん

断
強

度
に

関
す

る
考

察
山

崎
直

哉
（

高
知

大
）・

原
　

　
忠
・
ヘ

マ
ン

タ
 ハ

ザ
リ

カ
・

門
司

直
也

・
バ

ブ
ル

ー
 チ

ョ
ー

ド
リ

ー
	

63
8	

洪
積

砂
層

に
お

け
る

ケ
ー

ソ
ン

内
の

平
板

載
荷

試
験

地
盤

の
初

期
応

力
に

関
す

る
一

考
察

小
宅

知
行

（
オ

リ
エ

ン
タ

ル
白

石
）・

春
日

清
志

・
加

藤
瑞

穂
	

63
9	

耐
震

・
耐

津
波

防
波

堤
の

基
礎

構
造

の
耐

震
性

評
価

バ
ブ

ル
ー

 チ
ョ

ー
ド

リ
ー

（
九

大
）・

ヘ
マ

ン
タ

 ハ
ザ

リ
カ

・
門

司
直

也
・

西
村

謙
吾

・
石

蔵
良

平
・

笠
間

清
伸

・
原

　
　

忠
・

山
崎

直
哉

	
64

0	
床

付
け

深
度

の
異

な
る

超
高

層
免

震
建

物
を

支
持

す
る

異
種

基
礎

―
そ

の
1：

基
礎

構
造

計
画

―
佐

原
　

守
（

大
林

組
）・

鈴
木

直
子

・
北

山
宏

貴
	

64
1	

床
付

け
深

度
の

異
な

る
超

高
層

免
震

建
物

を
支

持
す

る
異

種
基

礎
―

そ
の

2：
常

時
の

沈
下

挙
動

解
析

と
計

測
―

冨
安

祐
貴

（
大

林
組

）・
佐

原
　

守
・

鈴
木

直
子

・
北

山
宏

貴
	

64
2	

床
付

け
深

度
の

異
な

る
超

高
層

免
震

建
物

を
支

持
す

る
異

種
基

礎
―

そ
の

3：
地

震
時

の
水

平
挙

動
解

析
―

鈴
木

直
子

（
大

林
組

）・
佐

原
　

守
・

北
山

宏
貴

	
64

3	
押

込
み

杭
の

貫
入

抵
抗

に
及

ぼ
す

打
抜

き
の

影
響

に
関

す
る

模
型

実
験

（
そ

の
1：

実
験

概
要

）
森

安
俊

介
（

新
日

鐵
住

金
）・

目
黒

秀
昂

・
松

本
樹

典
・

小
林

俊
一

・
下

野
慎

也
	

64
4	

押
込

み
杭

の
貫

入
抵

抗
に

及
ぼ

す
打

抜
き

の
影

響
に

関
す

る
模

型
実

験
（

そ
の

2：
実

験
結

果
）

目
黒

秀
昂
（

金
沢

大
）・

森
安

俊
介
・
松

本
樹

典
・
小

林
俊

一
・

下
野

慎
也

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
14
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
擁
壁
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
藤
田
　
智
弘
（
土
木
研
究
所
）

	
72

7	
20

14
年

長
野

県
北

部
地

震
で

崩
壊

し
た

混
合

擁
壁

の
被

災
要

因
―

そ
の

1：
被

災
状

況
と

現
地

調
査

―
栗

林
健

太
郎

（
エ

イ
ト

日
本

技
術

開
発

）・
原

　
　

忠
・

坂
部

晃
子

・
石

川
　

諒
・

へ
マ

ン
タ

 ハ
ザ

リ
カ

・
菅

原
大

暉
・

八
木

　
悟

・
竹

澤
請

一
郎

・
三

村
佳

織
・

古
市

秀
雄

	
72

8	
20

14
年

長
野

県
北

部
地

震
で

崩
壊

し
た

混
合

擁
壁

の
被

災
要

因
分

析
　

そ
の

2 
室

内
試

験
品

川
大

地
（

高
知

大
）・

原
　

　
忠

・
山

崎
直

哉
・

ヘ
マ

ン
タ

 ハ
ザ

リ
カ

・
鈴

木
　

衛
・

栗
林

健
太

郎
・

八
木

　
悟

・
竹

澤
請

一
郎

・
三

村
佳

織
・

古
市

秀
雄

	
72

9	
北

海
道

新
幹

線
に

用
い

た
補

強
盛

土
一

体
橋

梁
（

G
R
S

一
体

橋
梁

）
の

長
期

挙
動

高
野

裕
輔

（
鉄

道
・

運
輸

機
構

）・
山

崎
貴

之
・

丸
山

　
修

・
青

木
一

二
三

・
佐

々
木

徹
也

・
西

岡
英

俊
・

小
島

謙
一

	
73

0	
洗

掘
を

受
け

た
護

岸
の

振
動

特
性

を
考

慮
し

た
健

全
度

評
価

窪
田

勇
輝

（
シ

ー
エ

ス
・

イ
ン

ス
ペ

ク
タ

ー
）・

猪
木

勇
至

	
73

1	
上

載
荷

重
に

対
す

る
L

型
擁

壁
の

構
造

性
能

に
関

す
る

実
験

的
研

究
―

載
荷

位
置

の
影

響
に

つ
い

て
―

西
尾

聡
史

（
旭

化
成

ホ
ー

ム
ズ

）・
和

田
昇

三
・

伊
集

院
博

	
73

2	
地

山
補

強
材

に
よ

り
補

強
さ

れ
た

既
設

も
た

れ
壁

の
地

震
時

安
定

性
評

価
に

関
す

る
検

証
解

析
谷

　
賢

俊
（

鉄
道

総
研

）・
中

島
　

進
・

長
尾

洋
太

	
73

3	
耐

震
補

強
さ

れ
た

擁
壁

に
作

用
す

る
地

震
時

土
圧

に
関

す
る

考
察 中

島
　

進
（

鉄
道

総
研

）・
谷

　
賢

俊
・

渡
辺

健
治

	
73

4	
も

た
れ

壁
を

有
す

る
盛

土
の

耐
震

性
に

関
す

る
振

動
台

実
験

細
井

　
学

（
JR

東
日

本
）・

高
崎

秀
明

・
池

本
宏

文
	

73
5	

N
M

M
-D

D
A

に
よ

る
地

盤
と

擁
壁

の
相

互
作

用
問

題
に

関
す

る
研

究
川

上
紘

平
（

京
大

）・
橋

本
涼

太
・

肥
後

陽
介

・
三

村
　

衛

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
14
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
土
留
め
・
山
留
め
①
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
渡
邉
　
康
司
（
大
林
組
）

	
73

6	
大

規
模

開
削

工
事

に
お

け
る

土
留

め
工

の
合

理
化

（
そ

の
1）

設
計

計
画

戸
川

　
敬

（
鹿

島
建

設
）・

吉
田

　
潔

・
渡

辺
幹

広
・

竹
内

業
史

・
坂

梨
利

男
・

谷
澤

史
剛

・
志

村
　

敦
・

渡
辺

真
介

	
73

7	
大

規
模

開
削

工
事

に
お

け
る

土
留

め
工

の
合

理
化

（
そ

の
2）

施
工

実
績

谷
澤

史
剛

（
鹿

島
建

設
）・

坂
梨

利
男

・
吉

田
　

潔
・

渡
辺

幹
広

・
戸

川
　

敬
・

竹
内

業
史

・
志

村
　

敦
・

渡
辺

真
介

	
73

8	
軟

弱
地

盤
に

お
け

る
地

盤
改

良
を

用
い

た
山

留
め

壁
の

挙
動

 
そ

の
1

中
津

紀
幸

（
竹

中
工

務
店

）・
河

野
貴

穂
・

山
川

昭
次

・
中

江
　

滋
・

砂
井

貴
秀

	
73

9	
軟

弱
地

盤
に

お
け

る
地

盤
改

良
を

用
い

た
山

留
め

壁
の

挙
動

 
そ

の
2

砂
井

貴
秀

（
竹

中
工

務
店

）・
河

野
貴

穂
・

中
津

紀
幸

・
中

江
　

滋
・

山
川

昭
次

	
74

0	
軟

弱
粘

性
土

地
盤

掘
削

時
の

山
留

め
及

び
背

面
地

盤
の

変
形

（
そ

の
1：

現
場

計
測

）
小

澤
貴

史
（

清
水

建
設

）・
堀

田
洋

之
・

松
原

　
優

・
笹

野
直

也
	

74
1	

軟
弱

粘
性

土
地

盤
掘

削
時

の
山

留
め

及
び

背
面

地
盤

の
変

形
（

そ
の

2：
数

値
解

析
）

堀
田

洋
之

（
清

水
建

設
）・

小
澤

貴
史

・
松

原
　

優
・

笹
野

直
也

	
74

2	
吸

水
性

高
分

子
摩

擦
低

減
剤

の
地

盤
条

件
を

考
慮

し
た

膨
潤

・
透

水
特

性
宮

木
克

真
（

信
州

大
）・

梅
崎

健
夫
・
河

村
　

隆
・
小

林
優

太
・

岡
本

功
一

・
服

部
　

晃
	

74
3	

吸
水

性
高

分
子

摩
擦

低
減

剤
の

せ
ん

断
抵

抗
に

及
ぼ

す
吸

水
量

の
影

響
古

久
根

晋
太

郎
（

信
州

大
）・

梅
崎

健
夫

・
河

村
　

隆
・

小
林

優
太

・
岡

本
功

一
・

服
部

　
晃

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
14
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
土
留
め
・
山
留
め
②
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
石
井
　
武
司
（
中
央
大
学
）

	
74

4	
ア

ル
ミ

棒
積

層
体

を
用

い
た

ブ
ロ

ッ
ク

積
み

擁
壁

の
孕

み
出

し
に

伴
う

地
盤

の
変

形
挙

動
平

　
瑞

樹
（

鹿
児

島
大

）・
山

本
健

太
郎

・
永

川
勝

久
・

落
合

　
勇

	
74

5	
地

盤
改

良
体

を
用

い
た

斜
め

自
立

土
留

め
の

遠
心

力
模

型
実

験
青

木
峻

二
（

大
林

組
）・

高
橋

真
一
・
杉

江
茂

彦
・
嶋

田
洋

一
・

前
田

知
就

	
74

6	
土

留
め

工
の

逆
解

析
と

予
測

解
析

に
関

す
る

考
察

田
中

耕
一

（
鹿

島
建

設
）

	
74

7	
大

規
模

根
切

り
に

お
け

る
地

盤
改

良
を

用
い

た
自

立
山

留
め

壁
の

挙
動

前
田

壮
亮

（
竹

中
土

木
）・

河
野

貴
穂

・
岡

本
圭

史
郎

・
山

川
昭

次
・

青
木

雅
道

	
74

8	
近

接
施

工
の

弾
性

解
析

に
よ

る
試

計
算

加
藤

将
史

（
長

岡
高

専
）・

岩
波

　
基

・
井

上
晋

太
郎

	
74

9	
不

整
形

な
掘

削
形

状
の

工
事

に
お

け
る

周
辺

構
造

物
の

変
位

予
測 田

口
智

也
（

戸
田

建
設

）・
石

丸
達

朗
・

金
子

　
治

	
75

0	
気

泡
掘

削
ソ

イ
ル

セ
メ

ン
ト

地
中

連
続

壁
（

A
W

A
R
D
-H

sm
工

法
）

の
施

工
品

質
に

つ
い

て
三

反
畑

勇
（

安
藤

ハ
ザ

マ
）・

佐
久

間
誠

也
・

増
田

浩
二

・
近

藤
義

正
・

上
原

精
治

・
俵

　
豊

光
・

一
瀬

　
猛

	
75

1	
高

吸
水

性
ポ

リ
マ

ー
を

用
い

た
ポ

リ
マ

ー
混

合
度

の
遮

水
性

・
透

水
性

の
回

復
に

つ
い

て
中

村
　

淳
（

早
大

）・
赤

木
寛

一
・

下
坂

賢
二

・
近

藤
義

正
・

三
反

畑
勇

・
小

野
田

浩
二

・
安

井
利

彰
・

駒
澤

辰
弥

	
75

2	
臨

海
部

の
大

規
模

土
留

め
壁

に
生

じ
た

引
張

挙
動

に
関

す
る

検
討 石

山
正

太
郎

（
長

岡
高

専
）・

岩
渕

崇
宏

・
岩

波
　

基

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
14
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
岸
壁
・
護
岸
①
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
飛
田
　
哲
男
（
京
都
大
学
）

	
75

3	
津

波
に

よ
る

浸
透

力
を

考
慮

し
た

防
波

堤
マ

ウ
ン

ド
の

支
持

力
に

関
す

る
実

験
と

解
析

丸
山

憲
治

（
ジ

オ
デ

ザ
イ

ン
）・

高
橋

英
紀

・
佐

々
真

志
・

森
川

嘉
之

・
高

野
大

樹
・

松
原

宗
伸

・
遠

山
憲

二
・

平
田

昭
博

	
75

4	
腹

付
工

を
含

む
ケ

ー
ソ

ン
式

防
波

堤
マ

ウ
ン

ド
の

支
持

力
に

関
す

る
遠

心
模

型
実

験
と

円
弧

す
べ

り
解

析
橋

爪
秀

夫
（

ジ
オ

デ
ザ

イ
ン

）・
高

橋
英

紀
・

佐
々

真
志

・
森

川
嘉

之
・

高
野

大
樹

・
丸

山
憲

治
	

75
5	

岸
壁

背
面

に
お

け
る

格
子

状
地

盤
改

良
対

策
の

地
震

挙
動

の
検

証
（

そ
の

1）
−

遠
心

模
型

実
験

−
山

尾
　

祥
（

新
日

鐵
住

金
）・

高
野

良
広

・
伊

勢
典

央
・

杉
村

裕
二

・
樋

口
俊

一
・

野
田

和
久

・
中

村
　

泰
	

75
6	

岸
壁

背
面

に
お

け
る

格
子

状
地

盤
改

良
対

策
の

地
震

挙
動

の
検

証
（

そ
の

2）
-F

L
IP

に
よ

る
再

現
解

析
−

樋
口

俊
一
（

大
林

組
）・

山
尾

　
祥
・
高

野
良

広
・
伊

勢
典

央
・

杉
村

裕
二

・
野

田
和

久
・

中
村

　
泰

	
75

7	
杭

式
改

良
に

よ
る

液
状

化
側

方
流

動
量

の
抑

制
効

果
に

関
す

る
研

究
−

そ
の

1：
遠

心
模

型
実

験
と

流
体

解
析

に
よ

る
流

れ
の

再
現

高
橋

直
樹

（
三

井
住

友
建

設
）・

高
橋

英
紀

・
森

川
嘉

之
・

東
畑

郁
生

・
高

野
大

樹
・

津
田

和
夏

希
	

75
8	

杭
式

改
良

に
よ

る
液

状
化

側
方

流
動

量
の

抑
制

効
果

に
関

す
る

研
究

−
そ

の
2：

遠
心

模
型

実
験

で
の

改
良

杭
へ

の
流

動
力

の
評

価
−

津
田

和
夏

希
（

三
井

住
友

建
設

）・
森

川
嘉

之
・
高

橋
英

紀
・

高
橋

直
樹

・
東

畑
郁

生

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
14
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
岸
壁
・
護
岸
②
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
樋
口
　
俊
一
（
大
林
組
）

	
75

9	
岸

壁
構

造
へ

の
高

強
度

ジ
オ

グ
リ

ッ
ド

適
用

に
お

け
る

引
抜

き
試

験
水

谷
　

将
（

五
洋

建
設

）・
三

好
俊

康

	
76

0	
防

潮
堤

の
転

倒
対

策
工

の
た

め
の

矢
板

根
入

れ
深

さ
の

検
討

谷
垣

嘉
基
（

徳
島

大
）・

大
住

俊
揮
・
上

野
勝

利
・
渦

岡
良

介
・

阿
南

悠
佑

	
76

1	
津

波
に

よ
る

防
波

堤
の

破
壊

機
構

−
浸

透
流

の
影

響
に

つ
い

て
三

浦
智

久
（

京
大

）・
飛

田
哲

男
・

井
合

　
進

	
76

2	
控

え
工

の
先

端
支

持
力

の
モ

デ
ル

化
の

違
い

が
矢

板
式

岸
壁

の
地

震
応

答
解

析
結

果
に

与
え

る
影

響
に

つ
い

て
塩

崎
禎

郎
（

JF
E

ス
チ

ー
ル

）・
兵

頭
順

一
・

小
堤

　
治

・
飛

田
哲

男
	

76
3	

水
位

変
動

に
よ

る
損

傷
孔

を
有

す
る

矢
板

裏
込

め
の

空
洞

化
実

験 阿
南

悠
佑
（

徳
島

大
）・

上
野

勝
利
・
大

住
俊

揮
・
矢

上
千

尋
・

渦
岡

良
介

・
鈴

木
　

壽
	

76
4	

地
震

変
形

後
の

荷
重

を
考

慮
し

た
桟

橋
の

模
型

振
動

実
験

小
濱

英
司

（
港

空
研

）・
寺

田
竜

士
・

宇
野

州
彦

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
15
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
補
強
土
①
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
桑
野
　
二
郎
（
埼
玉
大
学
）

	
81

3	
ジ

オ
テ

キ
ス

タ
イ

ル
拘

束
土

壁
工

法
の

地
震

時
挙

動
に

関
す

る
振

動
台

実
験

伊
藤

修
二

（
前

田
工

繊
）・

小
嶋

啓
介

・
伊

藤
雅

基
・

藤
田

凌
輔

・
辻

慎
一

朗
	

81
4	

ジ
オ

テ
キ

ス
タ

イ
ル

拘
束

土
壁

工
法

の
耐

震
性

に
関

す
る

安
定

解
析

辻
慎

一
朗

（
前

田
工

繊
）・

伊
藤

修
二

・
小

嶋
啓

介
・

伊
藤

雅
基

・
藤

田
凌

輔
	

81
5	

ジ
オ

シ
ン

セ
テ

ィ
ッ

ク
ス

補
強

材
を

適
用

し
た

補
強

土
壁

の
動

態
観

測
（

1）
−

壁
面

の
実

挙
動

と
張

力
分

布
−

尾
方

武
文

（
ヒ

ロ
セ

）・
大

谷
義

則
・

佐
藤

　
登

	
81

6	
ジ

オ
シ

ン
セ

テ
ィ

ッ
ク

ス
補

強
材

を
適

用
し

た
補

強
土

壁
の

動
態

観
測

（
2）

−
変

形
性

能
−

佐
藤

　
登

（
ヒ

ロ
セ

）・
大

谷
義

則
・

尾
方

武
文

	
81

7	
衝

撃
振

動
実

験
に

よ
る

盛
土

の
耐

震
補

強
技

術
の

検
討

戸
村

豪
治

（
三

井
住

友
建

設
）・

小
林

敬
尚

・
中

田
幸

男
・

兵
動

正
幸

	
81

8	
地

層
構

造
の

違
い

に
よ

る
水

平
慣

性
力

載
荷

時
の

斜
面

崩
壊

機
構 小

林
敬

尚
（

山
口

大
）・

中
田

幸
男

・
兵

動
正

幸
・

戸
村

豪
治

	
81

9	
補

強
土

壁
の

維
持

管
理

手
法

構
築

に
向

け
た

変
状

事
例

の
考

察
志

村
直

紀
（

土
研

）・
藤

田
智

弘
・

久
保

哲
也

・
宮

武
裕

昭
	

82
0	

補
強

土
壁

の
補

強
材

破
断

に
関

す
る

維
持

管
理

手
法

開
発

に
向

け
た

実
大

模
型

実
験

（
そ

の
1）

久
保

哲
也

（
土

研
）・

藤
田

智
弘

・
志

村
直

紀
・

宮
武

裕
昭

・
宮

田
喜

壽
	

82
1	

補
強

土
壁

の
補

強
材

破
断

に
関

す
る

維
持

管
理

手
法

開
発

に
向

け
た

実
大

模
型

実
験

（
そ

の
2）

藤
田

智
弘

（
土

研
）・

久
保

哲
也

・
志

村
直

紀
・

宮
武

裕
昭

・
宮

田
喜

壽

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
15
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
補
強
土
②
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
平
川
　
大
貴
（
中
央
大
学
）

	
82

2	
格

子
状

鉄
筋

補
強

材
の

土
中

引
抜

抵
抗

力
の

評
価

	
	

−
そ

の
1：

引
抜

抵
抗

力
の

評
価

式
の

検
討

−
住

田
　

聡
（

ジ
オ

シ
ス

テ
ム

）・
寺

尾
邦

憲
・

大
出

健
司

・
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19

金
　

春
峰

・
小

川
憲

保
・

本
郷

隆
夫

	
82

3	
格

子
状

鉄
筋

補
強

材
の

土
中

引
抜

抵
抗

力
の

評
価

	
	

−
そ

の
2：

評
価

式
の

適
用

性
の

検
討

−
大

出
健

司
（

ジ
オ

シ
ス

テ
ム

）・
寺

尾
邦

憲
・

住
田

　
聡

・
金

　
春

峰
・

小
川

憲
保

・
本

郷
隆

夫
	

82
4	

ジ
オ

シ
ン

セ
テ

ィ
ッ

ク
ス

お
よ

び
矢

板
を

用
い

た
補

強
方

法
の

実
験

的
研

究
木

下
貴

道
（

名
工

大
）・

H
os

sa
in

 S
ha

hi
n・

磯
部

有
作

・
中

井
照

夫
	

82
5	

せ
ん

断
変

形
を

受
け

る
地

盤
で

の
鋼

矢
板

を
用

い
た

変
位

抑
制

工
法

の
検

討
磯

部
有

作
（

地
層

科
学

研
究

所
）・

木
下

貴
道

・
H
os

sa
in

 S
ha

hi
n・

中
井

照
夫

	
82

6	
改

良
型

ジ
オ

セ
ル

と
ジ

オ
グ

リ
ッ

ド
補

強
材

の
砂

・
礫

盛
土

地
盤

か
ら

の
引

抜
き

抵
抗

に
関

す
る

研
究

大
塚

悠
大

（
芝

浦
工

大
）・

米
良

有
玄

・
X
in

ye
 H

an
・

清
田

　
隆

・
片

桐
俊

彦
・

並
河

　
努

	
82

7	
背

面
盛

土
に

礫
材

を
用

い
た

改
良

型
ジ

オ
セ

ル
補

強
土

擁
壁

の
振

動
台

模
型

実
験

米
良

有
玄

（
東

大
）・

X
in

ye
 H

an
・

清
田

　
隆

・
片

桐
俊

彦
・

大
塚

悠
大

	
82

8	
補

強
モ

ル
タ

ル
吹

付
工

を
用

い
た

の
り

面
工

の
破

壊
強

度
に

関
す

る
実

験
的

検
討

高
柳

　
剛

（
鉄

道
総

研
）・

太
田

直
之

・
窪

塚
大

輔
・

宇
次

原
雅

之
	

82
9	

格
子

状
補

強
シ

ー
ト

に
よ

る
液

状
化

対
策

工
の

数
値

解
析

に
お

け
る

モ
デ

ル
化

手
法

小
原

隆
志

（
鹿

島
建

設
）・

岡
本

道
孝

・
北

本
幸

義
・

吉
田

　
輝

・
京

川
裕

之
・

澤
田

叔
宏

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
15
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
補
強
土
③
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
河
村
　
隆
（
信
州
大
学
）

	
83

0	
長

時
間

の
津

波
越

流
に

粘
り

強
く

抵
抗

す
る

盛
土

構
造

の
開

発
藤

井
公

博
（

鉄
道

総
研

）・
渡

辺
健

治
・

松
浦

光
佑

・
工

藤
敦

弘
・

中
島

　
進

	
83

1	
H
D
P
E

ジ
オ

グ
リ

ッ
ド

の
引

張
変

形
に

伴
う

微
細

構
造

変
化

小
林

昂
平

（
防

衛
大

）・
宮

田
喜

壽
・

平
川

大
貴

・
畠

　
俊

郎
	

83
2	

ジ
オ

グ
リ

ッ
ド

の
施

工
時

損
傷

性
の

信
頼

性
解

析
宮

田
喜

壽
（

防
衛

大
）・

R
ic
ha

rd
 B

at
hu

rs
t

	
83

3	
P
ot

en
ti
al

 b
en

ef
it
 o

f 
ge

os
yn

th
et

ic
 r

ei
nf

or
ce

d 
so

il 
un

de
r 

cy
cl

ic
 a

nd
 m

on
ot

on
ic

 l
oa

di
ng

 w
it
h 

ci
rc

ul
ar

 
lo

ad
in

g 
pl

at
e

A
un

g 
A
un

g 
S
oe

（
埼

玉
大

）・
橘

　
伸

也
・

桑
野

二
郎

・
森

本
翔

太
・

米
田

淳
博

	
83

4	
既

設
ア

ン
カ

ー
式

補
強

土
壁

の
健

全
度

評
価

方
法

に
つ

い
て

橋
本

　
聖

（
寒

地
土

研
）・

山
梨

正
裕

・
林

　
宏

親
・

山
木

正
彦

	
83

5	
格

子
状

地
盤

改
良

体
か

ら
採

取
し

た
全

長
コ

ア
の

せ
ん

断
波

速
度

分
布

天
利

　
実

（
清

水
建

設
）・

石
川

　
明

	
83

6	
ジ

オ
グ

リ
ッ

ド
で

補
強

さ
れ

た
土

の
曲

げ
特

性
に

関
す

る
実

験
的

研
究

岩
佐

　
茜

（
国

土
交

通
省

）・
関

　
　

栄
・

高
橋

章
浩

	
83

7	
現

場
使

用
を

想
定

し
た

新
型

引
抜

き
試

験
機

の
開

発
佐

原
邦

朋
（

ヒ
ロ

セ
）・

志
村

直
紀
・
佐

藤
　

登
・
岡

本
力

也
・

鈴
木

　
博

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
15
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
補
強
土
④
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
篠
田
　
昌
弘
（
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
）

	
83

8	
ジ

オ
テ

キ
ス

タ
イ

ル
補

強
固

化
土

層
に

よ
る

道
路

段
差

対
策

工
法

の
耐

荷
重

三
上

大
道

（
鹿

島
建

設
）・

北
本

幸
義

・
吉

田
　

輝
	

83
9	

鋼
製

帯
状

補
強

土
（

テ
ー

ル
ア

ル
メ

）
壁

の
た

め
の

有
限

要
素

法
の

モ
デ

ル
化

熊
田

哲
規

（
ヒ

ロ
セ

）・
陳

　
国

良
	

84
0	

豪
雨

浸
透

を
受

け
る

ア
ン

カ
ー

補
強

土
壁

の
地

震
時

挙
動

に
関

す
る

実
験

的
研

究
小

林
　

睦
（

豊
田

高
専

）・
三

浦
均

也
・

小
浪

岳
治

・
桂

川
隼

斗
・

奥
平

早
香

	
84

1	
地

下
水

を
有

す
る

ア
ン

カ
ー

式
補

強
土

壁
の

地
震

時
挙

動
に

関
す

る
遠

心
模

型
実

験
佐

藤
寛

樹
（

豊
田

高
専

）・
小

林
　

睦
・

三
浦

均
也

・
小

浪
岳

治
・

赤
川

珠
美

	
84

2	
鋼

製
帯

状
補

強
土

壁
に

お
け

る
ス

ト
リ

ッ
プ

の
残

存
耐

力
の

評
価 浅

田
陵

平
（

山
口

大
）・

鈴
木

素
之

・
大

谷
義

則
・

志
村

直
紀

	
84

3	
緩

勾
配

斜
面

に
お

け
る

支
圧

板
付

き
ロ

ッ
ク

ボ
ル

ト
の

引
張

補
強

力
発

現
に

関
す

る
遠

心
模

型
実

験
中

本
詩

瑶
（

東
工

大
）・

関
　

　
栄

・
竹

村
次

朗
・

岩
佐

直
人

	
84

4	
受

圧
板

を
有

す
る

地
山

補
強

土
工

法
の

の
り

面
工

低
減

係
数

に
関

す
る

考
察

小
竹

　
望

（
香

川
高

専
）・

濱
口

竜
一

・
土

居
正

信
・

沓
澤

　
武

	
84

5	
小

規
模

建
築

物
に

お
け

る
ソ

イ
ル

セ
メ

ン
ト

コ
ラ

ム
の

セ
メ

ン
ト

系
固

化
材

添
加

量
に

関
す

る
考

察
深

谷
敏

史
（

ジ
ャ

パ
ン

ホ
ー

ム
シ

ー
ル

ド
）・

西
村

祥
久

・
藤

森
巳

喜

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
III
）
の
部
	

第
15
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
ダ
ム
・
堤
防
①
】	

16
:4
5
〜
18
:1
5

座
　
長
：
小
高
　
猛
司
（
名
城
大
学
）

	
49

3	
非

排
水

繰
返

し
載

荷
に

伴
う

ダ
ム

・
た

め
池

堤
体

の
強

度
低

下
特

性
の

評
価

−
篠

山
地

区
の

事
例

−
日

下
拓

也
（

日
本

工
営

）・
小

林
浩

二
・

齊
藤

　
淳

・
林

　
良

樹
・

矢
野

光
生

	
49

4	
非

排
水

繰
返

し
載

荷
に

よ
る

強
度

低
下

を
考

慮
し

た
ダ

ム
の

ニ
ュ

ー
マ

ー
ク

D
法

解
析

事
例

石
川

裕
規

（
日

本
工

営
）・

佐
藤

誠
一

・
白

石
保

律
・

橋
本

和
明

・
佐

久
間

和
弘

・
矢

野
光

生
	

49
5	

非
排

水
繰

返
し

載
荷

に
よ

る
強

度
低

下
を

考
慮

し
た

た
め

池
の

ニ
ュ

ー
マ

ー
ク

D
法

解
析

事
例

白
石

保
律

（
日

本
工

営
）・

佐
藤

誠
一

・
石

川
裕

規
・

佐
久

間
和

弘
・

橋
本

和
明

・
矢

野
光

生
	

49
6	

遠
心

模
型

実
験

に
よ

る
堤

体
の

液
状

化
対

策
工

の
効

果
の

検
討

荒
木

裕
行

（
土

研
）・

谷
本

俊
輔

・
石

原
雅

規
・

佐
々

木
哲

也
	

49
7	

有
限

要
素

法
を

用
い

た
自

重
変

形
解

析
に

よ
る

堤
体

の
液

状
化

対
策

工
の

評
価

石
原

雅
規

（
土

研
）・

荒
木

裕
行

・
谷

本
俊

輔
・

佐
々

木
哲

也
	

49
8	

堤
防

補
強

構
造

に
関

す
る

加
速

度
振

幅
に

着
目

し
た

解
析

的
研

究 藤
原

覚
太

（
新

日
鐵

住
金

）・
妙

中
真

治
・

乙
志

和
孝

・

戸
田

和
秀

・
八

嶋
　

厚
・

沢
田

和
秀

・
武

田
和

祥
・

小
堀

雄
太

	
49

9	
実

堤
防

断
面

を
対

象
と

し
た

巨
大

地
震

に
対

す
る

堤
防

補
強

構
造

の
解

析
的

研
究

武
田

和
祥
（

岐
阜

大
）・

八
嶋

　
厚
・
沢

田
和

秀
・
小

堀
雄

太
・

妙
中

真
治

・
藤

原
覚

太
・

乙
志

和
孝

・
戸

田
和

秀

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
15
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
ダ
ム
・
堤
防
②
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
谷
本
　
俊
輔
（
土
木
研
究
所
）

	
50

0	
フ

ィ
ル

ダ
ム

の
堤

体
改

修
に

お
け

る
強

度
異

方
性

問
題

	
	（

そ
の

1）
北

島
　

明
（

フ
ジ

タ
）・

福
島

伸
二

・
谷

　
　

茂
・

酒
巻

克
之

	
50

1	
フ

ィ
ル

ダ
ム

の
堤

体
改

修
に

お
け

る
強

度
異

方
性

問
題

	
	（

そ
の

2）
福

島
伸

二
（

フ
ジ

タ
）・

北
島

　
明

・
谷

　
　

茂
・

酒
巻

克
之

	
50

2	
土

の
締

固
め

に
お

け
る

乾
燥

密
度

、
飽

和
度

、
含

水
比

の
総

合
的

管
理

龍
岡

文
夫

（
東

京
理

科
大

）
	

50
3	

飽
和

度
に

着
目

し
た

転
圧

試
験

結
果

の
整

理
岡

本
道

孝
（

鹿
島

建
設

）・
北

本
幸

義
・

吉
田

　
輝

・
小

林
一

三
・

三
上

大
道

・
藤

崎
勝

利
・

龍
岡

文
夫

	
50

4	
二

重
鋼

矢
板

堤
防

の
地

震
・

津
波

複
合

災
害

に
対

す
る

性
能

評
価

 そ
の

1 
地

震
時

の
挙

動
の

検
討

戸
田

和
秀

（
新

日
鐵

住
金

）・
乙

志
和

孝
・

原
　

　
忠

・
谷

　
美

宏
・

古
市

秀
雄

・
弘

瀬
智

隆
・

西
　

剛
整

	
50

5	
二

重
鋼

矢
板

堤
防

の
地

震
・

津
波

複
合

災
害

に
対

す
る

性
能

評
価

 そ
の

2 
津

波
外

力
の

検
討

谷
　

美
宏
（

高
知

大
）・

原
　

　
忠
・
戸

田
和

秀
・
乙

志
和

孝
・

古
市

秀
雄

・
弘

瀬
智

隆
・

西
　

剛
整

	
50

6	
現

場
条

件
の

制
約

下
に

お
け

る
海

岸
堤

防
の

鋼
管

壁
に

よ
る

耐
震

・
耐

津
波

の
検

証
弘

瀬
智

隆
（

技
研

製
作

所
）・

古
市

秀
雄

・
原

　
　

忠
・

谷
　

美
宏

・
西

　
剛

整
・

戸
田

和
秀

・
乙

志
和

孝

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
15
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
ダ
ム
・
堤
防
③
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
常
田
　
賢
一
（
大
阪
大
学
）

	
50

7	
降

雨
が

フ
ィ

ル
ダ

ム
浸

透
量

に
与

え
る

影
響

の
経

験
的

予
測

手
法 太

田
垣

晃
一

郎
（

水
資

源
機

構
）・

曽
田

英
揮

・
岸

田
　

潔
	

50
8	

都
市

型
集

中
豪

雨
を

想
定

し
た

急
速

な
浸

透
対

策
と

し
て

の
通

気
防

水
シ

ー
ト

及
び

ド
レ

ー
ン

工
の

補
強

効
果

齊
藤

　
啓

（
名

工
大

）・
前

田
健

一
・

李
　

兆
卿

	
50

9	
た

め
池

の
レ

ベ
ル

2
耐

震
診

断
に

お
け

る
崩

壊
予

測
手

法
に

関
す

る
考

察
赤

坂
幸

洋
（

基
礎

地
盤

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
）・

野
村

英
雄

・
久

賀
真

一
・

長
谷

川
勝

喜
・

砂
川

伸
雄

	
51

0	
小

型
循

環
水

路
を

用
い

た
模

型
実

験
に

よ
る

砂
質

盛
土

の
耐

津
波

特
性

の
検

討
深

津
圭

佑
（

東
京

理
科

大
）・

久
松

祐
太

郎
・

菊
池

喜
昭

・
兵

動
太

一
・

龍
岡

文
夫

・
渡

辺
健

治
	

51
1	

パ
ラ

ペ
ッ

ト
構

造
を

持
つ

ア
ー

ス
ダ

ム
天

端
の

地
震

時
発

生
亀

裂
の

要
因

に
つ

い
て

菅
野

高
弘

（
京

大
）・

靍
井

翔
平

・
小

林
　

晃
・

村
上

　
章

	
51

2	
砕

･
転

圧
盛

土
の

耐
侵

食
性

能
に

つ
い

て

堀
田

崇
由

（
フ

ジ
タ

）・
北

島
　

明
	

51
3	

非
連

成
浸

透
流

解
析

に
よ

る
盛

土
築

造
時

の
間

隙
水

圧
増

加
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
検

討
西

村
　

聡
（

北
大

）
	

51
4	

ロ
ッ

ク
フ

ィ
ル

ダ
ム

の
耐

震
性

能
照

査
に

用
い

ら
れ

る
入

力
物

性
値

の
比

較
と

最
大

す
べ

り
変

形
量

に
及

ぼ
す

ロ
ッ

ク
材

の
せ

ん
断

強
度

の
影

響
藤

川
　

祥
（

土
研

）・
佐

藤
弘

行
・

榎
村

康
史

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
15
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
ダ
ム
・
堤
防
④
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
岡
村
　
未
対
（
愛
媛
大
学
）

	
51

5	
水

位
変

動
に

伴
う

剛
構

造
樋

門
周

辺
堤

防
の

劣
化

に
関

す
る

模
型

実
験

劉
　

天
明

（
名

城
大

）・
崔

　
　

瑛
・

小
高

猛
司

・
李

　
圭

太
	

51
6	

剛
構

造
樋

門
周

辺
堤

防
の

劣
化

に
関

す
る

三
次

元
模

型
実

験
崔

　
　

瑛
（

名
城

大
）・

小
高

猛
司

・
李

　
圭

太
	

51
7	

小
型

モ
ー

シ
ョ

ン
ロ

ガ
ー

を
用

い
た

透
水

性
基

礎
地

盤
に

起
因

す
る

河
川

堤
防

の
進

行
性

破
壊

の
計

測
倉

田
大

輔
（

国
総

研
）・

福
原

直
樹
・
森

　
啓

年
・
服

部
　

敦
・

吉
田

直
人

・
石

原
雅

規
・

佐
々

木
哲

也
	

51
8	

河
川

堤
防

の
盤

膨
れ

及
び

亀
裂

発
生

の
S
P
H

法
に

よ
る

再
現

解
析

下
川

大
介
（

国
総

研
）・

森
　

啓
年
・
倉

田
大

輔
・
福

原
直

樹
・

服
部

　
敦

	
51

9	
空

気
〜

水
〜

土
骨

格
連

成
有

限
変

形
解

析
に

基
づ

く
河

川
堤

防
基

礎
地

盤
の

透
水

性
が

パ
イ

ピ
ン

グ
破

壊
に

及
ぼ

す
影

響
評

価 加
藤

健
太

（
名

大
）・

吉
川

高
広

・
野

田
利

弘
・

小
高

猛
司

・
高

稲
敏

浩
・

李
　

圭
太

	
52

0	
空

気
〜

水
〜

土
骨

格
連

成
有

限
変

形
解

析
に

基
づ

く
南

海
ト

ラ
フ

地
震

に
対

す
る

大
規

模
河

川
堤

防
の

挙
動

に
及

ぼ
す

河
川

水
位

の
影

響
評

価
野

田
利

弘
（

名
大

）・
吉

川
高

広
・

加
藤

健
太

・
小

高
猛

司
・

高
稲

敏
浩

・
李

　
圭

太
	

52
1	

締
固

め
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
対

す
る

密
度

変
化

に
関

す
る

考
察

曽
田

英
揮

（
水

資
源

機
構

）・
太

田
垣

晃
一

郎
・

龍
岡

文
夫

	
52

2	
ア

ッ
プ

サ
イ

ク
ル

ブ
ロ

ッ
ク

を
用

い
た

盛
土

の
耐

津
波

性
に

関
す

る
模

型
実

験
植

田
裕

也
（

大
阪

大
）・

常
田

賢
一
・
嶋

川
純

平
・
森

田
晃

司
・

川
本

卓
人

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
15
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
ダ
ム
・
堤
防
⑤
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
野
田
　
利
弘
（
名
古
屋
大
学
）

	
52

3	
ニ

ュ
ー

マ
ー

ク
法

に
よ

る
地

震
時

残
留

す
べ

り
解

析
に

適
用

す
る

非
排

水
繰

返
し

に
よ

る
強

度
低

下
モ

デ
ル

に
つ

い
て

A
nt

oi
ne

 D
ut

ti
ne

（
複

合
技

術
研

究
所

）・
龍

岡
文

夫
・

矢
崎

澄
雄

・
毛

利
栄

征
	

52
4	

飽
和

土
の

非
排

水
繰

返
し

載
荷

に
よ

る
強

度
低

下
率

に
対

す
る

初
期

せ
ん

断
応

力
と

締
固

め
度

の
影

響
上

野
和

広
（

農
村

工
研

）・
毛

利
栄

征
・

田
中

忠
次

・
龍

岡
文

夫
	

52
5	

透
水

性
基

盤
の

成
層

構
造

条
件

に
着

目
し

た
パ

イ
ピ

ン
グ

発
生

メ
カ

ニ
ズ

ム
李

　
兆

卿
（

名
工

大
）・

前
田

健
一

・
齊

藤
　

啓
・

山
口

敦
志

	
52

6	
高

分
解

能
G
P
R

に
よ

る
河

川
堤

防
漏

水
箇

所
の

詳
細

地
盤
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20

構
造

調
査

青
池

邦
夫

（
土

研
）・

金
子

正
洋

・
稲

崎
富

士
	

52
7	

粒
子

法
に

よ
る

す
べ

り
と

噴
砂

を
伴

う
河

川
堤

防
被

災
の

再
現

解
析

森
　

啓
年
（

国
総

研
）・

下
川

大
介
・
倉

田
大

輔
・
福

原
直

樹
・

服
部

　
敦

	
52

8	
軟

弱
粘

性
土

地
盤

の
圧

密
進

行
に

伴
う

河
川

堤
防

の
地

震
時

被
災

に
関

す
る

考
察

−
吉

田
川

堤
防

に
お

け
る

事
例

−
柳

畑
　

亨
（

国
土

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

）・
佐

々
木

康
・

阿
部

誠
司

・
高

田
浩

穂
・

千
葉

孝
寿

・
阿

部
知

之
	

52
9	

礫
質

堤
防

土
の

力
学

特
性

の
評

価
に

及
ば

す
供

試
体

再
構

成
条

件
の

影
響

田
村

太
郎
（

名
城

大
）・

小
高

猛
司
・
崔

　
　

瑛
・
小

林
芳

樹
・

武
　

　
楊

・
李

　
圭

太
	

53
0	

砂
質

堤
防

土
の

強
度

定
数

評
価

に
及

ぼ
す

供
試

体
再

構
成

と
凍

結
過

程
の

影
響

武
　

　
楊
（

名
城

大
）・

小
高

猛
司
・
崔

　
　

瑛
・
小

林
芳

樹
・

田
村

太
郎

・
李

　
圭

太

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
15
会
場

【
地
盤
材
料
−
ダ
ム
・
堤
防
⑥
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
李
　
圭
太
（
建
設
技
術
研
究
所
）

	
53

1	
詳

細
な

地
盤

調
査

に
基

づ
く

河
川

堤
防

の
地

震
応

答
解

析
高

木
竜

二
（

名
城

大
）・

小
高

猛
司
・
崔

　
　

瑛
・
大

野
雄

貴
・

李
　

圭
太

	
53

2	
動

的
遠

心
力

模
型

実
験

に
よ

る
た

め
池

堤
体

の
地

震
時

挙
動

の
検

討
ソ

ッ
キ

ア
ン

 ス
レ

ン
（

日
本

工
営

）・
小

林
浩

二
・

家
田

浩
之

・
毛

利
栄

征
・

田
頭

秀
和

・
佐

藤
誠

一
	

53
3	

N
um

er
ic
al

 s
im

ul
at

io
n 

to
 v

al
id

at
e 

th
e 

ef
fe

ct
iv

en
es

s 
of

 c
ou

nt
er

m
ea

su
re

 t
o 

pr
ev

en
t 
liq

ue
fa

ct
io

n 
in

si
de

 t
he

 
ri
ve

r 
di

ke
 b

od
y

T
ri
an

di
ni

 T
am

ia
（

愛
媛

大
）・

岡
村

未
対

	
53

4	
た

め
池

堤
体

の
レ

ベ
ル

2
地

震
動

に
対

す
る

地
震

時
変

形
解

析
に

関
す

る
考

察
萩

原
協

仁
（

基
礎

地
盤

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
）・

野
村

英
雄

・
坪

田
邦

治
・

久
保

裕
一

	
53

5	
気

相
の

影
響

を
考

慮
し

た
河

川
堤

防
の

外
水

位
変

動
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
織

田
裕

至
（

神
戸

大
）・

川
勝

拓
哉

・
河

井
克

之
・

飯
塚

　
敦

	
53

6	
地

下
水

位
が

異
な

る
粘

性
土

地
盤

上
の

不
飽

和
盛

土
の

静
的

／
動

的
空

気
〜

水
〜

土
骨

格
連

成
解

析
吉

川
高

広
（

名
大

）・
野

田
利

弘
・

小
高

猛
司

・
高

稲
敏

浩
	

53
7	

層
構

造
の

異
な

る
軟

弱
地

盤
上

に
設

置
さ

れ
た

樋
門

底
面

の
空

洞
の

比
較

吉
田

直
人

（
土

研
）・

平
林

　
学

・
石

原
雅

規
・

佐
々

木
哲

也

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
15
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
ダ
ム
・
堤
防
⑦
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
森
口
　
周
二
（
東
北
大
学
）

	
53

8	
河

川
堤

防
の

進
行

性
破

壊
に

関
す

る
模

型
実

験
に

お
け

る
の

り
面

勾
配

お
よ

び
基

礎
地

盤
の

比
較

秋
場

俊
一

（
土

研
）・

吉
田

直
人

・
石

原
雅

規
・

佐
々

木
哲

也
	

53
9	

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

混
合

砂
の

堤
体

法
面

被
覆

材
と

し
て

の
適

用
性

の
検

討
竹

内
啓

介
（

名
城

大
）・

小
高

猛
司
・
崔

　
　

瑛
・
古

山
翔

悟
・

水
田

一
貴

・
李

　
圭

太
	

54
0	

波
浪

の
作

用
に

伴
う

海
岸

堤
防

の
不

安
定

性
評

価
手

法
の

提
案

と
H
ai
 H

au
海

岸
へ

の
適

用
藤

野
友

彰
（

茨
城

大
）・

村
上

　
哲

・
安

原
一

哉
	

54
1	

外
水

の
浸

透
に

よ
る

微
小

な
堤

体
表

面
変

位
と

内
部

状
態

の
関

係
に

関
す

る
実

験
伊

藤
公

孝
（

愛
媛

大
）・

岡
村

未
対

	
54

2	
河

川
堤

防
に

近
接

す
る

地
中

構
造

物
を

考
慮

し
た

三
次

元
浸

透
挙

動
に

関
す

る
考

察
田

川
　

央
（

建
設

技
術

研
究

所
）・

李
　

圭
太
・
小

林
猛

嗣
・

小
西

康
之

・
柚

本
真

介
・

藤
田

庸
介

・
小

山
倫

史
・

大
西

有
三

	
54

3	
越

流
・

浸
透

流
を

考
慮

し
た

捨
石

マ
ウ

ン
ド

の
安

定
重

量
に

関
す

る
水

理
模

型
実

験
井

上
翔

太
（

九
大

）・
笠

間
清

伸
・

平
澤

充
成

・
善

　
功

企
・

古
川

全
太

郎
・

八
尋

裕
一

	
54

4	
厚

層
透

水
地

盤
を

有
す

る
河

川
堤

防
に

お
け

る
鋼

矢
板

を
用

い
た

浸
透

対
策

に
関

す
る

考
察

吉
川

智
勝

（
建

設
技

術
研

究
所

）・
李

　
圭

太
・
大

橋
泰

博
・

小
山

倫
史

・
大

西
有

三

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
16
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
杭
基
礎
②
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
関
口
　
徹
（
千
葉
大
学
）

	
64

5	
L
oa

d 
te

st
s 

on
 p

il
e 

gr
ou

p 
an

d 
pi

le
d 

ra
ft

 m
od

el
s 

ha
vi

ng
 b

at
te

r 
pi

le
s 

(P
ar

t 
1:

 O
ut

li
ne

 o
f 

th
e 

ex
pe

ri
m
en

ts
)

ア
ン

　
ト

ゥ
ア

ン
 ブ

（
金

沢
大

）・
吉

谷
　

凌
・

田
中

大
二

郎
・

松
本

樹
典

・
小

林
俊

一
・

下
野

慎
也

	
64

6	
斜

杭
を

有
す

る
群

杭
お

よ
び

パ
イ

ル
ド

・
ラ

フ
ト

の
模

型
載

荷
実

験
（

そ
の

2：
実

験
結

果
）

吉
谷

　
凌

（
金

沢
大

）・
A
nh

 T
ua

n 
V
u・

松
本

樹
典

・
小

林
俊

一
・

下
野

慎
也

	
64

7	
E
xp

er
im

en
ta

l 
st

ud
y 

on
 r

ei
nf

or
ce

m
en

t 
of

 e
xi

st
in

g 
br

id
ge

 p
il
e 

fo
un

da
ti
on

s(
P
ar

t 
1:

 O
ut

li
ne

 o
f 

th
e 

ex
pe

ri
m
en

ts
)

下
野

慎
也

（
金

沢
大

）・
T
an

at
an

 T
ik

an
ta
・

松
本

樹
典

・
A
nh

 T
ua

n 
V
u・

小
林

俊
一

	
64

8	
E
xp

er
im

en
ta

l 
st

ud
y 

on
 r

ei
nf

or
ce

m
en

t 
of

 e
xi

st
in

g 
br

id
ge

 p
il
e 

fo
un

da
ti
on

s 
(P

ar
t 

2:
 R

es
ul

ts
 o

f 
th

e 
ex

pe
ri
m
en

ts
)

T
an

at
an

 T
ik

an
ta

（
金

沢
大

）・
下

野
慎

也
・

松
本

樹
典

・
A
nh

 T
ua

n 
V
u・

小
林

俊
一

	
64

9	
杭

の
先

端
支

持
力

に
着

目
し

た
三

次
元

解
析

（
そ

の
1）

	
	

−
単

杭
−

兵
頭

順
一

（
東

電
設

計
）・

藤
井

紀
之

・
小

堤
　

治
・

飛
田

哲
男

	
65

0	
杭

の
先

端
支

持
力

に
着

目
し

た
三

次
元

解
析

（
そ

の
2）

	
	

―
相

対
密

度
60

%
―

桑
原

直
範

（
ニ

ュ
ー

ジ
ェ

ッ
ク

）・
宮

下
健

一
朗

・
曽

根
照

人
・

増
田

幸
一

・
飛

田
哲

男
	

65
1	

杭
の

先
端

支
持

力
に

着
目

し
た

三
次

元
解

析
（

そ
の

3）
	

	
―

相
対

密
度

75
%
―

藤
井

紀
之

（
応

用
地

質
）・

塩
崎

禎
郎

・
小

堤
　

治
・

飛
田

哲
男

	
65

2	
杭

の
先

端
支

持
力

に
着

目
し

た
三

次
元

解
析

（
そ

の
4）

	
	

−
相

対
密

度
90

%
−

宇
野

州
彦

（
五

洋
建

設
）・

兵
頭

順
一

・
増

田
幸

一
・

飛
田

哲
男

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
16
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
杭
基
礎
③
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
濱
田
　
純
次
（
竹
中
工
務
店
）

	
65

3	
杭

基
礎

模
型

に
対

す
る

水
平

方
向

の
動

・
静

的
載

荷
試

験
に

よ
る

減
衰

量
の

評
価

（
そ

の
1 

F
E
M

に
よ

る
手

法
の

検
討

）
本

山
紘

希
（

鉄
道

総
研

）・
室

野
剛

隆
	

65
4	

杭
基

礎
模

型
に

対
す

る
水

平
方

向
の

動
・

静
的

載
荷

試
験

に
よ

る
減

衰
量

の
評

価
（

そ
の

2 
土

槽
実

験
）

藤
井

　
達

（
大

林
組

）・
室

野
剛

隆
・

本
山

紘
希

・
藤

森
健

史
	

65
5	

杭
基

礎
模

型
に

対
す

る
水

平
方

向
の

動
・

静
的

載
荷

試
験

に
よ

る
減

衰
量

の
評

価
（

そ
の

3 
減

衰
量

の
試

算
）

室
野

剛
隆

（
鉄

道
総

研
）・

本
山

紘
希

・
藤

井
　

達
・

藤
森

健
史

	
65

6	
1G

場
振

動
台

を
用

い
た

増
し

杭
さ

れ
た

群
杭

基
礎

の
荷

重
分

担
機

構
の

検
討

白
石

将
大

（
京

大
）・

寺
本

俊
太

郎
・

平
田

　
望

・
木

村
　

亮
	

65
7	

有
限

要
素

法
を

用
い

た
増

し
杭

さ
れ

た
群

杭
基

礎
の

荷
重

分
担

機
構

の
検

討
寺

本
俊

太
郎

（
京

大
）・

白
石

将
大

・
木

村
　

亮
	

65
8	

杭
基

礎
一

体
型

鋼
管

集
成

橋
脚

の
耐

震
性

能
評

価
に

関
す

る
大

型
振

動
台

実
験

 そ
の

1 
実

験
概

要
杉

山
裕

樹
（

阪
神

高
速

道
路

）・
小

林
　

寛
・

篠
原

聖
二

・
木

村
　

亮
・

澤
村

康
生

・
光

吉
泰

生
・

磯
部

公
一

	
65

9	
杭

基
礎

一
体

型
鋼

管
集

成
橋

脚
の

耐
震

性
能

評
価

に
関

す
る

大
型

振
動

台
実

験
 そ

の
2 

乾
燥

砂
地

盤
光

吉
泰

生
（

京
大

）・
杉

山
裕

樹
・

小
林

　
寛

・
篠

原
聖

二
・

木
村

　
亮

・
澤

村
康

生
・

磯
部

公
一

	
66

0	
杭

基
礎

一
体

型
鋼

管
集

成
橋

脚
の

耐
震

性
能

評
価

に
関

す
る

大
型

振
動

台
実

験
 そ

の
3 

液
状

化
地

盤
磯

部
公

一
（

北
大

）・
杉

山
裕

樹
・

小
林

　
寛

・
篠

原
聖

二
・

木
村

　
亮

・
澤

村
康

生
・

光
吉

泰
生

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
16
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
杭
基
礎
④
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
冨
澤
　
幸
一
（
寒
地
土
木
研
究
所
）

	
66

1	
遠

心
載

荷
実

験
に

基
づ

く
上

屋
･
杭

基
礎

−
地

盤
系

に
お

い
て

変
動

軸
力

を
受

け
る

円
形

中
空

断
面

杭
の

動
座

屈
耐

力
評

価
 そ

の
1 

円
形

中
杭

断
面

杭
の

曲
げ

歪
応

答
に

基
づ

く
動

座
屈

判
定

指
標

岸
野

泰
典

（
山

下
設

計
）・

後
藤

天
志

郎
・

田
村

修
次

・
木

村
祥

裕
	

66
2	

遠
心

載
荷

実
験

に
基

づ
く

上
屋

･
杭

基
礎

−
地

盤
系

に
お

い
て

変
動

軸
力

を
受

け
る

円
形

中
空

断
面

杭
の

動
座

屈
耐

力
評

価
 そ

の
2 

液
状

化
地

盤
に

お
け

る
円

形
中

空
断

面
杭

の
動

座
屈

耐
力

評
価

後
藤

天
志

郎
（

東
北

大
）・

岸
野

泰
典

・
田

村
修

次
・

木
村

祥
裕

	
66

3	
鉛

直
方

向
杭

頭
ば

ね
定

数
に

関
す

る
JS

C
A

算
定

式
の

精
度

	
	（

プ
レ

ボ
ー

リ
ン

グ
節

杭
工

法
の

載
荷

試
験

デ
ー

タ
）

小
椋

仁
志

（
ジ

ャ
パ

ン
パ

イ
ル

）・
鈴

木
　

誠
・

小
林

　
淳

	
66

4	
鉛

直
方

向
杭

頭
ば

ね
定

数
に

関
す

る
土

研
資

料
算

定
式

の
精

度
（

プ
レ

ボ
ー

リ
ン

グ
節

杭
工

法
の

載
荷

試
験

デ
ー

タ
）

小
林

　
淳

（
千

葉
工

大
）・

小
椋

仁
志

・
鈴

木
　

誠
	

66
5	

バ
イ

ブ
ロ

ハ
ン

マ
工

法
に

よ
る

H
鋼

杭
打

設
時

の
支

持
層

確
認

手
法

に
関

す
る

研
究

下
村

修
一

（
日

大
）・

中
居

正
樹

・
斎

藤
由

浩
・

佐
藤

安
生

	
66

6	
場

所
打

ち
杭

の
断

面
積

変
化

評
価

手
法

の
開

発
阿

部
秋

男
（

東
京

ソ
イ

ル
リ

サ
ー

チ
）

	
66

7	
軟

弱
粘

性
土

地
盤

に
お

け
る

杭
の

極
限

水
平

抵
抗

力
の

数
値

解
析 H
on

g　
N
gu

ye
n 

L
e（

長
岡

技
科

大
）

	
66

8	
L
oc

al
iz

at
io

n 
of

 a
co

us
ti
c 

em
is

si
on

s 
fr

om
 h

ig
hl

y 
st
re

ss
ed

 s
an

ds
 n

ea
r 
to

 p
ile

 t
ip

W
uw

ei
 M

ao
（

東
大

）・
青

山
翔

吾
・

後
藤

　
茂

・
東

畑
郁

生

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
16
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
杭
基
礎
⑤
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
三
辻
　
和
弥
（
山
形
大
学
）

	
66

9	
遠

心
力

模
型

実
験

に
基

づ
く

液
状

化
中

の
火

山
灰

質
地

盤
に

お
け

る
杭

の
水

平
地

盤
反

力
係

数
の

評
価

江
川

拓
也

（
寒

地
土

研
）・

山
梨

高
裕

・
冨

澤
幸

一
	

67
0	

遠
心

載
荷

実
験

に
お

け
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

系
杭

の
破

壊
挙

動
と

上
部

構
造

の
応

答
性

状
変

化
林

　
和

宏
（

豊
橋

技
科

大
）・

田
村

修
次

	
67

1	
砂

質
土

地
盤

に
お

け
る

ひ
ず

み
く

さ
び

モ
デ

ル
を

用
い

て
非

線
形

材
料

を
考

慮
し

た
単

杭
の

水
平

載
荷

挙
動

の
評

価
芦

澤
拓

八
（

群
馬

大
）・

蔡
　

　
飛

	
67

2	
杭

基
礎

損
傷

の
非

破
壊

検
査

法
の

開
発

を
目

指
し

た
数

値
解

析
的

検
討

和
田

一
範

（
鉄

道
総

研
）・

豊
岡

亮
洋

・
室

野
剛

隆
	

67
3	

転
倒

モ
ー

メ
ン

ト
が

群
杭

内
水

平
力

分
担

に
与

え
る

影
響

に
関

す
る

解
析

的
検

討
周

　
友

昊
（

清
水

建
設

）・
眞

野
英

之
・

時
松

孝
次

	
67

4	
地

震
時

転
倒

モ
ー

メ
ン

ト
に

よ
る

杭
基

礎
沈

下
と

そ
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

関
す

る
実

験
的

検
討

土
屋

研
太

（
東

工
大

）・
時

松
孝

次
・

田
村

修
次

	
67

5	
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
津

波
に

よ
る

杭
基

礎
建

物
の

転
倒

被
害 石

田
通

孝
（

東
工

大
）・

時
松

孝
次

・
井

上
修

作

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
III
）
の
部
	

第
16
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
杭
基
礎
⑥
】	

16
:4
5
〜
18
:1
5

座
　
長
：
鈴
木
　
比
呂
子
（
千
葉
工
業
大
学
）

	
67

6	
既

設
道

路
橋

杭
基

礎
の

耐
震

性
能

評
価

に
関

す
る

検
討

篠
田

隆
作

（
阪

神
高

速
道

路
）・

八
ツ

元
仁

・
小

坂
　

崇
・

鈴
木

　
威

	
67

7	
既

設
杭

基
礎

の
液

状
化

地
盤

に
お

け
る

耐
震

補
強

技
術

の
実

験
的

検
討

冨
澤

幸
一

（
寒

地
土

研
）・

山
梨

高
裕

・
三

浦
清

一
	

67
8	

地
震

時
に

お
け

る
護

岸
背

後
地

盤
の

側
方

流
動

対
策

工
と

し
て

の
抑

止
杭

に
作

用
す

る
外

力
特

性
に

関
す

る
実

験
的

研
究

―
非

液
状

化
層

の
有

無
に

よ
る

検
討

―
加

藤
一

紀
（

早
大

）・
樋

口
俊

一
	

67
9	

液
状

化
地

盤
に

お
け

る
摩

擦
杭

基
礎

の
沈

下
挙

動
に

関
す

る
遠

心
実

験
奥

村
豪

悠
（

竹
中

工
務

店
）・

山
中

　
龍

・
本

多
　

剛
	

68
0	

2
層

地
盤

に
お

い
て

水
平

力
や

地
盤

変
形

を
受

け
る

杭
の

変
形

と
応

力
に

関
す

る
考

察
山

中
　

龍
（

東
工

大
）・

時
松

孝
次

	
68

1	
砂

地
盤

に
お

け
る

パ
イ

ル
ド

・
ラ

フ
ト

お
よ

び
群

杭
模

型
基

礎
の

振
動

実
験

江
指

健
一

（
金

沢
大

）・
イ

ェ
シ

ム
 ウ

ン
サ

バ
ー

・
松

本
樹

典
・

小
林

俊
一

・
下

野
慎

也
	

68
2	

群
杭

基
礎

の
地

盤
部

分
改

良
工

法
に

よ
る

耐
震

補
強

効
果

に
関

す
る

数
値

実
験
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21

岡
　

良
亮

（
名

工
大

）・
H
am

ay
oo

n 
K
he

ra
di・

西
　

遥
輝
・

張
　

　
鋒

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
16
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
杭
基
礎
⑦
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
下
村
　
修
一
（
日
本
大
学
）

	
68

3	
回

転
貫

入
杭

の
引

抜
き

抵
抗

力
に

関
す

る
模

型
実

験
−

Ⅳ
峯

　
知

宏
（

室
蘭

工
大

）・
土

屋
　

勉
・

永
井

　
宏

・
島

田
正

夫
・

岡
　

聖
也

・
中

沢
楓

太
	

68
4	

小
口

径
鋼

管
杭

の
配

置
が

斜
面

の
補

強
効

果
に

与
え

る
影

響
菅

原
大

暉
（

九
大

）・
ヘ

マ
ン

タ
 ハ

ザ
リ

カ
・

渡
邊

直
人

・
鱸

　
洋

一
・

安
福

規
之

・
石

藏
良

平
	

68
5	

セ
メ

ン
ト

系
地

盤
改

良
の

た
め

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
遅

延
剤

の
検

討 石
川

喜
章

（
東

京
都

市
大

）
	

68
6	

砂
質

地
盤

中
の

サ
ク

シ
ョ

ン
ア

ン
カ

ー
引

抜
抵

抗
に

関
す

る
遠

心
模

型
実

験
北

　
勝

利
（

東
海

大
）

	
68

7	
電

気
浸

透
法

を
用

い
た

ソ
イ

ル
セ

メ
ン

ト
中

の
鋼

材
引

抜
き

抵
抗

低
減

に
関

す
る

基
礎

的
実

験
松

尾
健

二
（

前
田

建
設

工
業

）・
中

本
雅

也
・

安
井

利
彰

	
68

8	
既

設
構

造
物

に
近

接
し

た
地

中
連

続
壁

の
溝

壁
安

定
に

関
す

る
遠

心
模

型
実

験
藤

井
太

志
（

大
林

組
）・

渡
邉

康
司
・
矢

部
文

生
・
石

井
武

司
・

齋
藤

邦
夫

	
68

9	
斜

面
上

に
設

置
さ

れ
た

落
石

防
止

用
杭

基
礎

の
耐

衝
撃

挙
動

に
関

す
る

模
型

実
験

成
田

恵
祐

（
東

京
都

市
大

）・
伊

藤
和

也
・

吉
川

直
孝

・
若

林
晋

平
・

末
政

直
晃

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
16
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
杭
基
礎
⑧
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
竹
村
　
次
朗
（
東
京
工
業
大
学
）

	
69

0	
水

平
力

を
受

け
る

組
杭

周
辺

の
地

盤
挙

動
の

観
察

梅
沢

圭
佑

（
長

岡
技

科
大

）・
松

村
　

聡
・

水
谷

崇
亮

・
大

塚
　

悟
・

及
川

　
隆

・
青

木
伸

之
	

69
1	

簡
易

基
礎

（
T
-R

oo
t工

法
）

に
お

け
る

載
荷

試
験

と
再

現
解

析 中
西

　
誉

（
大

成
建

設
）

	
69

2	
ウ

ォ
ー

タ
ー

ジ
ェ

ッ
ト

併
用

バ
イ

ブ
ロ

ハ
ン

マ
工

法
で

打
設

す
る

先
端

根
固

め
鋼

管
杭

の
セ

メ
ン

ト
ミ

ル
ク

ジ
ェ

ッ
ト

の
圧

力
損

失
に

つ
い

て
山

下
久

男
（

調
和

工
業

）・
菊

池
喜

昭
・

森
川

嘉
之

・
水

谷
崇

亮
・

森
安

俊
介

	
69

3	
杭

先
端

部
に

配
置

し
た

ず
れ

止
め

筋
が

杭
の

挙
動

に
与

え
る

影
響 篠

永
龍

毅
（

港
空

研
）・

松
村

　
聡

・
水

谷
崇

亮
	

69
4	

小
規

模
構

造
物

基
礎

杭
の

簡
易

打
設

方
法

鈴
木

啓
晋

（
JR

東
日

本
）

	
69

5	
深

礎
杭

無
人

化
施

工
シ

ス
テ

ム
の

開
発

と
試

験
施

工
原

　
隆

史
（

岐
阜

大
）・

沢
田

和
秀
・
八

嶋
　

厚
・
細

川
大

治
・

辻
　

八
郎

・
今

塩
屋

勝
・

小
倉

　
功

・
大

高
範

寛
	

69
6	

鉄
道

営
業

線
に

近
接

し
た

高
性

能
型

マ
イ

ク
ロ

パ
イ

ル
工

法
の

施
工

粕
谷

悠
紀
（

大
林

組
）・

稲
川

雄
宣
・
高

橋
真

一
・
山

本
　

彰
・

渡
辺

郁
夫

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
16
会
場

【
地
盤
材
料
−
粘
性
土
①
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
川
口
　
貴
之
（
北
見
工
業
大
学
）

	
17

7	
崩

壊
性

地
す

べ
り

地
に

お
け

る
ハ

ロ
イ

サ
イ

ト
含

有
粘

土
の

力
学

特
性

飛
田

哲
男

（
京

大
）・

王
　

功
輝

・
鈴

木
毅

彦
・

千
木

良
雅

弘
	

17
8	

汽
水

性
粘

性
土

の
強

度
特

性
西

田
浩

太
（

東
亜

建
設

工
業

）・
平

林
　

弘
・

田
中

洋
行

	
17

9	
繰

返
し

一
面

せ
ん

断
を

受
け

た
粘

性
土

の
せ

ん
断

弾
性

係
数

の
変

化
荻

野
俊

寛
（

秋
田

大
）・

西
尾

伸
也

・
高

橋
貴

之
・

及
川

　
洋

	
18

0	
繰

返
し

一
面

せ
ん

断
試

験
に

よ
る

海
底

堆
積

土
試

料
の

強
度

特
性 浅

見
匡

俊
（

日
大

）・
高

橋
俊

博
・

三
田

地
利

之
・

西
尾

伸
也

	
18

1	
サ

ク
シ

ョ
ン

の
減

少
に

よ
る

粘
性

土
の

せ
ん

断
強

度
の

変
化

齊
藤

　
舜

（
北

大
）・

田
中

洋
行

	
18

2	
締

固
め

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

変
化

が
飽

和
度

に
及

ぼ
す

影
響

に
関

す
る

研
究

永
井

裕
之

（
安

藤
ハ

ザ
マ

）・
三

反
畑

勇
	

18
3	

非
線

形
コ

ン
ト

ラ
ク

タ
ン

シ
ー

表
現

式
を

用
い

た
弾

塑
性

構
成

モ
デ

ル
の

破
壊

規
準

の
改

良
京

川
裕

之
（

鹿
島

建
設

）・
大

野
進

太
郎

・
飯

塚
　

敦
	

18
4	

室
内

ベ
ー

ン
せ

ん
断

強
さ

に
及

ぼ
す

ベ
ー

ン
回

転
速

度
及

び
過

剰
間

隙
水

圧
の

影
響

平
林

　
弘

（
東

亜
建

設
工

業
）・

田
中

政
典

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
16
会
場

【
地
盤
材
料
−
粘
性
土
②
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
荻
野
　
俊
寛
（
秋
田
大
学
）

	
18

5	
深

海
底

デ
コ

ル
マ

帯
の

変
質

を
考

慮
し

た
せ

ん
断

破
壊

モ
デ

ル
戎

　
健

次
（

神
戸

大
）・

杉
山

友
理

・
佐

々
木

陽
亮

・
飯

塚
　

敦
・

河
井

克
之

	
18

6	
ス

メ
ク

タ
イ

ト
の

変
質

作
用

が
デ

コ
ル

マ
帯

に
お

け
る

せ
ん

断
特

性
に

及
ぼ

す
影

響
佐

々
木

陽
亮

（
神

戸
大

）・
杉

山
友

理
・

戎
　

健
次

・
飯

塚
　

敦
・

河
井

克
之

	
18

7	
粒

子
電

荷
に

よ
る

粘
土

の
せ

ん
断

強
度

発
現

機
構

に
関

す
る

研
究 中

山
　

雅
（

岩
手

大
）・

大
河

原
正

文
	

18
8	

リ
ン

グ
せ

ん
断

試
験

に
よ

る
層

理
面

の
静

的
お

よ
び

動
的

残
留

強
度

特
性

山
本

拓
矢
（

山
口

大
）・

鈴
木

素
之
・
大

谷
直

毅
・
井

上
優

朋
・

V
an

 H
ai
 N

gu
ye

n
	

18
9	

圧
縮

・
圧

密
特

性
を

考
慮

し
た

海
面

処
分

場
に

用
い

る
遮

水
地

盤
材

料
の

研
究

村
上

博
紀

（
広

島
大

）・
土

田
　

孝
・

高
橋

源
貴

	
19

0	
海

成
粘

土
に

ゼ
オ

ラ
イ

ト
及

び
ベ

ン
ト

ナ
イ

ト
を

混
合

し
た

遮
水

地
盤

材
料

の
吸

着
性

能
高

橋
源

貴
（

広
島

大
）・

土
田

　
孝

・
村

上
博

紀
	

19
1	

セ
メ

ン
ト

固
化

処
理

土
の

力
学

特
性

に
及

ぼ
す

水
素

イ
オ

ン
濃

度
の

影
響

島
村

章
吾

（
応

用
地

質
）・

渡
部

要
一

・
金

子
　

崇
・

三
上

武
子

	
19

2	
製

鋼
ス

ラ
グ

を
用

い
た

地
盤

改
良

特
性

に
関

す
る

実
験

的
研

究
田

辺
和

康
（

福
山

大
）・

吉
澤

千
秋
・
渡

辺
哲

哉
・
須

藤
達

也
・

牧
平

暢
之

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
16
会
場

【
地
盤
材
料
−
粘
性
土
③
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
大
向
　
直
樹
（
応
用
地
質
）

	
19

3	
分

子
動

力
学

法
に

よ
る

粘
土

の
コ

ン
シ

ス
テ

ン
シ

ー
特

性
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

関
す

る
研

究
齊

藤
康

明
（

岩
手

大
）・

大
河

原
正

文
・

曽
我

健
一

・
三

田
地

利
之

	
19

4	
ア

ッ
タ

−
ベ

ル
グ

限
界

に
粒

度
を

加
え

た
粘

性
土

の
物

理
特

性
の

表
示

と
乱

さ
な

い
粘

性
土

の
圧

縮
指

数
斎

藤
孝

夫
（

八
戸

工
大

）・
熊

谷
浩

二
・

池
本

栄
一

	
19

5	
東

京
周

辺
沖

積
粘

性
土

の
粒

度
と

ア
ッ

タ
−

ベ
ル

グ
限

界
の

特
徴

と
乱

さ
な

い
粘

性
土

の
圧

縮
指

数
の

関
係

熊
谷

浩
二

（
八

戸
工

大
）・

斎
藤

孝
夫

・
池

本
栄

一
	

19
6	

主
と

し
て

青
森

県
東

部
地

域
に

お
け

る
沖

積
粘

土
の

粒
度

・
ア

ッ
タ

−
ベ

ル
グ

限
界

と
圧

縮
指

数
と

の
関

係
池

本
栄

一
（

東
北

基
礎

調
査

）・
斎

藤
孝

夫
・

熊
谷

浩
二

	
19

7	
コ

ン
シ

ス
テ

ン
シ

ー
限

界
と

細
孔

径
分

布
と

の
関

係
に

つ
い

て
田

中
政

典
（

港
空

研
）・

渡
部

要
一

・
中

島
美

代
子

	
19

8	
R
he

ol
og

ic
al

 c
ha

ra
ct

er
is
ti
cs

 o
f 

hi
gh

 w
at

er
 c

on
te

nt
 

cl
ay

ey
 s
oi

ls
ダ

ブ
ル

 ウ
イ

ラ
ク

ー
ン

（
北

大
）・

田
中

洋
行

	
19

9	
電

気
化

学
的

作
用

を
受

け
た

浚
渫

土
の

コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー

限
界

の
変

化
特

性
桑

原
拓

馬
（

東
亜

建
設

工
業

）・
御

手
洗

義
夫

●
9
月
3
日
（
木
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
16
会
場

【
地
盤
材
料
−
粘
性
土
④
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
金
田
　
一
広
（
竹
中
工
務
店
）

	
20

0	
関

口
・

太
田

に
よ

る
弾

・
粘

塑
性

構
成

モ
デ

ル
に

お
け

る
応

力
緩

和
項

の
定

式
化

に
つ

い
て

平
田

昌
史

（
前

田
建

設
工

業
）・

飯
塚

　
敦

・
太

田
秀

樹
	

20
1	

飽
和

し
た

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

の
一

次
元

圧
縮

・
膨

潤
挙

動
の

モ
デ

ル
化

に
関

す
る

考
察

田
中

幸
久

（
電

力
中

研
）

	
20

2	
中

空
ね

じ
り

試
験

機
に

よ
る

遮
水

地
盤

材
料

の
せ

ん
断

変
形

後
の

水
平

方
向

透
水

係
数

に
つ

い
て

の
研

究
片

山
遥

平
（

広
島

大
）・

許
　

博
晧

・
土

田
　

孝
・

村
上

博
紀

	
20

3	
撹

乱
・

減
容

化
工

法
の

開
発

−
海

外
の

試
料

を
用

い
た

撹
乱

に
よ

る
減

容
化

効
果

の
検

証
−

木
内

大
介

（
東

亜
建

設
工

業
）・

御
手

洗
義

夫
・
田

中
洋

輔
・

西
田

浩
太

	
20

4	
Is

ot
ac

h
／

T
E
S
R
A

型
粘

性
の

ひ
ず

み
空

間
多

重
せ

ん
断

モ
デ

ル
（

C
oo

ki
e
モ

デ
ル

型
）

へ
の

組
込

み
井

合
　

進
（

京
大

）
	

20
5	

軟
弱

粘
性

土
の

非
排

水
繰

返
し

せ
ん

断
特

性
の

把
握

長
谷

川
将

之
（

名
大

）・
中

井
健

太
郎

・
野

田
利

弘
・

小
川

大
貴

・
潮

崎
彰

太
	

20
6	

地
震

後
長

期
圧

密
沈

下
予

測
の

た
め

の
構

造
を

有
す

る
粘

性
土

地
盤

の
繰

返
し

せ
ん

断
挙

動
の

把
握

西
間

友
洸

（
北

大
）・

菊
地

侑
希

・
磯

部
公

一

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
17
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
杭
基
礎
⑨
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
渡
邊
　
徹
（
大
成
建
設
）

	
69

7	
本

設
杭

に
用

い
る

ソ
イ

ル
セ

メ
ン

ト
柱

列
壁

の
支

持
力

特
性

に
関

す
る

研
究

荒
川

　
真
（

大
林

組
）・

渡
邉

康
司
・
石

井
雄

輔
・
水

本
　

実
・

佐
藤

真
弘

・
榎

本
浩

之
	

69
8	

本
設

杭
に

用
い

る
ソ

イ
ル

セ
メ

ン
ト

柱
列

壁
の

水
平

抵
抗

に
関

す
る

研
究

渡
邉

康
司
（

大
林

組
）・

石
井

雄
輔
・
水

本
　

実
・
佐

藤
真

弘
・

荒
川

　
真

・
榎

本
浩

之
	

69
9	

ソ
イ

ル
セ

メ
ン

ト
H

形
鋼

杭
の

支
持

力
・

沈
下

特
性

に
関

す
る

検
討

古
賀

翔
平

（
大

林
組

）・
渡

邉
康

司
・

山
本

忠
久

・
北

出
啓

一
郎

	
70

0	
杭

−
鋼

矢
板

複
合

基
礎

の
水

平
、

モ
ー

メ
ン

ト
抵

抗
発

現
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
及

ぼ
す

杭
表

面
粗

度
の

影
響

山
本

洋
介

（
東

工
大

）・
竹

村
次

朗
・

関
　

　
栄

	
70

1	
金

沢
港

（
大

野
地

区
）

岸
壁

（
-1

3m
）

下
部

築
造

工
事

に
お

け
る

近
隣

施
設

を
考

慮
し

た
W

JV
工

法
に

つ
い

て
杉

村
佳

寿
（

国
土

交
通

省
 北

陸
地

方
整

備
局

 金
沢

港
湾
・

空
港

整
備

事
務

所
）・

南
　

靖
彦

・
伴

　
孝

宏
・

水
谷

崇
亮

・
山

下
久

男
・

田
邉

貢
一

郎
・

山
田

邦
明

・
宮

崎
賢

治
・

友
田

尚
貴

・
西

村
健

二
	

70
2	

金
沢

港
（

大
野

地
区

）
岸

壁
（

-1
3m

）
下

部
築

造
工

事
に

お
け

る
環

境
に

配
慮

し
た

改
良

C
JV

工
法

に
つ

い
て

伴
　

孝
宏

（
国

土
交

通
省

 北
陸

地
方

整
備

局
 金

沢
港

湾
・

空
港

整
備

事
務

所
）・

杉
村

佳
寿

・
田

邉
貢

一
郎

・
南

　
靖

彦
・

山
田

邦
明

・
宮

崎
賢

治
・

菅
　

遥
洋

・
西

村
健

二
・

山
下

久
男

・
水

谷
崇

亮
	

70
3	

金
沢

港
（

大
野

地
区

）
岸

壁
（

-1
3m

）
下

部
築

造
工

事
に

お
け

る
急

速
載

荷
試

験
で

の
桟

橋
構

造
岸

壁
の

支
持

力
性

能
確

認
に

つ
い

て
南

　
靖

彦
（

国
土

交
通

省
 北

陸
地

方
整

備
局

 金
沢

港
湾
・

空
港

整
備

事
務

所
）・

杉
村

佳
寿

・
田

邉
貢

一
郎

・
伴

　
孝

宏
・

山
田

邦
明

・
伊

藤
克

浩
・

橘
　

涼
慈

・
石

田
道

昭
・

山
下

久
男

・
水

谷
崇

亮

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
前
（
II）
の
部
	

第
17
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
杭
基
礎
⑩
】	

10
:4
5
〜
12
:1
5

座
　
長
：
松
本
　
樹
典
（
金
沢
大
学
）

	
70

4	
遠

心
載

荷
実

験
に

お
け

る
粘

土
地

盤
の

基
礎

根
入

れ
が

杭
応

力
に

及
ぼ

す
影

響
尾

高
大

介
（

東
工

大
）・

田
村

修
次

・
眞

野
英

之
・

社
本

康
広

	
70

5	
薄

層
に

支
持

さ
れ

る
鋼

管
ソ

イ
ル

セ
メ

ン
ト

杭
の

現
場

載
荷

試
験

の
再

現
解

析
金

道
純

一
（

大
阪

大
）・

小
田

和
広

	
70

6	
変

位
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
法

に
よ

る
多

層
地

盤
中

の
鉛

直
力

を
受

け
る

節
杭

を
有

す
る

パ
イ

ル
ド

ラ
フ

ト
の

沈
下

解
析

平
井

弘
義

（
応

地
研

）
	

70
7	

深
い

軟
弱

地
盤

上
の

橋
の

杭
基

礎
の

長
期

沈
下

の
推

定
方

法
と

補
強

方
法

塩
井

幸
武

（
八

戸
工

大
）・

矢
部

正
明

	
70

8	
杭

の
先

端
支

持
力

に
着

目
し

た
三

次
元

解
析

　
−

 4
本

杭
と

無
限

本
数

杭
の

杭
頭

荷
重

−
鉛

直
変

位
の

関
係

　
−

溜
　

幸
生

（
東

電
設

計
）・

藤
原

覚
太

・
森

安
俊

介
・

飛
田

哲
男

	
70

9	
場

所
打

ち
杭

ス
ラ

イ
ム

処
理

に
お

け
る

孔
底

ス
ラ

イ
ム

の
挙

動
野

村
光

寛
（

大
裕

）・
辻

　
宗

克
・

西
尾

慧
太

	
71

0	
先

端
お

よ
び

中
間

部
に

拡
径

部
を

有
す

る
杭

の
荷

重
−

沈
下

特
性

の
評

価
佐

野
大

作
（

戸
田

建
設

）・
金

子
　

治
	

71
1	

鉛
直

載
荷

模
型

実
験

と
地

盤
の

変
形

解
析

に
基

づ
く

杭
基

礎
の

鉛
直

支
持

力
に

お
け

る
群

杭
特

性
に

関
す

る
検

討
片

山
　

啓
（

長
大

）・
後

藤
　

茂
・

青
山

翔
吾

・
東

畑
郁

生
・

和
田

昌
大

・
朴

　
俊

豪

第50回地盤工学研究発表会　参加者のしおり

- 37 - 



22

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
I）
の
部
	

第
17
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
杭
基
礎
⑪
】	

13
:1
5
〜
14
:4
5

座
　
長
：
水
谷
　
崇
亮
（
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
）

	
71

2	
T
he

 E
ff
ec

t 
of

 C
on

ta
in

er
 B

ou
nd

ar
y 

on
 S

cr
ew

 P
ile

 
L
oa

d 
T
es

t 
un

de
r 
D
iff

er
en

t 
O
ve

rb
ur

de
n 

P
re

ss
ur

es
A
dn

an
 A

nw
ar

 M
al
ik（

埼
玉

大
）・

桑
野

二
郎
・
渋

間
康

夫
・

榊
原

大
雅

	
71

3	
開

端
杭

の
内

周
面

に
作

用
す

る
土

圧
係

数
の

推
定

に
関

す
る

模
型

杭
貫

入
実

験
倉

科
　

孝
（

東
京

理
科

大
）・

菊
池

喜
昭

・
Ja

na
ka

 J
. K

um
ar

a・
兵

動
太

一
・

矢
島

貴
大

	
71

4	
杭

先
端

部
の

加
圧

時
間

と
支

持
力

に
関

す
る

実
験

的
研

究
大

島
竜

二
（

JR
東

日
本

）・
池

本
宏

文
・

高
崎

秀
明

・
矢

島
寿

一
	

71
5	

地
盤

密
度

が
直

杭
の

鉛
直

支
持

力
・

引
抜

き
抵

抗
力

に
与

え
る

影
響

の
実

験
的

検
討

鈴
木

比
呂

子
（

千
葉

工
大

）・
卜

部
光

平
・

時
松

孝
次

・
眞

野
英

之
	

71
6	

貫
入

時
の

軸
回

転
が

開
端

杭
の

先
端

閉
塞

効
果

に
与

え
る

影
響

佐
藤

宇
紘

（
熊

本
大

）・
菊

池
喜

昭
・

大
谷

　
順

	
71

7	
岩

盤
中

に
強

制
圧

入
し

た
鋼

杭
の

鉛
直

載
荷

試
験

樫
本

裕
輔

（
オ

ー
ク

）
	

71
8	

破
砕

性
地

盤
に

お
け

る
杭

の
貫

入
量

に
着

目
し

た
支

持
力

特
性

桑
嶋

啓
治

（
徳

山
高

専
）・

上
　

俊
二

・
福

田
　

靖

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
II）
の
部
	

第
17
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
基
礎
一
般
①
】	

15
:0
0
〜
16
:3
0

座
　
長
：
眞
野
　
英
之
（
清
水
建
設
）

	
61

2	
木

杭
の

支
持

力
特

性
（

そ
の

11
）

水
谷

羊
介

（
兼

松
日

産
農

林
）・

中
村

　
博

	
61

3	
木

杭
の

支
持

力
特

性
（

そ
の

12
）

中
村

　
博

（
兼

松
日

産
農

林
）・

水
谷

羊
介

	
61

4	
細

径
鋼

管
で

補
強

さ
れ

た
地

盤
の

原
位

置
載

荷
実

験
	

	（
そ

の
1）

−
実

験
概

要
−

渡
邊

　
徹

（
大

成
建

設
）・

長
尾

俊
昌

・
梅

森
　

浩
・

長
坂

光
泰

・
富

田
菜

都
美

	
61

5	
細

径
鋼

管
で

補
強

さ
れ

た
地

盤
の

原
位

置
載

荷
実

験
	

	（
そ

の
2）

−
実

験
結

果
−

長
尾

俊
昌

（
大

成
建

設
）・

渡
邊

　
徹

・
梅

森
　

浩
・

長
坂

光
泰

・
富

田
菜

都
美

	
61

6	
鋼

杭
補

強
防

波
堤

に
お

け
る

鋼
杭

根
入

れ
長

さ
が

防
波

堤
の

抵
抗

性
に

及
ぼ

す
影

響
喜

古
真

次
（

東
京

理
科

大
）・

菊
池

喜
昭

・
兵

動
太

一
・

勝
呂

基
弘

・
長

澤
宗

一
郎

・
森

安
俊

介
・

田
中

隆
太

	
61

7	
鋼

杭
補

強
防

波
堤

に
お

け
る

鋼
杭

間
隔

が
防

波
堤

の
抵

抗
性

に
及

ぼ
す

影
響

勝
呂

基
弘

（
東

京
理

科
大

）・
菊

池
喜

昭
・

兵
動

太
一

・
喜

古
真

次
・

長
澤

宗
一

郎
・

森
安

俊
介

・
田

中
隆

太
	

61
8	

静
的

載
荷

実
験

に
よ

る
電

化
柱

砂
基

礎
の

非
線

形
特

性
の

検
証

西
村

隆
義

（
ジ

ェ
イ

ア
ー

ル
総

研
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
）・

酒
井

大
央

・
原

田
　

智
・

坂
井

公
俊

・
室

野
剛

隆
	

61
9	

コ
ッ

タ
ー

に
よ

る
格

子
状

地
盤

改
良

体
へ

の
水

平
力

伝
達

機
構

の
破

壊
形

状
に

関
す

る
考

察
濱

田
純

次
（

竹
中

工
務

店
）・

本
多

　
剛

・
金

田
一

広
・

谷
川

友
浩

●
9
月
1
日
（
火
）	

午
後
（
III
）
の
部
	

第
17
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
直
接
基
礎
】	

16
:4
5
〜
18
:1
5

座
　
長
：
西
岡
　
英
俊
（
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
）

	
62

9	
飽

和
砂

地
盤

に
埋

込
ま

れ
た

直
接

基
礎

構
造

物
の

地
震

時
応

答
に

与
え

る
地

下
水

の
効

果
鈴

木
康

嗣
（

鹿
島

建
設

）・
安

達
直

人
	

63
0	

格
子

状
地

盤
改

良
体

の
動

的
挙

動
に

関
す

る
遠

心
模

型
実

験
本

多
　

剛
（

竹
中

工
務

店
）・

濱
田

純
次

・
中

津
紀

幸
	

63
1	

傾
斜

荷
重

を
受

け
る

浅
い

基
礎

の
三

次
元

支
持

力
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
と

設
計

法
へ

の
適

用
田

中
恵

祐
（

熊
本

大
）・

古
賀

快
尚

・
大

谷
　

順
	

63
2	

繰
返

し
載

荷
を

受
け

た
浅

い
基

礎
の

支
持

力
・

変
形

挙
動

黒
木

孝
洋
（

徳
島

大
）・

高
辻

祐
紀
・
上

野
勝

利
・
渦

岡
良

介
・

鈴
木

　
壽

・
ソ

ッ
キ

ア
ン

 ス
レ

ン
	

63
3	

I
G

 
S

H
A

K
I
N

G
 
T

A
B

L
E

 
T

E
S

T
S

 
O

N
 

P
E
R
F
O
R
M

A
N
C
E
 O

F
 R

O
C
K
IN

G
 F

O
U
N
D
A
T
IO

N
S
 

O
F
 B

U
IL

D
IN

G
S
 O

N
 S

H
A

L
L

O
W

 G
R
O

U
N

D
 

U
N
D
E
R
G
O
IN

G
 S

T
R
O
N
G
 E

A
R
T
H
Q
U
A
K
E

C
at

he
ri
ne

 K
ar

iu
ki

（
東

大
）・

松
丸

貴
樹

・
東

畑
郁

生
	

63
4	

砕
石

と
ジ

オ
テ

キ
ス

タ
イ

ル
に

よ
る

地
盤

補
強

工
法

の
支

持
力

特
性

神
村

　
真

（
サ

ム
シ

ン
グ

ホ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
ス

）・
出

水
孝

雄
・

田
部

井
香

月
	

63
5	

住
宅

の
不

同
沈

下
と

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

式
サ

ウ
ン

デ
ィ

ン
グ

試
験

結
果

の
関

係
神

村
　

真
（

サ
ム

シ
ン

グ
ホ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス
）・

田
部

井
香

月
・

中
田

幸
男

	
63

6	
遠

心
載

荷
実

験
に

お
け

る
地

盤
−

構
造

物
の

動
的

相
互

作
用

と
上

部
構

造
応

答
淵

崎
仁

智
（

東
工

大
）・

田
村

修
次

・
奥

村
豪

悠
・

本
多

　
剛

●
9
月
2
日
（
水
）	

午
前
（
I）
の
部
	

第
17
会
場

【
地
盤
と
構
造
物
−
基
礎
一
般
②
】	

9:
00
〜
10
:3
0

座
　
長
：
長
尾
　
俊
昌
（
大
成
建
設
）

	
62

0	
地

盤
改

良
を

併
用

し
た

パ
イ

ル
ド

・
ラ

フ
ト

基
礎

を
有

す
る

免
震

建
物

の
非

線
形

地
震

応
答

解
析

重
野

喜
政

（
竹

中
工

務
店

）・
濱

田
純

次
・

中
村

尚
弘

	
62

1	
小

規
模

建
築

物
基

礎
の

部
分

載
荷

に
伴

う
柱

状
改

良
体

頭
部

の
圧

壊
挙

動
お

よ
び

そ
の

対
処

法
に

つ
い

て
佐

々
木

修
平

（
住

友
林

業
）

	
62

2	
剛

塑
性

解
析

法
に

お
け

る
デ

ィ
リ

ク
レ

条
件

や
変

形
拘

束
条

件
の

力
学

的
な

意
味

と
そ

の
取

扱
に

つ
い

て
蓮

池
康

明
（

金
沢

大
）・

小
林

俊
一

・
清

水
彩

香
・

松
本

樹
典

	
62

3	
軸

対
称

モ
デ

ル
に

よ
る

杭
基

礎
下

部
地

盤
の

沈
下

挙
動

に
関

す
る

数
値

解
析

河
田

雅
也

（
清

水
建

設
）・

鈴
木

　
裕

・
髙

石
　

孟
・

佐
久

間
清

文
	

62
4	

高
強

度
お

よ
び

低
強

度
流

動
化

処
理

土
の

強
度

・
変

形
特

性
福

田
　

健
（

戸
田

建
設

）・
金

子
　

治
・

田
口

智
也

	
62

5	
平

板
載

荷
試

験
と

小
型

F
W

D
試

験
を

併
用

し
た

洪
積

礫
質

土
の

支
持

層
管

理
山

崎
貴

之
（

鉄
道

・
運

輸
機

構
）・

高
野

裕
輔

・
石

徳
隆

行
・

西
岡

英
俊

・
佐

名
川

太
亮

	
62

6	
洪

積
礫

質
土

に
お

け
る

地
盤

反
力

係
数

の
載

荷
幅

依
存

性
佐

名
川

太
亮

（
鉄

道
総

研
）・

西
岡

英
俊

・
山

崎
貴

之
・

高
野

裕
輔

・
石

徳
隆

行
	

62
7	

水
平

力
が

作
用

す
る

直
接

基
礎

の
鉛

直
支

持
力

（
そ

の
1）

鉛
直
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5．ディスカッションセッション（ＤＳ） 

 

ディスカッションセッション（DS）は，特定のテーマにしぼったミニシンポジウム形式のセッショ

ンです。集中的な討議が行えるよう配慮したセッションで，本年は以下の 10 セッションを開催いたし

ます（DS7 は欠番）。 

各ディスカッションセッションにおける進行次第・話題提供・委員会報告・特別報告・投稿論文発表

等の詳細については，「研究発表セッション一覧・プログラム」(☞  pp.14)をご参照下さい。 

 

●DS1「地盤工学会における基準の国際化対応」 

日 時： 9 月 1 日（火）16：45～18：15 

場 所：第 11 会場（北海道科学大学 G 棟 G308） 

主催委員会：ISO 国内委員会 

座 長： 今村 聡（大成建設）  

副座長： 浅田 素之（清水建設） 

 

●DS2「地盤材料試験の技能評価と精度・ばらつきの実態」 

日 時： 9 月 2 日（水）9：00～12：15 

場 所：第 5 会場（北海道科学大学 G 棟 G205） 

主催委員会：技能試験実施委員会 

座 長： 日置 和昭（大阪工業大学）  

副座長： 澤 孝平（協同組合関西地盤環境研究センター） 

 

●DS3「歴史的地盤構造物の修復と保全」 

日 時： 9 月 1 日（火）9：00～12：15 

場 所：第 8 会場（北海道科学大学 G 棟 G304） 

主催委員会：ATC19 国内委員会 

座 長： 岩崎 好規（地域地盤環境研究所）  

副座長： 三村 衛（京都大学) 

 

●DS4「地盤情報データベースの整備とその利活用」 

日 時： 9 月 1 日（火）15：00～18：15 

場 所：第 4 会場（北海道科学大学 G 棟 G204） 

主催委員会：ATC10（Urban Geo-Informatics：都市地盤情報）国内委員会 

座 長： 三村 衛（京都大学）  

副座長： 北田 奈緒子（地域地盤環境研究所） 
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●DS5「多発する地盤災害に挑む時間・空間のマルチスケール解析・実験技術」 

日 時： 9 月 2 日（水）9：00～10：30 

場 所：第 8 会場（北海道科学大学 G 棟 G304） 

主催委員会：TC105 国内委員会 

座 長： 中田 幸男（山口大学）  

副座長： 森口 周二（東北大学） 

 
●DS6「最近のエネルギー事情と岩盤工学」 

日 時： 9 月 2 日（水）9：00～12：15 

場 所：第 10 会場（北海道科学大学 G 棟 G307） 

主催委員会：岩盤工学企画委員会 

座 長： 鈴木 健一郎（大林組）  

副座長： 小早川 博亮（電力中央研究所） 

 
●DS8「低透水性土質系材料の活用と性能評価技術に関する検討」 

日 時： 9 月 1 日（火）15：00～18：15 

場 所：第 5 会場（北海道科学大学 G 棟 G205） 

主催委員会：低透水性土質系材料の活用と性能評価技術に関する研究委員会 

座 長： 西垣 誠（岡山大学）  

副座長： 千々松 正和（安藤ハザマ） 

 
●DS9「各種サウンディング技術の液状化調査手法としての適用性」 

日 時： 9 月 1 日（火）9：00～12：15 

場 所：第 4 会場（北海道科学大学 G 棟 G204） 

主催委員会：関東支部 各種サウンディング技術の液状化調査手法としての適用性に関する研究委員会 

座 長： 規矩 大義（関東学院大学）  

副座長： 利藤 房男（応用地質） 

 
●DS10「斜面の凍上対策工の調査・設計に関する研究」 

日 時： 9 月 1 日（火）13：15～14：45 

場 所：第 4 会場（北海道科学大学 G 棟 G204） 

主催委員会：北海道支部 凍上対策工の調査・設計法に関する研究委員会 

座 長： 小野 丘（北海学園大学）  

副座長： 佐々木 裕一（北海道三祐） 

 
●DS11「東日本大震災による住宅地被害からの復興」 

日 時： 9 月 1 日（火）13：15～16：30 

場 所：第 8 会場（北海道科学大学 G 棟 G304） 

座 長： 安田 進（東京電機大学）  

副座長： 橋本 隆雄（千代田コンサルタント） 
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6．展望（一般開放） 

 

日 時：2015 年 9 月 2 日（水） 14:20～16:10 

場 所：ロイトン札幌 ロイトンホール 

 

展望 次第 
 

司会：中田 幸男（調査・研究部長 山口大学） 

 

14:20～15:10 

 講師：池田 憲二 氏（土木研究所 理事，土木研究所寒地土木研究所 所長） 

演題：積雪寒冷地における地盤工学の歩みと展望 

 

15:10～15:20 休憩 

 

15:20～16:10 

講師：佃 栄吉 氏（産業技術総合研究所 理事，地質調査総合センター代表） 

演題：地下の可視化推進と地質情報利活用に向けた産総研の研究戦略 

 

 

（講師プロフィール・講演要旨は次ページ以降をご覧下さい。） 
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展望（一般開放） 

 

  

開催日時 平成 27 年 9 月 2 日（水）14：20～15：10 

開催場所 ロイトン札幌 ロイトンホール 

講師 
国立研究開発法人 土木研究所 理事 寒地土木研究所長 

池田 憲二 氏 

講演タイトル 積雪寒冷地における地盤工学の歩みと展望 

講演概要 

 

寒地土木研究所は，我が国唯一の寒地土木技術の試験研究機関として 1937

年の発足以来，寒地土木技術に関する先駆的な研究や技術開発を行うととも

に，広く国内外の積雪寒冷地に研究成果を普及させることにより土木技術の向

上と良質な社会資本の効率的な整備及び北海道開発の推進に貢献してきまし

た。 

本講演では，特に泥炭性軟弱地盤をはじめとする積雪寒冷地における地盤工

学上の特徴と問題点，先達の業績，最新の研究成果を中心に，積雪寒冷地特有

の問題を解決するために取り組んできた技術開発をご紹介します。 

講師略歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1958 年札幌市生まれ。北海道大学工学部土木工学科卒，博士(工学)。 

建設省土木研究所 構造橋梁部基礎研究室研究員，外務省 在フィンランド日本

国大使館一等書記官，独立行政法人北海道開発土木研究所 構造部構造研究室

長，北海道開発局 札幌開発建設部次長，同建設部 道路建設課長，中国地方整

備局 山口河川国道事務所長などを経て 2014 年より現職。 

2004 年「常時微動計測に基づく非比例減衰系の非反復構造逆解析と長大吊橋

の動特性の理解」により土木学会田中賞(論文部門)受賞，2007 年「Structural 

Identification of a Non-Proportionally Damped System and its Application 

to a Full-Scale Suspension Bridge」によりアメリカ土木学会 Raymond C. 

Reese Research Prize 受賞。 
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展望（一般開放） 

 

開催日時 平成 27 年 9 月 2 日（水）15：20～16：10 

開催場所 ロイトン札幌 ロイトンホール 

講師 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 理事 （大学連携推進担当） 

（地質調査総合センター代表） 

佃 栄吉 氏 

講演タイトル 地下の可視化推進と地質情報利活用に向けた産総研の研究戦略 

講演概要 

産総研地質調査総合センター（Geological Survey of Japan, AIST）は「地質

の調査」のナショナルセンターとして，国の知的基盤整備計画に基づく地質情

報の整備，自然災害に強い国づくりのための地質の評価，資源の安定確保や地

圏の利用と保全にかかる技術の開発，地質情報の管理と成果の普及，人材の育

成をミッションとしています。 

 平成 27 年度からは以下の重点課題に取り組むことにしています。 

①ボーリングデータ整備とその可視化技術(3 次元地質地盤モデル)の開発 

②海洋資源確保と民間等への橋渡しを目指す海洋調査技術の高度化と標準化 

③火山防災と地熱資源についての多面的な研究 

④国際連携を進め，鉱物資源供給元の多元化を図るとともに，アジア・太平洋

地域の地震・津波・火山噴火情報発信等へのリーダーシップを発揮 

以上の内容も含め，産総研地質調査総合センターの第 4 期中期計画期間の研究

内容の概要とともに，成果の社会還元を促進する取り組みなどを幅広くご紹介

します。 

講師略歴 

1952 年広島市生まれ。広島大学理学部

地学科卒。理学博士。 

通商産業省工業技術院地質調査所に入

所後，主に活断層研究に従事。近畿・

中部地域地質センター長，環境地質部

地震化学課長，企画室長，産総研活断

層研究センター長，研究コーディネー

タ，研究統括を経て 2012 年より現職。

原子力安全委員会専門委員，文部科学

省地震調査研究推進本部専門委員，日

本地質学会副会長，土木学会原子力土

木委員会委員などを努め，現在は日本学術会議連携会員，文部科学省科学技

術・学術審議会臨時委員，日本ジオパーク委員会委員，東・東南アジア地球科

学計画調整委員会(CCOP)管理理事会議長，島根県原子力安全顧問。 

出版物等：Rupturing history of active faults during the last 1000 years in 

central Japan (2000) ，阿寺断層ストリップマップおよび説明書 地質調査

所(1993) 
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7．特別セッション（一般開放） 

「地盤工学会におけるダイバーシティの実現」 

 

少子高齢化による労働力人口の減少に対応した人材確保の観点から，様々な機関・企業が“ダイバーシ

ティ”に取り組んでいます。地盤工学分野においても，人材の確保や多様な市場ニーズへの対応，国際競

争力の保持などを実現するために，性別，年齢，国籍，学歴などにこだわらない，人材の多様性を受容・

育成するためのダイバーシティの推進が必要です。地盤工学会は 2005 年度から企画部(現 事業企画戦

略室)で男女共同参画に取り組み始めました。2010 年には男女共同参画・ダイバーシティに関する委員

会を設立し，多様な人材が活躍できる魅力ある学会を実現するために，様々な取組を行ってきました。

本年度は，共に手を携え頑張っている土木学会の取組みや，北海道で働くかたの WLB を紹介するとと

もに，若手からシニアまで，幅広い世代のダイバーシティについて討議を行います。 

 

日 時：2015 年 9 月 1 日（火）午後Ⅰ 13:15～14:45 

場 所：第 5 会場（北海道科学大学 G 棟 G205） 

主催委員会：男女共同参画・ダイバーシティに関する委員会 

共 催：公益社団法人土木学会，一般社団法人土木技術者女性の会，札幌市男女共同参画センター 

後 援：男女共同参画学協会連絡会 

座 長：和田（工藤）里絵 (前委員長，応用地質)  

プログラム： 

13:15～13:20 ダイバーシティ推進のさきにあるもの   

田中 真弓 (男女共同参画・ダイバーシティに関する委員会委員長・鹿島建設） 

13:20～13:35 土木学会のダイバーシティ推進～行動宣言とその後の展開～  

山田 菊子 （土木学会ダイバーシティ推進委員会幹事長・東京工業大学大学院） 

13:35～13:50 夫婦で考える働き盛りのワークライフバランスについて 

  田本 修一 （国立研究開発法人 寒地土木研究所） 

13:50～14:05 若手ワールドカフェ開催報告～学会の未来を若手が拓く～ 

  隅倉 光博 （清水建設） 

14:05～14:20 シニア会員継続WGからシニア活性化委員会へ  経過と展望 

  渋木 雅良 （応用地質） 

14:20～14:45 質疑応答，討議 

 

“サロン・土・カフェ W”のご案内(☞ 詳細は pp.58 をご覧ください) 

毎年大好評のお茶会を今年も実施します。地盤工学に関わる女性たちが，お茶とお菓子をいただき

ながら，意見交換などを行うことで人と人との繋がりを深めることを目的としています。地盤工学

会の会員以外の方や，男性の方もぜひご参加ください。 

    日時：2015 年 9 月 1 日（火） 15:00～16:30 

    場所：北海道科学大学 G 棟 2 階 オープンスペース 

    費用：300 円（当日、会場で徴収いたします。お菓子の持ちこみ大歓迎） 
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「汚染水対策・デブリ取出しから廃炉までを想定した地盤工学的新

技術開発と人材育成プログラムの必要性」 

 

地盤工学は原子力事業の支援技術の一つとして，地下水流動予測や各種地盤改良工法等の技術を通じ

て被災した福島第一原子力発電所における諸課題の解決に寄与している。これに加えて，被災原子炉の

廃止措置に至る今後の過程でも，燃料デブリ取出しの補助技術，地下掘削技術や放射性廃棄物処分技術

で重要な役割を果たすことができる。このような背景から地盤工学会では，事故を起こした原子力発電

所の廃止措置に向けて，地盤工学の観点から原子力工学技術者と協働し活躍できる人材の育成を進める

べく，文部科学省「国家課題対応型研究開発推進事業」『廃止措置等基盤研究・人材育成プログラム委

託費』申請し，2014 年度フィージビリティスタディに採択された。本特別セッションでは，今後，地

盤工学の観点から展開されるべき廃止措置に寄与する研究内容や原子力技術者と協働できる新しい地

盤技術者の育成方針について議論する。議論を活発化するために，建設会社および原子力分野の技術者

から，廃止措置に向けた人材育成の考え方や方針についてショートプレゼンテーションを行っていただ

く。これを受けて，フロアーからの活発な意見交換を行い，地盤工学の観点から，被災原子炉の廃止措

置に向けた研究・技術開発展開や人材育成の方向性を見出したい。 

 

日 時：2015 年 9 月 1 日（火）午後Ⅲ 16:45～18:15 

場 所：第 8 会場（北海道科学大学 G 棟 G304） 

主催委員会：福島第一原子力発電所汚染水問題に関する会長特別懇談会 

座 長：東畑 郁生 (委員長，関東学院大学)  

副座長：小峯 秀雄 (座長，早稲田大学)  

 

プログラム： 

16:45～16:50 開会挨拶（本特別セッションの主旨説明等） 小峯 秀雄 （早稲田大学） 

【以下，司会 小峯 秀雄 (早稲田大学)】 

16:50～17:10 JGS 文科省廃炉プロジェクトの概要紹介 東畑 郁生（関東学院大学） 

17:10～17:30 廃止措置に向けた人材育成 樋口 義弘（清水建設） 

 深谷 正明（大林組） 

朝野 英一（原子力環境整促進・

資金管理センター） 

17:30～18:10 フロアーディスカッション 

18:10～18:15 総括および今後の展望 小峯 秀雄（早稲田大学） 
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「断層の問題 ～地盤工学は何ができるのか～」 

 

断層問題に関する理工学合同委員会は，理学と工学の狭間にある断層問題について，社会的な視座を

持って，その本質を平易に解説する書籍を執筆・刊行することを目的として，（公社）地盤工学会，（一

社）日本応用地質学会，（公社）日本地震工学会が連携・協働する組織です。 

断層問題については，活断層の認定，活動性や変位の評価，対処の方法等について多様な意見が存在

いたします。このセッションでは，編集や執筆に携わる者の中から数名をパネリストに選び，共通認識

が確立されていないテーマについて討論を行います。 

どなたでも参加いただけます。 

 

日 時：2015 年 9 月 2 日（水）午前Ⅱ 10:45～12:15 

場 所：第 8 会場（北海道科学大学 G 棟 G304） 

主催委員会：断層問題に関する理工学合同委員会 

座 長：國生 剛治 (委員長，中央大学・名誉教授)  

副座長：大塚 康範 (副委員長，応用地質)  

 

プログラム： 

10:45～10:50 趣旨説明 國生 剛治（中央大学） 

10:50～11:40 パネラーの話題提供 

東畑 郁生（関東学院大学・教授，地盤工学会会長） 

大津 直（北海道立総合研究機構・地質研究所・研究主幹） 

添田 孝史（サイエンス・ライター） 

奈良林 直（北海道大学・原子炉工学・教授） 

谷 和夫（東京海洋大学・教授） 

11:40～12:10 フロアーディスカッション 

12:10～12:15 書籍の宣伝 大塚 康範（応用地質） 
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「平成26年度道路保全地盤技術向上に資する調査・研究成果報告」 

 

地盤工学会では，多岐にわたる活動領域での調査・研究事業を行っており，その一環として，平成 24

年度から平成 28 年度までの期間において，「我が国の道路保全技術の向上に資する調査研究事業」に係

る日本国内の 45 歳以下の研究者・技術者を対象に，学会が指定する下記の 3 テーマを調査研究課題と

する研究助成事業を実施することになっています。 

（調査研究課題：地盤工学会が指定する 3 テーマ） 

① 切土・盛土部における道路保全技術に関する研究 

② 橋梁との接合部における道路保全技術に関する研究 

③ 道路下に敷設された埋設物や道路の陥没に関連する道路保全技術の研究 

 

「平成 26 年度 道路保全地盤技術向上に資する調査・研究」については，第 50 回地盤工学研究発表

会にて成果報告会を開催し，研究成果の発表の場を設けました。 

 

日 時：2015 年 9 月 2 日（水）午前Ⅰ 9：00～10：30 

会 場：第 4 会場（北海道科学大学 G 棟 G204） 

主催委員会：平成 26 年度道路保全地盤技術向上の調査・研究助成審査委員会 

座 長：岡村 未対(委員長，愛媛大学)  

 

プログラム： 

9:00～  9:05 開会挨拶 岡村未対 (愛媛大学) 

9:05～  9:20 高速走行中に撮影した画像を用いた路面の健全性・平坦性評価システムの開発 

 一井康二 (広島大学) 

9:20～  9:35 気候変動への対応を視野に入れた盛土内水位予測モデルの開発 

 西村 聡 (北海道大学) 

9:35～  9:50 下水道管渠の老朽化に起因する道路陥没の対策工法の提案に関する研究 

 椋木俊文 (熊本大学) 

9:50～ 10:05 真空圧密を併用した盛土の施工における泥炭の強度増加とその推定に関する研究 

 荻野俊寛 (秋田大学)  

10:05～ 10:30 質疑応答 
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「平成26年度地盤工学会賞受賞者講演」 

 

平成 26 年度地盤工学会賞は平成 27 年 3 月 13 日の理事会において 14 件の受賞を決定し，第 57 回通

常総会（6 月 11 日）で表彰を行いました。第 50 回地盤工学研究発表会にて受賞者講演を開催し，受賞

業績の内容紹介の場を設けました。 

 

日 時：2015 年 9 月 2 日（水）午前Ⅱ 10:45～12:15 

会 場：第 4 会場（北海道科学大学 G 棟 G204） 

主催委員会：平成 26 年度表彰委員会 

座 長：三村 衛(委員長，京都大学教授)  

 

プログラム： 

10:45～10:50 平成 26 年度地盤工学会賞に関する報告 三村 衛 (京都大学) 

10:50～10:55 道路維持管理における放射性物質で汚染された発生土砂の土壌洗浄技術による処

理・減容化に関する取組み 熊田正次郎 (福島県土木部) 

10:55～11:00 災害廃棄物・津波堆積物の復興資材としての再利用に向けた取組－石巻ブロック災害

廃棄物処理業務について－ 鹿島・清水・西松・佐藤・飛島・竹中土木 

  ・若築・橋本・遠藤 特定共同企業体 

11:00~11:05 三陸鉄道における地盤構造物による災害復旧工事（耐震・津波抵抗性の向上） 

 (独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構 

11:05~11:10 土砂災害の警戒避難支援のための斜面崩壊の予兆検知システム 

 内村太郎 (東京大学) 

11:10~11:15 小径倍圧型水圧ピストンサンプラー 正垣孝晴 (防衛大学校) 

11:15~11:20 生態地盤学の創成と展開に関する研究 佐々真志 (港湾空港技術研究所) 

11:20~11:25 震災履歴を有する河川堤防 20km における地盤調査地点を考慮した液状化危険度解析

とその有効性検証 大竹 雄 (新潟大学) 

11:25~11:30 溶存イオンデータの多変量解析に基づいた広域地下水流動系の評価 

  神谷浩二 (岐阜大学) 

11:30~11:35 固体系廃棄物の地盤工学的有効利用における遮水性コーティングの可能性 

  稲積真哉 (明石工業高等専門学校) 

11:35~11:40 Stability of caisson-type breakwater foundation under tsunami-induced seepage

 佐々真志 (港湾空港技術研究所) 

11:40~11:45 Centrifuge model tests on piled raft foundation in sand subjected to lateral and 

moment loads 澤田幸平 (大成建設) 

11:45~11:50 地盤と構造物の耐震性評価の信頼性向上を目的とした既往の大規模地震において被災

地点に作用した地震動の評価 秦 吉弥 (大阪大学) 

11:50~11:55 2011 年東北地方太平洋沖地震における地震動特性 後藤浩之 (京都大学防災研究所) 
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8. 特別講演会（一般開放） 

 
日 時 ： 平成 27 年 9 月 2 日（水）16 時 30 分～17 時 40 分 

会 場 ： ロイトン札幌 3F ロイトンホール 

講 師 ： チェンバロ奏者・現代版北前船プロジェクト 代表 

明楽
あけら

 みゆき 氏 

演 題 ： 「北前船の軌跡がつなぐ 海の道の未来」 

 

講演概要 ： 

江戸時代中期から明治時代の中期にわたり北海道と大阪などを日本海経由で結び，近世の物流を一

手に担ってきた「北前船」。板子一枚下は地獄と言われた危険な航海に挑みながら，各寄港地に新し

い文化の風を吹き込みました。最大の交易品であったニシンや昆布の積み出しで北の港は賑わい，寄

港地の繁栄の基礎が築かれました。 

新しい時代の波にのまれ,北前船が姿を消して，130 年余り。「現代版北前船プロジェクト」では，

北前船の忘れかけられていた歴史・文化を再認識するとともに，この壮大なロマンを現代によみがえ

らせる活動を行っています。ひとつで繋がる海を活かし，日本の各地域が単なる物流だけでなく，人，

文化，芸術，食で地域間の交流がなされ，新たに北海道と各地を結ぶ活力が生まれたなら，どんなに

素敵なことでしょう。講演では，北前船の歴史と当プロジェクトが行っている各種の文化交流の取組

みを紹介します。北前船主であった 5 代前の先祖の想いを北前船と同時代のチェンバロの音色に乗

せて・・・。 

 

 
 

 
チェンバロ 
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講師 プロフィール： 

 

 

 
京都生まれ。大阪音楽大学音楽学部卒業。同学部専攻科修了。大阪音楽大学附属音楽院，大学講師

を経て現在札幌にてフリー活動。 

V.マルグリス氏（独・フライブルク音楽大学）に師事しアーティストディプロマ取得。フランス国

立リヨン・オペラ座管弦楽団及びブリュッセルカルテットのメンバー，古楽集団との共演を始め多数

の国内外音楽祭に出演し，好評を博す。2001 年より美術作家とのコラボレーションシリーズ，時計

台ニューイヤーシリーズのプロデュース開始。「音と言葉の絆プロジェクト」にて朗読とチェンバロ

即興演奏による公演，各地の美術館との多彩なコンサート企画を多数開催。ベルギーを始め欧州各地

にてチェンバロコンサート開催。 

江戸時代，北海道と大阪を日本海で繋いだ北前船をテーマに，2010 年全国各地の歴史と文化を繋

ぐ「現代版北前船プロジェクト」を立ち上げる。各地での文化交流を含む経済交流を通して，異業種

間の連携と未来を見据えた地域振興を展開中。 

北前船文化交流公演の終着点として 2010，2011 年京都・東福寺にてコンサート。 

読売 24 時間テレビ京都会場のメインアーティストとして募金支援コンサート開催。 

2012 年 4 月 CD「音楽の花束」をリリース。東日本大震災で親を亡くした子供たちを守る「みやぎ

こども基金」に収益を寄付の為，2012 年 4 月より限定発売。 

北海道神宮，小樽住吉神社，小樽能楽堂，小樽龍徳寺，札幌護国神社を始め，世界遺産天龍寺，建

仁寺など全国各地の歴史的建造物にて北前船公演「歴史と音楽のひととき」 開催。4 月岐阜郡上八

幡，5 月京都建仁寺公演。ソリスト，通奏低音奏者として活躍。 

2014 年 バロック公演にて 札幌市民芸術祭大賞受賞。北海道大学総合博物館市民セミナー講師。

古楽研究会｢Origo et practica｣，日本イタリア古楽協会に所属。 
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9. 交流会 

 

地盤技術者や研究者の懇親を目的とした交流会を行います。お誘い合わせの上，是非ご参加ください。 

 

日 時 ： 9 月 2 日（水）18:00～20:00 （14:00 受付開始） 

会 場 ： ロイトン札幌 3F ロイトンホール  (☞ pp. 10) 

           ＊交流会の前に開催される展望・特別講演会場の隣の部屋になります。事前予約のない方も是非

ご参加下さい。 

定 員 ： 400 名 

会 費 ： 事前申込み（7 月 31 日まで）6,000 円，大会期間中および当日申込み 7,000 円，ただ

し学生会員は 2,000 円 

申込方法： 事前申込み（7 月 31 日まで）されている方 

事前に交流会参加票と領収書をお送りしております。 

入場の際は参加票をネームホルダーに入れて入口係員にご提示下さい。 

 

事前申込みをされていない方 

総合受付（体育館 ☞ pp.7，交流会当日は 12 時まで），または交流会会場（ロイト

ン札幌 3F ロイトンホール）の会場受付（☞ pp.10，当日 14 時より受付開始）で，参

加のお申込みを受付けております。 

交流会参加票を領収書とともにお渡ししますので，会費を現金にてお支払い願いま

す。入場の際は交流会参加票をネームプレートに入れて入口係員にご提示下さい。 

ただし，定員に達した場合は，当日のお申し込みをお断りすることがあります。 
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交流会 次第 

 

 平成 27 年 9 月 2 日（水） 18:00～20:00 

ロイトン札幌 3Ｆ ロイトンホール 

14:00 受付開始 

 

18:00 開場 

 

18:10 開会の辞 

18:15 実行委員長挨拶 

第 50 回地盤工学研究発表会実行委員長     田中 洋行 

（北海道大学教授） 

18:20 会長挨拶 

 公益社団法人地盤工学会会長     東畑 郁生 

（関東学院大学教授） 

18:25 来賓挨拶 

 国土交通省北海道開発局長     本田 幸一 

          学校法人北海道科学大学理事長      西  安信 

18:40 来賓紹介 

 

18:45 乾杯 

 公益社団法人地盤工学会 調査・研究部長 中田 幸男 

（山口大学教授） 

19:15  アトラクション 

                           YOSAKOI ソーラン｢粋～IKI～北海学園大学｣ 

19:55 次期開催地代表挨拶 

       第51回地盤工学研究発表会実行委員会相談役    西垣  誠 

 （岡山大学教授） 

20:00 閉会の辞 

第 50 回地盤工学研究発表会実行副委員長     木幡 行宏 
（室蘭工業大学教授） 

 
     （開会時刻は調整されることがございます。あらかじめご了承下さい） 
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10. 技術展示コーナー(一般開放) 

 

地盤工学に関する技術の発展はめざましく，新しい施工法，材料，調査法，試験法，設計法，解析法

や防災，環境保全に関する技術などが各機関で開発されています。そこで，各機関にこのような技術を

紹介していただき，このコーナーで意見を交わしていただくことが，互いの技術の進歩と地盤工学・技

術の発展につながると考え，「技術展示コーナー」を企画しました。 

技術展示コーナー会場内には，特別会員 PR コーナー（詳細は「11.特別会員 PR コーナー」 ☞ pp.55），

スタンプラリー，無料ドリンクコーナー，物産販売および休憩・商談スペース（G-CPD 登録機も併設）

も設置してあり，ちょっとした打ち合せや休息，昼食の場としてもご利用いただけます。 

技術展示コーナー開会に当たっては，開会式を実施します。 

 

開 催 日 ： 9 月 1 日（火）9：00～18：30 

9 月 2 日（水）9：00～12：00 

9 月 3 日（木）9：00～15：00 

 

会 場 ： 北海道科学大学 体育館（☞  pp. 7） 

 

展示内容： 出展者 59(53 ブース)による実物・模型・パネル・ビデオなどによる最新技術の展示

紹介および意見交換 

 

開 会 式：  9 月 1 日（火）9：00～9：15 

 
ご挨拶：公益社団法人地盤工学会会長  東畑 郁生 
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出展企業等の一覧 

 

出展企業等は，次の一覧表に示すように，59団体で53ブースとなっています。出展者番号は，（☞ pp.7）

に示すブース番号と対応しています。出展内容等の詳細については，別冊「技術展示のしおり」をご覧

下さい。 

 

出展者の一覧 

ブース 

番号 
出展企業等名 

 ブース

番号 
出展企業等名 

1 （株）不動テトラ  28 テラグリッド研究会 

2 （株）技研製作所  29 多数アンカー式補強土壁協会 

3 TRD 工法協会  30 ヒロセ（株） 

4 三信建設工業（株）  31 大成建設（株） 

5 静的圧入締固め工法（CPG 工法）研究会  32 （株）大林組 

6 X-JET 協会  33 西松建設（株） 

7 SUPERJET 研究会  34 清水建設（株） 

8 日特建設（株）  35 （株）マイダスアイティジャパン 

9 （株）加藤建設  36 （株）地層科学研究所 

10 日本基礎技術（株）  37 FLIP コンソーシアム 

11 真空圧密ドレーン工法研究会  38 JIP テクノサイエンス（株） 

12 WILL 工法協会 
 

39 
（株）シーウェイエンジニアリング， 

ジーエスアイ（株） 

13 （有）アサヒテクノ  40 （株）アーク情報システム 

14 日鉄住金セメント（株）  41 五大開発（株） 

15 （一社）セメント協会  42 寒地土木研究所 

16 既設アンカー緊張力モニタリングシステム研究会  43 中央開発（株） 

17 VSL 協会，ブイ・エス・エル・ジャパン（株）  44 （株）マルイ 

18 KJS 協会，アンカー補修協会  45 （株）ダイヤコンサルタント 

19 （株）エスイー  46 （株）共和電業 

20 フロテックアンカー技術研究会  47 GoTEN コンソーシアム 

21 東日本旅客鉄道（株），ジェイアール東日本コンサ

ルタンツ（株），鉄建建設（株），（株）ジェイテック

 48 川崎地質（株） 

22  49 （株）レアックス 

23 鹿島建設（株）  50 応用地質（株） 

24 あおみ建設（株）  51 ジオ・ラボネットワーク 

25 前田工繊（株）  52 （株）ワイビーエム 

26 新江州（株），（一社）国土環境保全機構 JEPro  53 基礎地盤コンサルタンツ（株） 

27 北海道科学大学  
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11. 特別会員ＰＲコーナー(一般開放) 

 

地盤工学会の特別会員の様々な技術等を紹介するパンフレット・資料を展示，配布する「特別会員

PR コーナー」を設置しております。 

 

場 所：北海道科学大学 体育館（☞  pp. 7） 

 

特別会員 PR コーナー 出展者一覧 （出展者番号は入会順）

 

【3 級】 

1.（株）大林組 札幌支店  

2. 矢作建設工業（株）  

3.（株）拓和  

4. 東急建設（株）技術研究所  

 

【4 級】 

5. 明治コンサルタント（株） 本店  

6. オリエンタル白石（株）  

7. 大林道路（株）  

8.（株）エイト日本技術開発  

9. 日本物理探鑛（株）  

10. 新日鐵住金（株）  

11. 錦城護謨（株）  

12. 山北調査設計（株）  

13. 日特建設（株）札幌支店  

14. 丸藤シートパイル（株）  

15. 海洋工業（株）  

16. 兼松日産農林（株）  

17. 全国マイ独楽工業会  

 

18.（一社）北陸地域づくり協会 技術部  

19. （株）測機社  

20.（株）クラレ  

21. KTB 協会  

22. 東京インキ（株）  

23.（株）東京測器研究所 大阪営業所  

24. DJM 工法研究会  

25. ジェコス（株）  

26. 西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ四国（株）  

27. 岡本興業（株）  

28. 東洋建設（株） 鳴尾研究所  

29.（株）MLT ソイル  

30. 中林建設（株）  

31. 大東建託（株） 設計部  

32. 小規模構造物液状化被害軽減工法研究会  

33.（株）ランドクラフト  

34. 原子力発電環境整備機構  

35. NPO 住宅地盤品質協会 
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特別会員 PR コーナー 出展目録 

 

【3 級】 

1. （株）大林組 札幌支店 

1）URUP 工法カタログ 

2）ジオフレックスドリル工法カタログ 

 

2. 矢作建設工業（株） 

1）CABWALL 工法カタログ 

2）PANWALL 工法カタログ 

 

3. （株）拓和 

1）地下流水音測定装置カタログ 

2）会社案内 

 

【4 級】 

4. 東急建設（株）技術研究所 

1）東急建設 技術研究所報 No.40 

2）東急建設 CSR 報告書 2014 

 

5. 明治コンサルタント（株） 本店 

1）Merex-D (拡散レーザ変位計) カタログ 

2）Merex-CR (Area net 傾斜計) カタログ 

 

6. オリエンタル白石（株） 

1）ニューマチックケーソン工法カタログ 

2）補修補強カタログ 

 

7. 大林道路（株） 

1）アイストッパーカタログ 

2）オークドレーンカタログ 

 

8. （株）エイト日本技術開発 

1）分光測色計を用いた酸性水発生岩の識

別カタログ 

 

9. 日本物理探鑛（株） 

1）会社案内 

2）磁気探査カタログ 

 

10. 新日鐵住金（株） 

1）新日鉄住金の鋼管杭・鋼管矢板工法 

2）新日鉄住金の鋼製壁体 

 

11. 錦城護謨（株） 

1）キャッスルボードドレーンカタログ 

2）パワーブーストドレーン工法カタログ 

 

12. 山北調査設計（株） 

1）空撮および 3D データの出力 

2）サーモグラフィによる調査方法 

 

13. 日特建設（株）札幌支店 

1）技術総合カタログ 

2）会社パンフレット 

 

14. 丸藤シートパイル（株） 

1）ランドクロス（仮設橋梁）カタログ 

2）RG 杭打機 カタログ 

 

15. 海洋工業（株） 

1）動圧密工法 

2）リフユーズプレス工法 

 

16. 兼松日産農林（株） 

1）環境パイル工法＆LP-LiC 工法カタログ 

 

17. 全国マイ独楽工業会 

1）トップベース工法 

2）簡易的支持力試験機エレフット（平板

載荷試験の補完試験機） 

 

18. （一社）北陸地域づくり協会 技術部 

1）ほくりく地盤情報システム 

2）フレッシュコンクリート中の単位水量

測定器 W/C ミータ MT-400 
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19. （株）測機社 

1）3D 画像計測統合ソフトカタログ 

2）現場観測機器総合カタログ 

 

20. （株）クラレ 

1）化学接着性防水シート<エバブリッド

>・<フィットライナー> 

2）RRR 工法用 <J グリッド> 

 

21. KTB 協会 

1）KTB 工法カタログ 

2）PC フレーム工法カタログ 

 

22. 東京インキ（株） 

1）GIB 工法 

2）テラセル工法 

 

23. （株）東京測器研究所 大阪営業所 

1）間隙水圧測定センサカタログ 小型間

隙水圧計 

2）地盤剛性測定システムカタログ 小型

FWD システム 

 

24. DJM 工法研究会 

1）DJM 工法カタログ 

2）DJM 工法技術資料 

 

25. ジェコス（株） 

1）Eco ラム工法カタログ 

 

26. 西日本高速道路エンジニアリング四国（株） 

1）道路性状測定車（イーグル）カタログ 

2）J システムカタログ 

 

27. 岡本興業（株） 

1）重金属吸着・不溶化材カタログ 

 

28. 東洋建設（株） 鳴尾研究所 

1）ドラム型遠心載荷津波水路 

 

29. （株）MLT ソイル 

1）MLT 工法パンフレット 

2）工事経歴書 

 

30. 中林建設（株） 

1）全天候フォレストベンチ工法カタログ 

2）施工実績写真集・施工単価・Q&A 資料 

 

31. 大東建託（株） 設計部 

1）大東建託オリジナル鋼管杭のご紹介 

 

32. 小規模構造物液状化被害軽減工法研究会 

1）K-gen 工法カタログ 

2）SMUP 工法カタログ 

 

33. （株）ランドクラフト 

1）SWS サンプラー・水位計パンフ 

 

34. 原子力発電環境整備機構 

1）パンフレット「知ってほしい今，地層

処分」 

2）パンフレット「安全な地層処分の実現

を目指して」 

 

35. NPO 住宅地盤品質協会 

1）協会誌「住品協だより vol.9」 
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12. サロン・土・カフェＷ（一般開放） 
 
日 時 ：2015 年 9 月 1 日（火）15:00～16:30 
場 所 ：北海道科学大学 G 棟 2 階 オープンスペース 
主催委員会：男女共同参画・ダイバーシティに関する委員会 
参加費用 ：300 円(当日、会場で徴収いたします。お菓子の持ちこみ大歓迎) 
 
内 容 
 地盤工学会に所属する女性会員数がどの程度かご存知ですか？会員全体のわずか 3%です。わた

したち男女共同参画・ダイバーシティに関する委員会では，女性がこの分野でもっともっと活躍

することを願っています。 
 そこで，地盤工学に関わる女性同士のフェイストゥフェイスの関係を築くべくお茶会を開催し

ます。「サロン・土・カフェＷ」は地盤工学に関わる女性たちが，お茶とお菓子をいただきなが

ら意見交換を行うことで，人と人のつながりを深めることを目的とした企画です。 
毎年，ダイバーシティに興味のある男性や地盤工学会会員以外のかたもたくさん参加していま

す。皆さん，奮ってご参加ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特別セッション（一般開放セッション・参加無料） 

『地盤工学会におけるダイバーシティの実現』のご案内 
(☞プログラム詳細は pp.44 をご覧ください) 

日 時：2015 年 9 月 1 日（火）午後Ⅰ 13:15～14:45 
会 場：第 5 会場（北海道科学大学 G 棟 G205） 

主催委員会：男女共同参画・ダイバーシティに関する委員会 

共 催：公益社団法人土木学会，一般社団法人土木技術者女性の会，札幌市男女共同参画センター

後 援：男女共同参画学協会連絡会 

座 長：和田（工藤）里絵 (前委員長，応用地質株式会社)  

昨年度北九州大会のサロン・土・カフェ W
に参加してくださった皆様 

お菓子の確認中「おいしそうな小倉銘菓がたくさん！」
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13. 見学会 
 
  一般の見学ツアーにはない地盤工学会ならではの見学箇所を盛り込んだ 2 つのコースで実施

します。 
 
 申し込み： 

見学会は事前申し込み制で，受付はすでに締め切っております。 
 
服装・所持品など： 

汚れても良い服装でお越しください。 
天候によっては寒いかも知れませんので，上に羽織るもの（カーディガン・ジャン

パーなど）を 1 枚ご持参されることをお勧めします。 
1 日コースには，昼食が含まれますので持参不要です。半日コースには昼食は付き

ませんのでご注意ください。お飲み物は各自ご用意ください。 
※ 本大会のネームプレートの携行を必ずお願いします。 
 

参加キャンセル時の連絡先： 
直前の参加キャンセルは下記へご連絡下さい。 
・ 連絡先 実行委員会 見学会部会 （部会長：林 憲裕） 
・ 電話 080-2872-5972（対応可能時間 8:00～17:00） 

 
【半日コース】ＬＮＧ基地見学ツアーとＬＮＧ火力発電所の建設現場見学コース 

LNG（液化天然ガス）は、そのクリーン性や豊富な埋蔵量などの優位性から日本の基幹エネ

ルギーの一つとして位置づけられています。 
現在、将来的な電力の安定供給を目的とした北海道初の LNG 火力発電所の建設が石狩湾新

港において進められています。 
本コースでは、北海道ガス主催の LNG 基地の見学ツアーおよび北海道電力で現在建設中の

LNG 火力発電所の建設現場見学に参加していただく予定です。 
 
日 時：9 月 2 日（水） 
定 員：35 名 
行 程：13:00 北海道科学大学出発→石狩湾新港（LNG 基地見学ツアーおよび LNG 火力

発電所建設現場見学）→17:30 札幌駅到着→17:45 ロイトン札幌（交流会会場） 
集 合：12：45 北海道科学大学 体育館入口 
解 散：札幌駅またはロイトン札幌 
備 考：荒天時はコースを変更する場合があります。 

 
 

集合場所 
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【1 日コース】小樽・余市 土木と歴史浪漫コース 
我が国初の本格的外洋防波堤として、100 年以上経った現在も現役として機能している『小樽

港北防波堤』、NHK 連続テレビ小説「マッサン」の舞台であり、特殊土「泥炭」との関わりも深

い『余市蒸溜所』、NEXCO 東日本が建設中の急峻な山地を通過する『北海道横断自動車道（小樽

JCT～余市 IC 間）』を肌で感じて頂けるコースです。 
 

日 時：9 月 4 日（金） 
定 員：35 名 
行 程：8:30 札幌駅出発→小樽港（海上見学と資料コーナー見学）→余市蒸溜所ガイド付

き見学→（昼食）→北海道横断自動車道（余市 IC～小樽 JCT）現場見学→17:00 札

幌駅解散 
集 合：8：15 札幌駅北口 鐘の広場 
解 散：札幌駅 
    解散後の交通の手配は各自でお願いします。 

備 考：荒天時はコースを変更する場合があります。 
 

集合場所
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14. 市民参加行事（一般開放） 
 
「暮らしに役立つ防災への備え！～自然災害は突然に！普段から防災へ

の心構え～」 
 

多くの方に参加していただき，地盤工学や防災について，知識を深め考えいただく機会とな

るよう，以下の市民参加行事を実施します。 
一般の方が自由にご覧頂けます。事前申し込みは不要で入場無料です。 
どうぞ会場に直接お越し下さい。 

 
会 場：札幌市北 3 条広場（アカプラ） （☞  pp.11） 
 

 
 
開催期日： 

9 月 1 日（火）11：00～17：00 
9 月 2 日（水）10：00～17：00 
9 月 3 日（木）10：00～16：00 

 
行事内容： 

体験コーナー（降雨体験，地下浸水体験，災害対策車両展示） 
    パネル展示（防災・地盤に関するパネル展示） 
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15. インターネット接続 
 

北海道科学大学内では，インターネットの利用が可能です。希望者には総合受付（体育館 ☞ 
pp.7）にて利用のための ID とパスワードを配布いたします。 
 
接続方法 

 
その① 接続方法を選択する 

【研究発表会場】 
 研究発表会場（教室内）では，机上の LAN ポートからの

有線接続になります。 
なお，LAN ケーブルは総合受付（体育館 ☞ pp.7）にて 100

円で販売しています（数量限定）。 
※座席によっては，無線 LAN が利用できる場合がありますが，電波

状況は不安定です。 
 
【研究発表会場以外】 
 研究発表会場以外（敷地内のほぼ全エリア）では，無線 LAN
が利用できます。 
 利用可能な Wi-Fi から「HUS_WiFi」を選び，セキュリテ

ィーキーに「www.hus.ac.jp」と入力してください。 
 
その② ネットワークに接続する 

 ブラウザを立ち上げ，お好きなページにアクセスしてください。 
初回のアクセス時には，以下のようなネットワーク認証画面が表示されますので，配布した「利

用者 ID」と「パスワード」を入力してください．これでインターネットへの接続が可能になりま

す。 
 

 
 
※PC が一定時間以上スリープモードになると，ネットワーク接続が解除されることがあります。 
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16. 交通案内 
 
会場へのアクセス 
 

a) 北海道科学大学 

             〒006-8585 北海道札幌市 手稲区前田 7条 15 丁目 4−1  

       大会本部設置（9月 1日～3日） 

 

 ● JR「札幌駅⇔手稲駅」は約 15 分間隔で運行しています。 
● 学会専用バス（無料）を「手稲駅北口⇔北海道科学大学」で運行します。 

 ● 手稲駅までは複数の路線でバスが運行しています。 
 

 

 
 

会場アクセス図 
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学会専用バス（無料） 
 

手稲駅北口 ⇔ 北海道科学大学 

 

乗場場所： 

手稲駅北口：案内スタッフの指示に従ってください 
    北海道科学大学：体育館横の専用バス停（☞ 巻頭の全体案内図） 
 

その他： 
    2 日目の 13 時台のみ地下鉄宮の沢駅行で運行します。宮の沢駅からはロイトン札幌への

アクセスが便利です（西 11 丁目駅下車，徒歩 3 分）。（☞ pp.66） 
 
 

手稲駅北口発 北海道科学大学発

7 45 50 55

8 00 10 15 20 25 35 40 45 50

9 00 15 30 45 00 15 30 45

10 00 15 30 45 00 15 30 45

11 00 15 30 45 00 15 30 45

12 00 15 30 45 00 15 30 45

13 00 15 30 45 00 15 30 45

14 00 15 30 45 00 15 30 45

15 00 15 30 45 00 15 30 45

16 00 15 30 45 00 15 30 45

17 00 15 30 45 00 15 30 45

18 00 15 30 35 40 45 55

19 00

シャトルバス時刻表 9/1（火） 1日目

手稲駅北口発 北海道科学大学発

7 45 50 55

8 00 10 15 20 25 35 40 45 50

9 00 15 30 45 00 15 30 45

10 00 15 30 45 00 15 30 45

11 00 15 30 45 00 15 30 45

12 00 15 30 45 00 15 30 45

13 00 15 30 45 00 15 30 45

14 00 15 30 45 00 15 30 45

15 00 15 30 45 00 15 30 45

16 00 15 30 45 00 15 30 45

17 00 15 30 45

18 00

シャトルバス時刻表 9/3（木） 3日目

 
 
 
北海道科学大学 ⇒ ロイトン札幌（9/2 のみ） 
 

9 月 2 日（水） 13:00～13:15 観光バスタイプ 5 台運行，先着順に順次発車 
※定員に達した時点で乗車をお断りいたします。他の交通機関をご利用ください。 

 

乗場場所：北海道科学大学：体育館横の専用バス停（☞ 巻頭の全体案内図） 
 

手稲駅北口発 北海道科学大学発

7 45 50 55

8 00 10 15 20 25 35 40 45 50

9 00 15 30 45 00 15 30 45

10 00 15 30 45 00 15 30 45

11 00 15 30 45 00 15 30 45

12 00 15 30 45

13 00※ 15※

シャトルバス時刻表 9/2（水） 2日目

※地下鉄 宮の沢駅行
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路線バス（有料） 
 

■手稲駅北口発 ■地下鉄宮の沢駅前発 

 
 

 

■手稲駅北口行 ■地下鉄宮の沢駅前行 
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b) ロイトン札幌 

             〒060-0001 札幌市中央区北 1 条西 11 丁目 

 TEL ： 011-271-2711  FAX ： 011-207-3344 

 

 ● 地下鉄東西線「西 11 丁目駅」徒歩 3 分 
 

 
 

札幌市内 地下鉄路線図 
 
 
 

c)  札幌市北 3条広場（アカプラ） 

             〒060-0003 札幌市中央区北 3 条西 3丁目 
  
● JR「札幌駅」・地下鉄「さっぽろ駅」徒歩 5 分 
● 地下鉄「大通駅」徒歩 5 分 
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           後 援  国土交通省北海道開発局・北海道・札幌市 
 
 

 
主 催

公益社団法人 

地盤工学会 
http://www.jiban.or.jp 




